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自然科学概論

中澤聡

自然科学 （授業コード：81010）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Basics of Natural Science 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA001

科目担当者 中澤聡

自然科学は、最初から今日われわれが学ぶような形で登場したわけではなく、長い時間をかけて、思想、経済、技術といった社会
の様々な要素との相互作用を通じて形成されたものである。科学で用いられてきた方法や科学理論が生まれた背景・歴史的変遷を
通じ、科学が真理と考えられてきたのはなぜか、科学が目指すのは何かなどについて、科学的知識が時代を通じて変化してきた様
子を概観することで、科学の本質を歴史的に捉える視点を身につける。

【１】 授業概要

古代ギリシア人が考えた「科学的知識」の概念について説明できる。
ニュートンのバケツについて説明できる。
公理と証明に関する考え方の変化について説明できる。
客観確率と主観確率について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
毎回クイズを配布するので、その問題を読んで考えておく。予習15分程度、復習0～2時間程度。
【学習上の留意点】
当たり前だと思っていることを改めて考えてみる機会にしてください。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

健康科学概論、看護学概論、トランスレーショナルへの挑戦、看護研究入門、看護研究

【４】 関連科目

小レポート。
講義の内容に関する小レポートの提出を課す。授業中にレポート内容について講評する。

【５】 評価方法

プリントを配布する。

【６】 教科書

アンリ・ポアンカレ『科学の価値』、岩波文庫、1977年。
その他授業の中で随時紹介する。

【７】 参考書

授業の前後には非常勤講師控え室にいます。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：イントロダクション
方法：講義
予習：参考書を読んでみる。
復習：何が科学的か考えてみる。
キーワード：科学的知識、科学的でない知識、疑似科学

中澤　聡1 科学にも歴史がある

内容：古代ギリシアにおける科学的知識の概念
方法：講義
予習：配付資料の問題を読み、考えておくこと。
復習：プリントの参考文献を読んでみる。
キーワード：科学的知識と思い込み、公理、証明

中澤　聡2 科学と論証

内容：科学革命と力学的世界観
方法：講義
予習：配付資料の問題を読み、考えておくこと。
復習：プリントの参考文献を読んでみる。
キーワード：天動説と地動説、運動の相対性

中澤　聡3 それでも地球は回る？

内容：「自明な真理」への疑いと非ユークリッド幾何学の成立
方法：講義
予習：配付資料の問題を読み、考えておくこと。
復習：プリントの参考文献を読んでみる。
キーワード：平行線公準、 非ユークリッド幾何学

中澤　聡4 幾何学と仮説

内容：集合論とパラドックス
方法：講義
予習：配付資料の問題を読み、考えておくこと。
復習：プリントの参考文献を読んでみる。
キーワード：仮無限と実無限、集合論のパラドックス

中澤　聡5 無限を測る

内容：ゲーデルの不完全性定理
方法：講義
予習：配付資料の問題を読み、考えておくこと。
復習：プリントの参考文献を読んでみる。
キーワード：数学と論理、無矛盾性、不完全性定理

中澤　聡6 証明はどこまでできるか

内容：客観確率と主観確率
方法：講義
予習：配付資料の問題を読み、考えておくこと。
復習：プリントの参考文献を読んでみる。
キーワード：ベルトランのパラドックス，客観確率と主観確率

中澤　聡7 確かさと確からしさ

内容：科学の現在
方法：講義
予習：配付資料の問題を読み、考えておくこと。
復習：あらためて、何が科学的か考えてみる。
キーワード：科学と技術、人工知能

中澤　聡8
あらためて、科学とはなん
だろうか？
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情報科学概論

金岡　晃

自然科学 （授業コード：81020）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Information Sciences 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA002

科目担当者 菊地賢一、金岡　晃

情報科学は、情報の生成、構造、処理、利用などに関する原理を考究する学問である。本科目では、情報と人との関係に関する理
論、情報倫理、コンピュータの情報の仕組み、操作方法、セキュリティ管理、インターネット活用による情報の収集と共有の仕
方、情報管理の方法を学ぶ。さらに、コンピュータでの情報整理のための基礎的な文書処理や数値処理の方法を習得する。本科目
は、専門基礎科目である保健統計と情報処理、疫学と公衆衛生に直接つながる科目である。

【１】 授業概要

1. 情報とは何か、具体的に説明できる。
2. 情報リテラシーとは何か、具体的に説明できる。
3. 情報リテラシーを身につける。
4. セキュリティ管理の方法について3つ以上説明できる。
5. 情報倫理の課題を3つ以上具体的に説明できる。
6. コンピュータを用いて、基礎的な文書が作成できる。
7. コンピュータを用いて、基礎的な数値処理ができる。
8. コンピュータを用いて、プレゼンテーションができる。
9. 医療・看護情報の解釈・分析で重要なことを3つ以上具体的に説明できる。
10.情報利用における自らの課題について述べることができる。
（看護学科ＤＰ　１，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
この授業は、コンピュータを操作する能力を身につけるために、予習1時間、復習1.5時間程度を費やします。
【学習上の留意点】
インターネットの発達した社会において、医療従事者として気をつけなければならないことを考えながら学習する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

保健統計と情報処理、疫学と公衆衛生、看護研究

【４】 関連科目

課題レポート（50％）・授業内小課題（50％）
授業中の課題については、次回の授業で、特徴的な間違いなどについてコメントする。授業中の発表については、逐次講評を行
う。

【５】 評価方法

Microsoft Office 2016を使った情報リテラシーの基礎　切田節子他著　近代科学社

【６】 教科書

授業中に紹介する。

【７】 参考書

講義終了後 14時まで。メールでの質問も受け付ける。akira.kanaoka@is.sci.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

・情報科学とは
・情報と人との関係に関する理論
・コンピュータの歴史、仕組みと操作方法
授業方法：講義
予習：テキスト1.1節を読む
復習：小課題
キーワード：情報、情報倫理、人権、個人情報保護、コンピュータ

菊地賢一、金岡晃1 情報の科学(1)

・インターネットの歴史と基礎
・インターネットによる情報収集と共有の仕方
・情報管理の仕方
授業方法：講義
予習：テキスト1.2節を読む
復習：小課題
キーワード：インターネット、セキュリティ管理、情報管理

菊地賢一、金岡晃2 情報の科学(2)

・情報リテラシー
・情報倫理
授業方法：講義
予習：テキスト1.3節を読む
復習：小課題
キーワード：情報リテラシー、SNS、人権、個人情報保護

菊地賢一、金岡晃3 情報の科学(3)

・文書作成ソフトの基礎
・高度な文書作成
授業方法：講義・個人ワーク
予習：テキスト3章を読む
復習：授業終了時に示す課題のレポートを作成する
キーワード：文書作成、文書作成ソフト、文書作成ソフトの機能

菊地賢一、金岡晃4 文書作成(1)

・表計算ソフトの基礎
・数値処理の方法
授業方法：講義・個人ワーク
予習：テキスト4章を読む
復習：授業終了時に示す課題のレポートを作成する
キーワード：表計算ソフト、表計算ソフトの機能、数値処理

菊地賢一、金岡晃5 数値処理

・プレゼンテーションソフトの基礎
・プレゼンテーション資料の作成
授業方法：講義・個人ワーク
予習：テキスト5章を読む
復習：授業終了時に示す課題のレポートを作成する
キーワード：プレゼンテーション、プレゼンテーションソフト、プ
レゼンテーションソフトの機能

菊地賢一、金岡晃6 文書作成(2)

・医療や看護に関係するデータについて考察
授業方法：グループワーク
予習：医療や看護に関係するデータの準備
復習：次回の発表の準備を行う
キーワード：医療看護情報、エビデンス、情報利用

菊地賢一、金岡晃7
情報分析・管理の事例学習
(1)

・医療や看護に関係するデータ考察の発表
・情報科学の展望
授業方法：発表・講義
予習：発表練習
復習：発表内容の改善
キーワード：情報解釈・分析、情報利用

菊地賢一、金岡晃8
情報分析・管理の事例学習
(2)
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化学

横田浩充、満田深雪

自然科学 （授業コード：81030）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Chemistry 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA003

科目担当者 横田浩充、満田深雪

物質の構造・変化の仕組みについて理解を深める。具体的には、原子や分子の構造及び化学結合と化学反応、身体を構成している
物質とそれに関する化合物、有機化合物の性質などについて学習する。本科目は、生化学、臨床栄養学などの専門基礎科目、看護
学の基礎知識につながる科目である。

【１】 授業概要

看護の実践に必要な化学の基礎知識を習得する。
化学的思考で物質の構造や変化の仕組みを理解する。
化学物質の性質や変化について理解・説明できる。
基本的な化学反応を理解・説明できる。
環境・生命と化学の関係を理解・説明できる。
（看護学科ＤＰ　５）

【２】 学修目標（到達目標）

講義中に習熟状況の確認あるいは小テストを実施するため、教科書あるいは講義資料について予習を1時間、復習を1時間行うこ
と。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生化学、臨床栄養学

【４】 関連科目

予習・復習を含めた講義に対する姿勢（20％）、定期試験（50％）、確認テスト（30％）で評価する。
確認テストは講義の理解を確認する筆記試験とし、講義時間内で行う。定期試験および確認テスト後、解説を行う。

【５】 評価方法

コ・メディカル化学 「医療・看護系のための基礎化学」　齋藤勝裕、他．（裳華房）

【６】 教科書

化学入門－日常に役立つ基礎知識－　大月穣．（東京化学同人）
看護に必要なやりなおし生物・化学　時政孝行．（照林社）

【７】 参考書

講義終了後に対応する。以後、火・木・金曜日の午後2時～3時に対応する。
連絡方法：理学部1号館1402室、メール：hiromitsu.yokota@sci.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：看護に化学が必要な理由を理解することを目的とする
化学基礎（原子、元素周期表、分子、化学結合、物質の変化、酸・
塩基、無機・有機化合物）の復習を行う
授業方法：講義
予習：化学基礎（高校）の復習と教科書　第1～4章の予習が必要
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：看護と化学、化学基礎

横田浩充1 化学序論

内容：物質の基礎知識習得を目指す
物質の三態（気体・固体・液体）、物質の量と状態（原子量、分子
量、濃度）、溶液の化学（溶解度、コロイド、人工透析）について
講義する
授業方法：講義
予習：教科書　第5章、6章の予習が必要
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：物質の三態、物質の量と状態

横田浩充2 物質の状態・性質

内容：酸・塩基、水溶液のpH、緩衝液と緩衝作用、酸化・還元と医
療の理解を目標とし、講義を行う
授業方法：講義
予習：教科書　第7章の予習が必要
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：酸・塩基、緩衝液、酸化・還元

横田浩充3 酸・塩基と酸化・還元

内容：炭化水素の種類、置換基の種類、有機化合物の種類と性質、
異性体と立体異性体の理解を目標として、診療に利用されるサリド
マイドを例に講義する
授業方法：講義
予習：教科書　第8、9章の予習が必要
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：炭化水素、置換基、有機化合物、異性体

横田浩充4
有機化合物の構造と異性
体・立体化学

内容：有機化学反応（置換反応、付加反応とアスピリン）、高分子
化合物の種類と分子構造の理解を目標として講義する
授業方法：講義
予習：教科書　第10、11章の予習が必要
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：有機化学反応、高分子化合物の種類と分子構造

満田深雪5
有機化学反応、高分子化合
物

内容：生命体の維持に不可欠な糖質・脂質、ホルモン、ビタミンに
ついて化学の視点から学ぶことを目的に講義する
授業方法：講義
予習：教科書　第12章の予習が必要
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：糖質・脂質、ホルモン、ビタミン

満田深雪6 生命と化学反応（1）

内容：生命体の維持に不可欠なアミノ酸とタンパク質、核酸につい
て化学の視点から学ぶことを目的に講義する
授業方法：講義
予習：教科書　第13章の予習が必要
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：アミノ酸、タンパク質、核酸

満田深雪7 生命と化学反応（2）

内容：環境と化学、健康と化学物質の関係について化学の視点から
学ぶことを目的に講義する
授業方法：講義
予習：配布された資料を予習しておく
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：環境と化学、健康と化学物質

満田深雪8 環境と化学物質
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生物学

小林芳郎

自然科学 （授業コード：81040）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Biology 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA004

科目担当者 小林芳郎

動/植物の生命現象について理解を深める。具体的には、細胞の構造、エネルギーと代謝、エネルギーの獲得と放出、DNAの構造と
機能、遺伝子発現とその調節、細胞の増殖、ヒトの遺伝病、生物工学について学習し、日常生活で遭遇する生物学的な諸問題に関
心を持つ姿勢を養う。本科目は、人体の構造と機能など医学や専門基礎科目、看護学の基礎知識として直接つながる科目である。

【１】 授業概要

細胞の構造について理解し、説明できる。
酵素作用と代謝について理解し、説明できる。
光合成と好気呼吸について理解し、説明できる。
DNAの複製と修復について理解し、説明できる。
転写、翻訳、遺伝子発現調節について理解し、説明できる。
体細胞分裂と減数分裂について理解し、説明できる。
代表的な遺伝病と遺伝の様式について理解し、説明できる。
DNAクローニングや遺伝子組み換え生物について理解し、説明できる。
（看護学科ＤＰ　５）

【２】 学修目標（到達目標）

1. 教科書の該当部分を読み、疑問点を整理しておいてください。約１時間。
2. 授業は板書で行います。聞き取りにくかった時、理解しづらかった時は授業中または授業後すぐに教員にたずね
てください。
3. ノートを教科書、図説と照らし合わせて理解を深め、次の授業開始時のミニテストに備えてください。約１～２
時間。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生物入門、人体の構造と機能、生化学、臨床栄養学

【４】 関連科目

授業への取り組み?意欲（5%）、試験（70%）、ミニテスト（25%）から総合的に評価します。授業開始直後のミニテストは終了後
直ちに解答を示し、採点して次の授業の時に返却します。

【５】 評価方法

スター　生物学　（八杉貞雄監訳）　東京化学同人（第１版；原著第４版）
スクエア最新図説生物　neo　２訂　第１学習社

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

授業後質問を受け付けます。連絡先：yoshiro@biomol.sc.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：細胞説、細胞の大きさ、細胞を見る方法、原核細胞と真核細
胞、細胞膜、細胞小器官について学ぶ。
授業方法：講義
予習：教科書３章を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせ、疑問点を整理しておく。
キーワード：細胞、細胞膜、細胞小器官

小林芳郎1 細胞の構造

内容：酵素作用、活性の制御、代謝、生体膜と輸送について学ぶ。
授業方法：講義
予習：教科書４章を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせ、疑問点を整理しておく。
キーワード：酵素、代謝、輸送

小林芳郎2 エネルギーと代謝

内容：光の利用、光合成、好気呼吸、発酵について学ぶ。
授業方法：講義
予習：教科書５章、図説５２ページを読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせ、疑問点を整理しておく。
キーワード：光合成、好気呼吸、発酵

小林芳郎3 エネルギーの獲得と放出

内容：染色体、DNAの構造、複製と修復、突然変異、クローン動物
について学ぶ。
授業方法：講義
予習：教科書６章、図説７２、７３ページを読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせ、疑問点を整理しておく。
キーワード：DNA、複製、突然変異

小林芳郎4 DNAの構造と機能

内容：転写、翻訳、変異、遺伝子調節について学ぶ。
授業方法：講義
予習：教科書７章、図説８６、８７ページを読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせ、疑問点を整理しておく。
キーワード：転写、翻訳、変異

小林芳郎5 遺伝子発現とその調節

内容：体細胞分裂、がん、減数分裂について学ぶ。
授業方法：講義
予習：教科書８章を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせ、疑問点を整理しておく。
キーワード：細胞分裂

小林芳郎6 細胞の増殖

内容：ヒトの代表的な遺伝病と遺伝様式について学ぶ。
授業方法：講義
予習：教科書９章７節を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせ、疑問点を整理しておく。
キーワード：遺伝病

小林芳郎7 遺伝病

内容：DNAクローニング、塩基配列決定、DNA鑑定、遺伝子組み換え
生物、遺伝子治療について学ぶ。
授業方法：講義
予習：教科書１０章、図説１０５、１０８ページを読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせ、疑問点を整理しておく。
キーワード：DNAクローニング、塩基配列決定

小林芳郎8 生物工学
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実用英語ⅠＡ

平野正樹

語学 （授業コード：81060）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practical English I A 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA006

科目担当者 平野正樹

高等学校までに学んだ文法の基礎を踏まえ、さらに語彙・語法・構文知識の定着を図ることを目標とする。その上で、日常生活・
社会生活において必要とされる様々な英語口語表現を学んでいく。また、医療系の専門的な文献購読を目指した読解力の向上のた
めの演習を盛り込んでいく。

【１】 授業概要

学生が会話を行う上でよく使われる語彙や基本的な表現を習得し、自然に発話できるようになる。
学生が会話に必要な必要最低限の文法を理解し、使うことができる。
学生が英語特有の発音の基本を理解し、リスニングや会話に役立てることができる。
将来医療系の文献を読むための準備段階として、英語文章を構文に基づいて論理的に理解することができる。
（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業はテキストの問題を解く必要があるため、予習1時間程度、復習30分程度を費やします。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

特になし

【４】 関連科目

中間試験25％、定期試験25％、日々の学習状況50％
試験は結果を返却し、問題解説を行う。

【５】 評価方法

『Taking Action: Communication with Fluency and Accuracy』（金星堂）

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

木曜日3限（13:00～14:30）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業の進行方法、評価基準、履修にあたっての注意事項等の説明。
内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.8)、文法問題(p.11)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹1 ガイダンス　Unit1

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.13)、文法問題(p.16)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹2 Unit2

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.18)、文法問題(p.21)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹3 Unit3

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.23)、文法問題(p.26)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹4 Unit4

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.28)、文法問題(p.31)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹5 Unit5

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.33)、文法問題(p.36)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹6 Unit6

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.38)、文法問題(p.41)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹7 Unit7

平野正樹8 中間試験

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.43)、文法問題(p.46)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹9 Unit8

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.48)、文法問題(p.51)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹10 Unit9

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.53)、文法問題(p.56)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹11 Unit10

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど））
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.58)、文法問題(p.61)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹12 Unit11

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.63)、文法問題(p.66)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹13 Unit12

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.68)、文法問題(p.71)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹14 Unit13

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.73)、文法問題(p.76)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹15 Unit14

- 10 -



実用英語ⅠＢ

平野正樹

語学 （授業コード：81070）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practical English I B 選択 演習 1年･秋 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA007

科目担当者 平野正樹、松井秀親

高等学校までに学んだ文法の基礎を踏まえ、さらに語彙・語法・構文知識の定着を図ることを目標とする。その上で、日常生活・
社会生活において必要とされる、様々な英語口語表現を学び、英語での表現力・発信力向上のためのライティング演習にも取り組
んでいく。

【１】 授業概要

学生が会話を行う上でよく使われる語彙や基本的な表現を習得し、自然に発話できるようになる。
学生が会話に必要な必要最低限の文法を理解し、使うことができる。
学生が英語特有の発音の基本を理解し、リスニングや会話に役立てることができる。
学生が英語の文章の構造を意識しながら読むことによって、英語の論理構成を理解することができる。
学生が英語で発信できるように、構文に基づいた英語の文章を正確に書くことができる。
（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業はテキストの問題を解く必要があるため、予習1時間程度、復習30分程度を費やします。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

特になし

【４】 関連科目

中間試験25％、定期試験25％、日々の学習状況50％
試験は結果を返却し、問題の解説を行う。

【５】 評価方法

『Taking Action: Communication with Fluency and Accuracy』（金星堂）

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

木曜日3限（13:00～14:30）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業の進行方法、評価基準、履修にあたっての注意事項等の説明。
内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.8)、文法問題(p.11)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

1 ガイダンス　Unit1

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.13)、文法問題(p.16)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

2 Unit2

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.18)、文法問題(p.21)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

3 Unit3

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.23)、文法問題(p.26)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

4 Unit4

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.28)、文法問題(p.31)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

5 Unit5

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.33)、文法問題(p.36)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

6 Unit6

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.38)、文法問題(p.41)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

7 Unit7

平野正樹
松井秀親

8 中間試験

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.43)、文法問題(p.46)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

9 Unit8

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.48)、文法問題(p.51)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

10 Unit9

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.53)、文法問題(p.56)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

11 Unit10

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.58)、文法問題(p.61)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

12 Unit11

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.63)、文法問題(p.66)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

13 Unit12

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.68)、文法問題(p.71)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

14 Unit13

内容：リスニング、会話、文法　ディクテーション
授業方法：演習（＝その他、ペアワークなど）
予習：会話に出てくる単語の意味の確認(p.73)、文法問題(p.76)
復習：会話表現を確認する。
キーワード：英語リスニング、英会話、英文法

平野正樹
松井秀親

15 Unit14
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医療英語ⅠＡ

木下裕太

語学 （授業コード：81090）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Medical English I A 選択 演習 1年･秋 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA009

科目担当者 木下裕太

医療・福祉系に関連する英語文献の講読を通して、卒業研究や卒後の臨床研究に必要とされる長文読解能力を養い、看護学･医学
など医療系の英単語の語彙力を高める。ⅠＡは初級レベルとし、専門分野への興味を高めるトピックから文献を選び、文章全体の
意味を正確に理解できるよう精読する。

【１】 授業概要

単語テストにより、医療英語の語彙を増やすことができる。
テキストを通して、基礎的な医学・看護に関する文章を読解できる。
文章の英文構造を把握し、文章全体の意味を正確に説明できる。
（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業は、テキストの読解が主になるため、予習30分程度、復習30分程度費やします。
必ず辞書（電子辞書可）を持参すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

医療英語Ⅱ

【４】 関連科目

定期試験60％、平常点（授業内発表など）40％
中間試験の後、ポイントや誤りの多かった箇所についてフィードバックを行います。

【５】 評価方法

笹島茂、山崎朝子『医療と看護の総合英語　三訂版』三修社、2017年

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

木曜日の昼休み（12:10～13:00）、非常勤講師室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

講義　授業の進め方や評価方法の提示 木下裕太1 オリエンテーション

内容：Unit 7（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp44-45を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：動名詞

木下裕太2 Are You Being Abused? (1)

内容：Unit 7（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp46の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：動名詞

木下裕太3 Are You Being Abused? (2)

内容：Unit 8（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp50-51を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：基本的な文のかたち

木下裕太4 Giving Blood (1)

内容：Unit 8（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp52の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：基本的な文のかたち

木下裕太5 Giving Blood (2)

内容：Unit 9（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp56-57を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：関係代名詞

木下裕太6 Living a Healthy Life (1)

内容：Unit 9（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp58の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：関係代名詞

木下裕太7 Living a Healthy Life (2)

テキストでこれまでに扱った箇所の試験 木下裕太8 中間試験

内容：Unit 10（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp62-63を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：現在完了と過去完了

木下裕太9
Is the Treatment
Different or Not? (1)

内容：Unit 10（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp64の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：現在完了と過去完了

木下裕太10
Is the Treatment
Different or Not? (2)

内容：Unit 11（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp68-69を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：thatの用法

木下裕太11
Is Hepatitis B Curable
(1)

内容：Unit 11（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp70の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：thatの用法

木下裕太12
Is Hepatitis B Curable
(2)

内容：Unit 12（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp74-75を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：時制

木下裕太13
Do you want to be skinny?
(1)

内容：Unit 12（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp76の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：時制

木下裕太14
Do you want to be skinny?
(2)

内容：まとめ
授業方法：講義、個人ワーク
予習：テキスト及びノートを読み返し英文法事項などを確認してく
る
キーワード：構文把握

木下裕太15
総復習（期末試験に向けて
の解説等）
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医療英語ⅠＢ

木下裕太

語学 （授業コード：81100）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Medical English I B 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA010

科目担当者 木下裕太、松井秀親

医療・福祉系に関連する英語文献の講読を通して、卒業研究や卒後の臨床研究に必要とされる長文読解能力を養い、看護学･医学
など医療系の英単語の語彙力を高める。ⅠＢは初級レベルとし、専門分野への興味を高めるトピックから文献を選び、文章の英文
構造を理解し、医療系英単語を用いた作文力を高める。

【１】 授業概要

単語テストにより、医療英語の語彙を増やすことができる。
テキストを通して、基礎的な医学・看護に関する文章を読解できる。
英文構造を踏まえて、医療系英単語を用いた短文を作成できる。
（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業は、テキストの読解が主になるため、予習30分程度、復習30分程度を費やします。
必ず辞書（電子辞書可）を持参すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

医療英語Ⅱ

【４】 関連科目

定期試験60％、平常点（授業内発表など）40％
中間試験の後、ポイントや誤りの多かった箇所について講義内で解説しフィードバックを行います。

【５】 評価方法

笹島茂、山崎朝子『医療と看護の総合英語　三訂版』三修社、2017年

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

木曜日の昼休み（12:10～13:00）、非常勤講師室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

講義　授業の進め方や評価方法の提示
木下裕太
松井秀親

1 オリエンテーション

内容：Unit 1（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp8-9を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：命令文

木下裕太
松井秀親

2 What Worries Barbara?(1)

内容：Unit 1（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp10の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：命令文

木下裕太
松井秀親

3 What Worries Barbara?(2)

内容：Unit 2（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp14-15を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：be動詞、have動詞

木下裕太
松井秀親

4 That’s Mama’s Hair (1)

内容：Unit 2（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp16の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：be動詞、have動詞

木下裕太
松井秀親

5 That’s Mama’s Hair (2)

内容：Unit 3（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp20-21を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：現在分詞

木下裕太
松井秀親

6 Menstrual Problems (1)

内容：Unit 3（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp22の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：現在分詞

木下裕太
松井秀親

7 Menstrual Problems (2)

テキストでこれまでに扱った箇所の試験
木下裕太
松井秀親

8 中間試験

内容：Unit 4（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp26-27を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：疑問詞which

木下裕太
松井秀親

9 Right or Left? (1)

内容：Unit 4（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp28の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：疑問詞which

木下裕太
松井秀親

10 Right or Left? (2)

内容：Unit 5（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp32-33を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：名詞の形（単数形・複数形など）

木下裕太
松井秀親

11 How to Give First Aid (1)

内容：Unit 5（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp34の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：名詞の形（単数形・複数形など）

木下裕太
松井秀親

12 How to Give First Aid (2)

内容：Unit 6（前半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp38-39を読む
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：句動詞

木下裕太
松井秀親

13
Make a Restroom More
Accessible to LGBT People
(1)

内容：Unit 6（後半）
授業方法：講義、グループワーク
予習：テキストp40の問題を解いてくる
復習：テキストに出てきた英単語の暗記
キーワード：句動詞

木下裕太
松井秀親

14
Make a Restroom More
Accessible to LGBT People
(2)

内容：まとめ
授業方法：講義、個人ワーク
予習：テキスト及びノートを読み返し英文法事項などを確認してく
る
キーワード：構文把握

木下裕太
松井秀親

15
総復習（期末試験に向けて
の解説等）
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ドイツ語入門

永井千鶴子

語学 （授業コード：81150）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to German 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA015

科目担当者 永井千鶴子

ドイツ語の基本的な文法などを説明と練習を繰り返すことで学び、読む、聞く、書く、話すなどの統合的な力の基礎を養う。ま
た、ドイツ語とともに、ドイツ語圏（ドイツ・スイス・オーストリアなど）の文化も同時に吸収する。

【１】 授業概要

・ドイツ語表記を見て正しい発音ができる。
・ドイツ語で簡単な自己紹介および家族紹介をすることができる。
・ドイツ語圏の情報を得て、日本とドイツ語圏の文化を比較して簡単に述べることができる。
・ドイツ語で簡単な日記や予定表を書くことができる。
（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

・初めての言語を学習するにあたっては、予習として３０分程度の時間を使って授業時間内に紹介するサイトや情報などに定期的
に目を通すことが望ましい。また復習にも１時間程度要費やしてほしい。内容としては学習したドイツ語表記の発音および会話文
を、CDなどの音源を参考に必ず声に出して確認すること、学習した文法項目は自分なりにまとめておくこと、不明点があれば書き
出しておくことを推奨する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

特になし

【４】 関連科目

中間試験、期末試験(70%)＋授業中の小テストおよび積極的な授業参加などの学習状況(30%)
なお、小テストについては新出単語、動詞変化など頻繁に行うので、その場で答え合わせをし、再度記憶すべき部分を確認する。
また演習中心の授業のため、会話練習、問題解答など担当者が個別にチェックを重ねて評価していく。

【５】 評価方法

Supergut! コミュニケーションツールとしてのドイツ語をいっしょに学ぼう！三修社　小笠原藤子、永井千鶴子、M.Grasmuck

【６】 教科書

特に指定しない（授業内で紹介する）

【７】 参考書

水曜日の授業前後、非常勤講師室にて面会可、またはメールにて問い合わせ

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：今期の学習目標と成績評価説明およびドイツ語・ドイツ語圏
情報の紹介。テキスト、参考となる書物、サイトなどの紹介。
・挨拶とドイツ語への案内（音楽家からの紹介）
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：ドイツ語圏

永井千鶴子1 ガイダンス

内容：人と知り合いになるための会話
まず、ドイツ語の会話を聞き、どのような単語が聞き取れるかを試
してみる。（どのような内容？）
・挨拶、名前、住んでいる所、年齢の確認
・アルファベートと発音
・全体を通して発音のチェックと法則の簡単な説明
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：アルファベート、挨拶

永井千鶴子2 Lektion 1

内容：前回の復習（覚えた会話を正しい発音で）
・数字（１～100）番号を使って様々な練習
・数字の聞き取り
・ドイツ語圏の情報を話す。
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：数字、発音

永井千鶴子3 Lektion 1

内容：前回の復習（数字の聞き取り、ゲーム形式で確実に覚える）
・文法項目：動詞の変化形と主語になるもの（練習問題で確認と理
解）
・Lektion 1で何ができるようになったかを確認
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：自己紹介

永井千鶴子4 Lektion 1

内容：Lektion 1の復習（挨拶を含めて名前、出身地、居住地、年
齢などをペアで会話）
・まず会話を聞いて、内容を話し合う。（話題は何？）
・挨拶のバリエーション
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：知り合い

永井千鶴子5 Lektion 2

内容：前回の復習（挨拶から始める）
・ドイツ人の名前（人気の名前は？）
・自己紹介の完成（相手にも尋ねて、答えを聞き取れるか確認）
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：自己紹介

永井千鶴子6 Lektion 2

内容：前回の復習（疑問文の形は？）
・文法項目：動詞の変化形と疑問文、答え方
・Lektion 2で何ができるようになったかを確認
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：質問、聞き取り

永井千鶴子7 Lektion 2

内容：Lektion 2の復習（Ja-Nein-Frageの練習）
・まず会話を聞いて、内容を話し合う。（話題は何？）
・動詞とセットで単語を覚える。du/Sieの使い分け
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：趣味

永井千鶴子8 Lektion 3

内容：前回の復習
・何をするのが好き？趣味は何？
・ペアで話し合う。関心のあることを挙げてみる（音楽、スポー
ツ、食べ物など）
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：趣味、得意分野

永井千鶴子9 Lektion 3

内容：前回の復習
・文法事項：動詞の変化形、不規則動詞、語順
Ja/Nein/Dochの使い分け
・Lektion 3で何ができるようになったかを確認
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：応答、語源

永井千鶴子10 Lektion 3

内容：Lektion 3の復習（ペアでお互いの情報を交換）
・まず会話を聞いて、内容を話し合う。（話題は何？）
・家族のドイツ語単語を覚える。
・性格や外見、仕事、専攻などの単語も練習
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：家族

永井千鶴子11 Lektion 4
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内容：前回の復習（家族の単語をペアで復習）
・自分の家族を紹介する。
・会話中の反応を表すドイツ語いろいろ
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：職業

永井千鶴子12 Lektion 4

内容：前回の復習
・文法事項：動詞の変化形、所有冠詞
・Lektion 4何ができるようになったかを確認
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：家族紹介

永井千鶴子13 Lektion 4

内容：Lektion ４の復習（ペアで家族紹介）
・まず会話を聞いて、内容を話し合う。（話題は何？）
・食料品のドイツ語単語を覚える。
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：買い物

永井千鶴子14 Lektion 5

内容：前回の復習（ペアで単語を復習）
・買い物場面のやり取りを練習
今学期のまとめ
授業方法：演習（＝ペア、グループワークなど）
キーワード：食料品、値段

永井千鶴子15 Lektion 5
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フランス語入門

大道寺玲央

語学 （授業コード：81160）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to French 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA016

科目担当者 大道寺玲央

フランス語を初級文法から学び、現在形で初歩的な文章をつくれる程度の力を養う。
フランス語圏の文化、またそれを構成する価値観に触れ、多様な価値観のあり方を感得する。

【１】 授業概要

フランス語で買い物や、簡単な自己紹介ができる（実用フランス語技能検定試験５級取得可能程度）。
フランス的な社会生活のあり方に触れ、日本とは異なる生活習慣、商習慣等を理解することができる。
（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業では毎回、小テストが課されます。その勉強のため、一時間程度の復習が必要となります。
予習は必須ではありませんが、教科書で学習内容を事前に確認し（10分程度）、疑問点などを明らかにした上で授業に出席するこ
とが望ましいです。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

特にありません。

【４】 関連科目

小テスト50％、期末テスト50％で評価します。
・その回の授業で勉強した項目のうち、最重要項目を次回の小テストの課題とし、次回授業の冒頭時にテストし、採点後に返却し
ます。
・小テストの課題は各回の授業の最後に告知されます。
・期末テストでは原則として、小テストで出題された課題のみが再度、出題されます。

【５】 評価方法

『トライ！フランス語（F comme francais）』（藤田知子他、駿河台出版社、2009年初版発行）

【６】 教科書

『ケータイ「万能」フランス語文法』（久松健一、駿河台出版社、2000年）
辞書については初回ガイダンス時に紹介。

【７】 参考書

水曜日12時10分～13時　５号館５階講師室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業の概要紹介・アルファベットのフランス語読みの練習 大道寺玲央1 ガイダンス

内容：単語を発音する際の規則の紹介と練習
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：単母音字、複母音字

大道寺玲央2 綴り字と発音のしくみ（1）

内容：文を発音する際の規則の紹介と練習
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：鼻母音、複子音字

大道寺玲央3 綴り字と発音のしくみ（1）

内容：様々な挨拶表現
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード： bonjour

大道寺玲央4 挨拶の表現

内容：主語人称代名詞と動詞être
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：主語人称代名詞

大道寺玲央5 自己紹介（1）

内容：国籍に関する表現
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：être

大道寺玲央6 自己紹介（2）

内容：第一群規則動詞
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：国籍

大道寺玲央7 自己紹介（3）

内容：不定冠詞・定冠詞
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：名詞の性数、定冠詞

大道寺玲央8 好きなものについて

内容：動詞avoirと否定文の作り方
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：avoir、不定冠詞、否定のde

大道寺玲央9 兄弟・姉妹について

内容：形容詞・所有形容詞
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：形容詞の性数一致

大道寺玲央10 人の特徴について

内容：指示形容詞・前置詞と定冠詞の縮約
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：ce, cette, ces

大道寺玲央11 レストランにて

内容：疑問代名詞・動詞aller
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：quel

大道寺玲央12 週末の予定について

内容：部分冠詞・命令文
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：du, de la

大道寺玲央13 観光地にて（1）

内容：時間と天候を表す非人称構文
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：il est  il fait

大道寺玲央14 観光地にて（2）

内容：直接目的語・間接目的語人称代名詞
授業方法：講義（＝その他、グループワークなど）
予習：講義ごとに提示する
復習：講義ごとに提示する
キーワード：Je te presente mon frere.

大道寺玲央15 他己紹介
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中国語入門

楊纓

語学 （授業コード：81170）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Chinese 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA017

科目担当者 楊纓

中国語は日本語と同様漢字を使う言語なので、それで親近感をおぼえて選択する学生も多いと思うが、授業の最初は発音を表記す
るのに用いられる「ピンイン」というローマ字の習得から始める。そして発音の基礎を身につけながら、基本的表現を学習してい
き、中国語を勉強する土台を作る。

【１】 授業概要

1．中国語のローマ字発音表記(ピンイン)を見て正しい発音ができる。
2．多様な中国語表現を一つ一つ十分に覚えて、作文できる能力を身につけられる。
3．簡単な挨拶と会話ができる。
（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。
本授業は予習に1時間、復習に1.5時間程度要する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

なし

【４】 関連科目

期末試験80％＋小テスト20％
小テスト：結果を返却する。期末テスト：試験問題の誤答内容について確認する。

【５】 評価方法

杉野元子・黄漢青『大学生のための初級中国語40回』白帝社

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

水曜日、12時10分～13時、5号館5階講師室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：＜テキストP6～8＞
中国とは？
中国語とは？

楊纓1 ガイダンス

内容：＜テキストP9～11＞
声調
単母音
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓2 第1課

内容：＜テキストP12～14＞
複母音
声調記号のつけ方
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓3 第2課

内容：＜テキストP15～17＞
子音（1）
軽声
声調の変化（1）
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓4 第3課

内容：＜テキストP18～20＞
子音（2）
声調の変化（2）
親族名称
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓5 第4課

内容：＜テキストP21～23＞
鼻母音
声調の変化
数字0－10
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓6 第5課

内容：＜テキストP24～26＞
r化音
間違えやすい発音
人称代名詞
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓7 第6課

内容：＜テキストP27～29＞
紛らわしい発音
数字11－99
あいさつ言葉
名前の聞き方と答え方
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓8 第7課

内容：＜テキストP30～33＞
動詞“是”
授業方法：講義、ペアワーク
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓9 第8課

内容：＜テキストP34～35＞
動詞述語文
副詞“也”と“都”
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓10 第9課

内容：＜テキストP36～37＞
会話とドリル練習
授業方法：講義、ペアワーク
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓11 第9課

内容：＜テキストP38～39＞
“？”疑問文
指示代名詞（1）「これ、あれ、それ」
“的”
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓12 第10課
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内容：＜テキストP40～41＞
会話とドリル練習
授業方法：講義、ペアワーク
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓13 第10課

内容：＜テキストP42～43＞
疑問詞疑問文
助動詞“想”
時点（1）「今日、今週、今月など」
授業方法：講義
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓14 第11課

内容：＜テキストP44～45＞
会話とドリル練習
授業方法：講義、ペアワーク
予習：テキストを事前に読んでおくこと。
復習：重要ポイントを中心に理解を確かなものにすること。

楊纓15 第11課
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健康科学概論

遠藤英子

健康科学 （授業コード：81180）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Health Sciences 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA018

科目担当者 遠藤英子・高松　研

健康科学に関する様々な概念や社会理論などを学び、身体面・精神（心理面）・社会面のある個人の健康、個人・家族・社会とい
う生活体が構成する集団の健康、疾病・加齢による身体の健康、など多角的に理解し、人類とそれを取り巻く健康な社会について
科学的に探究する。
（遠藤英子／５回）健康と科学、個人と健康、集団と健康、社会と健康など
（高松　研／３回）東邦大学創始者の考え方、身体の健康と回復、老化、死など

【１】 授業概要

1．東邦大学創始者である額田氏の考え方を通し人間を取り巻く環境との適応状況を踏まえ、人間の尊厳、健康について考え、述
べることができる。
2．人間の健康を守るための医学の歴史について述べることができる。
3．人間の健康を身体的・精神的・社会的側面から科学的にとらえ統合体としての人間についての健康について述べることができ
る。
4．人間の健康を予防・疾病のレベル（健康の段階）・死について捉え、述べることができる。
5．人間を多角的に捉え、人間の尊厳を考え、「健康観」として述べることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

今までの自分の体験を通し、皆さんと意見交換を図りながら、健康を科学的に捉え、医学・看護専門科目を学修していく基盤の一
つを「健康観」として、各自述べることができるところまで到達したいと思う。従って、授業には積極的に参加し自分の意見を述
べることを望む。
予習・復習に関しては、各回の授業を整理し、次の授業にはその内容を述べることができ、新たなる課題を提言することができる
ような、学習の仕方を期待する。それに費やす時間は各自違うので自分が納得のいくように学習を進めてほしい。その積み重ね
が、自分自身の思慮の深さにつながっていくことを自覚する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

看護学概論、基礎専門科目全般、看護学専門科目全般

【４】 関連科目

レポート評価90 ％,授業への取り組み姿勢　10％
各自、「健康観」に関するテーマを自分で設定し論述する。書き方は授業の中で説明する。
提出されたレポートに対してはコメントにてフィードバックする。

【５】 評価方法

必要時、授業の中で、資料を配布する。

【６】 教科書

授業の中で紹介する。

【７】 参考書

遠藤研究室（Ｋ３２３）あるいはメールアドレス(eendo@hs.toho-u.ac.jp)に連絡すること。
高松先生に対する質問も受け付ける。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：東邦大学の創始者の精神を基に、人間を取り巻く環境におけ
る人間の適応および健康について考え、人間の尊厳を考える。
方法：講義
予習：高校で学んだ「健康に関して」を整理して臨む。
復習：本時で学んだことの整理をする。
キーワード：人間、自然環境、社会環境、人間の尊厳、人間の適
応、生命

高松　研1 自然・生命・人間

内容：人間の健康を守るための医学の歴史を知り、医学とは何かを
考える。
方法：講義
予習：前回の授業で学んだことの整理をして臨む。
復習：本時で学んだことの整理をする。
キーワード：医学の歴史、自然科学と医学、医学の発達、医療

高松　研2 医学の歴史

内容：身体的側面から見た健康の段階（レベル）を科学的に捉え
る。病気の予防～疾病の発症～病気の回復過程を学ぶ。
方法：講義
予習：前回の授業で学んだことの整理をし、疑問点を明らかにして
臨む。
復習：1～3回目の授業の整理をする。
キーワード：疾病予防、病気の診断、疾病の回復、健康への影響要
因（飲酒・喫煙・肥満など）

高松　研3 健康のとらえ方　①

内容：健康の定義、障害の定義を考えながら健康の価値を考える。
病む人格体としての人間（suffering　person）を捉える。
方法：講義
予習：1～3回目の授業の整理をし、疑問な部分の学習をする。
復習：本時で学んだことの整理をする。
キーワード：健康の価値、suffering person

遠藤英子4 健康のとらえ方　②

内容：身体的側面から見た老化および死を考える。
方法：講義・ディスカッション
予習：「死」に関して自分の考えを整理してくる。
復習：各グループのテーマに従い既習したことの整理をする。
キーワード：個体レベルの死、社会的レベルの死、精神的レベルの
死、インフォームドコンセント、生命誕生への医学の介入と倫理

遠藤英子5 健康のとらえ方　③

内容：日本国民の健康状態を捉え、人々の生活と健康に関して検討
する。
方法：グループワーク
予習：各グループのテーマに従い話し合いができるように準備して
臨む。
復習：グループワークの整理をする。
キーワード：健康の関連要因（経済水準・医療政策・医療の変化な
ど）、健康の概念の変化、飲酒・喫煙・肥満・痩せ・摂食障害・ス
トレス・セクシャリティー・エイズ・同性愛

遠藤英子6
日本国民の健康に関する現
状

内容：前回の授業（日本国民の健康に関する現状）を考える中で、
個人の健康・家族の健康・組織・地域の健康を整理し、健康の関連
要因の検討をする。
方法：先回のグループワークの発表、講義
予習：自分のグループの発表の準備をする。
復習：他者の意見を自分の考えにインターラクションできるよう、
考えてみる。
キーワード：健康の関連要因（経済水準・医療政策・医療の変化な
ど）、健康の概念の変化、飲酒・喫煙・肥満・痩せ・摂食障害・ス
トレス・セクシャリティー・エイズ・同性愛

遠藤英子7 社会の変遷と健康観の変化

内容：障害を持った生活者が身体的側面・精神（心理）的側面・社
会的側面から現代社会の中で、自己の健康を保持するためにどのよ
うに適応しながら生活したらよいかを考える
方法：全員での話し合いおよび講義
予習：授業全体を振り返り、疑問点を明確にして臨む。
復習：課題レポートのテーマ設定をする。
キーワード：疾病回復、障害、QOL、生活支援（看護）、健康観

遠藤英子8 人間の適応
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コミュニケーション論

近藤真樹

健康科学 （授業コード：81190）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Communication Theory 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA019

科目担当者 近藤真樹・井手芳美（共同）

健康科学の各分野において、対象理解やチーム医療に貢献するために必要とされる、コミュニケーションの基礎理論、カンファレ
ンスの基礎知識を理解する。また、知識のみでなく、体験を通して相互作用、人間関係、コーチングの構造とコミュニケーション
スキルなどを学習する。

【１】 授業概要

①保健医療分野、特に看護分野におけるコミュニケーションの重要性を説明できる。
②基本的なコーチングスキルとその効果･可能性を具体的に説明できる。
③コミュニケーションスキルの一つであるコーチングが看護職間だけでなく、看護の対象や多職種との人間関係構築に有用である
ことを説明できる。
④コーチングの構造を念頭に置き、かつ、学んだコーチングスキルを活用して、コーチングセッションを実習の場で実践すること
をイメージできる。
⑤体験的に習得したコーチングスキルを、日々の生活の中で実践できる。
⑥基本的なコミュニケーションスキルを体験的に学び、臨地実習で積極的に活用するための方法がわかる。
（看護学科ＤＰ　２，３，４）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業は、学んだ知識･技術を習得するために毎回予習３０分程度、復習６０分程度を費やす。
事前学習は、必要時に事前課題を提示する。
事後学習は、毎回課題を出し、必ず課題に取り組んでその成果を全体で共有する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

心理学、看護入門実習Ⅰ、看護入門実習Ⅱ

【４】 関連科目

レポートの提出70％、出席点およびグループワークにおける貢献30％で評価する。
フィードバックは、毎回提示する課題について次回授業時に特徴的な見解をコメントすると共に最終日に全体講評を行う。

【５】 評価方法

・資料を授業時に配布する。

【６】 教科書

・伊藤守（2015）『コーチングの教科書』アスペクト
・伊藤守、鈴木善幸（2012）『図解コーチング流タイプ分けを知ってアプローチすると上手くいく』ディスカヴァー
・ジョセフ・オコナー、アンドレ・ラゲス著、杉井要一郎訳（2012）『コーチングのすべて』英治出版

【７】 参考書

・講義の休憩中、もしくは、大学の科目担当者を介してメールにて回答する。ide-y@gd5.so-net.ne.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：担当者紹介、到達目標、授業の進め方、日程
コミュニケーションとは何か
コミュニケーションの全体像
コーチングとは何か
コーチングの歴史
看護におけるコーチングの効果と活用の理解
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク、発表
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：コーチング・コミュニケーション

近藤真樹
井手芳美

1
コミュニケーション基礎知
識

内容：コーチングとティーチングの違い
コミュニケーションスキルとは
聴く（アクティブリスニング）とは
非言語的コミュニケーションの効果
フィードバックとは
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク、発表
予習・復習：講義毎に提示する
レポート課題の提示：授業内容に応じてその都度提示
キーワード：聴く　非言語的コミュニケーション

近藤真樹
井手芳美

2
コミュニケーション基礎知
識、コミュニケーションエ
クササイズ

内容：アイスブレイク
課題の振り返り（レポート課題の提出）
コーチングの構造とは
コーチング実践(ペア実践)
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク、発表
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：コーチングの構造

近藤真樹
井手芳美

3
コミュニケーションエクサ
サイズ

内容：承認とは
承認の種類と効果
効果的な質問とは
質問の種類と効果
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク、発表
予習・復習：講義毎に提示する
レポート課題の提示：授業内容に応じてその都度提示
キーワード：承認、質問

近藤真樹
井手芳美

4
コミュニケーションエクサ
サイズ

内容：アイスブレイク
課題の振り返り（レポート課題の提出）
タイプ分けとは
4つのタイプで自分を知る、相手を知る
4つのタイプの特徴のディスカッション
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク、発表
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：コミュニケーションのタイプ

近藤真樹
井手芳美

5
コミュニケーションエクサ
サイズ

内容：カンファレンスに活用できるグループコーチング実践（グ
ループ）
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク、発表
予習・復習：講義毎に提示する
レポート課題の提示：授業内容に応じてその都度提示
キーワード：グループコーチング

近藤真樹
井手芳美

6
コミュニケーションエクサ
サイズ

内容：アイスブレイク
課題振り返り（レポート課題の提出）
本科目の総括
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク、発表
予習・復習：講義毎に提示する
総復習（傾聴、聞く、承認などを意識しての）コーチングセッショ
ン（傾聴、承認、質問、コーチングの構造など）
キーワード： コーチングの構造、コーチングセッション

近藤真樹
井手芳美

7
コミュニケーションエクサ
サイズ

内容：本科目の総括
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク、発表
予習・復習：講義毎に提示する
総復習（傾聴、聞く、承認などを意識しての）コーチングセッショ
ン（傾聴、承認、質問、コーチングの構造など）
コミュニケーション実践
レポート課題の提示：全体を通しての学びについて、気づいたこ
と、考えたことの感想
キーワード：コーチングセッション

近藤真樹
井手芳美

8 コミュニケーション総括
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プレゼンテーション論

赤尾充哉

健康科学 （授業コード：81200）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Presentaion Theory 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA020

科目担当者 赤尾充哉

医療・福祉・政策の分野に貢献する人材の育成を目指し、個人対個人のやりとりのみでなく、多数に自分の考えや主張などを伝え
るためのプレゼンテーションの技法を学習する。また、他者の意見を受けとり、その後自らの視点で問い直したり吟味したりする
姿勢を持つなど、クリティークの基本を習得する。

【１】 授業概要

・伝えるべきことを明確に伝えられる
・聞き手の集中力を保ち、理解しやすくするための工夫ができる
・他者の話に対して、建設的に議論できる
（看護学科ＤＰ　３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

・この授業は、演習課題に事前に取り組まなければならないため、予習に毎回２～５時間程度を費やします。
・自分のプレゼンテーションだけでなく、他者のプレゼンテーションをよく聞き、積極的に議論ないし会話に参加すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

研究方法の基礎、看護研究入門、看護研究、文章表現入門

【４】 関連科目

・要旨がわかりやすかったか：20％
・情報量は説得力を与えたか：20％
・演出上の魅力的な工夫をしていたか：20％
・聞きやすい話し方をしていたか：20％
・他者の報告に対する質疑に参加していたか：20％
・課題についての講評を直接コメントする。

【５】 評価方法

特になし
資料は必要に応じて授業時に配布する

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

講義終了後20分程度質問を受け付ける。メールでの質問も受け付ける。めakao@kanto-gakuin.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

プレゼンテーションのどこがポイントかを理解する。
授業方法：講義
予習：必要としない。
復習：授業内容を振り返って理解する。
キーワード： アウトライン、情報、演出

赤尾充哉1 プレゼンテーション概説

伝えたい情報を簡潔に伝えるためのアウトラインを作る。
授業方法：グループワーク
予習：あらかじめテーマについて調査する。
復習：あらすじをパワーポイントにまとめる。
キーワード：ストーリーの構成

赤尾充哉2 アウトラインの形成

情報を収集し、説得力をもたらす形で資料に盛り込む。
授業方法：グループワーク等
予習：情報を収集する。
復習：情報の配置を再検討する。
キーワード：資料の役割

赤尾充哉3 情報の盛り込み

場面に応じた演出法を学ぶ。
授業方法：グループワーク等
予習：特になし
復習：必要な演出を盛り込む。
キーワード：話し方、ストーリーの引用、アニメーションとサウン
ド

赤尾充哉4 演出面の工夫

プレゼンテーションを実施する。
授業方法：グループワーク等
予習：プレゼンテーションの練習。
復習：指摘されたことを振り返る。
キーワード：要旨の伝え方、情報の見せ方、演出上の工夫、聞きや
すい話し方、他者の報告に対する質疑

赤尾充哉5 プレゼンテーション実施(1)

プレゼンテーションを実施する。
授業方法：グループワーク等
予習：プレゼンテーションの練習。
復習：指摘されたことを振り返る。
キーワード：要旨の伝え方、情報の見せ方、演出上の工夫、聞きや
すい話し方、他者の報告に対する質疑

赤尾充哉6 プレゼンテーション実施(2)

プレゼンテーションを実施する。
授業方法：グループワーク等
予習：プレゼンテーションの練習。
復習：指摘されたことを振り返る。
キーワード：要旨の伝え方、情報の見せ方、演出上の工夫、聞きや
すい話し方、他者の報告に対する質疑

赤尾充哉7 プレゼンテーション実施(3)

プレゼンテーションを実施する。
授業方法：グループワーク等
予習：プレゼンテーションの練習。
復習：指摘されたことを振り返る。
キーワード：要旨の伝え方、情報の見せ方、演出上の工夫、聞きや
すい話し方、他者の報告に対する質疑

赤尾充哉8 プレゼンテーション実施(4)
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スポーツ健康科学

湯田秀行

健康科学 （授業コード：81210）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Health and Sports Science 選択 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA021

科目担当者 湯田秀行

スポーツ健康科学は、健康とスポーツについて探求する学問である。人間の健康を維持･増進するためのスポーツのあり方、健康
とスポーツに関わる基本的な理論･概念、身体に負担のかからない運動や効果的なトレーニングの方法、社会的意義などを学ぶ。
さらに、身近な運動を人体の構造や生理学的観点から分析し、日常生活における運動について考察する。

【１】 授業概要

1.スポーツの意味や価値について説明できる。
2.スポーツマンシップについて説明できる。
3.運動と健康との関連性について説明できる。
4.適度な運動について、心拍数を用いて説明できる。
5.運動をすることの必要性について、具体例を3つ以上説明できる。
6.身体が動くメカニズムについて具体的な専門用語を用いて説明できる。
7.適度な運動について具体的な数字や専門用語を用いて説明できる。
8.人間が生活する上で必要な栄養について具体的な数字や専門用語を用いて説明できる。
9.健康の維持・増進に関わる運動の重要性を説明することができる。
（看護学科ＤＰ　１，３，５）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習：
授業のテーマに沿ってスポーツや健康についての文献や書物などを事前に調べておく。（予習120分）
授業で学んだことをノートにまとめ、そのうち一つでもよいので他の誰か（複数の人）に話すことにより記憶を定着させる。（復
習60分）
学習上の留意点：授業内に出される質問に積極的に答えるようにするとよい。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

スポーツ健康科学実技、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、臨床栄養学

【４】 関連科目

定期試験50％、ミニテスト20％、発言回数・課題30％による総合評価。
ミニテストや課題を授業において返却するとともに、その内容・結果についての解説を行う。

【５】 評価方法

毎時間、作成したパワーポイント教材を使用する。
資料は必要に応じて授業時に配布する。

【６】 教科書

「スポーツマンシップを考える」、「スポーツマンシップ立国論」　広瀬一郎　小学館
筋肉の構造・役割と筋出力のメカニズム　湯浅景元　山海堂
運動生理学20講　勝田　茂　朝倉書店

【７】 参考書

木曜日　13時～15時

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業のオリエンテーション・スポーツ健康科学とは・スポーツの概
念の変遷・スポーツと健康との関係について理解する。
講義
予習：スポーツと健康についての文献に目を通す。
復習：授業内容の書かれたシラバスに目を通し、講義に対する見通
しを明確にする。
キーワード：スポーツ、健康

湯田秀行1
オリエンテーション、ス
ポーツ健康科学の理論(1)

「コーチ・カーター」を鑑賞・スポーツマンシップ・スポーツが持
つ教育的価値
映画鑑賞　・講義
予習：スポーツマンシップに関する文献検索
復習：自分が感じたことまたは考えたことをノートにまとめ周囲の
人に伝える。
キーワード：教育、スポーツ、スポーツマンシップ、人生

湯田秀行2 スポーツ健康科学の理論(2)

スポーツと体育との関係性・スポーツの持つ意味や価値について考
察
講義
予習：スポーツと運動、スポーツと体育の違いについて
復習：本時間において学んだことをノートにまとめるとともに周囲
の人に話す。
キーワード：スポーツ、運動、体育

湯田秀行3 スポーツ健康科学の理論(3)

運動が身体に与える影響を考察
講義
予習：運動と健康の関連性について事前調査をする。
復習：本時間において学んだことを文書にまとめ周囲の人に話す。
キーワード：運動、健康

湯田秀行4 運動の科学(1)

身体が動くメカニズムを分析
学習用VTR・講義
予習：身体を動かすには何が必要なのかを調べておく。
復習：本時間において学んだことをノートにまとめるとともに周囲
の人に話す。
キーワード：筋肉・筋収縮・機序

湯田秀行5 運動の科学(2)

靴が人間の健康や姿勢に果たす役割を考察
講義
予習：事前に配布する靴に対するアンケートに答える。
復習：本時間において学んだことをノートにまとめ周囲の人に話
す。
キーワード：靴、姿勢、健康、運動、環境破壊

湯田秀行6 運動の科学(3)

適度な運動とは何か・運動の強度を示す具体的な指標の活用・効果
的なトレーニングの方法
講義
予習：運動処方とは何かを事前に調べておく。
復習：本時間において学んだことをノートにまとめ周囲の人に話
す。
キーワード：運動処方、運動強度、心拍数、酸素摂摂取量、RMR、
METS、トレーニング

湯田秀行7 運動の科学(4)

スポーツ栄養学とは・健康な身体を作るための食事・今後の食生活
の改善・健康の維持･増進と、運動の重要性
講義
予習：人間に必要とされる栄養素とは？
復習：本時間において学んだことをまとめ周囲の人に話す。
キーワード：健康な身体、運動、休息、栄養、身体によい食べ物、
エンザイム

湯田秀行8 スポーツ栄養学
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スポーツ健康科学実技：テニス

湯田秀行

健康科学 （授業コード：81220）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Health and Sports Science Exercise 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA022

科目担当者 湯田秀行

スポーツ健康科学は、健康とスポーツについて探究する学問である。本科目は、スポーツ健康科学の基本的な理論･概念、身体に
負担のかからない運動や効果的なトレーニングの方法、社会的意義などについて体験を通して学ぶ。さらに、運動による身体の変
化を分析し、人間の身体についての理解を深める。
授業の序盤においては、テニスのルールを理解しながら基本的な技術の習得に主眼を置く。授業の中盤以降は習得した技術を場面
に応じて使えるようにすることを狙いとする。さらに授業の終盤においては、学生が主体となりチーム戦などを運営しながらゲー
ムを中心に技術をブラッシュアップしていく。最終的に様々な技術や戦術を駆使しながらそれぞれの種目の特性を理解し、楽しむ
ことができるようになることを目指す。

【１】 授業概要

1.テニスのルールを説明することができる。
2.基本的技術（フォアハンドストローク、バックハンドストローク、サービス、ボレーなど）を身につけることができる。
3.試合運営（審判・得点・時間）をすることができる。
4.他学部・他学科の学生間で積極的にコミュニケーションを図ることができる。
5.自分のプレーを振り返り、課題点や克服できた点を説明できる。
6.運動が人々の健康生活に及ぼす影響について説明できる。
（看護学科ＤＰ　２，３，５）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習：この授業は、予習としてテニスのルールや基本的なストローク、また試合におけるフォーメーションや戦術について文
献や映像を見て理解やイメージを持つことに0.5時間程度、また、復習としてその時間におけるプレーなどの達成度と課題の両面
を振り返る作業に0.5時間程度を費やします。
学習上の留意点：スポーツではケガを負ったり、負わせたりする潜在的な危険性があることを承諾すること。（危険引き受けの法
理）

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

スポーツ健康科学、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、臨床栄養学

【４】 関連科目

授業参加度(積極的な活動)：60％、技術向上度・達成度：20％、態度・理解力・協調性など：10％、課題レポート10％を基本に総
合的に評価する。
毎回の授業開始時において前回までのプレーの改善点や目的に関する講評や提示を行う。

【５】 評価方法

資料は必要に応じて授業時に配布する。

【６】 教科書

テニス指導教本Ⅰ　日本テニス協会　大修館
JTA TENNIS RULE BOOK 2016

【７】 参考書

木曜日　13時～15時

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

種目選択や履修カードの作成を行った後、履修上の注意点や授業計
画についての説明を行う。（実技は行わない。）
講義
予習：自分の受講したい種目を決定する。
復習：授業内容の書かれたシラバスに目を通し、実技に対する見通
しを明確にする。
キーワード：種目選択、履修カード

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤
長迫凪

1 ガイダンス

テニスの歴史やルールの理解・用具（ラケット、ガット）の解説・
試しのゲーム
実技：基礎的なストローク（フォアハンドとバックハンド）および
簡易ゲーム
予習：テニスのルールや基本的なストロークの打ち方を文献や書物
などから理解しておく。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ルール・安全対策

湯田秀行2
テニス　基礎的なストロー
クその①

実技：基礎的なストローク（フォアハンドとバックハンド）および
簡易ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：基本ストロークの打ち方

湯田秀行3
テニス　基礎的なストロー
クその②

実技：基礎的なストローク（フォアハンドとバックハンド）および
ダブルスゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：基本ストロークの打ち方およびダブルスゲームの進め
方

湯田秀行4
テニス　基礎的なストロー
クその③

実技：サービスの打ち方とルールを理解しダブルスに生かす。
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：サーブの打ち方およびダブルスゲームの進め方

湯田秀行5 テニス　サーブその①

実技：サービスの打ち方とルールを理解しダブルスに生かす。
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：サーブの打ち方およびダブルスゲームの進め方

湯田秀行6 テニス　サーブその②

実技：基礎練習（フォア、バック）、ボレー、基礎練習を生かした
簡易ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ボレー

湯田秀行7 テニス　ボレーその①

実技：基礎練習（フォア、バック）、ボレー、基礎練習を生かした
簡易ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ボレー

湯田秀行8 テニス　ボレーその②

実技：ボレー(ポーチ)、ハイボレー、ローボレー基礎練習を活かし
た簡易ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ボレー（ポーチ）

湯田秀行9 テニス　ボレー（ポーチ）

実技：基礎練習・スマッシュ・ダブルスゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：スマッシュ

湯田秀行10 テニス　スマッシュ

実技：リーグ戦その１（チーム戦）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：リーグ戦

湯田秀行11 テニス　リーグ戦その①

実技：リーグ戦その２（チーム戦）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：リーグ戦

湯田秀行12 テニス　リーグ戦その②

実技：リーグ戦ファイナルその１（学生の自主運営）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：リーグ戦（自主運営）

湯田秀行13
テニス　リーグ戦ファイナ
ルその①
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実技：リーグ戦ファイナルその１（学生の自主運営）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：リーグ戦（自主運営）

湯田秀行14
テニス　リーグ戦ファイナ
ルその②

教室にて「課題レポート」と「授業評価アンケート」
講義
予習および復習として：授業全体を通して振り返りの作業をする。
到達目標と照らし合わせ自己評価をする。
キーワード：振り返り、自己評価

湯田秀行15 まとめ
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スポーツ健康科学実技：卓球

湯田秀行

健康科学 （授業コード：81221）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Health and Sports Science Exercise 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA022

科目担当者 中沢克江

スポーツ健康科学は、健康とスポーツについて探究する学問である。本科目は、スポーツ健康科学の基本的な理論･概念、身体に
負担のかからない運動や効果的なトレーニングの方法、社会的意義などについて体験を通して学ぶ。さらに、運動による身体の変
化を分析し、人間の身体についての理解を深める。
授業の序盤においては、それぞれの種目のルールを理解しながら基本的な技術の習得に主眼を置く。授業の中盤以降は習得した技
術を場面に応じて使えるようにすることを狙いとする。さらに授業の終盤においては、学生が主体となりチーム戦などを運営しな
がらゲームを中心に技術をブラッシュアップしていく。最終的に様々な技術や戦術を駆使しながらそれぞれの種目の特性を理解
し、楽しむことができるようになることを目指す。（卓球、テニス、バスケットボール）また、スポーツ・クライミングでは、ク
ライミングに必要な基礎知識を学びながら自身の身体の機能や動きの理解を深めることを目指す。
選択種目は、卓球、テニス、バスケットボール、スポーツ・クライミングなどを予定している。

【１】 授業概要

1.卓球の特徴を理解する。
2.基本的技術を習得する。
3.卓球のルールやマナーを理解できる。
4.試合運営（審判・得点・時間）をすることができる。
5.他学部・他学科の学生間で積極的にコミュニケーションを図ることができる。
6.自分のプレーを振り返り、課題点や克服できた点を説明できる。
7.運動が人々の健康生活に及ぼす影響について理解し、説明できる。
（看護学科ＤＰ　２，３，５）

【２】 学修目標（到達目標）

卓球のマナーとルールをある程度理解しておくこと。(予習60分)
その時間におけるプレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。(復習60分)
学習上の留意点：スポーツではケガを負ったり、負わせたりする潜在的な危険性があることを承諾すること。（危険引き受けの法
理）

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

スポーツ健康科学、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、臨床栄養学

【４】 関連科目

授業参加度(積極的な活動)：60％、技術向上度・達成度：20％、態度・理解力・協調性など：20％を基本に総合的に評価する。
フィードバック方法：授業後にその日の講評をする。

【５】 評価方法

資料は必要に応じて授業時に配布する。

【６】 教科書

文献は必要に応じて授業時に紹介する。

【７】 参考書

火曜日　13時～15時

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

種目選択や履修カードの作成を行った後、履修上の注意点や授業計
画についての説明を行う。（実技は行わない。）
講義
予習：自分の受講したい種目を決定する。
復習：授業内容の書かれたシラバスに目を通し、実技に対する見通
しを明確にする。
キーワード：種目選択、履修カード

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤
長迫凪

1 ガイダンス

用具の解説、基本練習、ルールの理解、ゲーム
実技
予習：自分の受講する種目のルールを文献や書物などから理解して
おく。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ルール・安全対策

中沢克江2 基本技術練習

基礎練習、基礎練習を活かしたゲーム
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ルール、審判

中沢克江3
基本技術練習
ゲーム：シングルス

基礎練習、応用練習、基礎練習を活かしたゲーム
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ルール、審判

中沢克江4
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：シングルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：第1回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江5
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：第1回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江6
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：第1回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江7
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：第２回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江8
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：第２回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江9
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：第２回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江10
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：第３回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江11
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：第３回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江12
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス
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基礎練習、応用練習、ゲーム：第３回ダブルスリーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江13
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

基礎練習、応用練習、ゲーム：団体リーグ戦
実技
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：コミュニケーション、ルール、審判

中沢克江14
基本技術練習
応用技術練習
ゲーム：ダブルス

教室にて「課題レポート」と「授業評価アンケート」
講義
予習および復習として：授業全体を通して振り返りの作業をする。
到達目標と照らし合わせ自己評価をする。
キーワード：振り返り、自己評価

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤
長迫凪

15 まとめ
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スポーツ健康科学実技：ＳＣ

湯田秀行

健康科学 （授業コード：81222）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Health and Sports Science Exercise 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA022

科目担当者 澁川賢一

スポーツ健康科学は、健康とスポーツについて探究する学問である。本科目は、スポーツ健康科学の基本的な理論･概念、身体に
負担のかからない運動や効果的なトレーニングの方法、社会的意義などについて体験を通して学ぶ。さらに、運動による身体の変
化を分析し、人間の身体についての理解を深める。
授業の前半部分は、ストレッチングやバランスボールによるリラクゼーションエクササイズを中心に行なう。また、授業の後半部
分では筋力トレーニングやランニングなどの運動エクササイズを、心拍計や身体活動量計などの機器による客観的なデータを用い
ながら体験していく。健康を維持増進していくための運動負荷や日常的コンディショニングの工夫を、自らのライフスタイルに合
わせて取り組めるような実践的な内容を行う。

【１】 授業概要

1.ストレッチングやセルフマッサージの理論的背景を理解し、適切な手法で実施をすることができる。
2.健康づくりの運動を行う際に、自分自身の健康状態や運動習慣に合わせた適切な運動負荷を設定できる。
3.筋力トレーニングや様々な運動手法を、安全面への配慮とともに実施することができる。
4.健康づくりに用いられる様々な機器やソフトウェアについての知識を得ることで、自分自身の健康づくりに必要な情報を選択す
ることができる。
5.健康づくりに必要な「運動、栄養、休養」の３要素のバランスを理解し、健康的なライフスタイルを考案することができる。
6.スポーツを通じた仲間づくりや、運動による爽快感などを体感することで、生涯にわたるスポーツとの関わりへの関心を高める
ことができる。
（看護学科ＤＰ　２，３，５）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習：起床時の心拍数など自分自身の体調を主観的・客観的に評価する（予習）
　　　　　授業で体験し獲得した技術を日常生活で実践し評価をする（復習）
この授業は、毎回の予習に30分、復習に30分程度を費やします。
学習上の留意点：スポーツではケガを負ったり、負わせたりする潜在的な危険性があることを承諾すること。（危険引き受けの法
理）

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

スポーツ健康科学、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、臨床栄養学

【４】 関連科目

授業参加度(積極的な活動)：60％、技術向上度・達成度：20％、態度・理解力・協調性など：20％を基本に評価する。
フィードバック方法：本授業の最終回において、全体の講評を行う。

【５】 評価方法

資料は必要に応じて授業時に配布する。

【６】 教科書

文献は必要に応じて授業時に紹介する。

【７】 参考書

月曜日　16時30分～17時30分　理学部Ⅴ号館5507研究室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

講義：種目選択や履修カードの作成を行った後、履修上の注意点や
授業計画についての説明を行う（実技は行わない）
予習：自分の受講したい種目を決定する
復習：授業内容の書かれたシラバスに目を通し、実技に対する見通
しを明確にする
キーワード：種目選択、履修カード

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤
長迫凪

1 ガイダンス

実技：体力測定：柔軟性や身体組成、筋力を測定する
予習：体力の分類を調査し、体力測定項目の理解を深めておく（30
分）
復習：測定結果と自らの生活習慣を振り返り課題を明確にしていく
（30分）
キーワード：体力測定

澁川賢一2
体力測定①
ストレッチング

実技：FMS（Functional Movement Screen）テスト
予習：体力の分類の理解と柔軟性についての理解を深めておく（30
分）
復習：身体表現の様々な評価方法を振り返る（30分）
キーワード：運動習慣、運動学習、筋肉の柔軟性

澁川賢一3
体力測定②
ストレッチング

実技：バランスボールを用いたコンディショニングの実践
予習：体のバランスについての理解を深めておく（30分）
復習：日常生活動作における体のバランスを振り返る（（30分）
キーワード：バランス、左右差、安定と不安定

澁川賢一4
バランスコンディショニン
グ①ストレッチング

実技：ストレッチポールを用いたコンディショニングの実践
予習：体のバランスについての理解を深めておく（30分）
復習：日常生活動作における体のバランスを振り返る（30分）
キーワード：バランス、左右差、安定と不安定

澁川賢一5
バランスコンディショニン
グ②ストレッチング

実技：テニスボールやストレッチポールを用いたリラクゼーション
予習：日常の生活習慣での体の使い方を振り返る（30分）
復習：日常生活でのリラクゼーションの実践（30分）
キーワード：リラクゼーション、呼吸

澁川賢一6 セルフリラクゼーション①

実技：テニスボールやストレッチポールを用いたリラクゼーション
予習：日常の生活習慣での体の使い方を振り返る（30分）
復習：日常生活でのリラクゼーションの実践（30分）
キーワード：リラクゼーション、呼吸

澁川賢一7 セルフリラクゼーション②

実技：自分の体重を用いたエクササイズの実践
予習：器具を用いないエクササイズの理解を深めておく （30分）
復習：日常生活の中でのエクササイズの実践（30分）
キーワード：体幹、バランス、

澁川賢一8 体幹トレーニング①

実技：自分の体重を用いたエクササイズの実践
予習：器具を用いないエクササイズの理解を深めておく （30分）
復習：日常生活の中でのエクササイズの実践（30分）
キーワード：体幹、バランス、

澁川賢一9 体幹トレーニング②

実技：トレーニングマシンを用いたサーキットトレーニングの実践
予習：筋肉の収縮様式の理解を深めておく（30分）
復習：マシントレーニング後の体の反応を評価する（30分）
キーワード：マシントレーニング、運動負荷、超回復

澁川賢一10 マシンエクササイズ

実技：ダンスやランニングなどの有酸素運動を実践し、身体活動量
を計測する
予習：安静時心拍数と最高心拍数の理解を深めておく （30分）
復習：安静時や運動後などの日常生活における心拍数の活用（30
分）
キーワード：身体活動量、有酸素運動

澁川賢一11
エアロビックエクササイズ
①（有酸素運動）

実技：ダンスやランニングなどの有酸素運動を実践し、身体活動量
を計測する
予習：安静時心拍数と最高心拍数の理解を深めておく （30分）
復習：安静時や運動後などの日常生活における心拍数の活用（30
分）
キーワード：身体活動量、有酸素運動

澁川賢一12
エアロビックエクササイズ
②（有酸素運動）

実技：レクリエーショナルスポーツの実践、身体活動量の計測
予習：安静時心拍数と最高心拍数の理解を深めておく （30分）
復習：安静時や運動後などの日常生活における心拍数の活用（30
分）
キーワード：身体活動量、有酸素運動

澁川賢一13
レクリエーショナルスポー
ツ

実技：ヨガまたはピラティスを通じて、体と心のつながりを体感す
る
予習：ここまでの授業を振り返り、自分の体の特徴を理解しておく
（30分）
復習：日常生活でのコンディショニングへの活用（30分）
キーワード：リラクゼーション、呼吸、自律神経

澁川賢一14 セルフリラクゼーション③

教室にて「課題レポート」と「授業評価アンケート」
講義
予習および復習として：授業全体を通して振り返りの作業をする。
到達目標と照らし合わせ自己評価をする。
キーワード：振り返り、自己評価

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤
長迫凪

15 まとめ
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スポーツ健康科学実技：バスケットボール

湯田秀行

健康科学 （授業コード：81223）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Health and Sports Science Exercise 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA022

科目担当者 江川　潤

スポーツ健康科学は、健康とスポーツについて探究する学問である。本科目は、スポーツ健康科学の基本的な理論･概念、身体に
負担のかからない運動や効果的なトレーニングの方法、社会的意義などについて体験を通して学ぶ。さらに、運動による身体の変
化を分析し、人間の身体についての理解を深める。
授業の前半部分は、ストレッチングやバランスボールによるリラクゼーションエクササイズを中心に行なう。また、授業の後半部
分では筋力トレーニングやランニングなどの運動エクササイズを、心拍計や身体活動量計などの機器による客観的なデータを用い
ながら体験していく。健康を維持増進していくための運動負荷や日常的コンディショニングの工夫を、自らのライフスタイルに合
わせて取り組めるような実践的な内容を行う。

【１】 授業概要

1.バスケットボールのルールを説明することができる。
2.基礎的技術（ボールハンドリング、各種ドリブル、状況に応じたパス＆ラン、レイアップシュート、セットシュート）を身につ
けることができる。
3.試合運営（審判・得点・時間）をすることができる。
4.他学部・他学科の学生間で積極的にコミュニケーションを図ることができる。
5.自分のプレーを振り返り、課題点や克服できた点を説明できる。
6.運動が人々の健康生活に及ぼす影響について説明できる。
（看護学科ＤＰ　２，３，５）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習：この授業は、予習としてバスケットボールのルールや基本的な動き、ハンドリングまた試合におけるオフェンスの戦
術、またディフェンス（マンツーマンDF、ゾーンDF）について文献や映像を見て理解やイメージを持つことに0.5時間程度、ま
た、復習としてその時間におけるプレーなどの達成度と課題の両面を振り返る作業に0.5時間程度を費やします。
学習上の留意点：スポーツではケガを負ったり、負わせたりする潜在的な危険性があることを承諾すること。（危険引き受けの法
理）

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

スポーツ健康科学、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、臨床栄養学

【４】 関連科目

授業参加度(積極的な活動)：60％、技術向上度・達成度：20％、態度・理解力・協調性など：20％を基本に総合的に評価する。
毎回の授業開始時において前回までのプレーの改善点や目的に関する講評や提示を行う。

【５】 評価方法

授業に必要な際は、こちらで準備します。

【６】 教科書

授業に必要な際は、こちらで準備します。

【７】 参考書

火曜日12:00～12:45　理学部Ｖ号館5階　非常勤講師室。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

種目選択や履修カードの作成を行った後、履修上の注意点や授業計
画についての説明を行う。（実技は行わない。）
講義
予習：自分の受講したい種目を決定する。
復習：授業内容の書かれたシラバスに目を通し、実技に対する見通
しを明確にする。
キーワード：種目選択、履修カード

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤
長迫凪

1 ガイダンス

実技：①ボールハンドリング（膝下、腰、首回りのロール）
②ドリブル（フロントチェンジ、スタターステップ、バックチェン
ジ、ロールターン、レッグスルーなど）
予習：バスケットボールのルールやハンドリングを文献や書物など
から理解しておく。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ルール・安全対策、ハンドリング、各種ドリブルワー
ク

江川　潤2
バスケットボール
基礎トレーニング(1)

実技：①前回の復習②パス（チェストバス、バウンズパス、アン
ダーパス、ワンハンドパスなど）③シュート（レイアップシュー
ト、バックシュート、ボスハンドシュート、ワンハンドシュート）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：各種ドリブルワーク及びパスワーク

江川　潤3
バスケットボール
基礎トレーニング(2)

実技：①前回の復習②パス＆ラン：バリエーショントレーニング
（トライアングルパス、スクエアパス、ラグビーパス）③オフェン
スの動き：2メン、3メン
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：パスワーク及び各種パスワークからの応用

江川　潤4
バスケットボール
基礎トレーニング(3)

実技：①前回の復習
オフェンスの動き②スクリーンプレイ(Pick＆Roll、2対2、3対3）
③ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：応用パスワークとランなどの動き、スクリーンプレイ

江川　潤5
バスケットボール
応用した動き(1)

実技：①前回の復習
オフェンスの動き②スクリーンプレイ（前回の動き、バックドア、
スクリーンアウェイ）③ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：スクリーンプレイ

江川　潤6
バスケットボール
応用した動き(2)

実技：①前回の復習
オフェンスの動き②フォーメーション③ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：スクリーンプレイを活かしたオフェンス

江川　潤7
バスケットボール
チームトレーニング(1)

実技：①前回の復習
ディフェンスの動き②マンツーマンディフェンス及びゾーンディ
フェンス（２－３、３－２など）③ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ディフェンスの理解

江川　潤8
バスケットボール
チームトレーニング(2)

実技：①前回の復習
ディフェンスの動き②スクリーンプレイに対応したディフェンス
（ファイトオーバー、スイッチ）③ゲーム
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。

江川　潤9
バスケットボール
チームトレーニング(3)

実技：①前回の復習
②オールコート５対５、チーム編成
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：ゲームの理解

江川　潤10
バスケットボール
チームトレーニング(4)

実技：ゲーム（リーグ戦-1）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：リーグ戦

江川　潤11
バスケットボール
リーグ戦(1)

- 42 -



実技：ゲーム（リーグ戦-２）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：リーグ戦

江川　潤12
バスケットボール
リーグ戦(2)

実技：ゲーム（リーグ戦　ファイナル-１）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：リーグ戦（自主運営）

江川　潤13
バスケットボール
リーグ戦(3)

実技：ゲーム（リーグ戦　ファイナル-2）
予習：前回の課題を克服するための方法を考えるとともに本時間に
おける目標を設定する。
復習：プレーなどの達成度と課題の両面を振り返る。
キーワード：リーグ戦（自主運営）

江川　潤14
バスケットボール
リーグ戦(4)

教室にて「課題レポート」と「授業評価アンケート」
講義
予習および復習として：授業全体を通して振り返りの作業をする。
到達目標と照らし合わせ自己評価をする。
キーワード：振り返り、自己評価

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤
長迫凪

15 まとめ
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スポーツ健康科学実技：スポーツクライミング

湯田秀行

健康科学 （授業コード：81224）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Health and Sports Science Exercise 選択 演習 1年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA022

科目担当者 長迫　凪

本授業では，スポーツクライミングの中の「ボルダリング」種目を中心に授業を展開し，クライミングに必要な基礎知識を学びな
がら，自身の身体の機能や動き等の理解を深めます。
また，仲間とともに自分たちの力で楽しさとやりがいを感得できるよう，グループワークも取り入れていきます。講義を15分程度
行った後，ボルダリング練習を行います。

【１】 授業概要

スポーツクライミングを通して，自分の身体の機能や動き等を学びながら，自らの心身と向き合い，仲間とともに生涯を通じて安
全にスポーツを楽しむ力を養うことを目標とします。
１．クライミングの基本技術について理解し説明できる。
２．ルートを正確に読むことができる。
３．ボルダリングの課題を作ることができる。
４．傷害を予防しながらクライミング能力を上達させることができる。
（看護学科DP　２，３，５）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習： スポーツクライミングルールおよび安全管理を理解する（予習）。授業後に何ができて何ができなかったのか振り返
りの作業をする（復習）。準備学習時間は授業ごとに予習30分，復習30分を要する。
学習上の留意点：動きやすい服装（ジャージ，Tシャツなど），室内用シューズを着用すること。私服での参加は認めません。
スポーツではケガを負ったり、負わせたりする潜在的な危険性があることを承諾すること。（危険引き受けの法理）

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

スポーツ健康科学、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、臨床栄養学

【４】 関連科目

授業参加度(積極的な活動)：60％、技術向上度・達成度：20％、最終レポート20％を基本に総合的に評価する。

【５】 評価方法

特定のテキストは使用しません。必要に応じて参考資料を配布して授業を進めます。

【６】 教科書

特定のテキストは使用しません。必要に応じて参考資料を配布して授業を進めます。

【７】 参考書

毎週水曜日　12：30~12：50　5号館5階　非常勤講師室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

種目選択や履修カードの作成を行った後、履修上の注意点や授業計
画についての説明を行う。（実技は行わない。）
講義
予習：自分の受講したい種目を決定する。
復習：授業内容の書かれたシラバスに目を通し、実技に対する見通
しを明確にする。
キーワード：種目選択、履修カード

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤

長迫　凪

1 ガイダンス

クライミングの安全対策，服装，用具の解説
予習：スポーツクライミングの種目やルールについて理解しておく
復習：ルールなどについて振り返る
キーワード：体力測定

長迫　凪2
クライミング
安全対策

実技：クライミングに必要な体力を測定する
予習：スポーツクライミングの種目やルールについて理解しておく
復習：測定の結果から自分の弱点などを確認する
キーワード：体力測定

長迫　凪3
クライミング
体力測定

実技：フットワークを意識しながらルートを登る
予習：足技について予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：フットワーク

長迫　凪4
技術；足の置き方（フット
ワーク）

実技：様々な形のホールドを使ってルートを登る
予習：ホールドの持ち方について予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：ホールド、持ち方

長迫　凪5 技術；ホールドの持ち方

実技：ルートを登る中で身体の動かし方を学ぶ
予習：ムーブについて予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：身体の動かし方、ムーブ

長迫　凪6
技術；身体の動かし方
（ムーブ）

実技：ルートを読む力をつけ、クライミングに生かす。
予習：様々なルートを登る様子を予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：オブザベーション

長迫　凪7
戦術；ルートを読む（オブ
ザベーションの重要性）

実技：登るルートを作成する
予習：様々なルートを登る様子を予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：ルート作成

長迫　凪8
応用；自分で課題を作って
みる1

実技：登るルートを作成する
予習：前週の反省点が生かせるよう予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：ルート作成

長迫　凪9
応用；自分で課題を作って
みる2

実技：クライミング中に起こりやすいケガについて学び、注意しな
がらクライミングする
予習：発生頻度の高いケガについて予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：ケガ、傷害予防

長迫　凪10 理論；クライミングのケガ

実技：クライミングのコンディショニングを学び、実際に行ってみ
る
予習：コンディショニングについて予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：コンディショニング

長迫　凪11
理論；クライミングのコン
ディショニング

実技：ボルダリングのルールについて学び、次週に向けて練習する
予習：ボルダリングのルールについて予習しておく
復習：クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：競技クライミング

長迫　凪12
競技クライミング1（ボルダ
リング；ルールについて）

実技：ボルダリングコンペを行う
予習：ルールを確認しておく
復習： クライミングの達成度と課題の両面を振り返る
キーワード：ボルダリング、模擬大会

長迫　凪13
実践；競技クライミング
2（ボルダリングコンペ）

実技：体力測定を行う
予習：初回の体力測定結果を見直しておく
復習：体力の比較と、クライミングの達成度を振り返る
キーワード：体力の比較

長迫　凪14 体力測定；体力の比較

教室にて「最終レポート」と「授業評価アンケート」
講義
予習および復習として：授業全体を通して振り返りの作業をする。
到達目標と照らし合わせ自己評価をする。
キーワード：振り返り、自己評価

湯田秀行
中沢克江
澁川賢一
江川潤

長迫　凪

15 まとめ
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心理学

鳥山理恵

人文科学 （授業コード：81230）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Psychology 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA023

科目担当者 鳥山理恵

人間の心理や行動の基礎にある原理を学び、自己理解と他者理解を通して人間の心の多様性、脆弱性、強靭さ等の人間理解を深め
る。具体的には、個人・集団心理の基礎（精神の仕組み・理論・発達心理など）、心理学的方法論（臨床心理学・行動分析学な
ど）の理解を深める。本科目は、臨床心理学など医学や専門基礎科目、看護学の人間理解、患者理解等の基礎知識として直接つな
がる科目である。

【１】 授業概要

8回の授業を通し、心理学における課題解決の過程と結果を、論理的に文章として記述することができる。
授業各回の到達目標としては以下の事項を想定している：
第1回：心理学の研究手法について、具体例を挙げて説明することができる。
第2回：私たちが目で物を見たり耳で音を聞いたりする際にどのような心理的メカニズムが関わっているのかを理解できる。
第3回：動物を対象とした心理学の研究手法について、具体例を挙げて説明することができる。
第4回：人の記憶を支える3つのプロセスについて簡単に説明することができる。
第5回：人が感情を感じる背後にある心理的メカニズムについて簡単に説明することができる。
第6回：幼児の発達過程の4つの段階について、それぞれの段階の特徴を簡単に述べることができる。
第7回：社会心理学の研究手法について、具体例を挙げて説明することができる。
第8回：「こころの文化差」を明らかにするための研究手法について、具体例を挙げて説明することができる。
（看護学科ＤＰ　２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業はスライドを使った講義形式となり、事前にWeb上で閲覧可能な授業資料を使っての予習に30分程度、復習に1時間程度を
費やします。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

特になし

【４】 関連科目

定期試験（70%）、授業中に実施する小レポート（15％）、リアクションペーパーを通じた授業への貢献度（15％）
授業内で実施のレポートについては、次回以降の授業で具体例を挙げて、特徴的な見解や誤解について解説する。また、リアク
ションペーパーで提起された質問や誤解のある点については次回の授業で解説する。

【５】 評価方法

教科書は使用せず、Web上で閲覧可能な授業資料を使用する。

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

授業前後の休み時間

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：心理学の歴史と、心理学の研究法について学ぶ。
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：心理学の基礎、実験方法

鳥山理恵1 心理学の歴史と研究法

内容：感覚や知覚といった基礎的な情報処理の様式について学ぶ。
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：感覚、知覚

鳥山理恵2 感覚・知覚

内容：学習の理論や動物での実験について学ぶ。
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：学習、条件づけ

鳥山理恵3 学習

内容：人の認知や記憶のメカニズムについて学ぶ。
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：認知、記憶

鳥山理恵4 認知と記憶

内容：人の感情のメカニズムについて学ぶ。
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：感情、表情

鳥山理恵5 感情

内容：発達心理学の基礎について学ぶ。
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：発達段階、赤ちゃん研究

鳥山理恵6 発達

内容：集団心理の基礎について学ぶ。
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：社会心理、集団行動

鳥山理恵7 集団心理

内容：こころの文化差について学ぶ。
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：文化心理、比較文化研究

鳥山理恵8 文化
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教育学

八木美保子

人文科学 （授業コード：81240）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pedagogy 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA024

科目担当者 八木美保子

教育の哲学、歴史、理論、教育制度など、教育学の基礎を学修する。また、自己教育力や生涯学習などの教育全般について理解を
深める。本科目は、看護学の健康教育、患者教育等の基礎知識として直接つながる科目である。

【１】 授業概要

①教育学の構成、探究されているテーマや方法について説明できる。
②教育学において探究されてきた「教育（教える）」「学習（学ぶ）」という概念について説明できる。
③教育学において探究されてきた「知識」や「学力」という概念について説明ができる。
④学習を促す条件や環境について事例を用いて説明できる。
⑤指導計画の立案、評価、改善における留意点を述べることができる。
⑥人が学習しやすい空間や環境づくりの留意点を述べることができる。
⑦生涯学習をめぐる近年の議論および専門職の職能発達について説明できる。
⑧日本の学校制度の変遷とその特徴を説明できる。
⑨学校と職業との接続に関する近年の議論を説明できる。
⑩授業で得た教育学の知見をどのように看護に活かすか、自分の考えを述べることができる。
（看護学科ＤＰ　２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

・授業計画を読んだうえで各回の授業に参加すること（予習10分程度）。授業内で得た知識を自分なりに深めることを重視するた
め、復習（1時間程度）に重きを置いて欲しい。
・グループワークを頻繁に行う。積極的な参加を期待する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

看護学、特に臨地実習関連

【４】 関連科目

毎回の授業時に作成する課題の内容（70％）、コース終了時に提出する最終課題の内容（30％）の合計で評価する。課題はコメン
ト等を付し、次回以降の授業時に返却する。

【５】 評価方法

毎回の授業で資料を配付する。

【６】 教科書

井藤元編『ワークで学ぶ教育学』ナカニシヤ出版、2015
木村元・小玉重夫・船橋一男『教育学をつかむ』有斐閣、2009

【７】 参考書

金曜4限（授業終了後）
連絡先：mihoko.yagi@sci.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：教育学とはどのようなことを探究する学問か、その方法や内
容の概要を知り、教育学を学ぶ意義を理解する。
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク
予習：シラバスに目を通してくること。
復習：授業内で提示する。
キーワード：教育学を成り立たせているもの、教育というものの性
格、教育学の構成

八木美保子1 教育学の特徴

内容：「教育」という概念についてこれまで教育学で考察されてき
た内容を知り、自分なりに「教育」という営みを再検討する。
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク
予習・復習：授業内で提示する。
キーワード：「子ども」の誕生、人間形成、成長、発達、教える－
学ぶ

八木美保子2 教育とは何か

内容：学習するとはどういうことか。複数の条件や環境を事例に、
そのメカニズムを考える。
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク
予習・復習：授業内で提示する。
キーワード：知識、学力、適時性、教材化、構成的知識、正統的周
辺参加

八木美保子3
学習とはどのような営みな
のか？

内容：「教える」ことはどのように計画され、マネジメントされて
いるのか。学校での授業を支える教育方法学、カリキュラム論等の
基本的な概念を知る。
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク
予習・復習：授業内で提示する。
キーワード：カリキュラム、スコープとシーケンス、ガイダンス、
教育評価、PDCA

八木美保子4
「教える－学ぶ」の計画と
実践、改善と継続

内容：学校の校舎と病院の建物は、しばしば同じように批判の対象
となってきた。人が学び、癒やされ、活き活きと生活できる環境と
はどのようなものかを考える。
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク
予習・復習：授業内で提示する。
キーワード：学習環境、監視システム、オープンプラン、クラス
タープラン

八木美保子5
学びを促し、支える環境づ
くり

内容：教師も看護師も共に専門職と呼ばれる職業である。生涯学習
に関する近年の議論を知り、専門職の職能発達について考える。
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク
予習・復習：授業内で提示する。
キーワード：生涯教育から生涯学習へ、アンドラゴジー、ポスト・
アンドラゴジー、省察的実践家、協働

八木美保子6
専門職として学習し続ける
ために－生涯学習の基礎と
専門職の職能発達

内容：日本ではなぜ小学校と中学校は義務教育なのか、なぜ6年‐3
年‐3年で区切れるのか、など日本の学校制度の成り立ちを知り、
日本の学校制度における国民形成の意図を理解する。
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク
予習・復習：授業内で提示する。
キーワード：初等教育、中等教育、高等教育、義務教育、学校教
育、職業教育

八木美保子7 日本の学校制度

内容：日本の学校制度を踏まえつつ、学校と職業との接続について
考える。
授業方法：講義、ペアワーク、グループワーク
予習・復習：授業内で提示する。
キーワード：学校と職業の接続、学校教育の職業的意義、キャリア
教育

八木美保子8
まとめ
大学で看護師の資格をとる
ということ
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組織論

赤尾充哉

人文科学 （授業コード：81250）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Organization Theory 選択 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA025

科目担当者 赤尾充哉

組織の機能、組織文化、リーダーシップなどの概論、組織の構成メンバーの意思疎通、組織の目標達成までの過程を学習し、組織
論の視点から身近な組織を理解する。本科目は、将来チーム医療、管理職業務、在宅ステーション経営などにつながる基礎知識と
なる。

【１】 授業概要

・講義ノートを参照しながら、組織の役割とは何かを説明できる。
・講義ノートを参照しながら、組織においてどのような問題が生じるかを具体的に３つ以上説明できる。
・講義で具体例として提示された組織における問題に対し、講義ノートを参照しながら理論的に説明できる。
・講義で具体例として提示された組織における問題に対し、講義ノートを参照しながら解決策を提言できる。
（看護学科DP　２，３，４）

【２】 学修目標（到達目標）

予習は必要ない。
復習において、1) 講義内容を自ら再度説明できるようにする、2)　学んだ理論が現実のどのような場面にどう対応しているかを
自ら推察する、という２点が求められる。
この授業は、学んだ学説を現実と照らし合わせて理解するために、復習１時間程度を費やします。
【学習上の留意点】
講義のノートテイキングと理解を怠らないこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニケーション論、公衆衛生看護学概論、看護安全論、看護管理論、チーム活動論

【４】 関連科目

定期試験70％＋平常点（授業内レポート）30％
授業中のレポート：結果を返却する。

【５】 評価方法

板書を中心に講義する。資料は都度配布する。

【６】 教科書

金井壽宏『経営組織』日本経済新聞社、1999年
沼上幹『組織デザイン』日本経済新聞社、2004年

【７】 参考書

講義終了後20分程度質問を受け付ける。メールでの質問も受け付ける。akao@kanto-gakuin.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：組織における諸問題
授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：自分の身の回りの問題と照らし合わせて理解する。
キーワード：組織、組織の諸問題

赤尾充哉1 イントロダクション

内容：官僚制組織とその逆機能
授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：実際例と照らし合わせる。
キーワード：規則の明文化、文書による伝達、合理性・効率性、適
応能力の阻害、専門能力の活用の阻害、医療福祉の行政組織

赤尾充哉2 官僚制組織の功罪

内容：テイラーの科学的管理法
授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：分業の設計について、身近な例と照らし合わせる。
キーワード：職能別職長制度時間研究・動作研究、課業、差別的出
来高制度講義

赤尾充哉3 生産管理としての組織論

内容：バーナードの理論
授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：なぜ経営が必要となるかを、実際の組織の例と照らし合わせ
る。
キーワード：道徳的リーダーシップ、能率と有効性、権限受容説

赤尾充哉4 経営の役割

内容：マーチ＝サイモンの理論
授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：組織の意思決定がどのように行われるかを、実際の例と照ら
し合わせて理解する。
キーワード：限定合理性、満足化原理、価値前提・事実前提、組織
メンバーの相互作用

赤尾充哉5 組織と意思決定

内容：組織文化が及ぼす影響
授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：どのような組織文化があるか、それがどのように影響するか
を実際の例と照らし合わせる。
キーワード：共通認識、行動の制約、同調圧力、組織構造の安定
化、組織の独自性、社会化

赤尾充哉6 組織文化

内容：働くということ・組織メンバーを動機づけるにはどうしたら
よいか
授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：どのような時に動機づけられるかを身近な例と照らし合わせ
る。
キーワード：自己実現、能動性、達成欲求、報酬の主観的評価、組
織人、キャリア、動機づけ理論

赤尾充哉7 モチベーション

内容：リーダーはどのような行動をとるべきか
組織のあり方について考察
授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：リーダーがメンバーに及ぼす影響を身近な例と照らし合わせ
る。
キーワード：リーダー論、職務志向と人間関係志向、状況好意性、
部下の成熟度、仕事、組織倫理

赤尾充哉8 リーダーシップ

- 51 -



経済学

山方竜二

人文科学 （授業コード：81260）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Economics 選択 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA026

科目担当者 山方竜二

医療・介護等に関わる社会政策と、経済の関係を理解するための手掛かりとして、現代経済学の問題意識と基本的な枠組み、そこ
に登場する有用な概念を学ぶ。現在わが国が直面する様々な問題とも絡めつつ、ミクロ／マクロ両面について経済学的な思考力を
涵養する。

【１】 授業概要

１．需要曲線の性質について説明できる。
２．供給曲線の性質について説明できる。
３．市場均衡について説明できる。
４．前提となる条件が変化したとき、市場均衡がどのように変化するか説明できる。
５．競争市場の効率性について説明できる。
６．独占市場と競争市場の違いについて説明できる。
７．市場の失敗を、医療・介護等のサービスと関連させて説明できる。
８．市場における情報の非対称性の存在が、医療・介護等のサービスに与える影響について説明できる。
９．機会費用について説明できる。
１０．金融市場の働きを説明できる。
１１．ＧＤＰ統計について説明できる。
１２．経済政策が景気に与える影響について説明できる。
（看護学科DP　３，５）

【２】 学修目標（到達目標）

高校での政治・経済の知識は必要としません。この授業では、教科書を指定しないため、準備学習としては復習が中心となりま
す。復習では、学んだ内容を自分で改めて説明できるように、授業ノートに書き込みを行いながら理解を深めてください。予習に
０．５時間程度、復習に１．５時間程度を費やします。予習や復習の際、疑問に思ったことを次回授業やオフィスアワーを利用し
て質問してください。授業中に疑問点はすぐに質問することを心がけてください。授業以外にも、日頃からニュースなどに触れ、
社会に対する関心を養ってください。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

医療経済学

【４】 関連科目

定期試験(60%)，日々の学習状況(40%)，定期試験以外の課題については日々の学習状況の一部としてカウントする。
課題や試験に対して履修者全体ができていなかった点や、改善点に関する講評を行う。

【５】 評価方法

資料を授業の時に配布する。

【６】 教科書

角田由佳（２００７）看護師の働き方を経済学から読み解く　看護のポリティカル・エコノミー　他
授業内で適宜紹介する。

【７】 参考書

理学部4号館3階4330内4332室　経済学教室　月曜 16:30-17:30　金曜 11:00-12:00
その他は事前に連絡のこと。メールアドレス：ymgt.econ.hs@gmail.com

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：経済の基本問題
科学としての経済学
理論モデルの重要性
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：希少性　財　経済主体　生産要素　市場

山方竜二1 経済学とは

内容：需要曲線の概要
市場需要曲線
需要曲線のシフト
需要の価格弾力性
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：プライステイカー　需要法則

山方竜二2 需要

内容：供給曲線の概要
市場供給曲線
供給曲線のシフト
供給の価格弾力性
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：供給法則　市場供給曲線

山方竜二3 供給

内容：市場均衡
比較静学
市場の効率性
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：超過需要　超過供給　比較静学

山方竜二4
市場均衡／市場の効率性と
失敗(1)

内容：競争の欠如
外部性
公共財
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：独占　市場の失敗　非排除性　非競合性

山方竜二5 市場の効率性と失敗(2)

内容：リスクと意思決定
逆選択
モラルハザード
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：確実性等価　リスクプレミアム

山方竜二6 不確実性と情報

内容：明示的費用と潜在的費用
所得・消費・貯蓄
実物投資と金融投資
金融資産の概要
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：実物資本　減価償却　本源的証券

山方竜二7
機会費用と意思決定／金融
市場の役割

内容：ＧＤＰの概要
財政政策
金融政策
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：景気　三面等価　乗数効果　利子率

山方竜二8 ＧＤＰ
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社会学

島村賢一

人文科学 （授業コード：81270）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Sociology 選択 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA027

科目担当者 島村賢一

社会学の理論など基礎的な知識をもとに、自分や家族などのライフサイクルと関連づけて事象を社会学的な視点で読み解く能力を
身につける。また、医療は医療者と患者間の個人的営為であるとともに社会的な営為であるため、医療社会学の視点も学修する。

【１】 授業概要

医療行為が社会的な相互行為であることを理解し、患者や他の医療者とのコミュニケ―ション能力向上のための前提となる基本的
知識を習得する。
自己と他者における家族の役割と意味を客観的に考察できる。
ジェンダー平等の意味を理解し、平等意識を身につける。
グローバルな視点を獲得し、現代社会に対して広い視野から、様々な問題を考察できる。

（看護学科ＤＰ　２，３）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業は内容理解のために予習を1時間程度、復習を1時間程度必要とする。授業中に指摘した重要点に留意しながら、配布した
プリントを読み返すこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

研究方法の基礎

【４】 関連科目

定期試験(40％)、課題レポート1題(30％)、日々の学習状況（30％）
次回の授業で、課題の中の特徴的な見解や誤解についてコメントする。

【５】 評価方法

授業時に随時プリントを配布する。

【６】 教科書

松田健『テキスト現代社会学[第3版]』、ミネルヴァ書房、2016

【７】 参考書

講義終了後に15分程度質問を受け付ける。

【８】 オフィスアワー・連絡方法

- 54 -



【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：社会学を学ぶ意義と社会学という学問の特質を学習する。
授業方法：講義の後に、グループワークによる討論を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：社会学の独自性、パラダイム　他者理解

島村賢一1 医療者が社会学を学ぶ意義

内容：家族の歴史的変遷と人生における家族の位置づけを学習す
る。
授業方法：講義の後に、グループによる討論を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：現代社会における家族の変遷、家族類型

島村賢一2 家族と社会化

内容：ジェンダー論の基礎概念を学習する。
授業方法：講義の後に、グループによる討論を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：ジェンダー、ジェンダー秩序、フェミニズムの歴史

島村賢一3 ジェンダーと社会

内容：少子高齢化の現状と歴史的変遷及び今後の展望を学習する。
授業方法：講義の後に、グループによる討論を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：合計特殊出生率、高齢化社会と高齢社会、倍化年数

島村賢一4 少子高齢社会

内容：民族問題と移民の問題について国際比較をしながら学習す
る。
授業方法：講義の後に、グループによる討論を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：人種と民族、ネーションとナショナリズム、

島村賢一5 民族問題と移民の社会学

内容：グローバル化の基礎概念と歴史的変遷を学習する。
授業方法：講義の後に、グループによる討論を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：グローバル化、国際化、グローバリズム

島村賢一6 グローバル化とは何か

内容：リスク論の基礎概念を習得し、リスクという観点から見た近
代社会の変遷を学習する。
授業方法：講義の後に、グループによる討論を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：リスクと危険、個人化、第1の近代と第2の近代

島村賢一7 リスク社会としての現代

内容：これまでの講義の総復習を行い、特に医療関係者における社
会学学習の意義について考察する。
授業方法：講義の後に、グループによる討論を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：社会的、歴史的産物としての医療、他者理解

島村賢一8 医療と社会

- 55 -



文学

西田一豊

人文科学 （授業コード：81290）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Literature 選択 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA029

科目担当者 西田一豊

様々な日本の文学作品の精読を通して、文学作品の成立に広義の科学技術が影響を与えてきたことを知る。また、精読を通して、
文学作品が現代にも届く普遍的な問題を扱っていることを学ぶ。

【１】 授業概要

①明治時代から現代までの代表的文学作品の講義を通じて、日本の近代文学の流れ（文学史）を理解し、学生自身が具体的に説明
することができる。
②文学作品に描かれた当時の社会・文化の有り様、特に科学技術と文学の関連および文学が社会に与えた影響、社会が文学作品に
及ぼした影響について理解し、自らの研究課題と関連づけて考察することができる。
（看護学科ＤＰ　２）

【２】 学修目標（到達目標）

毎回講義では特定の作家、文学作品を扱うため、事前に次回取り扱う作家、文学作品について読んでいることが望ましい。また授
業後、配布された資料を読み込み、また受講者自身が実際に文学作品を読むことが求められるため、予習1時間、復習１時間程度
費やす。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

社会学、人類学、哲学、倫理学、看護学等の人間理解に関する科目

【４】 関連科目

評価方法：授業内容に対する授業ごとの課題の提出（40％）。レポートの提出（60％）。
フィードバック方法：提出されたリアクションペーパーの内、特徴的な見解や誤解については次回授業で解説を行う。また提出さ
れたレポートについては評価結果を返却する。

【５】 評価方法

使用する資料は授業の際に配布する。

【６】 教科書

十川信介『近代日本文学案内』（2008年3月、岩波文庫）

【７】 参考書

講義終了後30分間、質問を受け付ける。またメール(kazutoyo.nishida@hs.toho-u.ac.jp)での質問も受け付ける。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：講義内容のガイダンスを行い、基礎的文献となる寺田寅彦の
「科学と文学」について解説を行う。
授業方法：講義
予習：なし
復習：講義で配布された資料を読む
キーワード：自然科学　人文科学　人文知

西田一豊1
ガイダンス
寺田寅彦「科学と文学」

内容：夏目漱石の『三四郎』の精読を通じて、明治時代の文化的背
景、時代状況を解説する。
授業方法：講義
予習：講義毎に提示する。
復習：講義で配布された資料を読む
キーワード：文明開化　近代化

西田一豊2
明治①
夏目漱石『三四郎』

内容：医学者でもあった森鴎外について解説を行い、明治時代の文
化的背景、時代状況を「妄想」の精読を通じて講義する。
授業方法：講義
予習：講義毎に提示する。
復習：講義で配布された資料を読む
キーワード：欧化主義　近代化

西田一豊3
明治②
森鴎外『妄想』

内容：芥川龍之介の活躍した大正時代を、芥川の作家活動を通じて
読み取り、「歯車」を精読する。
授業方法：講義
予習：講義毎に提示する。
復習：講義で配布された資料を読む
キーワード：大正史　都市化

西田一豊4
大正
芥川龍之介『歯車』

内容：宮沢賢治の作品と同時代の科学言説を比較対照し、賢治作品
に科学言説がどのように反映されているかを「グスコーブドリの伝
記」を中心に解説を行う。
授業方法：講義
予習：講義毎に提示する。
復習：講義で配布された資料を読む
キーワード：童話　イーハトーブ

西田一豊5
昭和①
宮沢賢治『グスコーブドリ
の伝記』

内容：昭和モダニズムについて、横光利一の作家活動とともに概観
し、東京を中心とした都市文化の有り様を「機械」その他の作品を
通じて講義する。
授業方法：講義
予習：講義毎に提示する。
復習：講義で配布された資料を読む
キーワード：モダニズム　大衆社会

西田一豊6
昭和②
横光利一『機械』

内容：科学技術の発展のもたらす危機的状況を、独自の想像力で描
き出した安部公房の『第四間氷期』その他の作品を精読することで
講義を行う。
授業方法：講義
予習：講義毎に提示する。
復習：講義で配布された資料を読む
キーワード：サイエンス・フィクション　戦後社会

西田一豊7
現代①
安部公房
『第四間氷期』

内容：情報化社会の進展とコミュニケーションの問題の機制につい
て村上春樹『スプートニクの恋人』をもとに講義を行い、また授業
全体のまとめを行う。
授業方法：講義
予習：講義毎に提示する。
復習：講義で配布された資料を読む
キーワード：情報化社会　コミュニケーション

西田一豊8
まとめ　現代②
村上春樹
『スプートニクの恋人』
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人類学

市田雅崇

人文科学 （授業コード：81300）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Anthropolpgy 選択 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA030

科目担当者 市田雅崇

人類学の基礎知識と方法を学習し、世界の様々な国・地域の生活の多様性から人間文化の共通性や一般性を知り、人間の理解を深
めていく。

【１】 授業概要

文化の多様性と共通性、文化の相対主義的な視点を説明できる。
自分とは異なる価値観を持つ他者と対話し、尊重しあうことができる。
（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習：（予習）あらかじめ配布された資料に目を通し、関心がある事柄をまとめる（30分）。
　　　　　（復習）授業を受けて、自分の立場との共通点・違いをまとめる（30分）。
学習上の留意点：世界情勢や文化的なことに関する時事問題を新聞等で目を通しておく。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

社会学、経済学、文学、哲学、倫理学、心理学、教育学、組織論、自然科学概論、各看護学の概論

【４】 関連科目

課題100％
授業で特徴的な見解や誤解についてコメントする。

【５】 評価方法

特に用いない。必要に応じて資料を配布する。

【６】 教科書

日本文化人類学会編『文化人類学事典』（丸善出版、2009年）
国立民族学博物館編『世界民族百科事典』（丸善出版、2014年）

【７】 参考書

授業日終了後30分、またはメール（メールアドレスは授業の時に伝える）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業の進め方、文化人類学を概観
授業方法：講義
予習：なし
復習：前述【３】を参照
キーワード：文化人類学、フィールドワーク、民族誌

市田　雅崇1 イントロダクション

NZの先住民マオリの世界を事例に、伝統的な文化や価値観をめぐる
現代社会のあり方や先住民問題について考える。
授業方法：講義
予習・復習：前述【３】を参照
キーワード：マオリ、先住民問題、先住民権

市田　雅崇2 先住民と伝統文化

アフリカの牧畜民の世界を紹介し、多様な婚姻のあり方を考える。
授業方法：講義
予習・復習：前述【３】を参照
キーワード：牧畜民の世界、婚姻

市田　雅崇3 婚姻

ネパールの女性の生き方について紹介し、文化により多様な女性の
あり方を考える。
授業方法：講義
予習・復習：前述【３】を参照
キーワード：ネパールの女神信仰、クマリ

市田　雅崇4 女神の信仰

通過儀礼を通じてジェンダーが構築されていくあり方について紹介
する。
授業方法：講義
予習・復習：前述【３】を参照
キーワード：通過儀礼、ジェンダーと文化、女性婚

市田　雅崇5 通過儀礼と身体技法

第3の性について紹介し、文化により多様なジェンダーを考える。
授業方法：講義
予習・復習：前述【３】を参照
キーワード：第3の性、ヒジュラ、ファアファフィネ

市田　雅崇6 第3の性

ベトナムのモンの世界を事例に、出産をめぐる医療の在り方につい
て紹介する。
授業方法：講義
予習・復習：前述【３】を参照
キーワード：先住民知識、死生観

市田　雅崇7 出産

講義内容について受講者が抱いた関心、疑問点を各自発表しディス
カッションする。
授業方法：ディスカッション
予習・復習：前述【３】を参照
キーワード：文化とはなにか

市田　雅崇8 まとめ
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哲学

清水将吾

人文科学 （授業コード：81310）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Philosophy 選択 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA031

科目担当者 清水将吾

哲学の基本的な学説と歴史的な経緯を学び、人間の理解を深め、哲学的なものの見方･考え方を学習する。哲理を用いて身の回り
の事象を読み解く能力を養う。本科目は、看護実践の拠り所となる看護観の涵養や、看護哲学の理解に必要な基礎知識として直接
つながる科目である。

【１】 授業概要

・哲学の根本的な問題をめぐる主要な学説を理解できるようになる。
・哲学の根本的な問題について、哲学的思考を展開し、表現できるようになる。
・看護実践を志す自分自身の問題について、哲学的思考を展開し、表現できるようになる。
（看護学科ＤＰ　２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

それまでの授業を自分でふり返ることが重要となります。学説などの知識を復習で覚えるだけでなく、講義・グループワーク・
ディスカッションなどで考えたことを自分自身で発展させていくことが不可欠です。そのようにして自分で発展させた考えを、書
くということが強く推奨されます。自主的に書いたものの提出を高く評価します。毎回の復習（ふり返って書くこと）に必要な時
間は１時間程度です。（予習は、1時間ほどで読めるものを適宜配布するので、読んできてください。）

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

看護哲学、看護倫理学

【４】 関連科目

最終授業での論述（40%）、授業内の提出物（50%）、自主的な提出物（10%）
提出物はコメントを付けて返却する。また、次回の授業で、特徴的な見解や誤解などについてコメントする。

【５】 評価方法

資料をその都度配布します。

【６】 教科書

授業で参考文献を紹介します

【７】 参考書

授業開講日（火曜日）の昼休み（12:10～13:00）・メール連絡。メールアドレス：shogo.shimizu78@gmail.com

【８】 オフィスアワー・連絡方法

【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業の概要と進め方の説明についてレクチャーし、質問等を受け付
け、アンケートを配布する。

清水将吾1 ガイダンス

内容および授業方法：西洋の世界観の歴史を概観し、グループワー
クとディスカッションを行う。
予習・復習：講義毎に提示する。

清水将吾2 世界とは何か？

内容および授業方法：パスカル『パンセ』の抜粋を読み、解説し、
グループワークとディスカッションを行う。
予習・復習：講義毎に提示する。

清水将吾3 私とは何か？

内容および授業方法：現代の哲学説や宗教的教義を紹介し、グルー
プワークとディスカッションを行う。
予習・復習：講義毎に提示する。

清水将吾4 生きる意味とは何か？

内容および授業方法：他人や他者をめぐる問題についての哲学説を
紹介し、グループワークとディスカッションを行う。
予習・復習：講義毎に提示する。

清水将吾5 他人とは何か？

内容および授業方法：古代から現代までの問題提起や考え方を概説
し、グループワークとディスカッションを行う。
予習・復習：講義毎に提示する。

清水将吾6 愛とは何か？

内容および授業方法：命・意識・身体などをめぐる問題について哲
学説を紹介し、ドキュメンタリー映像を観たうえで、グループワー
クとディスカッションを行う。
予習・復習：講義毎に提示する。

清水将吾7 死とは何か？

内容および授業方法：看護をテーマにしたディスカッションを行
い、受講者が各自の論述を行う。
予習・復習：講義毎に提示する。

清水将吾8 看護とは何か？
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倫理学

南孝典

人文科学 （授業コード：81320）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Ethics 選択 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA032

科目担当者 南孝典

倫理学の基本的な理論、社会における様々な規範の根拠について学習する。また、自身の規範的判断の理由を他者に判るよう説明
できる能力を養う。本科目は、「倫理ことはじめ」からつながり、看護実践の基盤となる倫理観の涵養や、看護倫理の理解に必要
な基礎知識と直接つながる科目である。

【１】 授業概要

哲学史における倫理思想の歴史的な変遷について説明できる。
主要な哲学者の倫理思想の特徴や違いについて述べることができる。
応用倫理学の扱う具体的な倫理的諸問題について自分の考えを表明することができる。
（看護学科DP　２，４）

【２】 学修目標（到達目標）

倫理学とは「善く生きるとはどういうことか」、また「個人の自由を尊重する社会のあり方はどのようなものか」といった問題を
考察した思想の格闘の歴史です。それは、看護の専門科目とは違って、医療現場で直接役立つようなものではありません。それで
も倫理思想を学ぶことは、実践の基礎となる看護観を形成する上でも重要な作業であるため、そのつもりで能動的に受講するよう
にしてください。
　倫理学や倫理思想にまったく触れたことのない人は、参考図書にあげた倫理学の入門書か、それ以外の手に取りやすいものでも
いいので、目を通しておくようにしてください。また最終的な定期試験では、主要な哲学者の倫理思想を説明した文章を読んで人
物名やキーワードを答える穴埋め問題を出題するので、授業後には1時間程度の復習の時間を設けるようにしてください。
　後半の講義ではさまざまな応用倫理の具体的な問題について解説し、授業の最後にこちらからその倫理的問題に関する設問を提
示するので、その設問に答えた課題を期限までに作成するようにしてください。そのため授業前にはシラバスで示した応用倫理の
問題について、それらの問題について自分の考えを整理するための1時間程度の予習時間を、また授業後には、その問題の理解を
深めるための課題の作成時間として1時間程度の学習時間を確保するようにしてください。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

哲学、社会学、文化人類学、看護哲学、看護倫理学

【４】 関連科目

応用倫理の授業で提出してもらう課題（20％）、そして倫理思想の穴埋め問題および応用倫理の記述問題を基本とする定期試験
（80％）の結果をもとに総合的に判断します。合格点は60点以上。なお課題については、そこでの主要な意見や特に気になった問
題点などを次の講義の冒頭で解説します。

【５】 評価方法

講義毎にプリント資料を配布する。

【６】 教科書

A.ピーパー『倫理学入門』文化書房博文社
小谷光彦編『倫理学案内 理論と課題』慶応大学出版会
宇都宮芳明編著『倫理学を学ぶ人のために』世界思想社
柘植尚則『入門・倫理学の歴史 24人の思想家』梓出版社
加藤尚武『現代倫理学入門』講談社学術文庫
和辻哲郎『人間の学としての倫理学』岩波文庫
アリストテレス『ニコマコス倫理学 上・下』岩波文庫
加藤尚武編『徳倫理学基本論文集』勁草書房
関嘉彦編『世界の名著49 ベンサム / J.S.ミル』中央公論社
J.S.ミル『功利主義論集』京都大学学術出版会
I.カント『道徳形而上学原論』岩波文庫
加藤尚武『環境倫理学のすすめ』丸善ライブラリー
P.シンガー『動物の解放』（技術と人間）
T.レーガン「動物の権利の擁護論」、小原秀雄監修『環境思想の系譜３』（東海大学出版会）所収
伊勢田哲治『動物からの倫理学入門』（名古屋大学出版会）
今井道夫『生命倫理学入門』産業図書
伊藤晴夫『生殖医療の何が問題か』緑風出版
T.ビーチャム、J.チルドレス『生命医学倫理』成文堂
T.ホープ『医療倫理』岩波書店
H.クーゼ『ケアリング 看護・女性・倫理』メディカ出版
M.S.ローチ『アクト・オブ・ケアリング』ゆみる出版

【７】 参考書

火曜日の講義前後の空き時間はC館2階の講師控室にいます。
また質問はメールでも受けつけます。
E-mail: takanori.minami@phar.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：哲学の一学科として古くから存在している倫理学をその起源
から考察し、この学問の考察対象と倫理学内の理論区分について理
解する。授業は、主にPowerPointを使って、配付資料に直接重要な
語句を記入してもらう形で進めていく。
授業方法：講義
予習：参考図書を参照するなどしてキーワードについて事前に調
べ、わからない点などを整理しておく。
復習：授業後に配布する「まとめプリント」の問題に答えて次週ま
でに提出する。
キーワード：倫理、道徳、メタ倫理学、規範倫理学、応用倫理学、
倫理思想史、和辻哲郎

南 孝典1 倫理学1 倫理学とは何か

内容：規範倫理学の中でも最も古い徳倫理学について、古代ギリシ
アのアリストテレスから現代の徳倫理学に至るまでの議論を概観
し、他の倫理学が主に人間の行為に焦点をあててきたのに対して、
「善く生きる」とは何かを考察してきた徳倫理学独自の射程を理解
する。授業は、主にPowerPointを使って、配付資料に直接重要な語
句を記入してもらう形で進めていく。
授業方法：講義
予習：参考図書を参照するなどしてキーワードについて事前に調
べ、わからない点などを整理しておく。
復習：授業後に配布する「まとめプリント」の問題に答えて次週ま
でに提出する。
キーワード：徳倫理学、アリストテレス、徳、中庸、エウダイモニ
ア

南 孝典2 倫理学2 徳倫理学

内容：規範倫理学の中でも最も影響力を持つ功利主義について、J.
ベンサムやJ.S.ミルの理論を中心に、彼らの人間観やこの思想が登
場してきた背景にも注意しつつ、この倫理思想の意義を理解する。
授業は、主にPowerPointを使って、配付資料に直接重要な語句を記
入してもらう形で進めていく。
授業方法：講義
予習：参考図書を参照するなどしてキーワードについて事前に調
べ、わからない点などを整理しておく。
復習：授業後に配布する「まとめプリント」の問題に答えて次週ま
でに提出する。
キーワード：功利主義、ベンサム、J.S.ミル、最大多数の最大幸
福、危害原理

南 孝典3 倫理学3 功利主義

内容：規範倫理学の中でも最も難解でありながら功利主義と同様の
影響力を持つ義務論について、I.カントの議論を中心に、特に彼の
「人格」概念や「尊厳」概念にも注意しつつ、この倫理思想の意義
を理解する。授業は、主にPowerPointを使って、配付資料に直接重
要な語句を記入してもらう形で進めていく。
授業方法：講義
予習：参考図書を参照するなどしてキーワードについて事前に調
べ、わからない点などを整理しておく。
復習：授業後に配布する「まとめプリント」の問題に答えて次週ま
でに提出する。
キーワード：義務論、カント、定言命法、人格、人間の尊厳

南 孝典4 倫理学4 義務論

内容：応用倫理の中でも最もよく知られたものの一つである環境倫
理について、公害問題や自然保護運動などを端緒とするその登場の
歴史的背景や、「世代間倫理」などの独自な倫理を示してきたこの
倫理思想の意義を理解する。授業は、プリントや映像資料を使って
環境倫理の主要な思想の解説と、具体的な倫理的諸問題について説
明する。
授業方法：講義
予習：参考図書を参照するなどしてキーワードについて事前に調
べ、わからない点などを整理しておく。
復習：授業の最後に示す設問に答えたリアクションペーパーを作成
し、次週までに提出する。
キーワード：自然の生存権、世代間倫理、地球有限主義、ディープ
エコロジー、環境倫理学

南 孝典5 応用倫理1 環境倫理

内容：応用倫理の中でも既存の倫理学の枠組みでは対応できない問
題があることを示してきた生命倫理について、主に動物倫理の問題
と、生殖医療の進歩に起因する倫理的問題を中心に、この倫理思想
が格闘する問題を理解する。授業は、プリントや映像資料を使って
生命倫理における主要な論点や考え方について解説と、具体的な倫
理的諸問題について説明する。
授業方法：講義
予習：参考図書を参照するなどしてキーワードについて事前に調
べ、わからない点などを整理しておく。
復習：授業の最後に示す設問に答えたリアクションペーパーを作成
し、次週までに提出する。
キーワード：動物の解放、体外受精、出生前診断、代理出産、プロ
チョイス、プロライフ、パーソン論

南 孝典6 応用倫理2 生命倫理

- 62 -



内容：応用倫理の中でも看護と直接関係する医療倫理について、医
療倫理の四原則や、「ヘルシンキ宣言」および「リスボン宣言」な
どの世界医師会による重要な医療倫理の宣言の意義を理解する。授
業は、プリントや映像資料を使って国際的な医療倫理が採択された
背景やその特徴について説明する。
授業方法：講義
予習：参考図書を参照するなどしてキーワードについて事前に調
べ、わからない点などを整理しておく。
復習：授業の最後に示す設問に答えたリアクションペーパーを作成
し、次週までに提出する。
キーワード：医療倫理の四原則、インフォームド・コンセント、
ニュルンベルク綱領、ジュネーブ宣言、ヘルシンキ宣言、リスボン
宣言

南 孝典7 応用倫理3 医療倫理

内容：医療技術や資源の分配の問題を、正義や社会的公正性の側面
から理解する。またこうした普遍的な道徳原則を追求する倫理学と
対峙する形で登場してきたケアの倫理学の重要性も理解する。授業
は、プリントや映像資料を使って医療における社会的公正性やケ
ア・ケアリングの問題について説明する。
授業方法：講義
予習：参考図書を参照するなどしてキーワードについて事前に調
べ、わからない点などを整理しておく。
復習：授業の最後に示す設問に答えたリアクションペーパーを作成
し、次週までに提出する。
キーワード：臓器移植、終末期医療、安楽死・尊厳死、正義論、ケ
ア、ケアリング

南 孝典8
応用倫理4 現代社会と倫理
学
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人体の構造と機能Ⅰ

内ヶ﨑西作

人間と健康 （授業コード：82010）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Structure and Function of Human BodyⅠ 必修 講義 1年･春 2単位 30時間

科目ナンバリング：SB101

科目担当者 内ヶ﨑西作

人体の基本的な構造と機能を系統的に学ぶとともに、ホメオシタシスや生体を防御するしくみ、生命をつなぐ生殖、生物の証であ
る個体の老化などについて学び、人間の身体内部で繰り広げられている生命活動、健康問題要因を理解する。
　導入・解剖生理学の基礎（１回）／運動器：筋・骨格系（３回）／呼吸器（４回）／血液（２）／循環器（５回）

【１】 授業概要

１）細胞や組織、臓器、人体の関連を説明できる。
２）主要な骨の名称や筋肉とそれらの関係、構造と機能について説明できる。
３）呼吸器系臓器の名称や構造と機能について説明できる。
４）血液の成分の名称と構造、機能について説明できる。
５）循環器系臓器の名称や機能と構造について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

予　習：指定教科書の当該学習箇所を読み、理解できない箇所をリストアップしておくこと。
講　義：講義では教科書の内容を扱い、授業計画に沿って進行する。印刷資料を配付するが、教科書を必ず持参すること。講義終
了時には、その日の講義に関するリアクションペーパーを提出する。また初回を除き、講義開始時に前回の講義の内容についての
5分の小テストを行う（開始時間に間に合わない場合には受験できない）。小テストとリアクションペーパーの両者が提出されて
いる場合に出席と見なす。（それらは次回の講義時に返却する）。
復　習：理解できないところについては、質問したり各種参考書で確認し、疑問は必ず早期に解決しておくこと。小テストについ
ても必ず復習しておくこと。
学習上の留意点：この講義で学ぶ内容は、看護・医療を学ぶ上での基礎となるものです。後にまとめて勉強しようとしても量が多
いので難しいでしょう。仮に一夜漬けで試験は何とかなったとしても、看護師を目指す上での基礎知識として定着することは望め
ません。日々コツコツと予習・復習することが大切です（それぞれ１～２時間程度が必要です）。なお、人の身体の構造・機能を
学ぶ上で、実際の人体・臓器を基に学ぶことは理解を深める上でとても重要です。講義の中では実際の解剖の写真を提示しながら
進行します。たとえ、写真であっても、人として、医療者を目指す者として、亡くなった方への礼や畏敬の念を忘れてはなりませ
ん。遺族が不快な思いをするようなことも慎まねばなりません。従って、いかなる理由であっても、講義の録画や講義中に提示し
た写真等の撮影をしてはなりませんし、これが理解できない学生は医療者として不適格です（備考を参照のこと）。録画・写真撮
影が発覚した場合には、定期試験を受験できません。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生物学、化学、健康科学概論、生化学、微生物学、疾病と治療、薬理学、看護専門科目

【４】 関連科目

定期試験（95％）、講義への取り組み（リアクションペーパー等：5％）を総合的に評価します。定期試験問題の50%は小テストに
関連した問題を出題します。小テストは小テスト終了後すぐに解説して回収し、次回の講義で返却します。理解度を皆さん一人一
人が把握する目的で行う形成的評価として用いますので、成績に直接は影響しません。自分自身の知識確認に役立てて下さい。リ
アクションペーパーは次回の講義でコメントを付して返却します。再試験は100点満点で行う定期試験の点数に0.95を乗じ、そこ
に各々の講義への取り組み点（0～5点）を加えた点数が60点に達しない学生に対して、定期試験に準じた100点満点試験として行
います。再試験受験者の評点は、再試験の点数に0.95を乗じてそこに各々の講義への取り組み点を加え、60点を超えている場合に
60点とします。

【５】 評価方法

系統看護学講座　人体の構造と機能 [１] 解剖生理学　第10版　医学書院

【６】 教科書

◎「カラー図解 人体解剖の基本がわかる事典」竹内修二　西東社
◎「カラー図解 生理学の基本がわかる事典」石川 隆　西東社
○「コアテキスト 1　人体の構造と機能　第2版」下 正宗、前田 環 他 編 　医学書院
○「カラー図解　人体の正常構造と機能 全10巻縮刷版」坂井建男、河原克雅 編　日本医事新報社
○「やさしい生理学 改訂第6版」彼末一之、能勢 博 編　南江堂
「超カラー図解　看護自己学習　解剖生理学」渡辺正仁　森 禎章　金芳堂
「イラストでまなぶ解剖学」　松村 讓兒  　医学書院
「ポケットチューター 体表からわかる人体解剖学」南山堂
「プロメテウス解剖学アトラス コンパクト版」医学書院
「カラー基本解剖アトラス」西村書店
「ぜんぶわかる人体解剖図 ― 系統別・部位別にわかりやすくビジュアル解説」坂井 建雄、 橋本 尚詞　成美堂出版
「世界一簡単にわかる人体解剖図鑑」坂井 建雄　宝島社
「解いてわかる解剖生理学　テキスト・問題集」（医学教育出版）　　ほか解剖学・生理学に関する各種出版物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎○印は、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ共通の参考図書

【７】 参考書

講義の前後（概ね10分前後、もしくは講義のある日の昼休み）。それ以外はメールに限る。
seisaku@aa.uno.ne.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内　　容：導入・解剖生理学の基礎
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p2～10, 19～22, 27～33, 36～62を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：遺伝子・DNA・細胞・組織・臓器・人体・ホメオスタ
シス

内ヶ﨑　西作1 導入・解剖生理学の基礎

内　　容：人体の部位と器官・運動器：筋・骨格系
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p10～14, 17～19, 22～27, 309～318（可能なら
それ以降も）を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：体表から触知できる骨や筋・部位と器官・方向や位置
を表す用語・骨格・骨の構造・骨の名称・関節

内ヶ﨑　西作2 運動器：筋・骨格系（１）

内　　容：運動器：筋・骨格系
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p319～369（可能ならそれ以降も）を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：骨格筋・体幹部・上肢・下肢、・頭頸部

内ヶ﨑　西作3 運動器：筋・骨格系（２）

内　　容：運動器：筋・骨格系
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p369～382を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：筋の収縮・横紋筋・平滑筋

内ヶ﨑　西作4 運動器：筋・骨格系（３）

内　　容：呼吸器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p108～115を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：呼吸・上気道・下気道

内ヶ﨑　西作5 呼吸器（１）

内　　容：呼吸器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p116～122（可能ならそれ以降も）を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：肺・区域・胸膜・縦隔・呼吸の機能

内ヶ﨑　西作6 呼吸器（２）

内　　容：呼吸器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p123～132を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：肺胞の機能・呼吸気量・ガス交換

内ヶ﨑　西作7 呼吸器（３）

内　　容：呼吸器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p133～141を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：肺循環・呼吸運動の調整・換気障害・拡散障害

内ヶ﨑　西作8 呼吸器（４）

内　　容：血　液
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p141～148を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：血液の組成・血球・血清・血餅・血漿

内ヶ﨑　西作9 血　液（１）

内　　容：血　液
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p158～165を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：血液凝固・線容系・血液型・Rh不適合妊娠

内ヶ﨑　西作10 血　液（２）
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内　　容：循環器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p168～175を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：体循環・心臓・心房・心室・冠動脈

内ヶ﨑　西作11 循環器（１）

内　　容：循環器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p175～193を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：心拍動・刺激伝導系・心電図・心周期・負荷

内ヶ﨑　西作12 循環器（２）

内　　容：循環器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p193～206（可能ならそれ以降も）,15～17を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：脈管・動脈・毛細血管・静脈

内ヶ﨑　西作13 循環器（３）

内　　容：循環器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p206～220（可能ならそれ以降も）を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：血圧・チアノーゼ・低血圧

内ヶ﨑　西作14 循環器（４）

内　　容：循環器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p220～228を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：微小循環・浮腫・心不全・リンパ・リンパ管

内ヶ﨑　西作15 循環器（５）
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人体の構造と機能Ⅱ

熊澤武志

人間と健康 （授業コード：82020）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Structure and Function of Human BodyⅡ 必修 講義 1年･秋 2単位 30時間

科目ナンバリング：SB102

科目担当者 熊澤武志

人体の基本的な構造と機能を系統的に学ぶとともに、ホメオシタシスや生体を防御するしくみ、生命をつなぐ生殖、生物の証であ
る個体の老化などについて学び、人間の身体内部で繰り広げられている生命活動、健康問題要因を理解する。
　末梢神経の構造・自律神経機能・感覚系（５回）／免疫（２回）／内分泌（４回）／中枢神経の構造・高次神経機能・運動系
（４回）

【１】 授業概要

 1.神経系の構造と機能について説明できる。
 2.自律神経系の構造と機能について説明できる。
 3.末梢神経の構造と機能について説明できる。
 4.感覚器の構造と機能について説明できる。
 5.皮膚の構造と機能を説明できる。
 6.生体の防御機構について説明できる。
 7.体温とその調節機構について説明できる。
 8.ホルモンの種類・作用・調節機構について説明できる。
 9.中枢神経系の構造と機能について説明できる。
10.脳の高次機能について説明できる。
11.運動と感覚機能の伝導路について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

授業内容は多岐にわたりますが、小テスト、リアクションペーパー作成等に参加して、内容の整理・理解に努めて下さい。また、
授業の中で補足資料を配付したり、次回の授業で取り扱う資料を事前に配付したりしますので、予習・復習を行う際に活用して下
さい。なお、この授業で学ぶ内容は、看護を学ぶ上での基礎となるものです。小テストの勉強も含めて、予習1時間程度、復習2時
間程度を費やします。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生物学、化学、生化学、疾病と治療、薬理学、看護専門科目

【４】 関連科目

定期試験（60%）、小テスト（30%）、授業への取り組み（10%）を総合的に評価します。

【５】 評価方法

系統看護学講座　人体の構造と機能 [１] 解剖生理学　第10版　医学書院

【６】 教科書

「カラー図解　人体の正常構造と機能 全10巻縮刷版」坂井建男、河原克雅 編, 日本医事新報社
「トートラ人体解剖生理学」原書9版, 佐伯由香, 細谷安彦, 高橋研一, 桑木共之　訳編, 丸善出版
「グレイ解剖学」原著第3版, Richard L. Drake 他 編, 塩田浩平, 秋田恵一 監修・監訳, エルセビア

【７】 参考書

質問は授業終了後30程度受け付けます。また、質問は随時電子メール（takeshi-ku@seirei.ac.jp）でも受け付けます。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：神経系の構造と機能
授業方法：講義
予習：テキストp.384～p.394を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：神経細胞、シナプス、興奮の伝導

熊澤　武志1
末梢神経の構造・自律神経
機能・感覚系（１）

内容：自律神経系の構造と機能
授業方法：講義
予習：テキストp.262～p.272を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：交感神経、副交感神経、神経伝達物質、受容体

熊澤　武志2
末梢神経の構造・自律神経
機能・感覚系（２）

内容：脊髄神経と脳神経の構造と機能
授業方法：講義
予習：テキストp.409～p.418を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：脊髄神経、脳神経

熊澤　武志3
末梢神経の構造・自律神経
機能・感覚系（３）

内容：眼の構造と視覚
授業方法：講義
予習：テキストp.435～p.447を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：眼球、視細胞、視覚、眼筋

熊澤　武志4
末梢神経の構造・自律神経
機能・感覚系（４）

内容：耳の構造と聴覚・平衡覚、味覚と嗅覚、疼痛
授業方法：講義
予習：テキストp.447～p.459を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：耳小骨、内耳、蝸牛、平衡覚、味蕾、嗅細胞、痛覚

熊澤　武志5
末梢神経の構造・自律神経
機能・感覚系（５）

内容：皮膚の構造と機能、生体の防御機構
授業方法：講義
予習：テキストp.461～p.476を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：皮膚、非特異的防御機構、特異的防御機構、リンパ
球、抗体、免疫の異常

熊澤　武志6 免疫（１）

内容：生体の防御機構、代謝と運動、体温とその調節
授業方法：講義
予習：テキストp.476～p.491を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：リンパ節、代謝、運動エネルギー、熱産生、熱放散、
発熱

熊澤　武志7 免疫（２）

内容：内分泌とホルモン、ホルモンの分泌機構
授業方法：講義
予習：テキストp.272～p.283を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：内分泌、ホルモン、視床下部、下垂体

熊澤　武志8 内分泌（１）

内容：ホルモンの分泌機構、甲状腺と副甲状腺、膵臓
授業方法：講義
予習：テキストp.283～p.290を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：甲状腺ホルモン、パラソルモン、インスリン、グルカ
ゴン

熊澤　武志9 内分泌（２）

内容：副腎、性腺、その他の内分泌腺
授業方法：講義
予習：テキストp.290～p.299を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：カテコールアミン、糖質コルチコイド、電解質コルチ
コイド、性ホルモン

熊澤　武志10 内分泌（３）

内容：ホルモン分泌の調節、ホルモンによる代謝の調節
授業方法：講義
予習：テキストp.299～p.306を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：フィードバック、糖代謝、カルシウム代謝、ストレス

熊澤　武志11 内分泌（４）

内容：脊髄の構造と機能、脳の構造と機能
授業方法：講義
予習：テキストp.395～p.400を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：脊髄、脊髄反射、脳幹、小脳

熊澤　武志12
中枢神経の構造・高次神経
機能・運動系（１）

内容：脳の構造と機能
授業方法：講義
予習：テキストp.400～p.409を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：間脳、大脳、大脳皮質、脳脊髄液

熊澤　武志13
中枢神経の構造・高次神経
機能・運動系（２）

内容：脳の高次機能
授業方法：講義
予習：テキストp.418～p.429を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理し、小テストの勉強をする
キーワード：脳波、睡眠、記憶、本能、情動

熊澤　武志14
中枢神経の構造・高次神経
機能・運動系（３）
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内容：運動と感覚機能の伝導路
授業方法：講義
予習：テキストp.429～p.435を読む
復習：プリントとテキストを用いて整理する
キーワード：錐体路、錐体外路、視覚伝導路、聴覚伝導路、体性感
覚伝導路

熊澤　武志15
中枢神経の構造・高次神経
機能・運動系（４）
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生化学

多田周右

人間と健康 （授業コード：82040）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Biochemistry 必修 講義 1年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：SB104

科目担当者 多田周右

生化学は、生物の生命現象を化学的手法により探究する学問である。この科目では、とくに生命現象を担う分子の構造・性質など
の基本事項を習得することを目指す。生物の基本となる生体高分子（核酸・タンパク質〔酵素〕・糖質・脂質）や、その構成単位
（ヌクレオチド、アミノ酸、単糖、脂肪酸など）の基本構造・性質について学ぶとともに、それらの分子が体の中でどのように働
くのかについても理解を深める。本科目は、生理学や疾患の理解、及び臨床栄養学へとつながる科目である。

【１】 授業概要

代表的な単糖、二糖、多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。
解糖系、クエン酸回路、電子伝達系について説明できる。
代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。
脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。
アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。
タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。
多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、構造タンパク質、輸送タンパク質など）を列挙し概説できる。
酵素反応の特性を説明できる。
ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。
DNAの複製の過程について説明できる。
DNAからRNAへの転写の過程について説明できる。
RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

講義前に授業スケジュールを確認し、教科書の該当部分を30分程度読む。確認テストを用いて講義内容の重要ポイントを振り返る
とともに、教科書と講義中に作成したノートを使って授業ごとに１時間程度復習する。必要に応じて、メディアセンターの参考書
を用いて不足内容について知識を補う。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

［予め学んでおくと良い科目］　化学、生物学、
［この科目に続く内容の科目］　薬理学、人体の構造と機能、疾病と治療、臨床栄養学、臨床遺伝学

【４】 関連科目

定期試験（85%）、確認テストへの取組みと提出（15%）。講義開始時に、前回の確認テストの解説および質問事項への回答をおこ
なう。提出された確認テストは返却する。

【５】 評価方法

≪系統看護学講座≫生化学　人体の構造と機能２、三輪一智・中　恵一（医学書院）2014年

【６】 教科書

習志野メディアセンターには生化学の基礎から専門までの多くの書籍があるので参考にしてください。

【７】 参考書

講義終了後、質問を受け付ける。メール（s.tada@phar.toho-u.ac.jp）での質問も受け付ける

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：単糖、二糖、多糖の種類、構造、性質、役割
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む。
復習：教科書とノートを見返す。確認テストに取組み、重要項目の
理解を確認する。
キーワード：糖質、単糖、二糖、多糖

多田周右1 糖質（１）

内容：解糖系、クエン酸回路、電子伝達系、糖新生、グリコーゲン
合成など
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む。
復習：教科書とノートを見返す。確認テストに取組み、理解度を確
認する。
キーワード：糖質代謝、グルコースの分解、糖新生、グリコーゲン

多田周右2 糖質（２）

内容：脂質の種類、構造、性質、役割
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む。
復習：教科書とノートを見返す。確認テストに取組み、理解度を確
認する。
キーワード：脂質、中性脂肪、脂肪酸、コレステロール

多田周右3 脂質（１）

内容：脂肪酸の合成と分解。コレステロールの合成と代謝。
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む。
復習：教科書とノートを見返す。確認テストに取組み、理解度を確
認する。
キーワード：脂質代謝、脂肪酸、コレステロール、ステロイド

多田周右4 脂質（２）

内容：アミノ酸の種類、構造、性質、役割、代謝。
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む。
復習：教科書とノートを見返す。確認テストに取組み、理解度を確
認する。
キーワード：アミノ酸、タンパク質、尿素回路、生理活性アミン

多田周右5 アミノ酸

内容：タンパク質の構造と多彩な機能。酵素反応の特性。
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む。
復習：教科書とノートを見返す。確認テストに取組み、理解度を確
認する。
キーワード：タンパク質、酵素、阻害剤

多田周右6 タンパク質（２）

内容：ヌクレオチドの構造と代謝。DNA、RNAの基本構造。
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む。
復習：教科書とノートを見返す。確認テストに取組み、理解度を確
認する。
キーワード：核酸（DNA、RNA）、ヌクレオチド、

多田周右7 核酸（１）

内容：DNA複製、転写（RNA合成）、翻訳（タンパク質合成）の概
要。
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む。
復習：教科書とノートを見返す。確認テストに取組み、理解度を確
認する。
キーワード：DNAの複製、転写、翻訳

多田周右8 核酸（２）
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微生物学

安齊洋次郎

人間と健康 （授業コード：82060）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Microbiology 必修 演習 1年･秋 1単位 30時間

科目ナンバリング：SB106

科目担当者 安齊洋次郎・五郎丸美智子・福本敦・飯坂洋平

微生物学とは、真菌、細菌や藍藻類などの原核生物やウイルスなどの微小な生物を対象とし、主に生化学的な解析により微生物の
構造や生態、他の生物への影響などを明らかにする学問である。微生物学の基礎知識、感染のメカニズム、病原微生物の特徴、病
原微生物の制御などについて理解する。さらに、グラム染色の方法、手指衛生に関する細菌学的検証などに関しては、実習を行う
ことで感染予防対策の有効性の判断視点を深める。

【１】 授業概要

　１．生物界における微生物の位置について理解し、説明できる。
　２．人体と微生物との関わりについて説明できる。
　３．微生物学の歴史について理解し、説明できる。
　４．微生物の取り扱いについて理解し、説明できる。
　５．微生物の種類と分類について理解し、説明できる。
　６．微生物の細胞構造について理解し、説明できる。
　７．微生物の増殖について理解し、説明できる。
　８．微生物の遺伝について理解し、説明できる。
　９．病原微生物の感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸など）について説明できる。
１０．病原微生物の病原因子について説明できる。
１１．主な微生物感染症およびその治療と予防について説明できる。
１２．微生物の基本的な取り扱い方法を説明、実施できる。
１３．滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説明できる。
１４．グラム染色を実施できる。
１５．顕微鏡による観察が実施できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
この授業は、講義形式と実習形式で行います。講義については、予習１時間程度、復習１時間程度を費やします。実習について
は、予習は１時間程度を費やし、また、実習中に行う１時間程度の課題実施により、実習内容について理解を深める。
【学習上の留意点】
事前に配布された講義資料や実習テキストなどをもとに、教科書や参考書を利用し、授業の内容について理解を深めること。更に
食中毒や感染症等の微生物に由来する疾病やその他微生物についての新聞報道等に関心を持って接すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生物学、薬理学、疫学と公衆衛生、感染看護

【４】 関連科目

定期試験（70%）、実習レポート（25%）、日々の学習状況（5%）
＊ただし、実習は原則として全日出席しなければならない。
フィードバック：実習レポートはコメントを記入し、後日返却する。定期試験は実施後に解説を掲示する。

【５】 評価方法

藤本秀士編『わかる！身につく！ 病原体・感染・免疫（第３版）』（南山堂）

【６】 教科書

加藤文男・西川朱實編　『薬科微生物学（第６版）』（丸善出版）
平松啓一監修　『標準微生物学（第１１版）』（医学書院）
松本哲哉・舘田一博監訳　リッピンコットシリーズ『イラストレイテッド微生物学（原書３版）』（丸善出版）
南嶋洋一・吉田眞一・永淵正法著『系統看護学　専門基礎分野　微生物学（第１２版）』（医学書院）
吉岡充弘・泉　剛・井関健著『系統看護学　専門基礎分野　薬理学（第１３版）』（医学書院）

【７】 参考書

安齊：月～金 10:00～18:00、薬学部 微生物学教室
その他の教員の所属　五郎丸：薬学部総合実験部門　　福本、飯坂：薬学部 微生物学教室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

【授業内容】生物界における微生物の位置、生態系における微生物
の分布と役割、人体と微生物との関わりについて
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】生命の起源、分解者、細菌叢

安齊洋次郎1 微生物とは

【授業内容】自然発生説の否定、疾病との戦いについて
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】自然発生説の否定、レーウェンフック、パスツー
ル、コッホ、ワクチン、化学療法剤

安齊洋次郎2 微生物学の歴史

【授業内容】真核細胞（ヒト細胞、真菌細胞）、原核細胞（細菌細
胞）、ウイルスの構造と増殖の相違について
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】真核細胞、原核細胞、ウイルス粒子、分裂増殖、細
胞寄生性

安齊洋次郎3 微生物の細胞構造と増殖

【授業内容】真菌、細菌、ウイルスの種類と分類について
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】参考書を利用し、授業の内容について理解を深める
【キーワード】真菌、細菌、ウイルス

安齊洋次郎4 微生物の種類と分類

【授業内容】グラム陽性細菌とグラム陰性細菌の違い、細胞表層の
構造・機能・役割、細菌細胞質膜の機能について
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】グラム陽性細菌、グラム陰性細菌、細胞表層構造、
細胞壁、細胞質膜

安齊洋次郎5 細菌細胞の構造と機能

【授業内容】細菌の増殖パターンならびに細菌の増殖条件について
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】栄養増殖、増殖曲線、エネルギー源、栄養源、温
度、ｐH、酸素分圧

安齊洋次郎6 細菌の増殖

【授業内容】細菌細胞間での遺伝情報の水平伝達について
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】接合、形質転換、形質導入

安齊洋次郎7 細菌の遺伝

【授業内容】感染と共生、病原微生物の病原因子について
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】正常細菌叢、内因感染、外因感染、顕性感染、不顕
性感染、感染経路、病原性、ビルレンス因子

安齊洋次郎8 感染と発症

【授業内容】主な細菌感染症とその治療と予防について
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】食中毒、肺炎、化膿、抗細菌薬、ワクチン

安齊洋次郎9 細菌感染症

【授業内容】主な真菌・寄生虫感染症とその治療と予防について
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】真菌感染症、原虫感染症、寄生虫感染症、抗真菌
薬、抗マラリア薬、駆虫薬

安齊洋次郎10 真菌・寄生虫感染症

【授業内容】主なウイルス感染症とその治療と予防授業
【授業方法】講義
【予習】事前に配布された講義資料を読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】風邪症候群、後天性免疫不全症候群、ウイルス性肝
炎、ウイルス性胃腸炎、抗ウイルス薬、ワクチン

安齊洋次郎11 ウイルス感染症
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【授業内容】顕微鏡の使い方、細菌の培養法、滅菌と消毒、常在菌
と手指の消毒について
【授業方法】実習
【予習】事前に配布された実習テキストを読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】滅菌、消毒、培養手指消毒の効果、細菌の培養、常
在菌

安齊洋次郎、五郎
丸美智子、福本
敦、飯坂洋平

12
微生物の実験方法
常在菌と手指衛生

上記と同じ 上記と同じ13
微生物の実験方法
常在菌と手指衛生

【授業内容】手指の消毒の判定、グラム染色、薬剤感受性試験につ
いて
【授業方法】実習
【予習】事前に配布された実習テキストを読む
【復習】教科書、参考書を利用し、授業の内容について理解を深め
る
【キーワード】グラム染色、抗細菌薬、抗菌スペクトラム

安齊洋次郎、五郎
丸美智子、福本
敦、飯坂洋平

14
細菌の観察
抗菌薬の効果

上記と同じ 上記と同じ15
細菌の観察
抗菌薬の効果
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疾病と治療Ⅰ

蛭田啓之

人間と健康 （授業コード：82070）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pathophysiology and Treatment Ⅰ 必修 講義 1年･秋 2単位 30時間

科目ナンバリング：SB107

科目担当者 蛭田啓之・南木敏宏・石川文雄

疾患のなりたちを理解するうえで重要な基本的病変と生体防御機構について学ぶ。さらにこれらの基礎的事項を踏まえ、代表的疾
患における病因・病態･診断･治療を理解する。疾病と治療Ⅰでは、病気の理解の基礎づくりのために病理学と免疫学を学習する。
（蛭田啓之／８回）病理学：概論、各論（先天異常、代謝異常、循環障害、炎症と免疫、感染症、腫瘍、老化と死）
（石川文雄／５回）（南木敏宏／２回）免疫学：概論、各論（抗原･抗体反応、炎症物質、免疫不全、アレルギー反応、自己免
疫、ウィルス）

【１】 授業概要

Ⅰ．病理学（蛭田）
　病理学とは「疾病の成り立ち(本質)を解明しようとする基礎医学」と「診断・治療を主体とした臨床医学」にまたがる科目であ
る。ヒトの疾患を分類・整理するためには，病理学の修得が必須である．病理学の理解は，全臨床医学の理解の礎となる。
・病理学とは何かを自分の言葉で説明できる。
・臓器・組織の正常と病的状態について説明できる。
・種々の病的医学用語や病名に慣れ，病名について総論的に説明できる。
・疾病の成り立ちとその形態的・機能的変化を総論的・各論的に説明できる。
・循環障害の概念について代表的な疾患を挙げて説明できる。
・炎症の概念について代表的な疾患を挙げて説明できる。
・代謝障害の概念について代表的な疾患を挙げて説明できる。
・腫瘍の概念，発生機序，良悪性の鑑別，命名法について代表的な疾患を挙げて説明できる。
Ⅱ．免疫学（石川）
・自然免疫と獲得免疫の違いを説明できる。
・抗原・抗体反応を説明できる。
・抗原受容体の多様性の成立機序を説明できる。
・予防接種の意義を説明できる。
・臓器移植時に起きる免疫反応を説明できる。炎症、免疫不全、アレルギーについて概説できる。
Ⅲ．自己免疫疾患（南木）
・自己免疫疾患について説明できる。
・臓器特異的、及び全身性の自己免疫疾患の概略が説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

　本授業は疾病学・治療学の基本的な知識を習得し看護実践の基盤とすることをねらっているため、関連内容について予習に1時
間程度、復習に1～2時間程度を必要とする。
Ⅰ．病理学（蛭田）
　範囲が非常に広く，全臓器・多くの疾患が対象となっており，臨床各科の講義の基礎となる．事前に解剖・生理学で正常構造・
機能を確認しておき，復習にあたっては，各疾患の診断・治療学に関連付けることを心がける。
Ⅱ．免疫学（石川）
　免疫学の理解には、生物学や生化学といった生命科学の基礎全般にわたる広範囲な知識を必要とする。従って、これまでに学ん
だ知識を整理するためにもそれぞれの教科書に目を通しておくこと。
Ⅲ．自己免疫疾患（南木）
　自己免疫疾患に関して理解するため、予習1時間程度、復習1時間程度を費やします。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

Ⅰ．病理学（蛭田）
　解剖学・生理学・生化学・免疫学など，正常構造・機能を把握しておくこと。
Ⅱ．免疫学（石川）
　免疫学もまた他の基礎医学科目と同じ様に、その対象範囲は分子レベルから細胞、個体そして疾患へと広範囲で関連科目も多
い。1つ1つの基礎知識のみならず全体像を把握するように学ぶことが重要となる。
Ⅲ．自己免疫疾患（南木）
自己免疫疾患を理解するためには、免疫学一般の知識が必要である。

【４】 関連科目

定期試験70％、小テスト30％。小テストは、フィードバックする。

【５】 評価方法

Ⅰ．病理学
系統看護学講座 専門基礎分野：疾病のなりたちと回復の促進[1]　病理学(第5版)，2015，医学書院
　教科書以外に，講義の時に配布する資料を使用する。
Ⅱ．免疫学
休み時間の免疫学　第２版　齋藤紀先著　講談社
Ⅲ．自己免疫疾患
看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅰ　全身性／呼吸器系／循環器系／感染症／中毒／救急　2010　南江堂
看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅱ　消化器系／代謝・内分泌系／血液・造血器系／アレルギー／膠原病　2010　南江堂

【６】 教科書
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Ⅰ．病理学
豊國，高橋監訳；ロビンス 基礎病理学 原書第９版：丸善出版，東京，2014
坂本，北川，仁木編；標準病理学 第4版：医学書院，東京，2010
深山，小田，坂本他 編；組織病理アトラス 第６版：文光堂，東京，2015
深山編；病理組織マップ＆ガイド:文光堂，2014
坂本，北川，菅野著；組織病理カラーアトラス 第2版：医学書院，東京，2015
Ⅱ．免疫学
リッピンコットシリーズ　イラストレイテッド免疫学　原書２版　矢田、高橋監訳　丸善出版　2013年
エッセンシャル免疫学　第３版　笹月健彦監訳　メディカルサイエンスインターナショナル　2016年
熊ノ郷 淳 他 編集 : 免疫学コア講義　改訂4版　南山堂
谷口 克　監修：標準免疫学、第3版、医学書院
Ⅲ．自己免疫疾患（南木）
なし

【７】 参考書

蛭田：講義終了後、非常勤講師室にて20分程度質問を受け付ける。またメールでの質問も受け付ける。初講で、メールアドレスが
記載され
たレジュメを配布する
石川：講義終了時、非常勤講師室にて30分程度質問を受け付ける。またメールでの質問も受け付ける。初講で、メールアドレスが
記載され
たレジュメを配布する
南木：メールでの問い合わせを受ける。toshihiro.nanki@med.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業方法：講義．1～8は全てスライド(PowerPoint)と配布資料に
よって行われる。
内容：細胞傷害，適応と変性，修復を含む。
予習：講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
復習：講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：病理，病因，細胞障害，肥大・過形成・化生，変性・
壊死，肉芽・瘢痕

蛭田啓之1 病理学序論・病因論

授業方法：講義
内容：腫瘍総論を主体に，臓器ごとの各論をまじえておこなう。
予習：講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
復習：講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：腫瘍の病理・病態，腫瘍の病因・疫学，病理診断・治
療

蛭田啓之2 腫瘍1

授業方法：講義
内容：同上
予習：講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
復習：講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：同上

蛭田啓之3 腫瘍2

授業方法：講義
内容：同上
予習：講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
復習：講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：同上

蛭田啓之4 腫瘍3

授業方法：講義
内容：循環障害総論を主体に，循環器疾患各論・病因と病態をまじ
えておこなう。
予習：講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
復習：講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：循環障害，血栓・塞栓，虚血・梗塞，出血

蛭田啓之5 循環障害1

授業方法：講義
内容：同上
予習：講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
復習：講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：同上

蛭田啓之6 循環障害2

授業方法：講義
内容：自己免疫性疾患以外の各臓器の炎症性・感染性疾患。
予習：講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
復習：講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：炎症，感染症

蛭田啓之7 炎症・感染症

授業方法：講義
内容：代謝性疾患と炎症。
予習：講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
復習：講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：代謝障害

蛭田啓之8 代謝障害・その他

授業方法：講義
内容：免疫学発展に寄与した歴史上の重要人物の業績を通し、免疫
の成り立ちやその基本概念を説明する。
予習：講義に関連した教科書・参考書の該当項目に予め目を通して
おく。
復習：配布資料(レジメ)に積極的に書き込み、内容を整理し、自分
に適した参考書に仕上げるようにする。
キーワード：自然免疫、獲得免疫、液性免疫、細胞性免疫

石川文雄9 免疫学序論

授業方法：講義
内容：細菌やウイルスなどの病原体感染に対する生体防御反応の仕
組みを解説する。
予習：講義に関連した教科書・参考書の該当項目に予め目を通して
おく。
復習：配布資料(レジメ)に積極的に書き込み、内容を整理し、自分
に適した参考書に仕上げるようにする。
キーワード：終生免疫、ワクチン、ウイルス中和抗体、細胞内寄生
菌 、キラーT細胞

石川文雄10 感染免疫

授業方法：講義
内容：病原体から身を守る免疫システムが過剰反応あるいは変調を
来たし病的病態になってしまうことをアレルギーと呼んでいる。こ
のようなアレルギーが起る仕組みを解説する。
予習：講義に関連した教科書・参考書の該当項目に予め目を通して
おく。
復習：配布資料(レジメ)に積極的に書き込み、内容を整理し、自分
に適した参考書に仕上げるようにする。
キーワード：過敏反応、IgE抗体、肥満細胞、ゲル・クームス分
類 、アレルゲン

石川文雄11 アレルギー
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授業方法：講義
内容：移植は免疫学視点から輸血と臓器移植に分類される。その移
植適否の鍵を握る血液型とHLAの性状、そして拒絶反応の仕組みに
ついて説明する。
予習：講義に関連した教科書・参考書の該当項目に予め目を通して
おく。
復習：配布資料(レジメ)に積極的に書き込み、内容を整理し、自分
に適した参考書に仕上げるようにする。
キーワード：血液型、HLA、拒絶反応、臓器移植

石川文雄12 移植免疫

授業方法：講義
内容：体内に発生した腫瘍を免疫の働きで治療するがん免疫療法の
これまでの歩みとノーベル賞受賞に結びついた抗体医薬や今後の展
望を解説する。
予習：講義に関連した教科書・参考書の該当項目に予め目を通して
おく。
復習：配布資料(レジメ)に積極的に書き込み、内容を整理し、自分
に適した参考書に仕上げるようにする。
キーワード：腫瘍抗原、キラーT細胞、免疫チェックポイント、抗
体医薬

石川文雄13 腫瘍免疫

授業方法：講義
内容：自己免疫疾患の概略、臓器特異的自己免疫疾患の概略
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：臓器特異的自己免疫疾患

南木敏宏14
自己免疫疾患（臓器特異
的）

授業方法：講義
内容：全身性自己免疫疾患の概略
予習・復習：講義毎に提示する。
キーワード：全身性自己免疫疾患

南木敏宏15 自己免疫疾患（全身性）
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薬理学

田中芳夫

人間と健康 （授業コード：82120）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pharmacology 必修 講義 1年･秋 2単位 30時間

科目ナンバリング：SB112

科目担当者 田中芳夫・宮内正二

薬物療法は多用される治療方法のひとつであり、薬物の特徴、作用機序、人体への影響について理解することは重要である。そこ
で本科目では、薬物の作用（薬理作用）、作用機序、作用点や薬効発現あるいは相互作用の要因となる吸収、分布、代謝、排泄な
ど、薬理学の基礎的な知識を学ぶ。また、治療戦略（治療効果）、薬の副作用や禁忌などの薬物治療学的知識を習得する。
（田中芳夫／１１回）薬理学総論、末梢神経系作用薬、中枢神経系作用薬、心臓・血管系作用薬、血管造血系作用薬、呼吸器・消
化器・生殖器系作用薬、物質代謝作用薬、抗アレルギー・抗炎症薬、抗感染症薬、抗がん薬、免疫治療薬など
（宮内正二／４回）薬物の体内動態（吸収・分布・代謝・排泄）、薬物相互作用

【１】 授業概要

1．薬物治療の意義（有益性）と問題点（危険性）を説明できる。
2．薬物の作用点を分類し、その構造的及び機能的な特徴を説明できる。
3．代表的な疾患に適用される薬物の薬理作用、作用機序、副作用について説明できる。
4．代表的な薬物相互作用について具体例を挙げて説明できる。
5．薬物の吸収･分布･代謝･排泄および薬効に影響する因子について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

・薬理学では、薬物治療の基礎と応用を幅広く学びます。また、化学、生物学、解剖学、生理学、病理学など他の学問領域とも密
接に関連しています。従って、基本的な知識や考え方を効果的かつ体系的に身につけるためには、講義には必ず出席してこれを上
手く活用することが必要です。
・講義を受講する前には、学習する範囲を予め教科書で調べておきアウトラインを知っておくことが必要です。予習には1～2時間
を費やします。
・受講後は必ず復習を行い、学んだ知識や考え方の確認をするとともに、講義の受講だけでは理解が不十分だった項目を教科書や
参考書を使って疑問点を解消することが大切です。そのための復習には1～2時間を費やします。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

・予め学んでおくと良い科目：「生物学」、「化学」、「人体の構造と機能」
・この科目に続く内容の科目：「病態と治療」

【４】 関連科目

・MCQ（多項選択式問題）による試験を行います。評価は、試験結果、受講態度、レポート、出欠・遅刻状況を考慮して総合的に
行います。
田中芳夫：70％分を定期試験、受講態度等を考慮して評価する。
宮内正二：30％分を主に定期試験で評価するが、受講態度等も評価に含まれる。
フィードバック方法：正答と簡単な講評を公表する。

【５】 評価方法

・「系統看護学講座 専門基礎 疾病のなりたちと回復の促進［3］薬理学 第14版」吉岡充弘・泉剛・井関健（医学書院　2018年）

【６】 教科書

・「パートナー薬理学（改訂3版）」石井邦雄・栗原順一・田中芳夫　編（南江堂）
・「NEW 薬理学（改訂7版）」田中千賀子・加藤隆一・成宮周　編（南江堂）
・「図解薬理学」鍋島俊隆・井上和秀　編（南江堂）
・「薬学必修講座　薬理学　2019-2020　薬の作用と体の変化／薬の効き方」薬学教育センター　編（評言社）

【７】 参考書

・講義開講日12時～13時30分（田中）、研究室：D-408
・月、火、水の3日間。それ以外の曜日は、在室してれば対応可（宮内）。研究室：C-705

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

【内容】薬物の使用目的、薬の作用点、薬物使用の有益性と危険
性、薬と法律
【授業方法】講義
【予習】教科書p.03～p.13、p.15～p.23、p.48～p.61を読む
【復習】章末問題（p.13、p.23、p.54）を解く。
【キーワード】薬、薬理学、薬物療法、受容体、イオンチャネル、
酵素、トランスポーター、作動薬、拮抗薬、用量反応曲線、主作
用、副作用、耐性、薬物依存

田中芳夫1 薬理学総論

【内容】交感神経作用薬、副交感神経作用薬、筋弛緩薬・局所麻酔
薬
【授業方法】講義
【予習】教科書p.137～p.155を読む
【復習】章末問題（p.155～156）を解く。
【キーワード】交感神経作用薬、副交感神経作用薬、筋弛緩薬・局
所麻酔薬

田中芳夫2 末梢神経系作用薬

【内容】全身麻酔薬、睡眠薬・抗不安薬、抗精神病薬、
【授業方法】講義
【予習】教科書p.157～p.174を読む
【復習】章末問題（p.188）を解く。
【キーワード】全身麻酔薬、ベンゾジアゼピン系薬、GABA受容体、
定型薬、非定型薬、

田中芳夫3 中枢神経系作用薬（１）

【内容】抗うつ薬、パーキンソン症候群治療薬、抗てんかん薬、麻
薬性鎮痛薬
【授業方法】講義
【予習】教科書p.175～p.187を読む
【復習】章末問題（p.188）を解く。
【キーワード】SSRI、レボドパ、バルプロ酸、アヘンアルカロイド

田中芳夫4 中枢神経系作用薬（２）

【内容】抗高血圧薬、狭心症治療薬、心不全治療薬
【授業方法】講義
【予習】教科書p.189～p.204を読む
【復習】章末問題（p.227）を解く。
【キーワード】カルシウム拮抗薬、ACE阻害薬、ARB、強心薬

田中芳夫5
心臓・血管系に作用する薬
物（１）

【内容】抗不整脈薬、利尿薬、脂質異常症治療薬、血液に作用する
薬物
【授業方法】講義
【予習】教科書p.204～p.226を読む
【復習】章末問題（p.227～p.228）を解く。
【キーワード】ボーン=ウィリアムズ分類、ループ利尿薬、スタチ
ン系薬、貧血治療薬、造血因子関連薬、白血病治療薬、抗血液凝固
薬、血栓溶解薬、抗血小板薬、止血薬

田中芳夫6
心臓・血管系に作用する薬
物（２）

【内容】呼吸器系に作用する薬物、消化器系に作用する薬物、生殖
器系に作用する薬物
【授業方法】講義
【予習】教科書p.229～p.247を読む
【復習】章末問題（p.247～248）を解く。
【キーワード】気管支喘息治療薬、消化性潰瘍治療薬、性ホルモン
代用薬、排尿障害治療薬、前立腺肥大治療薬

田中芳夫7
呼吸器・消化器・生殖器系
に作用する薬物

【内容】ホルモンとホルモン拮抗薬
【授業方法】講義
【予習】教科書p.249～p.264を読む
【復習】章末問題（p.264）を解く。
【キーワード】糖尿病治療薬、抗甲状腺薬、視床下部ホルモン、脳
下垂体ホルモン、骨粗鬆症治療薬、ビタミン製剤

田中芳夫8 物質代謝に作用する薬物

【内容】抗ヒスタミン薬と抗アレルギー薬、炎症と抗炎症薬、関節
リウマチ治療薬、痛風・高尿酸血症治療薬
【授業方法】講義
【予習】教科書p.121～p.136を読む
【復習】章末問題（p.136）を解く。
【キーワード】H1受容体遮断薬、抗アレルギー薬、NSAIDs、副腎皮
質ステロイド薬、抗リウマチ薬、分子標的薬、尿酸生成抑制薬、尿
酸排泄促進薬

田中芳夫9 抗アレルギー薬・抗炎症薬

【内容】感染症治療に関する基礎事項、抗感染症薬各論、特殊な感
染症の治療薬
【授業方法】講義
【予習】教科書p.65～p.92を読む
【復習】章末問題（p.93）を解く。
【キーワード】βラクタム系抗菌薬、アミノグリコシド系抗菌薬、
テトラサイクリン系抗菌薬、マクロライド系抗菌薬、ニューキノロ
ン系抗菌薬、サルファ薬、抗結核薬、抗真菌薬、抗ウイルス薬

田中芳夫10 抗感染症薬

【内容】抗がん薬各論、免疫治療薬
【授業方法】講義
【予習】教科書p.95～p.108、p.109～p.120を読む
【復習】章末問題（p.108、p.120）を解く。
【キーワード】アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗生物質、植物アルカ
ロイド、性ホルモン代用薬及び性ホルモン拮抗薬、分子標的薬、免
疫抑制薬、免疫増強薬

田中芳夫11 抗がん薬・免疫治療薬
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【内容】薬物の投与経路、薬物の吸収、薬物の分布
【授業方法】講義
【予習】教科書p.23～p.32を読む。
【復習】章末問題（p.40 ①～④）を解く。
【キーワード】ADME、投与経路、受動拡散、トランスポーター、初
回通過効果、バイオアベイラビリティ、タンパク結合、血中濃度時
間曲線下面積 (AUC)、

宮内正二12 薬の体内の挙動（１）

【内容】薬物の代謝と排泄
【授業方法】講義
【予習】教科書p.32～p.36を読む。
【復習】章末問題（p.40）を解く。
【キーワード】１次反応速度論、肝代謝、シトクロムP450、遺伝子
多型、胆汁排泄、尿中排泄、糸球体濾過

宮内正二13 薬の体内の挙動（２）

【内容】治療において重要となる薬物動態の指標（動態学的パラ
メータ）
【授業方法】講義
【予習】教科書p.37～p.40を読む。
【復習】章末問題（p.40）を解く。
【キーワード】分布容積、全身クリアランス、生物学的半減期、定
常状態血中濃度、TDM

宮内正二14 薬の体内の挙動（３）

【内容】薬物相互作用、薬効の個人差に影響する因子
【授業方法】講義
【予習】教科書p.40～p.48を読む
【復習】章末問題（p.44、p.48）を解く。
【キーワード】薬物動態学的相互作用、遺伝子多型、薬力学的相互
作用

宮内正二15 薬の体内の挙動（４）
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薬剤学

石井敏浩

人間と健康 （授業コード：82130）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pharmaceutical Sciences 必修 講義 1年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：SB113

科目担当者 野口修治・石井敏浩

薬物が人体に適切かつ有効に作用するためには、その目的に合った形状と機能を満たす“製剤”にする必要がある。そこで本科目
では、固形剤、半固形剤、液剤などの剤形とその特徴について学び、薬物療法の有効性，安全性，信頼性の根拠となることを理解
する。また、薬害問題や治験などを学び、最適な薬物療法と患者のQOLについて考える契機とする。
（野口修治／4回）医薬品の各種剤形とその特徴、取り扱いなど
（石井敏浩／4回）薬害問題、治験、新薬とジェネリック医薬品など

【１】 授業概要

1.代表的な固形製剤について説明できる。
2.代表的な液剤、半固形剤、およびDDS技術について説明できる。
3.剤形の違いによる薬物取扱いの特徴について説明できる。
4.薬害の定義について説明できる。
5.代表的な薬害の具体例を2つ以上説明できる。
6.薬害防止対策について2つ以上説明できる。
7.医薬品開発の2段階（非臨床試験、臨床試験）について説明できる。
8.治験を含む臨床研究など、人間を被験者とする医学系研究に係る倫理規範の変遷について3つのキーワードを用いて説明でき
る。
9.後発医薬品（ジェネリック医薬品）の社会的意義について2つ以上説明できる。
10.後発医薬品（ジェネリック医薬品）と先発医薬品の違いについて2つ以上説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

シラバスに記載した項目を予習してくること。この授業は薬物療法について幅広く理解するよう構成しているため、予習30分程
度、復習30分程度を費やします。
事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通してくるとともに、講義に持参すること。
授業で得た知識をもって医薬品に関わる社会的事柄を自ら考え、看護師として求められる知識・技能・態度の修得に向けて意識を
高めること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

薬理学、微生物学、生化学、看護の基本技術Ⅲ

【４】 関連科目

定期試験（70%）、小テスト（20%）、平常点（10%）。
授業中の小テストは、次回の授業で返却し、解答ならびに課題の中の特徴的な見解についてコメントする。

【５】 評価方法

講義資料（ハンドアウト）をWeb掲示板に掲載する。

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

講義終了後に質問を受け付ける。メールでの質問も受け付ける。
メールアドレス  野口 shuuji.noguchi@phar.toho-u.ac.jp
メールアドレス　石井 ishii@phar.toho-u.ac.jp
オフィスアワー　野口　科目開講日の13:00-16:00     ：薬学部薬剤学教室（薬学部C館C-712）
オフィスアワー　石井　科目開講日翌日の13:00-15:00　：薬学部実践医療薬学研究室（薬学部C館C-607）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：薬物の固体物性、代表的な製剤 (1)
授業方法：講義
予習：事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通し、印刷し
て持参すること。
復習：適宜、配布された問題を解く。
キーワード： 製剤化、溶解、結晶、粉体、錠剤、カプセル剤

野口　修治1 製剤(1)

内容：薬物溶液・乳液・懸濁液の物性、代表的な製剤 (2)
授業方法：講義
予習：事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通し、印刷し
て持参すること。
復習：適宜、配布された問題を解く。
キーワード：乳剤、懸濁剤、半固形製剤

野口　修治2 製剤(2)

内容：代表的な製剤 (3)
授業方法：講義
予習：事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通し、印刷し
て持参すること。
復習：適宜、配布された問題を解く。
キーワード：粘膜・皮膚に適用する製剤、注射剤、肝初回通過効果

野口　修治3 製剤(3)

内容：ドラッグデリバリーシステム
授業方法：講義
予習：事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通し、印刷し
て持参すること。
復習：適宜、配布された問題を解く。
キーワード：経皮吸収治療システム

野口　修治4 製剤(4)

内容：薬害の定義と代表的な薬害例の原因・薬害防止対策
授業方法：講義
予習：事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通し、印刷し
て持参すること。
復習：適宜、配布された問題を解く。
キーワード：薬害、非加熱血液製剤

石井　敏浩5 薬害

内容：医薬品（新薬）が世に出るまで
授業方法：講義
予習：事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通し、印刷し
て持参すること。
復習：適宜、配布された問題を解く。
キーワード：新薬、GCP

石井　敏浩6 新薬の開発

内容：人間を被験者とする医学系研究に係る倫理規範
授業方法：講義
予習：事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通し、印刷し
て持参すること。
復習：適宜、配布された問題を解く。
キーワード：ニュールンベルク綱領、ヘルシンキ宣言、人を対象と
する医学系研究に関する倫理指針

石井　敏浩7 治験

内容：後発医薬品（ジェネリック医薬品）の意義と課題
授業方法：講義
予習：事前にWeb掲示板に掲載された講義資料に目を通し、印刷し
て持参すること。
復習：適宜、配布された問題を解く。
キーワード：生物学的同等性

石井　敏浩8
後発医薬品（ジェネリック
医薬品）

- 83 -



看護学概論

遠藤英子

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82240）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Nursing 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：NN201

科目担当者 浅野美知恵・遠藤英子

看護学の主要な概念である人間、健康、環境、社会、看護、擁護に関連する基本的な考え方、看護独自の機能と役割、活動方法な
ど看護学の基礎知識を学ぶ。さらに、看護の歴史的変遷から看護の本質と展望について考察する。
（遠藤英子／６回）人間の健康生活と環境／社会との関係、人間の概念、看護独自の機能と役割、保健医療福祉システム、保健医
療チームにおける看護職の役割、看護の本質と展望
（浅野美知恵／２回）健康の概念、看護の定義、看護の歴史的変遷、看護学の発展

【１】 授業概要

①看護の歴史について説明できる。
②先人の看護の理論家にみる看護の定義を述べることができる。
③「健康」について述べることができる。
④看護の機能と役割について
a. 「看護ケア」について述べることができる。
b. 看護実践と質基準について述べることができる。
c. 現代社会における疾病構造の変化と看護について述べることができる。
d. 看護活動について述べることができる。
⑤看護の継続性と情報共有について
a. 入院にまつわる情報共有について述べることができる。
b. 保健医療チームの連携について述べることができる。
c. 在宅療養を可能にする連携について述べることができる。
⑥看護の対象理解
a. 人体の構造と機能・病態との関連について述べることができる。
b. 人間の危機理論について述べることができる。
c. コーピング理論について述べることができる。
d. 人間のニードに関する理論（マズローの欲求階層）を述べることができる。
e. 発達し続ける存在としての人間について述べることができる（身体・心理・社会）。
f. 生活者としての人間、看護の対象者としての集団・地域との関連について述べることができる。
⑦看護の本質と社会環境の観点から看護学の発展について述べることができる。
⑧看護の提供者について述べることができる。
⑨看護ケアにおける倫理的配慮について述べることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

１回ごとの授業の時間は密度が高くなります。看護学全般に関連する科目であることから、毎回の授業の内容整理を復習とし、さ
らに疑問点をキーワードから検索し予習とする。これらに費やす時間は各学生により異なりますので、学修目標の達成を目指して
努力してください。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

健康科学概論、看護学に関する科目全般

【４】 関連科目

定期試験90％ (遠藤：65％、浅野25％)、授業の中での課題への取り組み(遠藤10％)
試験の解答提示、レポートに関してはコメントにてフィードバックする。

【５】 評価方法

松木光子　著：看護学概論　ヌーヴェルヒロカワ
ヴァージニア・ヘンダーソン著　湯槙ます訳：『看護の基本となるもの』
Florence Nightingale　著　湯槙ます訳：『看護覚え書』　現代社

【６】 教科書

杉田暉道　著：系統看護学講座　別巻　看護史　　医学書院
アブラハムHマスロー著　上田吉一訳：『完全なる人間』　誠心書房

【７】 参考書

遠藤英子：直接研究室（Ｋ３２３）に訪問または、メール（eendo@hs.toho-u.ac.jp）にて問い合わせをしてください。
浅野美知恵：授業開講日12時～13時、研究室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：
１．健康の概念
２．看護の定義
３．看護職と法
方法：講義
予習：健康科学概論で学んだことを復習する、テキストⅠ・Ⅳ・Ⅵ
章を読んでまとめておく。
復習：授業の内容を整理する。
キーワード：健康観、健康の諸相、健康への影響要因、健康の段
階、看護理論家、（ナイチンゲール、ヘンダーソン）、看護職能団
体、保健師助産師看護師法、看護師等人材確保に関する法律、看護
の倫理綱領

遠藤英子（科目ガ
イダンス）
浅野美知恵

1 看護とは（1）

内容：
1. 看護専門職の始まりと発展
2. 看護の質保証の取りくみの変遷
3. 看護学の発展
方法：講義
予習：テキストⅡ・Ⅸ・Ⅹ章を読んでまとめておく。
復習：授業の内容を整理する。
キーワード：看護の機能、社会、環境、職業人、専門職、看護活
動、看護学、実践の科学、教育方法、看護教育制度の変遷、基本技
術、看護の施策、看護のエビデンス、看護研究

浅野美知恵2 看護とは　(2)

内容：
1．人と環境
2．発達しつづける存在としての対象
3．人々の健康状態
方法：講義
予習：１・2回目の授業の復習をして臨む
復習：学んだことの整理をする。
キーワード：エリクソン、ピアジェ、成長、発達、行動様式、生活
統合体としての人、発達段階、発達課題、生活、基本的欲求、マス
ローの欲求階層、人口構造（年齢別人口、労働人口、将来推計人
口）疾病構造

遠藤英子3 看護の対象 (1)

内容：
1．患者の心理
2．環境の変化と対処機制
3．日本国民の健康
方法：講義
予習：健康科学概論で既習した内容を復習して授業に臨む。
復習：学んだことの整理をする。
キーワード：ホメオスターシス、防衛機制、コーピング、生活習慣
とセルフケア、QOL、健康状態と受療状況：平均余命、有訴者の状
況、有病率・罹患率、受療行動・受療率、入院期間、外来受療状況

遠藤英子4 看護の対象 (2)

内容：
1．看護ケアと倫理
2．医療専門職の倫理規定
3．保健医療福祉システムと看護
方法：グループワーク（５～6回目の授業内容を含めグループワー
クをする）
予習：４回目の授業時に提示されたグループワークに関する準備を
して授業に臨む
復習：次回の発表に向けて準備をする。
キーワード：、守秘義務の遵守、基本的人権の擁護（インフォーム
ドコンセント・ノーマライゼーション・自己決定権・個人情報の保
護）、福祉制度、包括的保健医療提供システム

遠藤英子5 看護の機能と役割 (1)

内容：
１．看護診断過程の大枠を理解する。
２．看護と経済性
方法：発表～全体討議
予習：グループ発表のできるように準備する。
復習：６・７回目は続けて授業をする。
キーワード：看護研究と実践、看護活動、看護アセスメント、看護
実践過程、看護記録、医療保険制度（医療保険の種類、国民皆保
険、国民医療費、高齢者保険制度、給付の内容）
介護保険制度（保険者、被保険者、給付の内容、要介護認定）
基本的人権の擁護（個人の尊厳、患者の権利、自己決定権と患者の
意思、インフォームド・コンセント、ノーマライゼーション、情報
管理）
看護倫理（看護職の役割、看護の倫理綱領）

遠藤英子6 看護の機能と役割 (2)

内容：
１．看護管理の目的と過程
２．医療安全
３．看護関連の制度
４．サービスとしての看護
方法：講義
予習：６・７回目は続けて授業をする。
復習：看護の機能と役割に関する事項を各自整理をする。
キーワード：職業倫理、サービス、診療報酬、看護業務の特性と医
療事故、教育制度、医療保険制度、介護保険制度、看護政策、医療
提供体制、看護職員の労働環境

遠藤英子7 看護管理
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提供体制、看護職員の労働環境

遠藤英子7 看護管理

内容：
１．保健医療チームにおける看護職の役割
2. 看護の本質と展望
方法：講義、質疑応答（全体討議）
予習：１～７回を復習し、不明点を質問できるようにする。
復習：試験に向けて看護学概論の内容を復習する。
キーワード：看護活動、保健医療、チーム活動、継続看護、地域包
括、価値観の多様性、人口構造の変化、グローバル化

遠藤英子8 看護の展望
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臨床看護学概論

長谷川真美

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82250）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Clinical Nursing 必修 講義 1年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：NN202

科目担当者 長谷川真美

臨床看護は、看護が提供される場（臨床）において行われる看護実践を意味し、看護の専門領域の実践の基盤ともなる。本科目で
は、臨床における看護の対象である人々（主に成人期にある人）の特徴、看護職の役割、看護の主要な理論・概念、健康問題に応
じた看護、機能障害のある人への看護について、基礎知識と援助方法について学ぶ。

【１】 授業概要

1.成人期にある人の特徴が説明できる
2.青年期の健康問題が3つ以上あげられる
3.壮年期・中年期の健康問題が3つ以上あげられる
4.健康をおびやかす要因が5つ以上あげられる
5.ヘルスプロモーションのための看護のポイントがあげられる
6.健康生活の急激な破綻から回復を促す看護のポイントがあげられる
7.健康生活の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護のポイントがあげられる
8.障害がある人の生活とリハビリテーションの看護のポイントがあげられる
9.人生最後の時を支える看護のポイントがあげられる
10.手術療法を受ける患者の看護のポイントがあげられる
11.化学療法・放射線療法を受ける患者の看護のポイントがあげられる
12.臨床看護における看護職の役割が説明できる
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

予習には60分程度、復習には60分程度を要する。この授業は主に成人期にある人の健康について学ぶ科目である。成人期には講義
に参加する学生やその家族の方々の多くが対象として含まれる。講義に参加するにあたっては単純に知識を学習するのでなく自分
の回りにいる多くの方々の生活をイメージしながら健康問題を考えることを期待している。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

看護学概論　トランスレーショナルへの挑戦　看護理論　機能障害のある患者への看護　周手術期・急性重症患者看護　がん看
護・緩和ケア　発達看護論　健康科学概論　コミュニティヘルス看護概論　看護実践の基礎　臨床実践Ⅰ　臨床実践Ⅱ　臨床実践
Ⅲ

【４】 関連科目

定期試験　70％　課題レポート　20％　日々の学習状況（参加態度）10％
次回の授業で、課題の中の特徴的な見解や誤解についてコメントする。

【５】 評価方法

小松浩子ほか：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学総論,　医学書院

【６】 教科書

適宜提示する。

【７】 参考書

講義日（金曜日）5限　直接研究室へお越しください。

【８】 オフィスアワー・連絡方法

- 87 -



【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：
大人であることの意味
成人の生活と労働
成人の生活と家族
臨床看護における看護師の役割
授業方法：講義
予習：大人であることの条件についての情報収集
復習：国民衛生の動向から青年期の健康問題についてのデータ検索
キーワード：大人　生活　労働　家族　看護職の役割、
発達課題、死因、受療率、学校保健

長谷川真美1
成人期にある人の特徴
成人各期の特徴と健康問題
（1）

内容：
壮年期・中年期の健康問題
壮年期・中年期の健康支援
生活習慣病とその予防対策
予習：国民衛生の動向から壮年期・向老期の健康問題についての
データ検索
復習：授業中に学習課題を提示する
キーワード：発達課題、死因、受療率、生活習慣病

長谷川真美2
成人各期の特徴と健康問題
（2）

内容：
ヘルスプロモーションと看護
健康をおびやかす要因と看護
授業方法：講義
予習：教科書当該部分を読み疑問点を取り出す、自分の生活習慣に
ついて改善すべき点を見つける
復習：授業中に学習課題を提示する
キーワード：ヘルスプロモーション　健康行動　健康づくり　健康
バランス要因　ストレス　飲酒・喫煙　肥満　生活環境　感染症
セルフケア行動変化ステージ

長谷川真美3
健康レベルに応じた看護
（1）

内容：
健康生活の急激な破綻から回復を促す看護
治療過程と看護援助
意思決定支援、救急医療を必要とする患者の家族支援
授業方法：講義
予習：教科書当該部分を読み疑問点を取り出す、危機モデルについ
て調べる
復習：授業中に学習課題を提示する
キーワード：生命危機　危機介入　合併症　急性疼痛　疼痛コント
ロール　合併症予防　家族支援　意思決定支援

長谷川真美4
健康レベルに応じた看護
（2）

内容：
健康生活の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護
障害がある人の生活とリハビリテーションの看護
学習者である患者への支援
退院支援
授業方法：講義
予習：教科書当該部分を読み疑問点を取り出す、オレムのセルフケ
アおよびバンデューラの自己効力感について調べる
復習：授業中に学習課題を提示する
キーワード：病みの軌跡　セルフマネジメント　エンパワーメン
ト・エデュケーション　コンプライアンス　障害受容　ボディイ
メージ　リハビリテーション　退院支援

長谷川真美5
健康レベルに応じた看護
（3）

内容：
人生最後の時を支える看護
症状マネジメント
がんとの共生を促す看護
授業方法：講義
予習：教科書当該部分を読み疑問点を取り出す、トータルペインに
ついて調べる
復習：授業中に学習課題を提示する
キーワード：緩和ケア　ホスピス　死の判定　トータルペイン　デ
ス・エデュケーション　がんとの共生　予期的悲嘆
症状マネジメント

長谷川真美6
健康レベルに応じた看護
（4）

内容：
手術療法を受ける患者看護
手術侵襲と生体反応
術後合併症と予防のための看護
手術を受ける患者の心理
授業方法：講義
予習：手術侵襲について調べる
復習：授業中に学習課題を提示する
キーワード：周手術期、手術侵襲、術後合併症、術前看護、術後看
護

長谷川真美7 治療と看護（1）

内容：
放射線療法を受ける患者の看護
化学療法を受ける患者の看護
新たな治療法と看護
看護におけるマネジメントと倫理的判断
授業方法：講義
予習：教科書当該部分を読み疑問点を取り出す、意思決定支援につ
いてデータ検索
復習：授業中に学習課題を提示する
キーワード： 放射線療法、化学療法　低侵襲性医療　先端医療
患者看護師関係　チームアプローチ　リスクマネジメント　倫理的
判断

長谷川真美8 治療と看護（2）
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復習：授業中に学習課題を提示する
キーワード： 放射線療法、化学療法　低侵襲性医療　先端医療
患者看護師関係　チームアプローチ　リスクマネジメント　倫理的
判断

長谷川真美8 治療と看護（2）
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看護理論

浅野美知恵

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82270）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Nursing Theory 必修 講義 1年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：NN204

科目担当者 浅野美知恵・林ひろみ・臼井雅美・近藤陽子

看護実践の基盤となる主要な看護理論について、理論の分類、ニード理論、人間関係論、セルフケア理論などの主要な看護理論の
歴史的変遷、特徴、背景、構成要素、看護の主要概念（人間、健康、環境／社会、看護）との関連、実践への適用と課題などを分
析的に学び、看護理論の理解を深める。
（浅野美知恵／２回）看護理論についての概説
（近藤陽子／２回）ニード論などの概説と実践への展望
（林ひろみ／２回）人間関係論などの概説と実践への展望
（臼井雅美／２回）セルフケア論などの概説と実践への展望

【１】 授業概要

①看護理論の定義と分類を説明できる。
②ナイチンゲールの看護理論について看護の主要概念を用いて説明できる。
③ニード論の特徴と実践への適用方法を具体的に説明できる。
④ヘンダーソンの看護理論について具体的に説明できる。
⑤ケアリング論の特徴を具体的に説明できる。
⑥ペプロー看護理論について具体的に説明できる。
⑦キング看護理論について具体的に説明できる。
⑧セルフケア論の特徴と実践への適用方法を具体的に説明できる。
⑨オレム看護理論について具体的に説明できる。
⑩適応論の特徴と実践への適用方法を具体的に説明できる。
⑪ロイ適応看護理論について具体的に説明できる。
⑫各理論の相違について、理論の構成要素と実践への適用の観点から論述できる。
⑬看護理論の実践への適用における倫理的課題と対応について論述できる。
（看護学科ＤＰ　１，２）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
本授業は看護理論を理解することをとおして看護を探究し自らの看護観を深めることをねらっているため、看護理論の関連内容に
ついて予習に1時間程度、復習に1.5時間程度必要である。
看護理論に関しては、関連の書籍を活用して予習・復習をして臨むこと。
【学習上の留意点】
看護理論について、各理論の書籍を活用して理解を深める。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

哲学、心理学、社会学、看護学概論、専門教育科目全般、臨地実習科目全般

【４】 関連科目

定期試験80％、ミニッツペーパー20％
特徴的な見解や誤解についてコメントする。課題については、コメントし返却する。

【５】 評価方法

筒井真優美編：看護学テキストNiCE､看護理論、改訂第2版、看護理論20の理解と実践への応用、南江堂､2015
V.ヘンダーソン（湯槙ます　ほか、　看護の基本となるもの　　日本看護協会出版

【６】 教科書

授業時にその他の関連文献を紹介する。
太田喜久子、筒井真優美監訳：フォーセット看護理論の分析と評価、新改訂版、医学書院、2008
中木高夫、川崎修一訳：看護における理論構築の方法、医学書院、2008
Fawcett Jacqueline(1984): Analysis and evaluation of Conceptual Models of Nursing. F. A. Dav
小島操子監訳：看護モデルの理解―分析と評価、医学書院、1990
筒井真優美編：看護理論家の業績と理論評価、医学書院、2015
池田　明子他訳：ペプロウ看護論　看護実践における対人関係理論，医学書院，1996
HILDEGRAD E．PEPLAU／稲田八重子他訳：ペプロウ人間関係の看護論　医学書院　1973
黒田裕子監修：ケースを通してやさしく学ぶ看護理論　改訂3版，日総研，2008
竹尾惠子監修：新訂版　超入門　事例で学ぶ看護理論，Gakken，2015.
Dorothea E. Orem／小野寺杜紀訳：オレム看護論　看護実践における基本概念　第4版、医学書院、2005.
Connie M. Dennis／小野寺杜紀監訳：オレム看護論入門 セルフケア不足看護理論、医学書院、1999.
小田正枝編：ロイ適応看護理論の理解と実践　第2版、医学書院、2016.
Sister Callista Roy／松木光子監訳：ザ・ロイ適応看護モデル　第2版、医学書院、2010.
ジーン・ワトソン／稲岡文昭、稲岡光子、戸村道子訳：ワトソン看護論、ヒューマンケアリングの科学、第2版、医学書院、2014

【７】 参考書

授業開講日17時～18時。授業担当者の研究室。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容
1. 看護理論の歴史的変遷
2. 看護理論の分類と特徴
3. ナイチンゲールの看護理論の概要

方法：講義
予習：教科書や看護理論に関する文献を読む。
復習：授業内容について資料、関連文献等で整理する。
キーワード：理論、概念、定義、看護モデル、体系的、看護の現
象、看護理論の範囲、看護理論家、構成要素、主要概念（人間、健
康、環境／社会、看護）

浅野美知恵1 看護理論:概説

内容
1. 人間関係論（看護師―患者関係）の概説
2. ペプローの看護理論について分析
3. ペプロー看護理論の実践への適用方法
4. 人間関係論の実践への展望

方法：講義
予習：ペプローの看護理論について教科書を読む。
復習：ペプローの看護理論で学んだことを基に、患者－看護師関係
を形成するために必要な取り組みについて考察する。
キーワード：相互作用、患者-看護者関係、臨床看護の本質、人間
対人間、ペプロー、ウィーデンバック、トラベルビー

林ひろみ2 看護理論：各論(1)

内容
1.キングの看護理論について分析
2.キング看護理論の実践への適用方法

方法：講義
予習：キングの看護理論について教科書を読む。
復習：キングの看護理論で学んだことを基に、正確に「知覚」する
ために重要な取組みについてまとめる。
キーワード：個人間システム、社会システム、目標達成、相互行
為、相互浸透行為、ロジャーズ、ジョンソン、キング、ニューマン

林ひろみ3 看護理論：各論(2)

内容
1.セルフケアの概説
2.オレムの看護理論について分析
3.オレムの看護理論の実践への適用方法
4.オレムセルフケア理論の実践への展望

方法：講義
予習：オレムの看護理論について教科書を読む。
復習：オレムの看護理論で学んだことを復習シート（課題）で振り
返る。
キーワード：セルフケア，セルフケア行動、セルフケア要件，セル
フケア不足，看護システム理論

臼井雅美4 看護理論：各論(3)

内容
1.ケアリング論の概説
2.ワトソンの看護理論について分析
3.ワトソン看護理論の実践への適用方法
4.ケアリング論の実践への展望

方法：講義
予習：ワトソン看護理論について教科書・参考書を読む。
復習：授業内容について資料、関連文献等で整理する。
キーワード：ケア、ケアリング、ワトソン、レイニンガー

浅野美知恵5 看護理論：各論(4)

内容
1.ロイ適応看護理論について分析
2.ロイ適応看護理論の実践への適用方法
3.ロイ適応看護理論の実践への展望

方法：講義
予習：ロイの適応看護理論について教科書を読む。
復習：ロイの適応看護理論で学んだことを復習シート（課題）
キーワード：適応、適応システム、適応様式、対処プロセス、適応
レベル、刺激

臼井雅美6 看護理論：各論(5)

内容
1. 看護理論について分析の実際
・ナイチンゲールの看護理論
・ヘンダーソンの看護理論

方法：グループワーク
予習：『看護の覚え書』『看護の基本となるもの』ほか指示された
ものを読み、手順に沿って各理論の分析を進め、ワークシートに記
載する。
復習：グループワークの内容整理。
キーワード：患者中心の看護、看護の探求、回復過程、療養環境、
観察、専門職、ニード、基本的欲求、欲求の階層、動機づけ、自己
実現、患者中心の看護、マズロー、ヘンダーソン

近藤陽子
浅野美知恵

7
看護理論：各論(6)
グループワーク
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内容
1. 看護理論について発表
2. 解説
3. まとめ

方法：グループワークの発表、講義
予習：グループワークの発表準備
復習：ワークシートを完成させ提出する。
キーワード：看護理論の構成要素、看護理論の実践への適用と課題

近藤陽子
浅野美知恵

8
看護理論:各論(7)
グループワーク発表
まとめ
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トランスレーショナルへの挑戦

浅野美知恵

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82280）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Challenge to Translational Method 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：NN205

科目担当者 浅野美知恵・田中美穂・近藤陽子・蜂ヶ崎令子（オムニバス方式＋共同）

本学科の教育の特徴であるトランスレーショナルの概念、方法、看護学における活用などについて基礎知識を学ぶ。理論、エビデ
ンスとなる論文、フィジカル面の生理学的データなどを用い、臨床で起こる事象を読み解く視点を学習する。さらに、体験などの
参加型授業を通して、看護学の根拠ある実践活動における科学的思考力を養う。
（オムニバス／全８回）
（浅野美知恵／２回）看護学におけるトランスレーショナルについて概説、がん看護に関わる理論を題材に考察
（近藤陽子／３回）感染予防・微生物などのエビデンスとなる論文を題材に考察
（田中美穂／３回・ 蜂ヶ崎令子／３回）（共同／３回）
  健康生活に関わるフィジカル面の生理学的データを題材に考察

【１】 授業概要

①トランスレーショナルの概念について説明できる。
②トランスレーショナルの方法と留意点について具体的に説明できる。
③看護における理論の有効活用と課題について説明できる。
④看護における論文の有効活用と課題について説明できる。
⑤身体情報を関連学問の知識に基づいて解釈し記述できる。
⑥身体情報を健康生活や看護援助に活用するアイデアについて文献を用いて述べられる。
⑦看護における根拠のある実践について説明できる。
⑧看護実践の根拠を生み出す方法について説明できる。
⑨看護学を発展させるトランスレーショナルについて考察できる。
⑩トランスレーショナルにおける主な倫理的課題３つとその対応について述べることができる。
⑪トランスレーショナル活用に関する自己の学習課題を明確にできる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
本授業は、トランスレーショナルの概要を理解し、看護学の根拠ある実践活動における科学的思考の基盤作りをすることをねらっ
ているため、関連内容について予習・復習に1.5時間程度必要である。
【学習上の留意点】
授業は学び方の方法を学ぶ場ともなるため、主体的に学習する態度で臨むこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

授業科目全般

【４】 関連科目

課題レポート80%、プレゼンテーション・学習の取組み20%
提出物の結果については、コメントまたは返却をする。

【５】 評価方法

授業時に資料を配布する。

【６】 教科書

河野哲也 (2002) レポート・論文の書き方入門 第3版．慶應義塾大学出版会．

【７】 参考書

授業開講日17時～18時。授業担当者の研究室。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容
1. トランスレーショナルの概念
2. トランスレーショナルの方法
3. トランスレーショナルの実際と留意点
方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：授業内容の整理。
キーワード：知識の移転、技術の移転、学習の転移、基礎、臨床、
関連学問、看護の事象、現象、トランスレーショナルリサーチ、ト
ランスレーショナルサイエンス、科学的思考、クリティカルシンキ
ング、ケア技術の開発、倫理

浅野美知恵1
トランスレーショナル概説
(1)

内容
＜2-1＞身体情報活用
1. 看護における身体情報の有効活用について
2. 身体情報の計測（トレーニング前）
3. トレーニング方法の説明
方法：クラスを２つに分けて、授業の前半後半の入替え制。
講義、計測、グループワーク
予習：特になし
復習：文献検討、トレーニングの実施
キーワード：健康と活動、実験データの臨床活用、筋力、トレーニ
ング

田中美穂
蜂ヶ崎令子

2-1
身体情報活用のトランス
レーショナル (1)

内容
＜2-2＞理論活用
1. 看護における理論活用について
2. 理論を活用してがん看護事例を読み解く(1)
方法：クラスを２つに分けて、授業の前半後半の入替え制。講義、
グループワーク
予習：キーワード等に関する内容の整理
復習：授業内容の整理。
キーワード：健康の概念、発達理論、人を理解する、看護の定義、
看護理論

浅野美知恵2-2
理論活用のトランスレー
ショナル(1)

内容
＜3-1＞理論活用
1. 理論を活用してがん看護事例を読み解く(2)
2. がん看護を題材に理論活用について考察
方法：講義、グループワーク
予習：事例について課題の発表準備
復習：課題レポートの提出
キーワード：病、患者、家族、健康生活、理論の適用、観察、分
析、統合

浅野美知恵3-1
理論活用のトランスレー
ショナル(2)

内容
＜3-2＞論文活用
1. 微生物と感染
2. 日常生活でよく見る感染症
3. 微生物と感染経路
方法：講義・体験（検体採取）
予習：　なし
復習：各微生物の生育条件を考える
キーワード：感染・微生物・感染経路

近藤陽子3-2
論文活用のトランスレー
ショナル (1)

内容
1. ナイチンゲールが実施した感染対策
2. 療養環境の感染リスク評価
3. 感染に関するデータ理解
方法：講義・体験（観察）
予習：日常生活における感染リスクを考えてくる
復習：分離菌観察レポートを提出
キーワード：感染・統計・環境・リスク

近藤陽子4
論文活用のトランスレー
ショナル (2)

内容
1. エビデンスに基づく感染対策
2. ガイドラインの看護実践への活用
3. 看護実践と感染リスク
方法：講義・発表
予習：感染リスクの評価シート作成する
復習：論文を読んで課題レポート提出
キーワード：エビデンス・ガイドライン・看護実践

近藤陽子5
論文活用のトランスレー
ショナル (3)

内容
1. 身体情報の計測（トレーニング後）
2. 身体情報をグループで解釈する
方法：計測、グループワーク
予習：前回の講義を復習しておく
復習：実験ワークシートへの記述
キーワード：計測データの解釈、知識の移転、学習の転移

田中美穂
蜂ヶ崎令子

6
身体情報活用のトランス
レーショナル (2)
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内容
1. 身体情報の解釈（グループごとのプレゼンテーション）
2. 実験データの看護実践への活用
方法：プレゼンテーション、講義
予習：実験ワークシートに記述した見解を各自が説明できる様にし
ておく
復習：課題レポートの提出
キーワード：転倒予防、廃用症候群、実験データの健康生活や看護
実践への活用、トランスレーショナルとは何か？

田中美穂
蜂ヶ崎令子

7
身体情報活用のトランス
レーショナル (3)

内容
1. 体験したトランスレーショナルについて考察
2. 看護を発展させるトランスレーショナルについて考察
方法：講義、グループワーク
予習：これまでの授業内容の整理
復習：課題レポートの提出。
キーワード：科学的探究、クリティカルシンキング、リテラシー、
人間尊重

浅野美知恵
(全員)

8
トランスレーショナル概説
(2)
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看護の基本技術Ⅰ

近藤陽子

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82340）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅰ 必修 演習 1年･秋 1単位 30時間

科目ナンバリング：NN211

科目担当者 長谷川真美・近藤陽子・蜂ヶ崎令子・松浦麻子（共同）

看護実践における基本的な技術の考え方・具体的方法・援助のプロセス･態度を学習する。基本技術Ⅰでは、看護の基本技術とし
て病床環境調整、健康状態を把握するための観察の技術（安楽と安全、呼吸と循環、体温と環境）、フィジカル・アセスメントの
方法を学び、援助に必要な基本技術を習得する。

【１】 授業概要

１．看護技術について意義、目的、要素が説明できる
２．援助者としての役割を説明できる
３．真摯な態度で看護技術が提供できる
４．対象と良好な関係を築くための、基本的なコミュニケーション技術が実施できる
５．人体の構造や機能に基づいた看護技術の原理・原則の根拠が説明できる
６．対象の療養環境について評価し、適切な療養環境を作成できる
７．対象の健康状態を理解するために、対象の身体や表情を観察できる
８．体温・呼吸・脈拍・血圧が正確に測定できる
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

１．準備学習
　　　本授業は予習に1時間、ワークシートの記入に1時間程度の復習を要する。また、技術習得のため
　　の自己練習の時間を要する。
　　予習：各回の学習内容に関する部分について、必ず教科書を読んでから受講すること。
　　　　　事前配布された課題（ワークシート）をやってくること。
　　復習：課題やワークシートは完成させて提出すること。
　　　　　学習した技術は、自己学習をして習得しておくこと。
２．学習上の留意点
　　　本科目で学習する内容は、今後の学習の基盤となる基本的技術である。そのため、学習する技術を
　　すべて習得することが求められる。しかし技術の習得は、授業で得た知識だけでは不充分であり、自
　　己学習を繰返して練習することが必須である。学生には積極的に練習を行うことが望まれる。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

健康科学概論、看護学概論、看護理論、人体の構造と機能、看護理論、看護のための物理学、看護入門実習Ⅰ、看護入門実習Ⅱ

【４】 関連科目

１）成績：定期試験（70％）、技術テスト（20％）、課題レポート・ワークシート（10％）で総合評価する。
２）フィードバック方法：ワークシートは演習終了後に提出、添削後に返却する。授業への質問や意見については、次の演習前に
口頭またはデモンストレーションにて確認をする。

【５】 評価方法

系統看護学講座 基礎看護技術Ⅰ(第17版)，有田清子 他，医学書院，2018
系統看護学講座 基礎看護技術Ⅱ(第17版)，有田清子 他，医学書院，2018

【６】 教科書

写真でわかる看護技術シリーズ「写真でわかる実習で使える看護技術」(東邦webサイトの電子ブック)

【７】 参考書

授業開講日の授業終了後から17：00まで
技術テストに関するオフィスアワーは、授業内で日時を提示する

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業方法：講義、演習
内容：看護技術とは何か
　　　科目の進め方、予習・復習内容、レポート課題
　　　技術評価、評価項目
復習：ワークシートの提出
Keyword：看護技術、観察、援助

全員
（近藤陽子）

1
オリエンテーション
看護技術

授業方法：講義、演習
内容：良好な療養環境、療養環境の評価、安全・快適な療養環境を
整える。環境（音・温度・湿度など）測定する。
予習：「看護の覚書」を読んで、ナイチンゲールは良好な療養環境
について、どのように言っているかまとめる
復習：ワークシートの提出
Keyword：療養環境、評価、安全性、快適さ

全員
（近藤陽子）

2 療養環境の調整

授業方法：講義、演習
内容：ボディメカニクスの原理と活用
予習：課題資料を読んで、物理・力学の復習をしておく
復習：ワークシートの提出
Keyword：ボディメカニクス、トルク、ベクトル、原理

全員
（蜂ヶ崎令子）

3 ボディメカニクス

授業方法：講義、演習
内容：良肢位とは何か、安楽な体位と体位変換
予習：課題資料およびDVDを観て、ワークシートの事前課題部分を
記入する
復習：ワークシートの提出
Keyword：体位、良肢位、体位変換、安全、安楽

全員
（蜂ヶ崎令子）

4 体位・良肢位・体位変換

授業方法：講義、演習
内容：ベッドメーキング（リネン交換）
予習：ベッドメーキング（リネン交換）についてテキストを読み、
AV資料を視聴する
復習：ワークシートの提出
Keyword：ベッドメーキング、リネン交換

全員
（松浦麻子）

5 ベッドメ-キング

授業方法：講義、演習
内容：ベッドメーキング（リネン交換）
予習：ベッドメーキング（リネン交換）についてテキストを読み、
AV資料を視聴する
復習：ワークシートの提出
Keyword：ベッドメーキング、リネン交換

全員
（松浦麻子）

6 ベッドメ-キング

授業方法：講義、演習
内容：看護と観察
フィジカル・アセスメントの目的・方法
予習：フィジカル・アセスメントについて事前課題を記入してくる
復習：ワークシートの提出
Keyword：コミュニケーション、傾聴、観察、フィジカル・アセス
メント、問診

全員
（近藤陽子）

7
フィジカル・アセスメント
フィジカル・アセスメント
の概要

授業方法：講義、演習
内容：バイタルサイン測定の意義・目的
　　　バイタルサイン測定の方法と原理
予習：バイタルサインについて学習してくる
復習：ワークシートの提出
Keyword：バイタルサイン、体温、呼吸、脈、血圧

全員
（近藤陽子）

8 フィジカル・アセスメント

技術テスト（ベッドメーキング（リネン交換））
全員

（松浦麻子）
9 ベッドメ-キング

技術テスト（ベッドメーキング（リネン交換））
全員

（松浦麻子）
10 ベッドメ-キング

授授業方法：講義、演習
内容：身体の観察、触診
予習：視診・触診のワークシートを作成する
復習：ワークシートの提出
Keyword：フィジカル・アセスメント、視診、触診

全員
（近藤陽子）

11
フィジカル・アセスメント
フィジカル・アセスメント
の概要

授業方法：演習
内容：バイタルサイン測定
予習：バイタルサインの測定方法を自己演習してくる
復習：ワークシートの提出
Keyword：フィジカル・アセスメント、バイタルサイン、測定、観
察

全員
（近藤陽子）

12 フィジカル・アセスメント

技術テスト（バイタルサイン測定）
全員

（近藤陽子）
13 フィジカル・アセスメント

技術テスト（バイタルサイン測定）
全員

（近藤陽子）
14 フィジカル・アセスメント

授業方法：講義
内容：看護技術と看護援助
予習：学習した看護技術について、振り返りをする
復習：ワークシートの提出

全員
（近藤陽子）

15
療養環境の調整
ボディメカニクス
フィジカル・アセスメント
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看護入門実習Ⅱ

近藤陽子

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82380）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practicum of Introduction to Nursing Ⅱ 必修 実験･実習 1年･秋 1単位 45時間

科目ナンバリング：NN215

科目担当者 浅野美知恵・遠藤英子・田中美穂・近藤陽子・蜂ヶ崎令子・松浦麻子（共同）

入院患者、看護師との関わりを通して、看護の主要概念（人間、健康、環境、看護、擁護、倫理）の理解を深める。さらに、入院
している患者の健康生活支援について、看護学の立場から考察する。

【１】 授業概要

１．看護の対象がさまざまな健康レベルにある人間であることがわかる。
２．看護の対象の生活の場を知ることができる。
３．他職種との連携と看護の役割を知ることができる。
４．看護学生として責任のある行動をとることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

本科目の履修においては、下記の関連科目の復習を含め、1時間程度の自己学習が必要となる。
また、学修したことの理解1時間程度、考察をまとめる時間が必要となる。
＜予習＞
１．『健康レベル』『発達段階』について復習をしておく。
２．基本的なコミュニケーションの技法を学習しておく。
３．疾患を有する対象への理解を深めるために、出版されている闘病記録を1冊読むこと。
　　＜復習＞
１．実習での自己の体験をまとめ、自己課題を明確化しておく。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

健康科学概論、看護学概論、看護理論、コミュニケーション論、倫理学、心理学、社会学、人類学

【４】 関連科目

１．成績
　　以下の１）２）の内容から実習目標の達成度を評価する
　　１）実習における学習態度　20％
　　２）課題レポート　　　　　80％
２．実習記録（レポートを含む）は実習が終了した翌週の水曜日17:00までに提出する。

３．フィードバック
　　・毎日の実習終了時に学びの共有を行い、疑問や意見への回答を行う。
　　・実習記録および課題レポートは後日担当教員から返却する。

【５】 評価方法

特になし

【６】 教科書

看護学生のための実習の前に読む本、田中美穂・蜂ヶ崎令子、医学書院

【７】 参考書

実習期間中の毎日実習終了後～17：00まで

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

詳細な学修内容は、看護入門実習の実習要項に示す。

【オリエンテーション】
１）実習の具体的な内容については、夏季休業までにオリエンテー
ションを実施する。
２）各病院の概要については、実習初日に臨地にてオリエンテー
ションを実施する。

全員１ オリエンテーション

【実習方法】
１）グループ（１グループ５-７名程度）毎に１つの病棟で１週間
の臨地実習を行う。
２）実習時間は、各病院と調整し決定する。
３）１人の看護師に１-２名の学生を配置、シャドーイングを通し
て患者への看護の実際を学ぶ。
４）毎日、病棟実習終了後に各病院単位で学びの共有を行う。
５）中間および臨地実習最終日は、臨床指導者を含めてカンファレ
ンスを行い、学びを深める。
６）最終日、実習全体を通して学びを振り返り、グループ毎に自分
たちの学びを発表する。
７）実習の学びをまとめ、実習記録を提出する。

全員２

【実習場所】
・東邦大学医療センター佐倉病院
・千葉県済生会習志野病院

３

【予習・復習・キーワード】
看護、人間、健康レベル、生活の場、環境、他職種との連携、看護
の役割、看護学生としての責任のある行動、倫理

４
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コミュニティヘルス看護概論

美ノ谷新子

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82570）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Community Health Nursing 必修 講義 1年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：NC401

科目担当者 佐瀬真粧美・長谷川真美・林ひろみ・臼井雅美・渡邊尚子・美ノ谷新子・上地賢

人間の生活の場である地域社会、地域共同体の健康をコミュニティヘルスとして捉える。あらゆる世代の健康活動をコミュニティ
ヘルスに包含する。本科目では、看護の対象としてのコミュニティ／地域の特徴、健康や生老病死が地域に及ぼす影響、コミュニ
ティヘルスにおける看護の役割と機能、主な理論・基本的概念、地域の健康を支える仕組み、活動方法など基礎知識を理解する。
さらに、コミュニティヘルスを支える看護、健康な地域づくりなどについて考察する。
（美ノ谷新子／２回）コミュニティヘルス看護の基礎知識の概説
（上地賢／１回）公衆衛生の立場から捉えるコミュニティヘルス
（林ひろみ／１回）妊婦・新生児・乳幼児の立場から捉えるコミュニティヘルス
（臼井雅美／１回）子どもの立場から捉えるコミュニティヘルス
（長谷川真美／１回）成人の立場から捉えるコミュニティヘルス
（佐瀬真粧美／２回）高齢者の立場から捉えるコミュニティヘルス
（渡邊尚子／１回）精神保健から捉えるコミュニティヘルス

【１】 授業概要

①看護の対象となる「コミュニティ」の定義を説明することができる。
②個人の健康を支える地域の仕組みについて、関係職種と地域の資源を挙げて説明することができる。
③個人の健康と個人を取り巻く環境との交互作用について例を示し、公衆衛生上の看護の役割をその限界も含めて論述することが
できる。
④妊婦、新生児、乳幼児を取り巻くコミュニティの健康課題を例に挙げ、対応する支援の実際と看護の役割を論述することができ
る。
⑤子どもを取り巻くコミュニティの健康課題を例に挙げ、対応する支援の実際と看護の役割を論述することができる。
⑥成人を取り巻くコミュニティの健康課題を例に挙げ、対応する支援の実際と看護の役割を論述することができる。
⑦高齢者、在宅療養者を取り巻くコミュニティの健康課題を例に挙げ、対応する支援の実際と看護の役割を論述することができ
る。
⑧個人の精神的健康や健康問題を支える地域資源について、例を挙げて説明することができる。
（看護学科DP１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
看護入門実習Ⅰで得られた看護の役割や知識、技術、態度を振り返るとより理解が容易となる。
この授業は、各ライフステージの健康課題から看護の役割・機能を学ぶことから既習科目から出される予習ワークシートの学習の
ために予習1時間程度、新たな学びのまとめとして復習1時間程度を費やします。
【学習上の留意点】
各ライフステージにおいて必要な看護の役割、機能を学ぶ導入となるため、学習への積極的な参加が求められる。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

看護学入門実習Ⅰの学びを基礎とする。法学、疫学と公衆衛生、公衆衛生看護学など看護学全般との関連があり、今後の学修の礎
石となる。

【４】 関連科目

定期試験(70％)、課題レポート(30％)
評価した課題レポートは返却する。

【５】 評価方法

厚生の指標　国民衛生の動向　厚生労働統計協会
必要な追加資料は講義の中で配布する。

【６】 教科書

必要に応じて講義で紹介する。

【７】 参考書

原則水曜日13時30分～16時30分。またメール等で各教員へ随時連絡を取ることができる。連絡先は講義時に提示する。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

コミュニティヘルスの概念・コミュニティヘルス活動の基盤となる
主な理論・基本的概念
講義
予習：予習ワークシートの提出
復習： ミニッツペーパーの提出
キーワード：コミュニティ、人口動態、暮らし、生老病死、共同
性、コミュニティヘルス、地域の健康指標、健康な地域づくり、健
康を支える地域の仕組み

美ノ谷新子1
コミュニティヘルス看護の
基礎(1)

公衆衛生の立場から捉えるコミュニティヘルス
・段階的予防活動・個人の健康と集団の健康を満たす種々のアプ
ローチ
講義
予習：予習ワークシートの提出
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：プライマリヘルスケア、ヘルスプロモーション、エン
パワーメント、ハイリスクアプローチ、ポピュレーションアプロー
チ、１次予防、２次予防、３次予防

上地賢2
コミュニティヘルス看護の
各論(1)

妊婦・新生児・乳幼児の立場から捉えるコミュニティヘルス
・妊婦・新生児・乳幼児を取り巻くコミュニティの健康課題・子育
てのある暮らしの健康支援活動と看護の展望
講義
予習：予習ワークシートの提出
復習：復習ワークシートの提出
キーワード：コミュニティヘルス、子育てのある暮らし、親になる
プロセスと役割の変化、妊娠・出産による身体・精神面の変化、育
児不安、子育て支援

林ひろみ3
コミュニティヘルス看護の
各論(2)

子どもの立場から捉えるコミュニティヘルス
・子どもを取り巻くコミュニティの健康課題・子どもが健全に育つ
コミュニティの支援活動と看護
講義
予習：予習ワークシートの提出
復習：復習ワークシートの提出
キーワード：コミュニティヘルス、子どもの健康指標、子どもを取
り巻く環境、子どもの権利、不慮の事故、小児救急と医療体制、児
童虐待、情報化社会とネット依存、学校保健、いじめと自殺、特別
支援教育

臼井雅美4
コミュニティヘルス看護の
各論(3)

成人の立場から捉えるコミュニティヘルス
・成人を取り巻くコミュニティの健康課題・成人の健康生活を支え
るコミュニティヘルス活動のつながりと看護の役割
講義
予習：予習ワークシートの提出
復習：復習ワークシートの提出
キーワード：コミュニティヘルス、成人の社会的役割、保健医療シ
ステム、ワークライフバランス、メンタルヘルス、労働衛生、成人
保健（メタボ対策、がん対策）

長谷川真美5
コミュニティヘルス看護の
各論(4)

高齢者の立場から捉えるコミュニティヘルス
・高齢者を取り巻くコミュニティの健康課題・コミュニティにおけ
る支援活動と看護の役割
講義
予習：予習ワークシートの提出
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：コミュニティヘルス、コミュニティづくり、社会的存
在、暮らしやすさ、家族、在宅医療、地域包括ケアシステム

佐瀬真粧美6
コミュニティヘルス看護の
各論(5)

精神保健から捉えるコミュニティヘルス
講義
予習：「国民衛生の動向」の関連部分を読んでおくこと
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：地域精神保健対策、精神障がい者医療、精神障がい者
福祉、精神疾患受療状況

渡邊尚子7
コミュニティヘルス看護の
各論(6)

コミュニティヘルスにおける看護の役割と機能
講義
予習：看護学入門実習Ⅰの学習の振り返り
復習：復習ワークシートの提出
キーワード：地域包括ケア、関係職種、専門性、チーム活動、健康
を支える地域の仕組み、健康な地域づくり

美ノ谷新子8
コミュニティヘルス看護の
基礎(2)
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老年看護学概論

佐瀬真粧美

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82610）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Gerontological Nursing 必修 講義 1年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：NC405

科目担当者 佐瀬真粧美、美ノ谷新子

高齢者の特徴について、身体的、心理・精神的、社会的側面から理解し、高齢者の健康状況と生活との関連、それを支える我が国
のシステム、制度について理解し、高齢者とその家族の生活の現状と課題について考える。
（佐瀬真粧美／６回）老年看護学における老いの捉え方と看護、老化の生活への影響と看護、多様な健康状態の生活への影響と看
護、老いを生きるこころと看護、高齢者の療養生活と看護、老年看護の役割と展望
（美ノ谷新子／２回）高齢者を取り巻く社会と看護、老年看護における倫理的課題

【１】 授業概要

・日本の高齢社会の現状と高齢者を支える、保健医療福祉システムについて述べることができる。
・高齢者の身体的、心理・精神的特徴を理解し、生活への影響と看護について述べることができる。
・老年看護における倫理的課題について述べることができる。
・自己の高齢者観を振り返り、老年看護の課題と展望について論述することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
提示される予習の課題に必ず取り組んでくる。課題を用い授業を進めるので、やっていないと、進められなくなる。課題と復習に
各々1時間程度かかる。
【学習上の留意点】
各々の授業内容は、つながりがある。欠席してしまうとそのつながりがわからなくなるので、授業への出席を重視する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

学んでおく科目：看護学概論
継続する科目：コミュニティヘルス看護概論、倫理学、看護入門実習Ⅰ、看護の基本技術Ⅶ

【４】 関連科目

定期試験（70%）、課題（30%）
フィードバックはミニッツレポートなどを参考に、次回の授業の中で不十分な理解や誤解についてコメントする。

【５】 評価方法

看護学テキストNiCE 老年看護学概論「老いを生きるを支える」こととは　改訂第2版、南江堂

【６】 教科書

授業時に提示する。

【７】 参考書

原則、木曜日17時までとするが、変更があるときには講義時に提示する。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：老年看護の理念・老いの捉え方・老化理論・老年看護に活用
できる理論・看護の役割
授業方法：講義
予習：教科書p.17～24を読んでくる。
復習：本日の学習の振り返り、整理
キーワード：自我発達、老化理論、高齢者観、看護者

佐瀬真粧美1
老年看護学における老いの
捉え方と看護

内容：身体的、生理的な老化・諸機能の変化による生活への影響・
身体症状とアセスメント・高齢者自身の対処と支援
授業方法：講義
予習：どんな身体的・生理的な変化が起こっているか、地域の人た
ちを観察してくる。
復習：本日の学習の振り返り、整理
キーワード：諸機能の変化、生活機能、コミュニケーション、リス
クマネジメント

佐瀬真粧美2 老化の生活への影響と看護

内容：高齢者の多様な健康状態・高齢者の特徴的な疾患と生活への
影響・身体症状とアセスメント・高齢者自身の対処と支援
授業方法：講義
予習：高齢者の特徴的な疾患について調べてくる。
復習：本日の学習の振り返り、整理
キーワード：疾患を持つ高齢者の特徴、治療を受ける高齢者の特徴

佐瀬真粧美3
多様な健康状態の生活への
影響と看護

内容：生きてきた時代や背景と価値観・高齢者と家族の関係・介護
を受けるということ・高齢者へのかかわり、関係づくり
授業方法：講義
予習：高齢者が生きてきた「昭和」について、祖父母、父母に話を
聞いたり、調べてくる。
復習：本日の学習の振り返り、整理
キーワード：生活史、価値観、社会的役割、家族機能の変化、介護
受容

佐瀬真粧美4 老いを生きるこころと看護

内容：日本の高齢社会の現状と保健医療福祉のシステム・さまざま
な生活と治療の場と暮らし・さまざまな生活・治療の場における看
護の役割
授業方法：講義
予習：高齢者に関わる医療の制度と福祉制度にはどのようなものが
あるか調べてくる。
復習：本日の学習の振り返り、整理
キーワード：老年人口、介護保険法、老人福祉法、地域包括ケアシ
ステム

美ノ谷新子5
高齢者をとりまく社会と看
護

内容：高齢者の療養生活の場と看護の実際
授業方法：講義・グループワーク
予習：テキストの該当箇所を一読する。
復習：本日の学習の振り返り、整理
キーワード：療養生活、入院、外来、薬物療法、退院支援

佐瀬真粧美6 高齢者の療養生活と看護

内容：高齢者差別（エイジズム）・高齢者の権利擁護と制度、高齢
者に対する虐待・ネグレクトなどの課題
授業方法：講義
予習：高齢者を差別している言葉、ことについて挙げる。高齢者に
対する自身の気持ちや態度について箇条書きで整理する。
復習：本日の学習の振り返り、整理
キーワード：エイジズム、権利擁護、虐待、身体拘束

美ノ谷新子7
老年看護における倫理的課
題

内容：高齢者を理解すること・尊厳ある生活と看取り・老年看護の
役割と展望・高齢者の援助にかかわるチーム
授業方法：講義
予習：テキストの該当箇所を一読する。
復習：課題を行う
キーワード：尊厳、チーム

佐瀬真粧美8 老年看護の役割と展望
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看護入門実習Ⅰ

佐瀬真粧美

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82700）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practicum of Introduction to Nursing Ⅰ 必修 実験･実習 1年･秋 1単位 45時間

科目ナンバリング：NC414

科目担当者 佐瀬真粧美・上地賢・松浦麻子（共同）

地域で生活する人々、特に高齢者を支える機関・施設を利用しながら生活している人々との関わりを通して、様々な職種の活動、
連携・協働システムの実際について知り、地域における看護の役割、看護の主要概念（人間、健康、環境、看護、擁護、倫理）の
理解を深める。さらに、地域で生活する人の健康生活支援について、看護学の立場から考察する。

【１】 授業概要

①看護の対象がさまざまな健康レベルにある人間であることがわかる。
②看護の対象の生活の場を知ることができる。
③対象者への支援において、他職種との連携と看護の役割を知ることができる。
④看護学生として、責任ある行動をとることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

学内で学習した知識や看護入門実習Ⅱで学んだことをまとめ、実習する施設はどのような役割をもつ施設かを確認し、実習目標を
理解した上で実習に臨むために1時間程度の予習時間がかかる。実習中は、経験、体験できるものには、積極的に参加していく。
実習後は、レポート作成のため、1.5時間程度の時間を要する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

倫理ことはじめ、倫理学、健康科学概論、コミュニケーション論、看護学概論、老年看護学概論等、看護入門実習Ⅱ

【４】 関連科目

実習目標①～③に対する実践内容（観察力、理解力、考察力、コミュニケーション力、記録）40％、学習者としての態度・高齢者
にかかわる際の倫理的態度（実習目標④） 20％、課題レポート 40％。
フィードバックは、実習中のカンファレンス、実習のまとめ、提出記録・レポートへのコメントにて行っていく。

【５】 評価方法

特に指定はしない。

【６】 教科書

適宜紹介。

【７】 参考書

学内日の終了後1時限対応する（佐瀬：K319研究室）。
臨地に出向いているときは、実習終了後に質問を受ける。対応する時間・場所は直前のオリエンテーションで説明する。
それ以外で連絡を取りたいときは、佐瀬にメール（masami.sase@hs.toho-u.ac.jp）で連絡を取ること。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

詳細な学修内容は、看護入門実習の実習要項に示します。

実習前ガイダンス①
　　実習における注意事項
　　看護入門実習について
実習前ガイダンス②（全体、施設別、演習）
　　看護入門実習Ⅰについて

全員オリエンテーション

<実習1日目>
域包括支援センター（半日）
<実習2日目～5日目>
以下の４つの流れで、いずれか配置された施設において実習を行
う。
①デイサービス等（2日間）　⇒　認知症グループホーム（1日間）
⇒　居宅介護事業所（午後）
②デイサービス等（2日間）　⇒　居宅介護事業所（午後）　⇒
認知症グループホーム（1日間）
③認知症グループホーム（1日間）　⇒　居宅介護事業所（午後）
⇒　デイサービス等（2日間）
④居宅介護事業所（午後）　⇒　認知症グループホーム（1日間）
⇒　デイサービス等（2日間）
<実習5日目>
・指定されたグループで課題に添ってグループワークを行う。
・グループワークの成果の発表、まとめ

全員実習

【予習・復習・キーワード】
予習：さまざまな実習施設にお世話になるため、指定された実習時
間に遅れないよう、行き方を再度予習しておく。また、その日に伺
う施設がどのような機能・役割をもった施設なのか、調べておく。
復習：各施設において、その日に、気づいたこと、感じたこと、学
んだことを日々の記録に記述する。
キーワード：地域、生活、高齢者、機関・施設、他職種、連携・協
働、地域包括ケアシステム、看護の役割、看護の主要概念（人間、
健康、環境、看護、擁護、倫理）

課題レポートの提出
・実習時に、レポート作成方法について説明を行う

全員実習のまとめ
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生物学入門

小林芳郎

自由科目 （授業コード：89010）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Biology 自由 講義 1年･春 1単位 15時間

科目担当者 小林芳郎

主に高等学校で生物学を履修していない学生を対象とし、大学教育の生物学を理解するために必要とされる、細菌、ウイルス、動
物細胞、ヒトの進化、遺伝と遺伝病などの基礎知識を学習する。（高校で生物学を履修した学生も受講可）

【１】 授業概要

皮膚や腸に常在する細菌の特徴を理解し、説明できる。
いくつかの動物細胞の特徴を理解し、説明できる。
ウイルス感染と免疫の関係を理解し、説明できる。
ヒトの進化を理解し、説明できる。
遺伝の様式を理解し、説明できる。
（看護学科ＤＰ　５）

【２】 学修目標（到達目標）

授業の前、教科書に目を通しておいてください（約３０分）。
授業の後、ノートを教科書と照らし合わせるなどしてノートを見直し（約１～２時間）、疑問点を次回の授業後に教員に聞いてく
ださい。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生物学

【４】 関連科目

レポート60％、授業の取り組み5％・授業時のノート25％、授業中のクイズ10％
レポートとノートはコメントをつけて後日返却する。クイズは採点して次の授業の時に返却する。

【５】 評価方法

スター　生物学　（八杉貞雄監訳）　東京化学同人（第１版；原著第４版）

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

授業後質問を受け付けます。連絡先：yoshiro@biomol.sc.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：皮膚に住む微生物、腸内細菌を通して常在性微生物と健康の
関係を知る。
方法：講義
予習：教科書１９章３節を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせる。
キーワード：微生物

小林芳郎1 身近な微生物

内容：皮膚の成り立ちを通して、細胞分裂について学び、がんとの
関係を知る。
方法：講義
予習：教科書１８章４節を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせる。
キーワード：皮膚

小林芳郎2 身近な動物細胞

内容：赤血球を例にとって細胞膜の成り立ちと働きについて学ぶ。
方法：講義
予習：教科書４章５節を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせる。
キーワード：細胞膜

小林芳郎3 身近な動物細胞

内容：ヒトの進化、ヒトと感染症、人口の増加の理由を学ぶ。
方法：講義
予習：教科書１４章７節、１５章５節を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせる。
キーワード：進化

小林芳郎4 ヒトの進化と人口増加

内容：ウイルスの定義、成り立ちを学び、ハーシーとチェースの実
験を通して遺伝子について理解する。
方法：講義
予習：教科書１３章４節を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせる。
キーワード：ウイルス

小林芳郎5
タバコモザイクウイルスと
バクテリオファージ

内容：ウイルスと感染症、免疫の関わり、ワクチンについて学ぶ。
方法：講義
予習：教科書１３章４節、１９章６節を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせる。
キーワード：ワクチン

小林芳郎6
インフルエンザウイルスと
HIV

内容：血液型と遺伝性疾患を通して、遺伝について学ぶ。
方法：講義
予習：教科書９章４節を読む。
復習：ノートを教科書と照らし合わせる。
キーワード：遺伝
授業の最後に、レポート課題を提示する。

小林芳郎7 ヒトの血液型と遺伝性疾患

内容：生物入門を振り返り、生物学を学ぶ準備をする。
方法：授業中にレポートを作成して、提出する。

小林芳郎8 まとめ
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化学入門

満田深雪

自由科目 （授業コード：89020）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Chemistry 自由 講義 1年･春 1単位 15時間

科目担当者 満田深雪

高等学校で化学を履修していない学生を対象とし、大学教育の化学を理解するために開講する。原子の構造、元素の分類、化学結
合、気体･液体･固体の性質、有機化学などの基礎知識を学習する。（高校で化学を履修した学生も受講可）

【１】 授業概要

化学基礎（高校）を復習することで、看護の実践に必要な化学を理解するための基礎知識を得る。
化学的思考で物質を理解する。
物質の構成・性質についての概要を説明できる。
物質の変化の概要を説明できる。
生命と化学物質の関係についてその概要を説明できる。
（看護学科ＤＰ　５）

【２】 学修目標（到達目標）

講義中に習熟状況の確認あるいは小テストを実施するため、教科書あるいは配布された講義資料について予習を1時間、復習を1時
間行うこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

化学

【４】 関連科目

予習・復習を含めた講義に対する姿勢（20％）、定期試験（50％）、小テスト（30％）で評価する。
講義のおわりに知識の確認を行う。その結果は次回の講義で返却し、解説を行う。

【５】 評価方法

コ・メディカル化学 「医療・看護系のための基礎化学」　齋藤勝裕、他．（裳華房）

【６】 教科書

これだけ高校化学　杉山美次．（秀和システム）
看護に必要なやりなおし生物・化学　時政孝行．（照林社）
化学入門－日常に役立つ基礎知識－　大月穣．（東京化学同人）

【７】 参考書

講義終了後に対応する。以後、月曜の午後3時～5時に対応する。
連絡方法：理学部３号館５階講師室、メール：myustudy@yahoo.co.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：はじめに看護に化学が必要な理由を理解できるよう講義・グ
ループディスカッションを行う。また、化学の基本用語・物質名、
元素、周期表について講義する。
授業方法：講義・グループワーク
予習：看護と化学の関係を調べる。
復習：自身の講義ノート・資料を復習する。
キーワード：化学、生命、看護に化学が必要な理由

満田深雪1
はじめに
看護と化学

内容：イオンと化学結合の関係を理解できるよう講義する。
授業方法：講義
予習：化学結合について化学基礎（高校教科書）を予習しておく。
復習：自身の講義ノート・資料を復習する。
キーワード：イオン、イオン結合、共有結合、金属結合

満田深雪2 化学結合とは

内容：原子量と分子量とは、看護に必要な物質量の計算を理解でき
るよう講義する。
授業方法：講義
予習：物質量の計算について化学基礎を予習しておく。
復習：自身の講義ノート・資料を復習する。
キーワード：原子量、分子量、モル濃度、溶液の濃度

満田深雪3 物質量について

内容：状態変化、気体の溶解度、浸透圧、化学反応について理解で
きるよう講義する。
授業方法：講義
予習：溶解度、浸透圧、化学反応について化学基礎を予習しておく
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：溶解度、浸透圧、化学反応

満田深雪4 物質の変化（1）

内容：化学反応と化学反応式、化学平衡、酸と塩基、pH、塩の性質
について理解できるよう講義する。
授業方法：講義
予習：化学平衡、酸と塩基、pH、塩の性質について化学基礎を予習
しておく
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：化学反応式、化学平衡、酸と塩基、塩の性質

満田深雪5 物質の変化（2）

内容：中和反応と塩の生成、酸化と還元、酸化剤・還元剤について
理解できるよう講義する。
授業方法：講義
予習：中和反応と塩の生成、酸化と還元について化学基礎を予習し
ておく
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：中和反応、塩の生成、酸化・還元

満田深雪6 物質の変化（3）

内容：無機化合物・有機化合物の種類、医療との関係について理解
できるよう講義する。
授業方法：講義
予習：無機化合物・有機化合物の種類について化学基礎を予習して
おく
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：無機化合物、有機化合物

満田深雪7 医療と無機・有機化合物

内容：生命体の維持に不可欠な物質（タンパク質・糖質・脂質、ホ
ルモン、ビタミン、核酸）と体内の関連について、環境と化学の関
係についてその概要を学ぶ事を目的に講義を行う。
授業方法：講義
予習：配布された資料を予習しておく
復習：自身の講義ノート・資料を復習する
キーワード：タンパク質、糖質、脂質、ホルモン、ビタミン、核
酸、環境

満田深雪8 生命と化学（基礎編）
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文章表現入門

田中美穂

自由科目 （授業コード：89030）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Written Expression Methods 自由 講義 1年･春 1単位 15時間

科目担当者 田中美穂・西田一豊

大学で学ぶために必要な基礎力である「伝わる（聴く･読む）、伝える（書く・話す）」能力を確認する。また、自己学習や研究
に必要とされる「調べる」能力を体験により身につける。具体的な内容として、既習の国語表現のルールを確認・復習、レポート
作成方法、論理的な文章構成、文献引用時のルールと倫理、表記方法、参考文献の検索方法などについて学習する。
（田中美穂／２回）文献引用のルールと倫理、参考文献の検索方法など
（西田一豊／６回）文章表現の基礎知識、論理的な文章とは、レポート作成の基本など

【１】 授業概要

①図書館および検索エンジンを利用し、的確かつ持続可能なレポート作成力、情報収集・整理力を習得し自ら準備することができ
る。
②文章作成や文献引用に関する基本的な倫理観を養う。
③日本語文章表現についての基本的な知識を身につけ記述することができる。
④レポート作成に必要な、テーマや課題を批判的に読み取る能力、課題分析力を身につけ自ら考察することができる。
⑤レポートを書くうえで必要な表記法（出典・参考文献等）を習得しレポート作成をすることができる。
（看護学科ＤＰ　３）

【２】 学修目標（到達目標）

本授業では、予習として事前に示された資料等を読み、復習として授業で行った演習課題を見直すために、およそ1時間を要す
る。
田中：
予習・復習：予習は特にない。復習として、授業で配布したワークシートを完成させ提出すること。
学習上の注意：パソコンを使って文献検索を実際に体験してもらう。文献検索は大学生活に必要なスキルとなるため、真剣に取り
組んで欲しい。
西田：
①事後学習として各回の授業が配布された資料に眼を通し、また授業で行った演習課題を見直す。
②宿題・課題が出た場合は積極的に取り組む。
③事前学習として授業で示された資料・テキストを読み、授業に臨む。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

プレゼンテーション論、看護展開論、看護研究

【４】 関連科目

※ 1-2、8コマ（担当：田中）30％、3-7コマ（担当：西田）70%、合計100点で評価する。
田中：
評価方法：ワークシート40％、授業態度60％
フィードバック方法：ワークシートについて、講義中に口頭でフィードバックする。また、一部は添削し返却する。
西田：
評価方法：ミニテスト40%、期末レポート60%
フィードバック方法：ミニテスト、レポート類は結果を返却する。

【５】 評価方法

授業時に資料を配布する。

【６】 教科書

佐渡島沙織・吉野亜矢子『これから研究を書くひとのためのガイドブック』（2008年、ひつじ書房）
浜田麻里・平尾得子・由井紀久子『大学生・留学生のための論文ワークブック』（1997年、くろしお出版）

【７】 参考書

田中：講義日の昼休みと放課後17:00以降に質問を受け付ける。
メールでの質問も受け付ける（tanaka7@hs.toho-u.ac.jp）
西田：講義終了後30分間、質問を受け付ける。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：図書館の施設･設備、図書館の役割
　　　文献とは、文献がなぜ必要なのか
　　　文献の検索方法、文献検索のツールについて
授業方法：講義、演習
予習･復習：特になし
キーワード：パブリックサービス、情報サービス、テクニカルサー
ビス、文献情報データベース、蔵書の検索、電子ジャーナル

田中美穂1
図書館の活用
文献とは

内容：効果的な文献検索とは
　　　オンライン引用文献
　　　文献引用のルールと倫理
授業方法：演習、講義
予習：特になし
復習：ワークシートの提出
キーワード： 知的財産、著作権、孫引き、倫理

田中美穂2 文献引用と知的財産

内容：レポート、学術論文とは何か
　　　全体の構成や文章作法について
授業方法：講義、演習、ミニテスト
予習：特になし
復習：授業で配布された資料を読む
　　　演習課題の解き直し
キーワード：レポート作成、学術論文の基礎、文章の構成、日本語
文法

西田一豊3 レポート、論文とは

内容：句読点や記号の使い方
　　　レポート、論文における表記規則について
授業方法：講義、演習、ミニテスト
予習：特になし
復習：授業で配布された資料を読む
　　　演習課題の解き直し
キーワード：日本語文法、文章作法、文章記号

西田一豊4 文と文章、語句の使い方

内容：読みやすい文章、レポート、論文における文章とはどのよう
なものか、論点を整理し主張を行うための文章作法について
授業方法：講義、演習、ミニテスト
予習：事前資料を読む
復習：授業で配布された資料を読む、演習課題の解き直し
キーワード：レトリック、情報の発信、情報の進化発展

西田一豊5 レポート、論文の文章表現

内容：レポート、論文におけるテーマの設定方法、問題点の絞り方
について
授業方法：講義、演習、ミニテスト
予習：特になし
復習：授業で配布された資料を読む
キーワード：テーマ設定、情報の利用・応用

西田一豊6 レポート、論文の構想

内容：引用のしかたや参考文献の提示のしかたについて、また図や
表の提示のしかたについて。
授業方法：講義、演習、ミニテスト
予習：特になし
復習：授業で配布された資料を読む
キーワード：文章作法、レポート表記法

西田一豊7
レポート、論文の決まりご
と

内容：健康科学部在学生に求められる、レポート、論文作成時の文
章表記のルールについて講義を行う。
授業方法：講義、演習
予習：これまでの講義を振り返っておくこと
復習：小論文の提出
キーワード：レポート作成、文章作法、情報の発信

田中美穂8
まとめ
健康科学部における文章表
記のルールについて
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千葉県の地域医療

佐瀬真粧美

自由科目 （授業コード：89040）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Local industory in Chiba 自由 講義 1年･春 1単位 15時間

科目担当者 佐瀬真粧美・遠藤英子

本学部が設置されている千葉県の地理や歴史を知り、人々の健康に関連する医療・福祉について理解を深めるための機会とする。
（遠藤英子／４回）千葉県の医療と福祉について
（佐瀬真粧美／４回）千葉県の医療と看護について

【１】 授業概要

①千葉県の地理や産業、人口構造および歴史について説明することができる。
②千葉県で暮らしている人々の健康推進に関する施策について述べることができる。
③千葉県の医療・福祉を考えるための情報を収集・整理し、考察することができる。
（看護学科ＤＰ　２，３）

【２】 学修目標（到達目標）

【予習・復習等】
千葉県の医療・福祉などの現状について情報収集し、授業で学修したことをふまえ、収集した情報から、到達目標に　向けて学び
や考えをまとめていくため、予習、復習各々１時間程度の学習が必要になる。
【学習上の留意点】
資料等に書かれていること、話されたことをたんになぞるだけではなく、それをもとに興味・関心をもって自分の言葉で説明でき
るように心がける。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

保健医療福祉行政論、社会保障制度、保健統計と情報処理、疫学と公衆衛生、健康生活支援論、コミュニティヘルス看護概論、コ
ミュニティヘルス看護展開論、看護研究入門Ⅰ、プレゼンテーション論、看護入門実習Ⅰ・Ⅱ

【４】 関連科目

評価：ピア評価10％、発表20％、課題レポート70％。
学生へのフィードバック：グループワークの講評、課題については、コメントにてフィードバックする。

【５】 評価方法

なし。適宜資料配布。

【６】 教科書

講義の中で適宜紹介する。

【７】 参考書

講義日の16：20～17：20、遠藤（K323研究室）あるいは佐瀬（K319研究室）が対応します。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

・千葉県の文化的背景
・千葉県の地理や産業、人口構造など、健康やくらし
授業方法：講義、グループワーク
予習：千葉県の高齢者の医療福祉に関する情報を集め読んでみる
キーワード： グループづくり、千葉県の人口構造、地理、産業、
健康やくらしにかかわる情報

佐瀬真粧美
遠藤英子

1・2 千葉県のくらしと健康①

・高齢者の医療と福祉
授業方法：講義・グループワーク
復習：グループで担当する地域の特徴について、自分が考えたこと
をまとめる
キーワード：千葉県保健医療計画、地域包括ケアシステム

千葉県の医療と福祉①

・青少年の医療と福祉
・乳幼児の医療と福祉
授業方法：講義・グループワーク
予習：千葉県の青少年、乳幼児の医療福祉に関する情報を集め読ん
でみる
キーワード：地域医療、乳幼児、医療費、青少年の健康、学校保健

佐瀬真粧美
遠藤英子

3・4 千葉県の医療と福祉②

・担当する地域における地域医療
授業方法：グループワーク
復習： グループで担当する地域の特徴について、調べ残したこと
を追加する。
キーワード：地域医療、グループワーク

千葉県内の地域医療①

・担当する地域における地域医療について、調べてきたことをグ
ループ内で共有し、考察をすすめるとともに、不足情報を補う。
・補った情報も加え考察を深め、翌週の発表に向けて準備を行う。
予習：グループで担当する地域の特徴について、調べたことを授業
内で共有できるようにまとめる。
復習： 話し合ったことについて、効果的な発表の準備を各自行
う。

佐瀬真粧美
遠藤英子

5・6 千葉県内の地域医療②

・千葉県内の地域医療の現状と看護の共有
授業方法：発表、討議
予習：効果的な発表について意見を出し合えるように準備する。
復習：各グループの発表をもとに、千葉県の地域医療・福祉につい
て考察する。
キーワード：千葉県の地域医療

佐瀬真粧美
遠藤英子

7・8 発表
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倫理ことはじめ

林ひろみ

自由科目 （授業コード：89050）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Ethics 自由 講義 1年･春 1単位 15時間

科目担当者 林ひろみ・田中美穂・平田松吾

大学生として成すべき目的や集団生活及び学習上の守るべきルールを深く理解する。さらに、看護学を学ぶ学生として成すべき目
的や対人関係を伴う学習（演習及び実習）上の守るべきルールを理解し、学習者としての自分の考えをまとめる。
（林ひろみ／３回）学問する人に必要な倫理や、求められる姿勢について
（田中美穂／２回）医療者を目指す人の倫理について
（平田松吾／３回）大学生活にまつわる道徳や対人関係の倫理について

【１】 授業概要

①大学生に求められる資質・能力について説明できる。
②大学で学ぶためのとりくみについて説明できる。
③本学部の教育目標を説明できる。
④本学部での学生生活のルールを説明できる。
⑤本学部での授業・演習を受けるときのルールを説明できる。
⑥レポート作成・試験受験時に守らなければならないことを説明できる。
⑦倫理とは何かを自分なりにきちんと考え、その考えを言葉にできる。
⑧看護専門職として守らなければならない倫理について、倫理原則を基に説明できる。
⑨看護学を学ぶ時の基本的姿勢について説明できる。
（看護学科ＤＰ　４）

【２】 学修目標（到達目標）

[準備学習]
　健康学部看護学科の学生としてどのように学び、どのように行動するかという基本的な態度を理解することをねらっているた
め、授業内容を受け止め、自分の頭で考える姿勢で臨むこと。関連する内容について予習・復習あわせて1時間程度、復習として
この時間に考えたことを記述していくことが必要である。
[学習上の留意点]
　倫理はたんに「知っている」だけではなく、実践することが大切である。看護学科の最初の授業として、主体的に学ぶために、
受け身ではなく、考えたことを積極的に他者に伝えて意見を交わしながら、身につけてほしい。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

本科目は、本学部学科の教育理念である「倫理観の涵養」に深くかかわる。また以降に学ぶ「倫理学」「哲学」などの教育科目
や、すべての看護専門教育科目に関連している重要な科目である。

【４】 関連科目

レポート60%、授業での取り組み40%
課題レポートは返却する。返却時に講評を行う。ミニッツペーパーに記載された感想や質問に対して次の時間にフィードバックす
る。

【５】 評価方法

・資料を授業の時に配布する
・履修要覧・学生生活セルフマネジメントマニュアル

【６】 教科書

・前原澄子・遠藤俊子監修：看護学生のためのよくわかる大学での学び方，Kinpodo
・箕浦とき子・高橋恵著：看護職としての社会人基礎力の育て方，日本看護協会出版会
・永井均『倫理とは何か』（ちくま学芸文庫）、花沢健吾『アイアムアヒーロー』全22巻

【７】 参考書

・月曜日16時20分～18時

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

１．大学で学ぶとは、生徒と学生の違い
２．大学生に求める資質・能力
３．健康科学部が育成したい能力
４．学生生活の道徳・倫理
・学生生活におけるルール
５．授業・演習における道徳・倫理
・授業・演習（ゼミ）の受け方
・プレゼンテーションの方法
・ディスカッションの方法
６．試験受験における道徳・倫理
・試験受験時のルール
方法：講義
予習：健康科学部の教育目標および、履修要覧・学生生活セルフマ
ネジメントマニュアルに目を通しておく
復習：主体的に学ぶということはどういうことか、主体的に学ぶた
めの取り組みについて整理し記述する
キーワード：生徒と学生、大学生に求める資質・能力
健康科学部の教育目標、学生生活、授業・演習，プレゼンテーショ
ン、グループディスカッション、レポート作成、本試験、追試験、
再試験、成績、GPA

林ひろみ1 大学で学問するとは

１．医療の場における人間関係について
２．技術提供と倫理について
３．看護学を学ぶ上で必要となる倫理について
方法：講義
予習：とくになし
復習：これまでの自らの人間関係の築き方と、これからどのように
していきたいかを考え、記述する
キーワード：援助的人間関係、身だしなみ、報告・連絡・相談、イ
ンシデント・アクシデント時の対応、看護技術の倫理、授業・実習
の受け方

田中美穂2
医療を目指す人の倫理（1）
看護大学生の倫理

内容：倫理とは何かの導入
方法：講義
予習：とくになし
復習：講義内で伝える
キーワード：倫理と医療，古代ギリシャ，ヒポクラテス医師団

平田松吾3 大学と倫理

内容：倫理と道徳の違いを考える
方法：講義
予習：とくになし
復習：講義内で伝える
キーワード：倫理と正義，倫理と道徳

平田松吾4 倫理と道徳 (1)

内容：花沢健吾『アイアムアヒーロー』に見る倫理
方法：講義
予習：とくになし
復習：講義内で伝える
キーワード：倫理と道徳

平田松吾5 倫理と道徳 (2)

人間関係に関するテーマで道徳・倫理の視点からディスカッション
する
方法：グループディスカッション
予習：アクティブアカデミーにて伝える
復習：ディスカッションを経て学んだことをレポートする
キーワード：相互作用、義務、権利、尊重、正義、自由、個人の
善、社会の善

林ひろみ6 倫理と道徳（３）

１．専門職業と倫理について
２．医療における倫理について
３．看護専門職に必要な能力について
方法：講義
予習：資料を読んでくる
復習：ミニッツペーパーへの論述・提出
キーワード：倫理綱領、倫理の4原則、誠実、忠誠、知識、技術、
態度、倫理的感受性

田中美穂7
医療を目指す人の倫理
（２）
職業にまつわる倫理

医療に関する倫理的課題についてディスカッションする
方法：グループディスカッション・全体発表
予習：アクティブアカデミーにて伝える
復習：ディスカッションを経て学んだことをレポートする
キーワード：倫理的課題、倫理的感受性、倫理の4原則、倫理的対
応、看護師の責務

林ひろみ8
医療人を目指す人の倫理
（３）
医療に関する倫理的課題
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看護のための物理学

酒井康弘

自然科学 （授業コード：81050）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Physics for Nursing 必修 講義 2年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：LA005

科目担当者 酒井康弘

基礎的な物理学的思考を養い、看護技術の科学的な視点による理解を深める。具体的には、臨床の看護行為（ボディメカニクス・
血圧測定・点滴静注など）に関連する物理や、人体のしくみ（呼吸器・循環器など）がどう物理学と関わるのかなどを学習する。
本科目は、人体の構造と機能などの専門基礎科目、看護学の基礎知識と直接つながる科目である。

【１】 授業概要

1　日常的に使われる物理量、単位、及び代表的な物理法則を理解し説明できる。
2　日常的な現象について理解し、説明できる。
3　物理学がどのように看護に応用されているかを理解し説明できる。
4　看護において物理学を応用した正しい行動がとれる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

予習：教科書の当該部分をあらかじめ目を通してから講義に参加すること(0.5時間)
復習：毎回出題される課題レポートを書く（問題を解く）（1時間）

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

自然科学概論、人体の構造と機能Ⅰ~Ⅲ、看護の基本技術Ⅰ~Ⅷ

【４】 関連科目

授業中に行うミニテスト20％、課題レポート30％と最終レポート50％で評価する。
授業中のミニテスト、課題レポートについては返却する．講義中に全体に対してコメントを出す場合もある。最終レポートについ
ては希望者については返却する。

【５】 評価方法

ヘルプフル！看護・介護と物理　－根拠が分かって自信がつく－　多田旭男　著　三共出版

【６】 教科書

ベッドサイドを科学する　－看護に生かす物理学－平田雅子　著　　学研メディカル秀潤社

【７】 参考書

毎週：水曜日17：00~19：00　　理学部Ⅱ号館5階2502室　（内線3433）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：物理学とはどんな学問か、なぜ学ぶのか
授業方法：講義
予習：Active Academyに掲載予定
復習：講義時に指示する
キーワード：科学リテラシー

酒井康弘1
プロローグ－看護のために
物理学を学ぶ理由－

内容：力学Ⅰ
授業方法：講義
予習・復習：講義時に指示する
キーワード：運動、エネルギー、摩擦、てこ、圧力

酒井康弘2 バイオメカニクスの基礎

内容：力学Ⅱ
授業方法：講義
予習・復習：講義時に指示する
キーワード：姿勢、動作、運動、体を動かすしくみ

酒井康弘3
看護・介護のボディメカニ
クス

内容：熱力学
授業方法：講義
予習・復習：講義時に指示する
キーワード：熱、温度の概念、体温、体温の測定

酒井康弘4 熱，体温，罨法

内容：流体力学
授業方法：講義
予習・復習：講義時に指示する
キーワード：気体、液体の概念、血液の採取、輸血の原理、血圧

酒井康弘5
流体と呼吸・循環・吸引・
医療

内容：波動
授業方法：講義
予習・復習：講義時に指示する
キーワード：音と波、音波や光を使った医療

酒井康弘6 音・光と医療

内容：電磁気学
授業方法：講義
予習・復習：講義時に指示する
キーワード：電磁場の概念、その生体への影響、医療器具

酒井康弘7 電磁気と生活・人体・医療

内容：原子物理学
授業方法：講義
予習・復習：講義時に指示する
キーワード：物質と原子、放射線・粒子線による治療

酒井康弘8 画像検査の物理科学
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実用英語Ⅱ（2）

成田正人

語学 （授業コード：81081）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practical English Ⅱ 必修 演習 2年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA008

科目担当者 成田正人

英語の重要な文法事項の習得と、それを踏まえた英語による表現活動を目標とする。ⅠＡ／Ｂで習得した知識・スキルをもとに、
英語で自分の考えを表明できるよう読む・書く能力を高めることを目指す。

【１】 授業概要

１．英語で自分の意見を述べるための基礎的な表現方法に習熟することができる。
２．英語の議論を展開するのに役に立つ基本的な技術を身に付けることができる。
３．社会や人生の問題を英語で考えるのに必要な知識を得ることができる。
４．多様な問題を英語で論じるのに不可欠な語彙や語法を習得することができる。
５．社会や人生の問題を取り扱う英文を丁寧に読解し論争点を正確に捉えることができる。

（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

予習では、先ずは、辞書なしで教科書のREADING部分を読み、記事の概要を把握してから、内容の理解を確認するための問題に答
えてください。次に、辞書で語句の意味を調べながら、文章の意味や議論の構造をできるだけ正確に理解してください。復習で
は、定期試験や対話発表に備えるために、授業内で学んだ英語の表現や議論の手法を用いて、各話題の論争点や自らの意見を英語
で述べられるようにしてください。毎回の準備学習には、予習と復習を合わせて、１時間半程度かかります。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

実用英語Ⅰ, 実用英語Ⅲ, 医療英語Ⅰ

【４】 関連科目

中間試験30％、期末試験30％、授業参画度20％，小テスト10％，対話発表10％の内訳で総合的に評価します。中間試験や小テスト
の後には、重要な個所や間違いの多い問題に関して講義時間内に口頭でフィードバックを行います。

【５】 評価方法

Which side are you on? Forming views and opinions -New Edition-（成美堂）

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

火曜日の昼休み（12:40～13:00、健康科学部棟講師室）と授業後（20分程度）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業の目的と内容を説明し、授業計画と評価方法を確認する。ま
た、アイスブレイクを通じて学生が積極的に授業に参加できる環境
を整える。
授業方法：講義・グループワーク
予習：シラバスを読み、教科書に目を通す。
復習：授業の進め方や評価の仕方を各人で確認する。
キーワード：オリエンテーション，アイスブレイク

成田正人1
本授業のオリエンテーショ
ンとアイスブレイク

Unit 1のREADINGを読解し、「携帯電話」の問題を理解する。さら
に、Unit 1のLISTENINGを利用して、議論の展開を捉える練習をす
る。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：Unit 1のREADINGを読み、内容の理解を確認するための問題
に答える。
復習：「携帯電話」に関する自分の意見を論じるのに必要な語彙や
有用な表現を確認し整理する。
キーワード：cell phones

成田正人2 Unit 1. Cell phones

Unit 1のPROS AND CONSとDISCUSSION TACTICSを通して「携帯電
話」に関する利点と欠点をまとめ、自らの意見を考える。皆で意見
を交換し、英語の議論を実践する。また、Unit 2のREADINGを読解
し、「フリーター」に関する賛否を把握する。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：Unit 2のREADINGを読み、教科書の問題に答える。
復習：「携帯電話」に関する自分の意見を簡単なパラグラフにす
る。「フリーター」の問題を論じるのに必要な語彙を確認する。次
回の小テストに備える。
キーワード：cell phones, ‘freeters’

成田正人3
Unit 1 Cellphones
Unit 2 ‘Freeters’

Unit 2のLISTENINGを使い、「フリーター」の利点と欠点を考え
る。Unit 2のPROS AND CONSとDISCUSSION TACTICSを通して「フ
リーター」に関する自らの意見を論じるパラグラフを書く練習をす
る。また、これまでの学習を確認する小テストを行う。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：「フリーター」の利点と欠点をそれぞれ書き出し、自分の取
り得る立場を考える。
復習：「フリーター」に関する自らの考えをパラグラフにまとめ
る。議論の展開に役立つ表現方法を見直す。
キーワード：‘freeters’

成田正人4 Unit 2 ‘Freeters’

前回の小テストのフィードバックをする。Unit 4のREADINGを読
み、「結婚」に関する論争点を取りまとめる。また、Unit 4の
LESTENINGに取り組み、自らの意見を理由付けるのに有用な表現を
確認する。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：Unit 4のREADINGを読み、内容確認のための教科書の問題に
答える。
復習：「結婚」に関する自分の意見を論じるのに必要な語彙や有用
な表現を整理する。
キーワード：marriage

成田正人5 Unit 4 Marriage

Unit 4のPROS AND CONSとDISCUSSION TACTICSに倣い、「結婚」に
関する異なる考えを見てから、自分の考えを論じる。また、Unit 6
のREADINGから「英語」に関する議論の概要を把握する。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：Unit 5のREADINGを読み、教科書の問題に答える。
復習：「結婚」に関する自分の意見をパラグラフにまとめる。「英
語」を論じるために必要な語彙を確認する。
キーワード：marriage, English

成田正人6
Unit 4 Marriage
Unit 6. English

Unit 6のLISTENINGに取り組み、「英語」の問題を考える。Unit 6
のPROS AND CONSとDISCUSSION TACTICSを活用し、「英語」に関す
る意見を互いに論じる練習をする。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：「英語」の問題に関する自分の意見と議論を考える。
復習：「英語」に関する自らの意見をパラグラフに仕上げる。次回
に行われる中間試験に備える。
キーワード：English

成田正人7 Unit 6 English

これまでに学習した英語の表現や議論の手法を確認する中間試験を
行う。また、最後の授業に発表する対話の説明をする。さらに、時
間に余裕があれば、グループごとに発表の準備に取り掛かる。
授業方法：講義・試験
予習：中間試験に備えて、英語の議論に有用な語彙や技術を確認し
整理する。また、自分の意見を論じるパラグラフを書けるようにす
る。
復習：グループごとに発表の準備に取り掛かる。
キーワード：中間試験，dialogue, presentation

成田正人8
中間試験とDialogue
presentationの準備
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中間試験のフィードバックをする。Unit 7のREADINGを読み、「運
動」に関する賛否を考える。また、Unit 6のLISTENINGを通して
「運動」の問題を論じるのに必要な語彙や表現を押さえる。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：Unit 6のREADINGを読解し、内容の理解を確認する問題に答
える。
復習：「運動」に関する自分の意見を述べるのに必要な語彙や有用
な表現を確認する。
キーワード：exercise

成田正人9 Unit 7 Exercise

Unit 7のPROS AND CONSとDISCUSSION TACTICSを参考に「運動」に
関する議論を英語で実践する。議論後に自らの意見をパラグラフに
まとめる。また、Unit 8のREADINGを読み解き、「離婚」に関する
議論の争点を捉える。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：Unit 8のREADINGを読み、教科書の問題に答える。
復習：「運動」に関する自分の意見をパラグラフにする。「離婚」
を論じるのに有用な語彙を整理する。次回の小テストに備える。
キーワード：exercise, divorce

成田正人10
Unit 7 Exercise
Unit 8 Divorce

Unit 8のLISTENINGに取り組み、「離婚」の問題を考える。さら
に、Unit 8のPROS AND CONSとDISCUSSION TACTICSを使用し、実際
に英語で「離婚」を論じる練習をする。また、Unit 6とUnit 8で学
んだ語彙や表現を確認する小テストを行う。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：「離婚」の問題に関して、自分の意見を確立するために、他
人の異なる意見を考察する。
復習：「離婚」に関する自らの考えをパラグラフにまとめる。
キーワード：divorce

成田正人11 Unit 8 Divorce

前回の小テストのフィードバックをする。Unit 10の
REDINGを読解し、「働く両親」に関する賛否両論を取りまとめる。
また、Unit 10のLISTENINGから「働く両親」の問題を論じるのに必
要な表現や有用な手法を学ぶ。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：Unit 10のREADINGを読み、教科書の問題に答える。また、可
能であれば、グループごとに発表の準備を進める。
復習：「働く両親」に関する自分の立場を理由付けるのに必要な語
彙や有用な表現を整理する。
キーワード：working parents

成田正人12 Unit 10 Working Parents

Unit 10のPROS AND CONSとDISCUSSION TACTICSに倣い、皆で「働く
両親」に関する議論を重ねる。議論後に各人が自分の意見をまとめ
る。Unit 14のREDINGを読み、「男女差」の問題を考える。また、
時間に余裕があれば、各グループで発表の準備を進める。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：Unit 14のREADINGを読み、内容理解に関する教科書の問題に
答える。可能なら、発表の準備を進める。
復習：「働く両親」に関する自分の意見をパラグラフにする。「男
女差」の問題を論じるため、重要な語彙や表現を確認する。
キーワード：working parents, gender gap

成田正人13
Unit 10 Working Parents
Unit 14 Gender Gap

Unit 14のLISTENINGを利用し、「男女差」の問題を確認する。ま
た、Unit 14のPROS AND CONSとDISCUSSION TACTICSを基に、「男女
差」に関する論争を考え、自分の意見をパラグラフにまとめる。時
間があれば、発表の準備を整える。
授業方法：講義・問題演習・グループワーク
予習：「男女差」の論争点をまとめ、自分の意見を考える。また、
余裕があれば、各グループで発表の準備を整える。
復習：「男女差」に関する自らの意見をパラグラフにする。
キーワード：gender gap

成田正人14 Unit 14. Gender Gap

各グループで発表の準備を整える。好きな話題に関する対話をグ
ループで発表する。発表後に時間があれば、対話発表と本授業の振
り返りを行う。
授業方法：グループワーク・発表
予習：グループごとに発表の準備を整える。
復習：発表の成果を自らの議論に取り入れ、期末試験に備える。
キーワード：dialogue, presentation

成田正人15 Dialogue presentation
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実用英語Ⅱ（1）

金子麻子

語学 （授業コード：81080）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practical English Ⅱ 必修 演習 2年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA008

科目担当者 金子麻子

英語で基本的なコミュニケーションをすることができるようになるために、基本的な文法事項を確認した上で、日常的な語彙・フ
レーズを、「実際に使用できる」レベルにまで高めるための練習をすることに重きをおく。特に将来職場で「実際に使用する」で
あろう医療関連の語彙やフレーズを中心に、英語を聞く・読む・書く・話すという四技能をバランスよく伸ばすことを目指す。

【１】 授業概要

１．基本的な文法事項を確認・理解する
２．医療現場で使用される語彙・フレーズを覚え、実際に使えるようになる（読む・聞く・話す・書くの四技能において）

（看護学科ＤＰ　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

予習としては、テキストの語彙の欄を確認し、意味を覚えておく。実際に授業で使うことができるよう、暗記しておくこと。ま
た、復習としては、授業で学んだ新出表現・文法事項を改めて整理し、自らの中に定着させることに努める。予習・復習には1時
間程度の学習が必要である。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

実用英語Ⅰ, 実用英語Ⅲ, 医療英語Ⅰ

【４】 関連科目

授業への参加度 10%, グループワーク・課題20%, 小テスト50%, 期末試験30％

【５】 評価方法

Vital Signs [Revised Edition] Essential English for Healthcare Professionals ホスピタル・イングリッシュ[改訂版] （南
雲堂）

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

火曜日　昼休み（12:20～13:00）に講師控え室にて受け付ける。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業の目的・内容・進め方・評価方法について説明する。その後、
英語で自己紹介をしたり、フォローアップクエスチョンを尋ねるな
ど、英語でのコミュニケーションを行う。

金子麻子1
オリエンテーション、自己
紹介

Hospital Department：受付で患者に対応する際のフレーズを学
ぶ。症状から診療科をわりだす。
授業方法：講義・グループワーク
予習：p17の診療科に関する語彙を理解・把握しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目および語彙・フレーズを整理し
理解・暗記する
キーワード：hospital department, headache, have a cold,
fever, infection, stiches, toothache, skin rash

金子麻子2 Unit1

Application Form:患者が問診票に記入するのを手伝う際のフレー
ズを学ぶ。
授業方法：講義・グループワーク
予習：p21の職業に関する語彙を理解・把握しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目および語彙・フレーズを整理し
理解・暗記する
キーワード：occupation, date of birth, titles

金子麻子3 Unit2

Parts of Body: 身体のどの部分に問題があるのか、聞き取り理解
する。
授業方法：講義・グループワーク
予習：p25の体の部分に関する語彙を理解・把握しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目および語彙・フレーズを整理し
理解・暗記する
キーワード：jaw, ankle, foot, toe, wrist, thumb, elbow,
pelvis, thigh, knee, calf, shin, symptom

金子麻子4 Unit3

Illness：さまざまな症状やその説明をする際のフレーズを学ぶ。
授業方法：講義・グループワーク
予習：p31の動詞不規則変化表を完成させ、不規則変化を把握して
おく
復習：授業中に取り扱った文法項目および語彙・フレーズを整理し
理解・暗記する
キーワード：sneeze, cough, flu, sore, runny nose, dizzy,
nauseous, itchy,

金子麻子5 Unit4

Daily Routine：入院患者に対する日々の対応を学ぶ。英語独特の
時間の読み方を学ぶ。
授業方法：講義・グループワーク
予習：p39IIIの語彙やフレーズを読み、未知語を調べ、意味を理解
しておく。p42の時間の読み方を確認しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目および語彙・フレーズを整理し
理解・暗記する
キーワード： vital signs, temperature, doctor’s round,
light out, laundry, emergency, telling time

金子麻子6 Unit5

hospital objectについて、その名称、使い方の説明の際に必要な
フレーズなどを学ぶ。
授業方法：講義・グループワーク
予習：p45の語彙に関して、未知語を調べ、理解しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目および語彙・フレーズを整理し
理解・暗記する
キーワード：stethoscope, syringe, tweezer, wheelchair,
thermometer, sling, forceps, crutches

金子麻子7 Unit6

Location of Hospital Objects：ものの位置の表し方を学び、何を
どこに置くかなどの指示・聞き取りができるようにする。
授業方法：講義・グループワーク
予習：p.50-51の前置詞の使い方を確認・把握しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目および語彙・フレーズを整理し
理解・暗記する
キーワード：in, on, above, below, shelf, by, behind, next
to, back, front, side, ceiling

金子麻子8 Unit7

Direction and Instruction：病院内の施設を案内するフレーズを
学ぶ。実際に案内できるようになる。医者が患者に出す指示に関す
るフレーズを学び、実際に使えるようになる。
授業方法：講義・グループワーク
予習：教科書p.55の地図にある診療科の名前がわかるかどうか、確
認する。わからなければ、unit1 に戻って復習しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目および語彙・フレーズを整理し
理解・暗記する
キーワード：down the hall, across from, lift, ground floor,
sleeve, sit still, take off, lie down, IV, X-ray, blood
pressure, bandage

金子麻子9 Unit8
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Chatting with a Patient：患者と会話する際に必要なフレーズを
学ぶ。何をどの様に聞けばいいのか、実際に練習し、実践できるよ
うになる。
授業方法：講義・ペア/グループワーク
予習：教科書p.73のフレーズの意味を確認・把握しておく。未知語
があれば、調べて置く。
復習：授業中に取り扱った文法項目を整理・理解する
キーワード：favorite, worry, fear

金子麻子10 Unit10

Taking a Medical History: Medical Historyを聞く際に必要なフ
レーズを学ぶ。実際に聞き、理解するなど、実践できるようにな
る。
授業方法：講義・ペア／グループワーク
予習：過去に学んだ症状や体の部分を表現する際に必要な語彙・フ
レーズがすぐにでてくるように、復習しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目を整理・理解するキーワード：
medical history, diabetes, asthmas, anemia, allergy,
seizure, injury, hospitalize, pneumonia,

金子麻子11 Unit11

Hospital Procedure: 各診療項目で行われる基本的な治療方法につ
いてのフレーズを学び、実際に使用する。
授業方法：講義・ペア／グループワーク
予習：p.86の語彙を把握しておく。
復習：授業中に取り扱った文法項目を整理・理解する
キーワード: anesthesiologist, surgery, anesthesia, throat,
tube, MRT, CT scan, urine test

金子麻子12 Unit12

終末期医療に関する新聞記事を読み、その内容を理解する。内容に
関して、討論する。
授業方法：講義・グループワーク
予習：配布資料を読み、未知語を調べ、内容を把握しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目を整理・理解する
キーワード：euthanasia, dignity, terminal ill, prescription,
assisted suicide, legalize, ventilator, prolong, life
threating,

金子麻子13 新聞記事1

終末期医療に関する別の新聞記事を読み、その内容を理解する。内
容に関して、討論する。前回の記事との違いなどについても、議論
する。
授業方法：講義・グループワーク
予習：配布資料を読み、未知語を調べ、内容を把握しておく
復習：授業中に取り扱った文法項目を整理・理解する
キーワード：pharmacy, insurance, grace

金子麻子14 新聞記事2

me before youを鑑賞し、その内容について話し合う。関連する
video clipを鑑賞し、患者らのとる様々な決断に関して、その背景
を話し合う。医療従事者としての姿勢を話し合う。
授業方法：ディスカッション
予習：前回の授業で学んだことを自分なりに復習しておくこと
復習：授業中に取り扱った文法項目を整理・理解する
キーワード：will, cryonics, preserve, judge, ruling,
procedure, liquid,

金子麻子15 映画 me before you
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実用英語Ⅱ（3）

松井秀親

語学 （授業コード：81082）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practical English Ⅱ 必修 演習 2年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA008

科目担当者 松井秀親

いわゆる四技能―リスニング・スピーキング・リーディング・ライティング―の習得と、それを踏まえた表現活動を目標とする。
ⅠＡ／Ｂで習得した知識・スキルをもとに、英語によるコミュニケーション能力の向上を目指す。

【１】 授業概要

１．英会話を行う際の基本表現を習得できる。
２．会話をできるだけ長く充実させるためにどんな技法があるのか、どういう表現が効果的かを理解し、実際に活用できるように
なる。
３．英語コミュニケーションについて態度面・文化面での基本的知識を身につけることができる。
４．コミュニケーションにおける文化的背景の影響についてより深く知ることができる。
５．口語表現、日常表現を基礎として英語リーディング力を高める。
（看護学科DP　２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

教科書各ユニットの予習に２時間（授業２回分）を要し、その復習・課題学習に２時間（授業２回分）を要する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

実用英語Ⅰ, 実用英語Ⅲ, 医療英語Ⅰ

【４】 関連科目

授業への参加度 10％, 課題10％, 出席10％, 中間・期末試験70％
フィードバック：小テストの実施と採点・返却

【５】 評価方法

TARGET, pre-intermediate、金星堂

【６】 教科書

なし、ただし授業中のhandouts をよく学習すること

【７】 参考書

授業終了後10分程度質問を受け付ける。学生が時間のある場合は非常勤講師室で延長も可。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

The purpose of this course is to improve the students’
communication abilities in English by providing them with a
basic knowledge of the sound system of the language and some
related practical exercises.

松井秀親1 オリエンテーション

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P1~3, 5
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：数字の聞き取り

松井秀親2 Unit 1: Small Talk

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P6~8, 10
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：数表現、序数詞の聞き取り

松井秀親3 Unit2:Human Relations

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P11~13, 15
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：発音・聞き取りの基本

松井秀親4
Unit3:Culture and
Globalization

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P16~18, 20
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：固有名詞の聞き取り

松井秀親5 Unit4: Healthy Life

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P21~23, 25
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：挨拶の表現

松井秀親6 Unit 5: Future Careers

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P26~28, 30
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：提案や誘いの表現

松井秀親7
Unit 6: That Shirt Suits
You!

範囲：Unit 1～Unit 6 松井秀親8 中間テスト

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P31~33, 35
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：依頼の表現

松井秀親9 Unit7: Taking a Trip

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P36~38, 40
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：Yes / No 疑問文

松井秀親10 Unit8:Do you Like Sports?

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P41~43, 45
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：WH疑問文の聞き取り

松井秀親11
Unit9: Let’s Do
Something Fun!

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P46~48, 50
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：否定疑問文と付加疑問文

松井秀親12 Unit10:Art  Appreciation

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P51~53, 55
復習：テキストに出てきた英単語・英語表現の暗記
キーワード：カジュアルな会話表現

松井秀親13 Unit11: Let’s Eat Out!
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内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P56~58, 60
復習：テキストに出てきた英単語・英語表現の暗記
キーワード：フォーマルな会話表現

松井秀親14
Unit12: A Career in
International Business

内容：Warm Up/ Try Listening / Conversation / Make Sentences
A, B /
授業方法：リスニング、講義、グループワークなど
予習：P61~63, 65
復習：テキストに出た英語表現の暗記
キーワード：複数の単語が連結した表現

松井秀親15
Unit 13: Science for the
Future
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実用英語Ⅲ

Christine Joy Kelly

語学 （授業コード：81110）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practical English Ⅲ 選択 演習 2年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA011

科目担当者 Christine Joy Kelly

この授業は英語のコミュニケーション能力向上を目指す。この授業を通じて学生は、正確で流暢な英語での会話力・発信力をつけ
るとともに、リスニングの練習を通じて日常会話の聞き取り能力を身につけることを目指す。

【１】 授業概要

１．さまざまな場面での英会話の基本表現を習得できる。
２．英語コミュニケーションに慣れることで、コミュニケーションに必要な態度を身につけることができる。
３．英語を使ってディスカッションを行う際の基本的スキルを身につけることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

Students should read through the unit before the lesson and learn new vocabulary, which takes about 30minutes.
Students should write answers to Discussion Questions handouts assigned by the teacher before each new topic, which
takes about 20 minutes.
Students should complete the Self Study sections after each unit has been completed, which takes about 40 minutes.

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

Practical English Ⅱ, Practical English Ⅳ

【４】 関連科目

(Units 1, 2, 3 and 4)
Listening, reading and writing Quiz 1 (15%), Roleplay presentation 1 (20%)
Completed self-study sections and discussion questions 1 (10%)
(Units 5, 6, 7 and 8)
Listening, reading and writing Quiz 2 (15%), Roleplay presentation 2 (20%)
Completed self-study sections and discussion questions 2 (10%)
Active class participation (10%)
Feedback will be given after each presentation/quiz.

【５】 評価方法

Textbook:Let’s Talk 1 Second Edition, Leo Jones, Cambridge University Press, 2015

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

Thursday lunch time

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

Orientation session
Christine Joy

Kelly
1 Orientation session

Pages: vi-vii, 2-3
Unit: Course Introduction
Learning useful classroom English; learning styles.
Pages: 4-7
Units: 1A and 1B Getting to know you
Expressing favorite places, preferences, colors, describing
personalities, discussing and using icebreakers.
Lesson method:
Pair work discussion (personalities/likes/dislikes p. 4/5),
Listening (personalities p.5),
Group discussion (breaking the ice p.6/7),
Listening (breaking the ice p.6/7),
Group work practice (breaking the ice, likes,
personalities).
Preparation:
Buy a note book,
Write keywords/meanings for unit 1 in note book.
Review:
Answer self-study questions p. 94 & 95,
Write new vocabulary from unit 1 in notebook.
Keywords:
amusement park, personality, solitary, analysis, have a
quick temper, neat, disorganized, laid-back, busy, dull,
break the ice, icebreaker, talkative, formal, informal.

Christine Joy
Kelly

2
Course Introduction,Unit
1A, 1B

Pages: 8-11
Unit: 2A and 2B Meeting new people
Talking about first impressions; role-playing meeting new
people.
Practicing phone conversations by giving and taking
messages.
Lesson method:
Pair work discussion, first impressions p. 8 & 9,
Pair work role play, first impressions p. 9,
Group work survey, phone behaviors p. 10,
Listening, p. 11, taking a phone message.
Preparation:
Answer discussion questions handout for unit 2,
Write keywords/meanings for unit 2 in note book,
Read p9, activity 2 (first impressions).
Review:
Answer self-study questions p. 96 & 97,
Write new vocabulary from unit 2 in notebook.
Keywords:
bow, business card, cheek, first impression, hug, it
depends, appearance, body language, eye contact, make up,
psychologist, tone of voice, bother, on hold, confirm.

Christine Joy
Kelly

3 Unit2A, 2B

Pages: 12-15
Units: 3A and 3B Food and cooking
Discussing food and cooking techniques; role playing
restaurant conversations.
Lesson method:
Group work, delicious breakfasts, p. 12,
Listening, recipe, p. 13,
Pair work, learn a new recipe, p. 13,
Group role play, eating out, p. 14 & 15.
Preparation:
Answer discussion questions handout for unit 3,
Write keywords/meanings for unit 3 in note book,
Bring to class your favorite recipe.
Review:
Answer self-study questions p. 98 & 99,
Write new vocabulary from unit 3 in notebook.
Keywords:
bake, barbecue, broil, grill, steam, baking tray, firm,
gram, ingredient, melt, milliliter, rolled oats, tablespoon,
teaspoon, grate, exotic, raw, spicy, cancellation,
reservation.

Christine Joy
Kelly

4 Unit 3A, 3B

Pages: 16-19
Units: 4A and 4B Weather
Describing extreme weather experiences; giving advice about
extreme weather.
Lesson method:
Group work discussion, weather and moods, p. 16.
Listening, weather forecast, p. 17.
Group work discussion/listening, advice in extreme weather,
p. 18 & 19.
Group work discussion, personal experiences of extreme
weather.
Preparation:
Answer discussion questions handout for unit 4.
Write keywords/meanings for unit 4 in note book.
Read p. 19 extreme weather advice.
Review:
Answer self-study questions p. 100 & 101.
Write new vocabulary from unit 4 in notebook.
Keywords:
chilly, foggy, humid, icy, irritable, mood, blizzard,
drought, extreme, flood, frostbite, heat wave, wildfire,
disconnect.

Christine Joy
Kelly

5 Unit 4A, 4B - 13 -



Preparation:
Answer discussion questions handout for unit 4.
Write keywords/meanings for unit 4 in note book.
Read p. 19 extreme weather advice.
Review:
Answer self-study questions p. 100 & 101.
Write new vocabulary from unit 4 in notebook.
Keywords:
chilly, foggy, humid, icy, irritable, mood, blizzard,
drought, extreme, flood, frostbite, heat wave, wildfire,
disconnect.

Christine Joy
Kelly

5 Unit 4A, 4B

Pages: 20-21
Review: Units 1-4 expansion group activity
Reviewing lessons by using a board game.
Lesson method:
Group work play review board game.
Group work compare review questions.
Preparation:
Read p. 20 & 21 questions.
Review units 1 ? 4 vocabulary.
Review:
Review units 1 ? 4 vocabulary for quiz.
Write role play 1 with partner.
Keywords:  Words from units 1-4 above.

Christine Joy
Kelly

6 Review Unit 1-4

Check completed self-study sections and completed discussion
question homework assignments (10%)
Listening, reading and writing quiz 1 (15%)
Practice roleplay presentation 1
Lesson method:
Check students have completed self-study exercises.
Units 1 ? 4 quiz.
In pairs practice role play presentation with partner.
Preparation:
Write/practice role play with partner.
Review units 1 ? 4 vocabulary for quiz.
Review:
Review vocabulary and phrases from units 1 ? 4.
Keywords:  Roleplay, self-study, discussion questions,
homework, quiz.

Christine Joy
Kelly

7
Homework Assignment and
feedback Presentation

Roleplay presentation 1 (20%)
Theme:  Meeting someone for the first time by using
icebreakers, acceptable topics of discussion, gestures and
appropriate expressions.
Lesson method:
Perform role play in pairs.
Listen to other role plays.
Take notes on other students` role plays.
Preparation:
Practice role play with partner.
Review:
Read contents of units 5 ? 8 lessons (syllabus).
Keywords:
Listen, gestures, expressions, review.

Christine Joy
Kelly

8 Roleplay 1

Presentation feedback.
Pages: 22-25
Units: 5A and 5B Working for a living
Talking about job likes and dislikes; describing job
experiences; discussing unusual jobs; talking about what's
important in a job.
Lesson method:
Teacher gives students feedback from presentations
Pair work discussion, jobs/workplaces p. 22.
Listening, job responsibilities, p. 23.
Group work discussion, part-time jobs.
Listening, unusual jobs, p. 24.
Pair work, comparison of job likes/dislikes, p. 25.
Preparation:
Answer discussion questions handout for unit 5.
Write keywords/meanings for unit 5 in note book.
Complete p. 25 activity 2 likes/dislikes about jobs.
Review:
Answer self-study questions p. 102 & 103.
Write new vocabulary from unit 5 in notebook.
Keywords:
accountant, chef, construction worker, lifeguard, a movie
set, studio, actor, shop counter, fax machine, figure out,
lunch break, spotless, wipe, chain saw, downside, flexible
hours, ignore, steady, commute, promotion.

Christine Joy
Kelly

9
Presentation feedback
Unit 5A,5B
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Pages: 26-29
Units: 6A and 6B Leisure time
Describing hobbies and interests; discussing chores; talking
about typical daily activities; making weekend plans.
Lesson method:
Listening, favorite leisure activities, p. 26.
Group work discussion, favorite leisure activities, p. 26.
Group work comparison of daily routines, p. 28.
Preparation:
Answer discussion questions handout for unit 6.
Write keywords/meanings for unit 6 in note book.
Complete habits survey, p. 29.
Review:
Answer self-study questions p. 104 & 105.
Write new vocabulary from unit 5 in notebook.
Keywords:
binoculars, bird-watching, novel, rhythm, salsa, skip,
trail, rewarding, stimulating, time-consuming, pedestrian,
statistics, chore, recycle.

Christine Joy
Kelly

10 Unit 6A, 6B

Pages: 30-33
Units: 7A and 7B Sports and games
Talking about participation in sports; conducting interviews
about sports; discussing game rules.
Lesson method:
Listen to discussion about watching/playing sports p. 30.
Pair work, complete sports chart p. 31.
Group work, play various word games p. 32 & 33.
Preparation:
Answer discussion questions handout for unit 7.
Write keywords/meanings for unit 7 in note book.
Bring to class favorite game.
Review:
Answer self-study questions p. 106 & 107.
Write new vocabulary from unit 7 in notebook.
Keywords:
auto racing, fan, formula one racing, get over, thrilling, a
sports nut, seasonal, windsurfing, year-round, charades,
checkers, crossword puzzles, logic, scrabble, solitaire.

Christine Joy
Kelly

11 Unit 7A, 7B

Pages: 34-37
Unit: 8A and 8B Getting around town
Discussing traffic and transportation problems; talking
about different ways to travel; planning a trip.
Lesson method:
Pair work discussion on traffic problems p. 34 & 35.
Listen to opinions on traffic problems p. 35.
Group work, giving opinions of the best way to travel p. 37.
Preparation:
Answer discussion questions handout for unit 8.
Write keywords/meanings for unit 8 in note book.
Complete chart, p. 37, the best way to travel.
Review:
Answer self-study questions p. 108 & 109.
Write new vocabulary from unit 8 in notebook.
Keywords:
get around, overcrowded, parking lot, traffic jam, ridden,
downtown, lane, pass, rush hour, mall, stadium, hot-air
balloon, market, ferry, weekend getaway.

Christine Joy
Kelly

12 Unit 8A,

Pages: 38-39
Review: Units 5-8 expansion group activity
Reviewing lessons by using a board game
Check completed self-study sections and completed discussion
question homework assignments 2 (10%)
Listening, reading and writing quiz 2 (15%)
Practice roleplay presentation 2
Lesson method:
Play board game, p. 38 & 39.
Teacher checks homework, self-study exercises.
Take Quiz 2 test.
In groups compare homework discussion questions.
In pairs practice role play presentation 2.
Preparation:
Review units 5-8.
Write role play presentation 2.
Review:
Practice role play presentation 2 with partner.
Keywords:
Vocabulary from units 5-8, review, board game, self-study,
homework, discussion questions, practice, quiz.

Christine Joy
Kelly

13
Review of Unit 5-8 Check
homework Quiz 2
Presentation practice
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Roleplay Presentation 2 (20%)
Theme: Meeting a friend, discussing everyday life and making
plans to do something together.  Being able to agree what to
do, when and where and who to invite.
Lesson method:
Perform role play 2.
Listen to other students` role plays and take notes.
Preparation:
Practice role play with partner.
Review:
Review units 5-8 vocabulary.
Keywords:  everyday life, making plans, agree, disagree,
invite someone.

Christine Joy
Kelly

14 Roleplay 2

Feedback from presentation 2 and quiz 2
Review of all material covered during course
General feedback for entire course
Lesson method:
Teacher gives students feedback for presentation 2.
Teacher gives students general feedback/scores for the
course.
Students complete course survey.
In groups discuss course.
Preparation:
Complete course feedback handout from teacher.
Hand in any outstanding self-study questions or discussion
question handouts.
Review:
Review feedback from teacher.
Keywords:
feedback, review, questions.

Christine Joy
Kelly

15
Review of course General
feedback
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実用医療英語

富田りか

語学 （授業コード：81140）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Practical English in healthcare 選択 演習 2年･春 1単位 30時間

科目ナンバリング：LA014

科目担当者 富田りか

医療人類学の視点から健康の概念を概観し、医療場面に必要なコミュニケーション能力を高める。特に、宗教や文化、出身国によ
る生活習慣などが異なる外国人の医療ニーズに対応できるように、社会的・文化的背景などを把握し、外国人患者との円滑な意思
疎通を図る英語力を高める。さらに、医療場面での多様な価値観を尊重する態度と倫理的姿勢を身につける。全学的に開講されて
いる科目である。

【１】 授業概要

１．英語による外国人との意思疎通ができる。
２．外国人の宗教観を聞き取ることができる。
３．外国人・マイノリティの社会的背景を聞き取ることができる。
４．外国人・マイノリティの文化･社会的側面に敬意を示すことができる。
（看護学科ＤＰ　２，３，５）

【２】 学修目標（到達目標）

講義に関連する国や文化について事前に学習しておくこと。面談の際にはコミュニケーションをとろうとする姿勢を相手に的確に
示すこと。英語能力のレベルを履修要件とはしない。
＜学習上の留意点＞
１．日程について：本学科は共通教育科目として運営されている。その関係上、5,6月の土曜日の開講となる。１日４コマ×４日
間での授業となる。
２．授業教室について：講義については大森キャンパス医学部3号館第3講義室で、面談演習は2号館6階SDLセンターで行う。ただ
し、他の教室も使うことがある。その際には事前に提示する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

実用英語A、実用英語B、医療英語ⅠA、医療英語ⅠB、実用英語Ⅱ、実用英語Ⅲ、医療英語Ⅱ

【４】 関連科目

事前学習に対するミニテスト（50％）および授業終了後のレポート（50％）によって評価を行う。
フィードバック：ミニテストについては実施後に解説を行う。レポートについてはポートフォリオシステムを用いてフィードバッ
クを行う。

【５】 評価方法

特に指定しない。

【６】 教科書

特に指定しない。

【７】 参考書

講義終了後において質問等を受け付ける。また、随時メール(rica.tmt@gmail.com)にて質問等を受け付ける。（但し、当日欠席連
絡の様な緊急の場合には、habari-ya-rica@docomo.ne.jpを使用すること）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業方法：講義、グループワーク。Ice-break
予習・復習：講義ごとに提示する
キーワード：ice-break, group work

富田りか1 イントロダクションⅠ

授業方法：講義、グループワーク。Interview techniques
予習・復習：講義ごとに提示する
キーワード：interview technique

富田りか2 イントロダクションⅡ

授業方法：講義　Universal healthcare system
予習：皆保険制度について理解しておく
復習：保険制度の違いが医療に与える影響を理解する
キーワード：universal healthcare system

富田りか3 健康保険システムⅠ

授業方法：講義 domestic and international healthcare
予習：世界の保険制度について理解しておく
復習：保険制度の違いが医療に与える影響を理解する
キーワード：healthcare system by countries

富田りか4 健康保険システムⅡ

授業方法：講義 日本人とイスラム教
予習：イスラム教，キリスト教，ユダヤ教の基礎について理解して
おく
復習：イスラム圏における医療についてまとめる
キーワード：Shiite Muslim, Sunni Muslim

富田りか5 イスラム圏の医療事情Ⅰ

授業方法：講義　イスラム教義の施しの倫理
予習：イスラム教，キリスト教，ユダヤ教の基礎について理解して
おく
復習：イスラム圏における医療についてまとめる
キーワード：major religions of the world

富田りか6 イスラム圏の医療事情Ⅱ

授業方法：演習、グループワーク
予習・復習：授業ごとに提示する
キーワード：interview technique, showing empathy

富田りか7 ムスリムとの面談演習

授業方法：演習、グループワーク
予習・復習：授業ごとに提示する
キーワード：interview technique, showing empathy

富田りか8 ムスリムとの面談演習

授業方法：講義
予習：東南アジア諸国の基本情報を理解しておく
復習：東南アジア諸国の医療情勢についてまとめる
キーワード：社会の成り立ち、生活環境、気候、原虫性感染症

富田りか9
東南アジアにおける医療事
情

授業方法：講義
予習：アフリカ大陸地域別気候を理解しておく
復習：東アフリカにおける医療情勢についてまとめる
キーワード：社会の成り立ち、生活環境、部族薬師と近代医療、
HIV/AIDS

富田りか10
東アフリカにおける医療事
情

授業方法：演習、グループワーク
予習・復習：授業ごとに提示する
キーワード：interview technique, showing empathy

富田りか11 フィリピン人との面談演習

授業方法：演習、グループワーク
予習・復習：授業ごとに提示する
キーワード：interview technique, showing empathy

富田りか12 フィリピン人との面談演習

授業方法：講義　政治と医療①：アメリカにおけるHIV/AIDS政策
予習：HIV/AIDSについて事前学習しておく
復習：講義時に指示する
キーワード：政治体制，偏見・差別

富田りか13 性的マイノリティと医療Ⅰ

授業方法：講義 政治と医療②：LGBTQ
予習：LGBTQについて調べておく
復習：性的マイノリティ者が医療を受ける際に生じうる問題をまと
める
キーワード：LGBTが国民として有する権利

富田りか14 性的マイノリティと医療Ⅱ

授業方法：演習、グループワーク
予習・復習：授業ごとに提示する
キーワード：interview technique, showing empathy

富田りか15
性的マイノリティ者との面
談演習

授業方法：演習、グループワーク
予習・復習：授業ごとに提示する
キーワード：interview technique, showing empathy

富田りか16
性的マイノリティ者との面
談演習
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人体の構造と機能Ⅲ

内ヶ﨑西作

人間と健康 （授業コード：82030）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Structure and Function of Human BodyⅢ 必修 講義 2年･春 2単位 30時間

科目ナンバリング：SB103

科目担当者 内ヶ﨑西作、佐藤二美

人体の基本的な構造と機能を系統的に学ぶとともに、ホメオシタシスや生体を防御するしくみ、生命をつなぐ生殖、生物の証であ
る個体の老化などについて学び、人間の身体内部で繰り広げられている生命活動、健康問題要因を理解する。
　循環器（１回）／腎・泌尿器（３回）／消化器（５回）／代謝（１回）／生殖器（３回）／解剖学演習（解剖見学：２回）

【１】 授業概要

１）心臓の収縮・末梢循環や血圧の調整、やリンパ管の構造や機能について説明できる
２）腎・泌尿器系臓器の名称や構造と機能について説明できる。
３）消化器系臓器（口から肛門までの消化管といわれる臓器系）の構造と機能について説明できる。
４）消化器系臓器（胆嚢・肝臓・膵臓）の構造と機能について説明できる。
５）代謝の概念と機能について説明できる。
６）生殖器系臓器の機能と構造、性差について説明できる。
７）実際の人体解剖を見学することにより、実際の人体構造と今まで学んだ知識とを関連付ける。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

予　習：指定教科書の当該学習箇所を読み、理解できない箇所をリストアップしておくこと。
講　義：講義では教科書の内容を扱い、授業計画に沿って進行する。印刷資料を配付するが、教科書を必ず持参すること。講義終
了時には、その日の講義に関するリアクションペーパーを提出する。講義開始時に、第1回目は1年時に学んだ内容、それ以降は前
回の講義の内容についての5分の小テストを行う（開始時間に間に合わない場合には受験できない）。小テストとリアクション
ペーパーの両者が提出されている場合に出席と見なす。（それらは次回の講義時に返却する）。
復　習：理解できないところについては、質問したり各種参考書で確認し、疑問は必ず早期に解決しておくこと。小テストについ
ても必ず復習しておくこと。
学習上の留意点：この講義で学ぶ内容は、看護・医療を学ぶ上での基礎となるものです。後にまとめて勉強しようとしても量が多
いのは経験済みのはずです。一夜漬けで試験は何とかなったとしても、多くを忘れていませんでしょうか？　看護師を目指す上で
の基礎知識として定着させるために日々１～２時間程度コツコツと予習・復習することが大切です。講義の中では実際の解剖の写
真を提示しながら進行します。たとえ、写真であっても、人として、医療者を目指す者として、亡くなった方への礼や畏敬の念を
忘れてはなりません。遺族が不快な思いをするようなことも慎まねばなりません。従って、いかなる理由であっても、講義の録画
や講義中に提示した写真等の撮影をしてはなりませんし、これが理解できない学生は医療者として不適格です。録画・写真撮影が
発覚した場合には、定期試験を受験できません。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生物学、化学、健康科学概論、生化学、微生物学、疾病と治療、薬理学、看護専門科目

【４】 関連科目

定期試験（筆記式：95％）、講義への取り組み（リアクションペーパー等：5％）を総合的に評価します。定期試験問題の50%は小
テストに関連した問題を出題します。小テストは小テスト終了後すぐに解説して回収し、次回の講義で返却します。理解度を皆さ
ん一人一人が把握する目的で行う形成的評価として用いますので、成績に直接は影響しません。自分自身の知識確認に役立てて下
さい。リアクションペーパーは次回の講義でコメントを付して返却します。再試験は100点満点で行う定期試験の点数に0.95を乗
じ、そこに各々の講義への取り組み点（0～5点）を加えた点数が60点に達しない学生に対して、定期試験に準じた100点満点の筆
記試験として行います。再試験受験者の評点は、再試験の点数に0.95を乗じてそこに各々の講義への取り組み点を加え、60点を超
えている場合に60点とします。

【５】 評価方法

系統看護学講座　人体の構造と機能 [１] 解剖生理学 　医学書院

【６】 教科書

◎「カラー図解 人体解剖の基本がわかる事典」竹内修二　西東社
◎「カラー図解 生理学の基本がわかる事典」石川 隆　西東社
○「コアテキスト 1　人体の構造と機能　第2版」下 正宗、前田 環 他 編 　医学書院
○「カラー図解　人体の正常構造と機能 全10巻縮刷版」坂井建男、河原克雅 編　日本医事新報社
○「やさしい生理学 改訂第6版」彼末一之、能勢 博 編　南江堂
「超カラー図解　看護自己学習　解剖生理学」渡辺正仁　森 禎章　金芳堂
「イラストでまなぶ解剖学」　松村 讓兒  　医学書院
「ポケットチューター 体表からわかる人体解剖学」南山堂
「プロメテウス解剖学アトラス コンパクト版」医学書院
「カラー基本解剖アトラス」西村書店
「ぜんぶわかる人体解剖図 ― 系統別・部位別にわかりやすくビジュアル解説」坂井 建雄、 橋本 尚詞　成美堂出版
「世界一簡単にわかる人体解剖図鑑」坂井 建雄　宝島社
「解いてわかる解剖生理学　テキスト・問題集」（医学教育出版）　　ほか解剖学・生理学に関する各種出版物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎○印は、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ共通の参考図書

【７】 参考書

講義の前後（概ね10分前後、或いは講義のある日の昼休み）。それ以外はメールに限る。
seisaku@aa.uno.ne.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内　　容：循環器（心臓の収縮・末梢循環・血圧・リンパ）
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p185～229を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：心拍出量・血圧・心臓の負荷・血管の構造・心不全・
リンパ管

内ヶ﨑　西作1
循環器　　　　　　（1年次
に十分に触れられなかった
部分）

内　　容：腎・泌尿器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p233～239を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：腎臓・糸球体・尿細管

内ヶ﨑　西作2 腎・泌尿器（１）

内　　容：腎・泌尿器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p248～253を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：尿管・膀胱・尿道・尿

内ヶ﨑　西作3 腎・泌尿器（２）

内　　容：腎・泌尿器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p239～248, 253～260を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：・傍糸球体装置・クリアランス・水の出納・酸塩基平
衡

内ヶ﨑　西作4 腎・泌尿器（３）

内　　容：消化器：口から肛門
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p66～76を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：口・歯・唾液・嚥下・咽頭・食道

内ヶ﨑　西作5 消化器：口から肛門（１）

人体解剖学実習見学 佐藤　二美6 解剖学演習

人体解剖学実習見学 佐藤　二美7 解剖学演習

内　　容：消化器：口から肛門
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p76～87を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：胃・十二指腸・小腸

内ヶ﨑　西作8 消化器：口から肛門（２）

内　　容：消化器：口から肛門
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p87～95を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：栄養素の消化と吸収・大腸

内ヶ﨑　西作9 消化器：口から肛門（３）

内　　容：消化器：肝・胆・膵
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p96～102を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：膵臓・肝臓・胆嚢

内ヶ﨑　西作10 消化器：肝・胆・膵

内　　容：腹膜と腸間膜
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p102～106を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：腹膜・腸間膜・大網・小網・腹腔内器官・後腹膜器官

内ヶ﨑　西作11 消化器：腹膜

内　　容：代謝と運動
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p33～36, 481～491を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：エネルギーの生成・ATP・代謝・運動・体温

内ヶ﨑　西作12 代謝と運動
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内　　容：生殖器
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p494～510を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：男性器と女性器

内ヶ﨑　西作13 生殖・発生と老化（１）

内　　容：受精と胎児の発生～分娩
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p510～526を読む
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：受精・胎児・胎盤・分化・母体の変化・分娩・胎児循
環

内ヶ﨑　西作14 生殖・発生と老化（２）

内　　容：成長と老化
授業方法：講義（講義中に示すスライドから画像を除いたものを講
義プリントとして配付する予定）
予　　習：教科書p526～536を読む（可能ならそれ以降も）
復　　習：各自のノートや講義プリントを見直し、教科書や参考書
を読み直して、知識の習得に努めること。
キーワード：成長・思春期・老化

内ヶ﨑　西作15 生殖・発生と老化（３）
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臨床栄養学

根本清光

人間と健康 （授業コード：82050）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Clinical Dieteics 必修 講義 2年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：SB105

科目担当者 根本清光・菅野裕一朗

栄養学は健康の維持・増進に関わるばかりではなく、患者の治療においても重要な役割を占めている。そこで、脂質の構造と機
能、タンパク質の構造と機能、酵素・補酵素とビタミン、酵素反応の阻害と調節、糖質の構造と機能、糖質代謝とエネルギー生
成、糖質代謝の調節、脂質代謝と代謝調節、タンパク質代謝と代謝調節などの栄養学の基礎を学び、さらに患者の栄養管理法や食
事療法、非経口栄養法など臨床栄養学について学習する。
（根本清光／７回）栄養学概論、栄養学基礎（栄養素の構造と機能など）
（菅野裕一朗／１回）栄養学基礎（代謝など）、臨床における栄養サポートなど

【１】 授業概要

・栄養学を学ぶ意義について説明できる。
・栄養素の分類、体内における役割を説明できる。
・栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。
・食品中の栄養素の栄養的価値について説明できる。
・エネルギー代謝に関わる栄養素の生体利用エネルギー、エネルギー消費量、エネルギー代謝量の測定法について概説できる。
・日本人の食事摂取基準およびわが国の栄養素摂取と健康状態の現状について説明できる。
・ライフステージにおける栄養の必要性について説明できる。
・栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。
・ライフステージにおける疾患と栄養管理について概説できる。
・疾病治療における栄養の重要性を説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業は、専門用語が多く出てくるため、予め予習をしておく必要があります。下記の講義スケジュールを確認し、事前にWeb
掲示板に掲載された講義資料や教科書、参考書の該当部分に目を通して下さい。このために、予習時間70分程度を費やします。
講義後は、講義ノート、講義資料、教科書および参考書を用いて講義内容を再確認するとともに、不足の内容について知識を補っ
て下さい。さらに、関連する練習問題を解き、理解をしっかり身に付けて下さい。このために、復習時間70分程度を費やします。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生化学、解剖生理学に関する科目が関連します。
今後、さまざまな臨床系の科目と関連します。

【４】 関連科目

到達目標を出題基準として実施する定期試験の成績（90％）および日々の学習状況（10％）により評価する。
フィードバック：定期試験、追・再試験実施後、解答・講評をWeb掲示板に掲示する。

【５】 評価方法

コンパクト栄養学　改訂第4版　監修：脊山洋右、廣野治子、編集：久保田俊一郎、寺本房子、南江堂
事前にweb掲示板に掲載された講義資料。

【６】 教科書

講義時に紹介する。

【７】 参考書

月曜日、火曜日、木曜日、金曜日　15時～18時
薬学部D209（根本）、D240（菅野）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

栄養の概念と栄養素の分類
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：五大栄養素

根本清光1 栄養素-1

五大栄養素の体内における役割
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：五大栄養素、食物繊維

根本清光2 栄養素-2

栄養素の消化、吸収、代謝
授業方式：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：消化、吸収、代謝

根本清光3 栄養素-3

食品中の栄養素の栄養的価値
授業方式：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：栄養価、NPC/N比

根本清光4 栄養素-4

エネルギー代謝、日本人の食事摂取基準、わが国の栄養素摂取と健
康状態の現状。
授業方式：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：基礎代謝量、食事摂取基準

菅野裕一朗5 疾患治療と栄養-1

ライフステージにおける栄養の必要性。
授業方式：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：栄養欠乏、栄養過剰

根本清光6 疾患治療と栄養-2

ライフステージにおける疾患と栄養管理。
授業方式：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：栄養スクリーニング、栄養アセスメント

根本清光7 疾患治療と栄養-3

疾患治療における栄養管理。
授業方式：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：栄養サポートチーム（NST）、栄養補給法、在宅栄養
療法、治療食

根本清光8 疾患治療と栄養-4
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疾病と治療Ⅱ

上芝元

人間と健康 （授業コード：82080）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pathophysiology and Treatment Ⅱ 必修 講義 2年･春 2単位 30時間

科目ナンバリング：SB108

科目担当者 本村昇・長尾建樹・長島誠・榊原隆次・上芝元・大城充

疾患のなりたちを理解するうえで重要な基本的病変と生体防御機構について学ぶ。さらにこれらの基礎的事項を踏まえ、代表的疾
患における病因・病態･診断･治療を理解する。疾病と治療Ⅱでは、呼吸器の疾患、循環器の疾患、消化器の疾患、脳・神経系の疾
患について学習し、知識の習得を目指す。
（上芝元／２回）呼吸器の内科的疾患の病因・病態と診断･治療
（長島誠／１回）呼吸器の外科的疾患の病因・病態と診断･治療
（上芝元／３回）循環器の内科的疾患の病因・病態と診断･治療
（本村昇／１回）循環器の外科的疾患の病因・病態と診断･治療
（上芝元／２回）消化器の内科的疾患の病因・病態と診断･治療
（大城充／２回）消化器の外科的疾患の病因・病態と診断･治療
（榊原隆次／３回）脳・神経の内科的疾患の病因・病態と診断･治療
（長尾建樹／１回）脳・神経の外科的疾患の病因・病態と診断･治療

【１】 授業概要

＜呼吸器疾患＞
・主な疾患の病因・病態、主な検査と診断について説明できる。
・主な内科的治療の特徴と管理について説明できる。
・慢性呼吸器疾患患者の社会生活支援について論述できる。
・主な手術療法の目的と術式の特徴、手術に伴う身体の形態・機能の変化について説明できる。
・手術前・中・後の管理、日常生活への影響について要点を説明できる。
＜循環器疾患＞
・主な疾患の病因・病態、主な検査と診断について説明できる。
・主な内科的治療の特徴と管理について説明できる。
・慢性循環器疾患患者の社会生活支援について論述できる。
・主な手術治療の目的と術式の特徴について説明できる。
・主な手術に伴う身体・臓器の形態・機能の変化について説明できる。
・手術前・中・後の管理、日常生活への影響について要点を説明できる。
＜消化器疾患＞
・主な疾患の病因・病態、主な検査と診断について説明できる。
・主な内科的治療の特徴と管理について説明できる。
・慢性消化器疾患患者の社会生活支援について論述できる。
・主な手術療法の目的と術式の特徴、手術に伴う身体の形態・機能の変化について説明できる。
・手術前・中・後の管理、日常生活への影響について要点を説明できる。
＜脳・神経疾患＞
・主な疾患の病因と病態、症状と経過、疾患に伴う機能の変化（機能障害）について説明できる。
・主な検査と診断について説明できる。
・主な内科的治療の特徴と管理について説明できる。
・疾患に伴う機能障害と患者の社会生活支援について論述できる。
・主な手術療法の目的と術式の特徴、手術に伴う身体の形態・機能の変化について説明できる。
・手術前・中・後の管理、日常生活への影響について要点を説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
本授業は疾病学・治療学の基本的な知識を習得し看護実践の基盤とすることをねらっているため、関連内容について予習に1時間
程度、復習に1時間程度を必要とする。
（榊原隆次）基本的には、講義形式で進め、一部スライド、診察手技の実技を交えながら進める。
（大城　充）授業内容の教科書該当部分に事前に目を通し、章末に掲載されている「課題と復習」を念頭において受講し、受講後
解答できるように努める。
（上芝　元）講義内容について教科書を用いて復習を行うこと。
（長島　誠）講義内容については、教科書を用いて予習に1時間程度、復習に1時間程度を必要とする。
（本村　昇）本授業は心臓血管外科学の基本的な知識を習得し看護実践の基盤とすることを目標としており、関連内容について予
習に2時間程度、復習にも2時間程度を要すると期待する。
（長尾建樹）脳神経の解剖生理の基礎知識があれば種々の脳神経疾患に対する脳神経外科手術治療の理解が容易になる。
【学習上の留意点】
人体の構造と機能を含めて、教科書や関連の書籍等で繰り返し学習することを勧める。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

神経解剖・生理・薬理学、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、疾病と治療Ⅰ・Ⅲ～Ⅴ

【４】 関連科目

定期試験　100％

【５】 評価方法
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（榊原隆次）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅲ　腎・泌尿器系／脳・神経系／精神／女性生殖器系／小児　2010　南江堂
（上芝　元）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅰ　全身性／呼吸器系／循環器系／感染症／中毒／救急　2010　南江堂
看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅱ　消化器系／代謝・内分泌系／血液・造血器系／アレルギー／膠原病　2010　南江堂
（長島　誠）看護学テキストNiCE 疾病と治療I　全身性／呼吸器系／循環器系／感染症／中毒／救急　2010　南江堂
（大城　充）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅱ　消化器系／代謝・内分泌系／血液・造血器系／アレルギー／膠原病　2010　南
江堂
（長尾建樹）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅲ　腎・泌尿器系／脳・神経系／精神／女性生殖器系／小児　2010　南江堂
（本村　昇）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅰ　全身性／呼吸器系／循環器系／感染症／中毒／救急　2010　南江堂

【６】 教科書

授業中紹介する場合がある。

【７】 参考書

（榊原隆次）講義終了後に質問を受け付ける。メール（sakakibara@sakura.med.toho-u.ac.jp）での質問も受け付ける。
（上芝　元）講義終了後 30 分程度 質問を受け付ます。また、ueshiba@med.toho-u.ac.jpで質問受け付けます。
（大城　充）非常勤講師については、各授業終了後に教室で、あるいはWebmailにて質問を受ける。
（長島　誠）講義終了後に質問を受け付ける。メール（nagashima@sakura.med.toho-u.ac.jp）での質問も受け付ける。
（本村　昇）電話: 東邦大学医療センター佐倉病院　心臓血管外科　043-462-8811
講義終了後に質問を受け付ける。またメール(教官を介して連絡する): noboru@motomura.orgでの質問も受け付ける。
（長尾建樹）授業開講日。あるいはWebmailで質問を受ける。nagaot@sakura.med.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

【内容】感染症（肺炎、肺結核など）、慢性閉塞性肺疾患、気管支
喘息
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
【キーワード】肺炎、肺結核、肺気腫、気管支喘息、

上芝元1
呼吸器の内科的疾患の病
因・病態と診断・治療
（１）

【内容】肺腫瘍、過換気症候群、成人呼吸促迫症候群
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
【キーワード】肺癌、過換気症候群、成人呼吸促迫症候群

上芝元2
呼吸器の内科的疾患の病
因・病態と診断・治療
（２）

【内容】原発性肺癌、転移性肺癌、自然気胸、続発性気胸、良性肺
腫瘍、胸腔鏡手術、術後管理、胸腔ドレーン
【授業方法】講義
【予習・復習】講義毎に提示する
【キーワード】肺癌、気胸、胸腔鏡手術

長島誠3
呼吸器の外科的疾患の病
因・病態と診断･治療

【内容】不整脈、心不全、ショック、高血圧、虚血性心疾患（狭心
症、心筋梗塞）
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
【キーワード】不整脈、心不全、ショック、高血圧、狭心症、心筋
梗塞

上芝元4
循環器の内科的疾患の病
因・病態と診断・治療
（１）

【内容】心臓弁膜症、感染性心内膜炎、心筋症及び心筋炎
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
【キーワード】心臓弁膜症、感染性心内膜炎、心筋症及び心筋炎

上芝元5
循環器の内科的疾患の病
因・病態と診断・治療
（２）

【内容】大動脈瘤、末梢動脈及び静脈疾患（閉塞性動脈硬化症、血
栓性静脈炎）
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
【キーワード】大動脈瘤、閉塞性動脈硬化症、血栓性静脈炎

上芝元6
循環器の内科的疾患の病
因・病態と診断・治療
（３）

【内容】人工心肺、冠動脈バイパス術、弁膜症手術、大血管手術の
実際
【授業方法】講義
【予習・復習】講義内容について教科書の該当部分で予習・復習を
行う。
キーワード：人工心肺、冠動脈バイパス術、弁膜症手術、大動脈
瘤・大動脈解離手術

本村昇7
循環器の外科的疾患の病
因・病態と診断･治療（４）

【内容】食道疾患（逆流性食道炎、食道癌）、胃・十二指腸疾患
（胃炎、胃・十二指腸潰瘍、胃癌）腸疾患（クローン病、潰瘍性大
腸炎、大腸癌、大腸ポリープ、過敏性腸症候群、腸閉塞、虫垂炎）
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
【キーワード】逆流性食道炎、食道癌、胃炎、胃・十二指腸潰瘍、
胃癌、
クローン病、潰瘍性大腸炎、大腸癌、大腸ポリープ、過敏性腸症候
群、腸閉塞、虫垂炎

上芝元8
消化器の内科的疾患の病
因・病態と診断・治療
（１）

【内容】肝炎及び肝硬変、脂肪肝、胆石及び胆のう炎、膵炎、肝・
胆・膵の腫瘍
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
【キーワード】肝炎、肝硬変、脂肪肝、胆石、胆のう炎、膵炎、肝
癌、胆のう癌、膵癌

上芝元9
消化器の内科的疾患の病
因・病態と診断・治療
（２）

【内容】食道癌、胃癌、膵臓癌、胆嚢胆管癌、肝臓癌、結腸癌・直
腸癌、胆石･胆嚢炎、潰瘍性大腸炎、腸閉塞、腹膜炎
【授業方法】講義
【予習】各臓器の解剖、各疾患の好発年齢、性差、症状、検査方
法、各疾患の外科的治療法など
【復習】講義終了後に提示する。
【キーワード】治療、炎症、癌

大城充10
消化器の外科的疾患の病
因・病態と診断･治療（１）

上に同じ 大城充11
消化器の外科的疾患の病
因・病態と診断･治療（２）

【内容】神経内科疾患: 救急疾患(脳卒中、髄膜炎、脳炎など)、自
己免疫疾患(ギラン・バレー症候群、多発性硬化症、重症筋無力症
など)、難病(パーキンソン病、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化
症など)、加齢に伴う疾患(かくれ脳梗塞、アルツハイマー病など)
等を扱う。教科書を読んでくるよう。
【授業方法】講義
【予習・復習】講義毎に提示する。
【キーワード】脳卒中、ギラン・バレー症候群、パーキンソン病、
アルツハイマー病

榊原隆次12
脳・神経の内科的疾患の病
因・病態と診断･治療（１）
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上に同じ 榊原隆次13
脳・神経の内科的疾患の病
因・病態と診断･治療（２）

上に同じ 榊原隆次14
脳・神経の内科的疾患の病
因・病態と診断･治療（３）

【内容】脳血管障害、脳腫瘍、頭部外傷
【授業方法】講義
【予習】
テキスト（ＮＩＣＥ　疾病と治療Ⅲ）
Ｐ84～　Ａ．意識障害
Ｐ87～　Ｂ．けいれん
Ｐ92～　Ｄ．頭蓋内圧亢進
Ｐ103～　Ｉ．運動麻痺
Ｐ107～　Ｋ．感覚障害
余裕があれば以下も予習を
Ｐ187～　Ｊ．一般的な開頭術、Ｋ．穿頭術、Ｌ．経蝶形骨洞手術
Ｐ196～　Ｎ．脳室腹腔短絡術
Ｐ199～　Ｐ．脳血管内治療
【復習】
Ｐ158～　Ａ．頭部外傷、　Ｂ．くも膜下出血、　Ｃ．脳出血、
Ｄ．成人に好発する悪性腫瘍、　Ｅ．成人に好発する良性腫瘍
【キーワード】
開頭術、穿頭術、経蝶形骨洞手術、脳室腹腔短絡術、脳血管内治療
頭部外傷、くも膜下出血、脳出血、成人の悪性腫瘍、
成人の良性腫瘍

長尾建樹15 脳神経外科疾患と手術
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疾病と治療Ⅲ

本山　治

人間と健康 （授業コード：82090）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pathophysiology and Treatment Ⅲ 必修 講義 2年･春 2単位 30時間

科目ナンバリング：SB109

科目担当者 中川晃一・常喜信彦・鈴木啓悦・本山治・木下俊彦・上芝元

疾患のなりたちを理解するうえで重要な基本的病変と生体防御機構について学ぶ。さらにこれらの基礎的事項を踏まえ、代表的疾
患における病因・病態･診断･治療を理解する。疾病と治療Ⅲでは、運動器の疾患、腎･泌尿器の疾患、内分泌･代謝の疾患、先天性
の疾患、性･生殖器の疾患について学習し、知識の習得を目指す。
（中川晃一／２回）運動器(整形外科)の疾患の病因・病態と診断･治療
（常喜信彦／１回）腎・泌尿器の内科的疾患の病因・病態と診断･治療
（鈴木啓悦／２回）腎・泌尿器の外科的疾患の病因・病態と診断･治療
（上芝元／３回）内分泌の疾患の病因・病態と診断･治療
（本山治／４回）先天性(小児科)疾患の病因・病態と診断･治療
（木下俊彦／３回）性・生殖器(婦人科・産科)疾患の病因・病態と診断･治療

【１】 授業概要

＜運動器系疾患＞
・主な疾患の病因・病態、症状と経過、疾患に伴う形態と機能の変化（機能障害）について説明できる。
・主な検査と診断、治療の特徴と管理について説明できる。
・疾患に伴う機能障害と患者の社会生活支援について論述できる。
＜腎・泌尿器系疾患＞
・主な腎臓系疾患の症状・原因・進行機序・治療方法を説明することができる。
・主な泌尿器・男性生殖器系疾患の症状・原因・進行機序・治療方法を説明することができる。
・主として外科的治療の対象となる疾患３つについて、病因と病態、主な検査と診断について説明できる。
・主な３つの疾患の手術療法の目的と術式の特徴、手術に伴う身体の形態・機能の変化について説明できる。
・手術前・中・後の管理、日常生活への影響について要点を説明できる。
＜内分泌・代謝系疾患＞
・主な疾患の病因と病態、症状と経過について説明できる。
・主な検査と診断、治療の特徴と管理について説明できる。
・疾患に伴う機能障害と患者の社会生活支援について論述できる。
＜小児疾患、先天性の疾患＞
・小児に特有の主な疾患の病態、症状と経過について説明できる。
・主な検査の特徴と診断、治療の特徴について説明できる。
・小児疾患に伴う機能障害と患者の社会生活支援について論述できる。
＜性・生殖器(婦人科)疾患＞
・子宮、卵巣を中心とした主な婦人科臓器疾患の概要について説明できる。
・生殖の基礎と臨床を結び付けて説明できる。
・婦人科臓器疾患における母性保護について考察したことを述べることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習
本授業は疾病学・治療学の基本的な知識を習得し看護実践の基盤とすることをねらっているため、関連内容について予習に1時間
程度、復習に1.5時間程度を必要とする。
（鈴木啓悦）「人体の構造と機能」など関連科目を復習して臨むこと。
授業では主な疾患について画像なども含めて実地的な内容の学習を中心する。教科書的な基礎的な知識を理解するため、予習1時
間程度、復習1.5時間程度を費やします。
（上芝　元）講義内容について教科書を用いて復習を行うこと。
（常喜信彦）慢性腎臓病に関して予習30分・復習30分を行う。
（木下俊彦）授業内容は教科書を中心として行うが実際の現場で得た画像なども提示するので授業中の学習を中心とする。予習1
時間程度、復習に1.5時間程度を費やします。
（本山　治）講義内容について教科書を用いて予習30分・復習30分を行う。
学習上の留意点
（鈴木啓悦）泌尿器科疾患は高齢化社会の到来とともに増加している。尿路・生殖器など比較的幅広い疾患を取り扱っているが、
まず主な疾患に関する知識を学習し、疾患特異的な看護について理解するようにする。
（中川晃一）運動器疾患は患者の活動性に影響を与え、看護や介護の必要性に大きく関わってくる。その点をよく念頭に置いて学
習することが重要である。授業は関節疾患と脊椎疾患の２回に分けて行う。それぞれにつき、基本的な解剖をあらかじめ理解して
おくことが必要となる。疾患はその病態により、外傷、変性疾患、炎症性疾患、代謝性疾患、腫瘍などに分類して理解するように
する。
（本山　治）講義内容について教科書を用いて復習を行う。
人体の構造と機能を含めて、教科書や関連の書籍等で繰り返し学習することを勧める。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、疾病と治療Ⅰ・Ⅲ～Ⅴ
（鈴木啓悦）人体の構造と機能
（中川晃一）解剖生理学（骨筋系、神経系）
（木下俊彦）新生児学
（本山　治）小児外科

【４】 関連科目

定期試験　100％
試験は、結果を返却する。

【５】 評価方法
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（鈴木啓悦）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅲ　腎・泌尿器系／脳・神経系／精神／女性生殖器系／小児　2010　南江堂
（上芝　元）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅱ　消化器系／代謝・内分泌系／血液・造血器系／アレルギー／膠原病　2010　南
江堂
（中川晃一）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅳ　運動器系／皮膚／眼／耳鼻咽喉／歯・口腔　2010　南江堂
（常喜信彦）Super Select Nursing腎・泌尿器疾患、Gakken
（木下俊彦）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅲ　腎・泌尿器系／脳・神経系／精神／女性生殖器系／小児　2010　南江堂
（本山　治）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅲ　腎・泌尿器系／脳・神経系／精神／女性生殖器系／小児　2010　南江堂

【６】 教科書

（鈴木啓悦）授業時に関連文献を紹介する。
（中川晃一）必要に応じて授業内で紹介する。系統看護学講座　専門分野Ⅱ 運動器（成人看護学10）
（木下俊彦）標準産婦人科学（医学書院）
（本山　治）医学書院「小児臨床看護各論　小児看護学２」

【７】 参考書

（鈴木啓悦）講義終了後30分程度質問を受け付ける。メールでの質問も受け付ける。初講で、メールアドレスが記載されたレジュ
メを配布する
（上芝　元）講義終了後 30 分程度 質問を受け付けます。また、ueshiba@med.toho-u.ac.jpで質問受け付けます。
（中川晃一）講義終了後30分程度質問を受け付ける。メールでの質問も受け付ける。メールアドレス：konakag@med.toho-u.ac.jp
（常喜信彦）講義終了後30分程度質問を受け付ける。メールでの質問も受け付ける。メールアドレス：jokinobuhiko@gmail.com
（木下俊彦）講義終了後30分程度質問を受け付ける。随時メールでの質問も受け付ける。メールアドレス：kino@sakura.med.
toho-u.ac.jp
（本山　治）
本山　治（准教授）：火曜日12～13時　東邦大学医療センター佐倉病院小児科医局へ連絡してください。講義終了後30分程度質問
を受け付ける。
小松陽樹（准教授）：水曜日12～13時　東邦大学医療センター佐倉病院小児科医局へ連絡してください。講義終了後30分程度質問
を受け付ける。メールでの質問も受け付ける。メールアドレス：haruki.komatsu@med.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

【内容】関節疾患（変形性関節症、関節リウマチ、四肢・関節の外
傷）
【授業方法】講義
【予習・復習】教科書における整形外科分野の予習30分・復習30分
キーワード：関節、変形性関節症、リウマチ、外傷

中川晃一1 運動器系疾患(1)

【内容】脊椎疾患（神経診察、変形性脊椎症、骨粗鬆症、脊椎外
傷）
【授業方法】講義
【予習・復習】教科書における整形外科分野の予習30分・復習30分
キーワード：脊椎、変形性脊椎症、骨粗鬆症、神経診察

高橋宏2 運動器系疾患(2)

【内容】慢性糸球体腎炎・糖尿病性腎症・高血圧性腎硬化症に関し
てスライドを用いての座学
【授業方法】講義
予習・復習：教科書における内科分野の予習30分・復習30分
キーワード：慢性腎臓病

常喜信彦3
腎・泌尿器の内科的疾患の
病因・病態と診断・治療

【内容】
・腎泌尿器・男性生殖器疾患の症状と徴候
・腎疾患の病態と治療
【授業方法】講義
予習：1時間程度
復習：1.5時間程度
キーワード：腎泌尿器疾患、男性生殖器疾患、症状、検査、治療、
日常生活への影響

鈴木啓悦4
腎・泌尿器の外科的疾患の
病因・病態と診断・治療
（1）

【内容】
・泌尿器・男性生殖器系疾患の診断と治療
【授業方法】講義
予習：1時間程度
復習：1.5時間程度
キーワード：腎臓がん、膀胱がん、前立腺がん、尿路結石症、尿路
性器感染症、腎移植、手術

鈴木啓悦5
腎・泌尿器の外科的疾患の
病因・病態と診断・治療
（2）

【内容】内分泌疾患の分類・診断法・治療法、高尿酸血症及び痛
風・脂質異常症
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
キーワード：視床下部-下垂体-内分泌腺の系、高尿酸血症、痛風、
脂質異常症

上芝　元6 内分泌系疾患 (1)

【内容】糖尿病の分類・合併症・糖尿病性昏睡
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】２時間
キーワード：1型糖尿病、2型糖尿病、三大合併症、糖尿病性昏睡、
低血糖

上芝　元7 内分泌系疾患 (2)

【内容】下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎の疾患
【授業方法】講義
【予習】30分
【復習】2時間
キーワード：下垂体前葉機能低下症、先端巨大症、甲状腺機能亢進
症、甲状腺機能低下症、甲状腺癌、副甲状腺機能亢進症、副甲状腺
機能低下症、クッシング症候群、アジソン病、原発性アルドステロ
ン症、褐色細胞腫

上芝　元8 内分泌系疾患 (3)

【内容】消化器・腎疾患、悪性新生物（白血病）
【授業方法】講義
【予習・復習】講義内容について教科書の該当部分で予習・復習を
行う。
キーワード：炎症性腸疾患、急性乳幼児下痢症、溶連菌感染後急性
糸球体腎炎、ネフローゼ症候群、白血病

本山　治9
小児疾患の病因・病態と診
断・治療(1)

【内容】代謝性疾患、アレルギー性疾患、神経疾患
【授業方法】講義
【予習・復習】講義内容について教科書の該当部分で予習・復習を
行う。
キーワード：１型糖尿病、食物アレルギー、気管支喘息、けいれん
性疾患、脳性麻痺

本山　治10
小児疾患の病因・病態と診
断・治療(2)

【内容】小児に特徴的な感染症（ウイルス性、細菌性）
【授業方法】講義
【予習・復習】講義内容について教科書の該当部分で予習・復習を
行う。
キーワード：麻疹、風疹、突発性発疹症、水痘、流行性耳下腺炎、
百日咳、溶血性連鎖球菌感染症

小松陽樹11
小児疾患の病因・病態と診
断・治療(3)

【内容】先天性心疾患、新生児の疾患
【授業方法】講義
【予習・復習】講義内容について教科書の該当部分で予習・復習を
行う。
キーワード：心室中隔欠損症、心房中隔欠損症、右左短絡群、川崎
病、新生児仮死、低出生体重児、呼吸窮迫症候群

小松陽樹12
小児疾患の病因・病態と診
断・治療(4)
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【内容】婦人科疾患の臨床
①子宮、卵巣に発生する良性疾患を学習する。②悪性疾患を学習す
る。
【授業方法】講義
【予習】講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
【復習】講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：子宮腫瘍　卵巣腫瘍　子宮がん　卵巣がん

木下俊彦13 女性生殖器疾患

【内容】生殖の基礎と臨床
①排卵の仕組み、受精の仕組みを学び着床、そして妊娠成立、分娩
への流れを理解する。
【授業方法】講義
【予習】講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
【復習】講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：排卵　受精　着床　分娩

木下俊彦14 生殖の基礎と臨床

【内容】婦人科疾患、妊娠と看護
婦人科疾患と妊孕性の問題や妊娠中及び産褥期において看護が果た
す役割について考える。
【授業方法】講義
【予習】講義予定項目を予め教科書で確認しておく。1時間程度
【復習】講義内容を整理し記録する。1.5時間程度
キーワード：看護の役割　母性への関わり

木下俊彦15
婦人科疾患・妊娠の看護と
母性保護
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リハビリテーション論

菅原仁

人間と健康 （授業コード：82140）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Rehabilitation 必修 講義 2年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：SB114

科目担当者 菅原仁

疾患や外傷により身体機能に障害が起こると、生活行動のみならず、人間関係や社会参加などにも制約が及ぶ。障害を持つ人がそ
の人らしく自律して生きていくことを支援する具体的な方法として、理学療法、作業療法、言語療法を学び、疾病の治療のみでな
く対象の生活を全体として捉えサポートする視点を養う。

【１】 授業概要

 1．リハビリテーションの理念を説明できる。
 2．リハビリテーション専門職の役割と独自性を説明できる。
 3．リハビリテーション医療の専門用語を説明できる｡
 4．身体機能障害が日常生活に及ぼす影響について説明できる。
 5．障害モデルおよび生活機能モデルを説明できる。
 6．リハビリテーション活動における倫理的課題と対応について3つ以上説明できる。
 7．リハビリテーションのチーム活動に関する課題について3つ以上説明できる。
 8．リハビリテーション評価について説明できる。
 9．疾患、障害の理解と問題点を抽出できる。
10．疾患、障害に合わせたリハビリテーション計画を立案できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

課題を指示するので、事前に調べておくこと。また、リハビリーション医療の理解には、疾病の理解をはじめ介護・保健領域の知
識が必要となり、関連分野の事前学習についても指示する。また、講義で学んだことを使える知識にするために復習も必要となる
（予習・復習を合わせて１時間が必要です）。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

「人体の構造と機能」「疾病と治療」「臨床心理学」「機能障害のある患者の看護」、看護学・臨地実習

【４】 関連科目

定期試験50％、課題・小テスト50％
フィードバック方法：課題については、その都度、講義内で解説を行いリハビリテーションにおける重要性についてコメントす
る。
また、小テストは、次回の講義内で返却し、解説を行い正しい知識が身につくようにする。

【５】 評価方法

武田宣子他：系統看護学講座 リハビリテーション看護，医学書院

【６】 教科書

武藤芳照編集：ここまでできる転倒予防、日本看護協会出版会

【７】 参考書

授業終了後（30分程度）に非常勤講師室、あるいはE-mail（sugawarahi@stf.teu.ac.jp）で質問等を受け付けます。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：リハビリテーションの定義と理念・リハビリテーションの対
象と制度、関連職種の役割
授業方法：講義
予習：ノーマライゼーションの意義を理解する。教科書の2から6
ページを読む。
復習：ケースを提示するので、関連職種の役割を示す。
キーワード：ノーマライゼーション

菅原　　 仁1
リハビリテーション概論
リハビリテーション理論(1)

内容：疾病・障害・生活機能の分類・構造・リハビリテーションに
おける障害の評価
授業方法：講義
予習：ICFの分類構造の用語を調べる。
復習：ケースを提示するので、ICFを使って構造化する。
キーワード：ICIDH、ICF、障害の評価、評価手法

菅原　　 仁2
ICIDHとICF
リハビリテーション理論(2)

内容：リハビリテーション実践の過程・リハビリテーション活動に
おける倫理的課題と対応
授業方法：講義
予習：ADL、IADL（APDL）とは何か調べる。
復習：ケースを提示するので、リハビリテーションによる介入方法
を考える。
キーワード：ADL、IADL（APDL）、身体の構造と機能、アセスメン
ト、計画・実施・評価、擁護、倫理

菅原　　 仁3 リハビリテーション理論(3)

内容：運動器系障害のリハビリテーション
授業方法：講義・グループワーク
予習：末梢神経の名称を調べる。
復習：運動器系障害のケースを提示するので問題点を整理する。
キーワード：運動器の構造と機能、末梢神経

菅原　　 仁4
リハビリテーション方法論
(1)

内容：運動器系障害の痛みに対するリハビリテーション
授業方法：講義・グループワーク
予習：痛みの伝導路について調べる。
復習：痛みへのアプローチ方法について整理する。
キーワード：炎症メディエーター、感作

菅原　　 仁5
リハビリテーション方法論
(2)

内容：中枢神経障害のリハビリテーション　～運動麻痺を考える～
授業方法：講義・グループワーク
予習：末梢神経と中枢神経の障害の違いを理解する。
復習：中枢神経系障害のケースを提示するので問題点を整理する。
キーワード：中枢神経系の構造と機能

菅原　　 仁6
リハビリテーション方法論
(3)

内容：中枢神経障害のリハビリテーション　～高次脳機能障害を考
える～
授業方法：講義・グループワーク
予習：ブロードマンの大脳地図を理解する。
復習：高次脳機能障害における問題点を整理する。
キーワード：高次脳機能障害

菅原　　 仁7
リハビリテーション方法論
(4)

内容：呼吸・循環器障害のリハビリテーション
授業方法：講義・グループワーク
予習：閉塞性、拘束性肺障害の違い、虚血性心疾患の病態を調べる
復習：呼吸器系障害のケースを提示するので問題点を整理する。
キーワード：呼吸・循環器系の構造と機能、COPD、心不全

菅原　　 仁8 ケーススタディ
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臨床遺伝学

久保田宗一郎

人間と健康 （授業コード：82150）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Clinical Genetics 選択 講義 2年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：SB115

科目担当者 久保田宗一郎

遺伝学は、生物の遺伝現象を究明する学問であり、臨床遺伝学は、遺伝性の病態、疾患について究明する学問である。本科目で
は、生物の形質の伝達、発現の様式と機構など遺伝学の基礎を学び、遺伝性疾患の病態、遺伝子検査、遺伝に関わる倫理課題など
の理解を深める。さらに、臨床遺伝学の現状と展望について考察する。

【１】 授業概要

１．メンデルの遺伝学を理解し、その論拠となる実験を説明できる。
２．近代分子生物学の発展が、遺伝子とは何かを導き出した。この遺伝子とは何かの論拠となる実験を説明できる。
３．遺伝子であるDNAの複製様式を理解し、その論拠となる実験を説明できる。
４．染色体の役割と、細胞周期、生活環との関連を理解し、その体細胞分裂と減数分裂の違いを説明できる。
５．セントラルドグマとそれに基づく遺伝情報の伝搬を理解し、その遺伝暗号を読み解くことができる。
６．ヒトゲノムと染色体異常、遺伝子量補正について理解し、性分化について説明できる。
７．遺伝性疾患の病態や遺伝子検査など、遺伝と疾患、またその倫理課題について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

高校生物の関連分野を予め復習してから講義に臨む。また、講義の復習は配布プリントを中心に、各自が関連する文献を用いて行
う。この授業には、予習60分程度、復習90分程度を費やします。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

生物学入門、生物学、生化学、疾病と治療Ⅴ

【４】 関連科目

試験（持ち込み不可）と講義中に課題を出し評価する。定期試験（70％）、課題レポート（30％）
フィードバック方法：模擬問題を講義中に課し、回収、返却後に模範解答の解説を行う。

【５】 評価方法

指定教科書：遺伝医学への招待・改訂第５版（新川詔夫/太田亨著、南江堂）
資料（プリント等）は講義中に配布する

【６】 教科書

「クロー遺伝学概説・第８版」（木村資生他訳、培風館）
「分子遺伝学」（三浦謹一郎編、裳華房）
「細胞遺伝学」（佐々木本道編、裳華房）
「一目でわかる臨床遺伝学・第２版」（古関明彦監訳、メディカルサイエンスインターナショナル）他

【７】 参考書

月・13時～20時〔理学部Ⅰ号館３階1302A室〕。
メールにて事前の訪問日時の調整が望ましい（初講で、メールアドレスが記載されたレジメを配布する）。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：遺伝物質に求められる条件を理解し、遺伝物質の化学的な特
性を学修する。メンデルの遺伝の法則を理解し、その応用例を学修
する。
授業方法：講義形式
予習：遺伝物質が何かを証明した実験を、高校生物の教科書を用い
て予め理解しておく。
復習：遺伝物質に関する計算問題、メンデル遺伝の問題を解いてく
る。
キーワード：メンデル

久保田宗一郎1 遺伝物質とメンデル遺伝

内容：細胞周期を理解し、細胞周期とDNAの複製の詳細を学修す
る。
授業方法：講義形式
予習：細胞周期の概要を、高校生物の教科書を用いて予め理解して
おく。
復習：DNAの複製様式、特にオカザキ・フラグメントの実験に関す
る問題を解いてくる。
キーワード：DNA

久保田宗一郎2 細胞周期とDNA複製

内容：体細胞分裂と減数分裂の詳細を理解し、二つの分裂の違いを
学修する。
授業方法：講義形式
予習：体細胞分裂と減数分裂の概要を、高校生物の教科書を用いて
予め理解しておく。
復習：組み換え率の計算問題を解いてくる。
キーワード：染色体

久保田宗一郎3 体細胞分裂と減数分裂

内容：遺伝子の構造を理解し、各領域な特性を学修する。オペロン
を理解し、微生物と真核生物の遺伝子構造の違いを学修する。
授業方法：講義形式
予習：高校生物の教科書で習った遺伝子について予め理解してお
く。
復習：オペロンの問題を解いてくる。
キーワード：遺伝子

久保田宗一郎4 遺伝子の構造とオペロン

内容：セントラルドグマを理解し、セントラルドグマの流れに合わ
ない現象を学修する。転写・翻訳の工程を理解し、その詳細を学修
する。
授業方法：講義形式
予習：セントラルドグマの概要を、高校生物の教科書を用いて予め
理解しておく。
復習：遺伝暗号表に関する問題を解いてくる。
キーワード：コドン

久保田宗一郎5 セントラルドグマ

内容：性染色体と伴性遺伝を理解し、性決定の仕組みと性染色体と
遺伝病の関係を学修する。
授業方法：講義形式
予習：性染色体の概要を、高校生物の教科書を用いて予め理解して
おく。
復習：伴性遺伝に関する問題を解いてくる。
キーワード：性

久保田宗一郎6 性染色体と伴性遺伝

内容：ヒトゲノムの概要と遺伝子量補償を理解し、X染色体不活性
化を学修する。
授業方法：講義形式
予習：ヒトゲノムの概要を、高校生物の教科書を用いて予め理解し
ておく。
復習：X染色体不活性化から三毛ネコの毛色の問題を解く。
キーワード：ゲノム

久保田宗一郎7 ヒトゲノムと遺伝子量補償

内容：遺伝性疾患の病態や遺伝子検査などを理解し、遺伝と疾患、
またその倫理課題を学修する。加えて臨床遺伝学の現状と展望につ
いて考察・討議する。
授業方法：講義形式
予習：代表的な遺伝性疾患や検査方法について教科書を用いて予め
理解しておく。
復習：遺伝と疾患について、その倫理問題も含めた問題を解く。
キーワード：病と遺伝

久保田宗一郎8
遺伝性疾患、臨床遺伝学の
現状と展望
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臨床心理学

松﨑淳人

人間と健康 （授業コード：82160）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Clinical Psycology 選択 講義 2年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：SB116

科目担当者 松﨑淳人、若林聖子

臨床心理学は、人が日々接する様々な現象を“心”の視点から説明する心理学の一分野として、“ヒトとヒトが向かい合うことで
生じた問題”を改善する方法を研究し体系化した学問である。本講義では、まず心理学の基礎知識を概観し、次に臨床心理学の基
礎を学び、臨床現場で求められる事象の解決方法を習得する。

【１】 授業概要

看護学生として医療のみならず一般的な心理課題を抱えた人に対し適切な接し方についてのカウンセリングの原則が説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この授業はオリエンテーション時を除き、授業内容の理解を促進するために予習を３０分程度、授業内容の整理と記憶の定着のた
めに復習を１時間程度費やす。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

予め学んでおくと良い科目：コミュニケーション論、心理学
この科目に続く内容の科目：精神看護学概論

【４】 関連科目

定期試験（５０％）、課題レポート２題（４０％）、日々の学習状況（１０％）
課題レポートは次回の授業で課題の中の特徴的な見解や誤解についてコメントする。

【５】 評価方法

下田晴彦（編）よくわかる臨床心理学　ミネルバ書房　2009

【６】 教科書

米国精神医学会　DSM－５精神疾患の診断・統計マニュアル　医学書院　2014

【７】 参考書

平日１０時から１５時まで医学部本館４０１事務室内臨床支援室２７１４に連絡
随時（メール等で事前に連絡のこと）matsuzaki@med.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：臨床心理学とは
各種精神（心理）療法の概説
臨床心理に関連する代表的な精神及び行動の障害
授業方法：講義
予習復習の方法等の説明
キーワード：メンタルヘルス

松﨑淳人1 オリエンテーション

内容：対人関係とコミュニケーション
発達理論
コミュニケーション理論
ライフサイクル理論
発達障害と臨床
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：対人関係

松﨑淳人2 コミュニケーション理論

内容：精神分析理論とその関連分野
古典的精神分析療法
精神分析的精神療法
交流分析、エゴグラム(標準型精神分析療法）
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：精神療法

松﨑淳人3 精神分析理論とその周辺

内容：各種カウンセリング理論の紹介とその実践状況
ブリーフサイコセラピー
解決指向型アプローチ
積極的傾聴法
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：ブリーフサイコセラピー

松﨑淳人4 各種カウンセリング理論

内容：パーソナリティ障害とその臨床
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：パーソナリティ障害

松﨑淳人5 パーソナリティ理論

内容：心理アセスメント概論
知能検査
授業方法：講義、演習（摸擬症例をもちいて授業中に実施を体験す
る）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：発達検査、知能検査

若林聖子6 心理アセスメント技法１

内容：投影法、質問紙法によるアセスメント
授業方法：講義、演習（摸擬症例をもちいて授業中に実施を体験す
る）
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：投影法、質問紙法

松﨑淳人7 心理アセスメント技法２

内容：認知・行動療法
認知療法
行動療法
その他心理療法に関連する周辺分野の紹介
授業方法：講義
予習・復習：講義毎に提示する
キーワード：認知・行動療法

松﨑淳人8
認知・行動療法、その他の
心理関連療法

- 37 -



看護展開論

髙橋良幸

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Nursing Process 必修 演習 2年･春 1単位 30時間

科目担当者 渡邊尚子・田中美穂・近藤陽子・髙橋良幸・蜂ヶ崎令子・瀧口千枝・松浦麻子・鈴木俊美・水流添秀行・笠間秀一

　看護を展開する方法論として、問題解決過程を学ぶ。看護過程の目的や意義、概念とその構成要素について理解する。既習の知
識を活用して、看護学の視点から情報を収集・分析し、看護計画の立案・実施・評価する一連のプロセスを習得する。
（近藤陽子／２回）看護展開の基礎知識、看護過程の概説
（田中美穂／５回）対象者の基本的欲求を支援する看護過程の展開方法
（髙橋良幸／１回）回復過程にある対象者への看護過程の概説
 （共同／７回）回復過程にある対象者への看護過程の展開方法
（渡邊尚子・髙橋良幸・蜂ヶ崎令子・瀧口千枝・松浦麻子・鈴木俊美・水流添秀行・笠間秀一）

【１】 授業概要

１．看護の対象者について看護の視点から考え表現することができる。
２．看護の対象者の健康に関する情報について具体的に説明できる。
３．看護の対象者の健康について全人的な視点から考え表現することができる。
４．看護の対象者の健康に資する看護援助を計画することができる。
５．自己の看護観を客観視し、看護専門職としての学習課題を述べることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

　本演習は、授業で学習した内容に積み上げて次の学習に進むため、前回までの配付資料や参考図書の該当箇所を参照し臨むこと
と、授業後は、学習した内容について配付資料の該当箇所をよく参照し理解を深めることが必要である。そのため、本授業は予習
に1時間、復習に1.5時間程度要する。
　この演習は学生がグループワークに参加し、看護について主体的に考えることで学修が達成される。そのため学生は、積極的に
自ら意見を述べ、教員・他学生との討議に参加すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

関連する科目：心理学、教育学、哲学、倫理学、人体の構造と機能Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、生化学、微生物学、疾病と治療Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、臨床
看護学概論、臨床栄養学、看護のための物理学、リハビリテーション論、臨床遺伝学、臨床心理学、機能障害のある患者の看護、
看護の基本技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、発達看護論
この科目に続く内容の科目：看護実践の基礎、臨床実践Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、在宅看護実習、コミュニティヘ
ルス看護実習、母性看護学実習、小児看護学実習、精神看護学実習、看護実践の探求

【４】 関連科目

ワークシート（60％）、レポート（40％）
授業の中で前回授業時の未達成な課題や誤解についてコメントする。
最終日に全体講評を行う。

【５】 評価方法

授業時に資料を配布する

【６】 教科書

１．フローレンス・ナイチンゲール：看護覚え書-看護であること看護でないこと, 現代社, 2011．
２．ヴァージニア・ヘンダーソン：看護の基本となるもの, 湯槇ます, 小玉香津子訳, 新装版, 日本看護協会出版会, 2006.
３．江川隆子： ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断, 第５版，ヌーベルヒロカワ，2017.

【７】 参考書

科目開講日の12：10～13:00

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：科目のオリエンテーション
　　　 看護過程概説
　　　 事例の提示
授業方法：講義
予習： 看護理論の復習（ヘンダーソンの14項目の理解）
復習： 授業内容の確認
キーワード：クリティカル・シンキング、情報収集、アセスメン
ト、看護計画、看護目標、実施と評価、観察、フィジカルアセスメ
ント、コミュニケーション技術、常在条件と病理的状態

近藤陽子1
本科目の概要
看護展開の基礎知識

内容：常在条件と病理的状態の整理
ステップ①対象の疾患や発達段階、人間一般を踏まえ、基本的欲求
に影響を及ぼす常在条件、病理的状態を整理する
授業方法：講義・グループワーク
予習：ワークシート①科学的根拠の自己学習、②患者の基本情報の
整理
復習：科学的根拠および患者の基本情報整理についてワークシート
①②を用いて調べ深める
キーワード：基本的欲求、常在条件、病理的状態、発達段階、疾患
の特性、健康と生活

近藤陽子2
対象者の基本的欲求を支援
する看護過程の展開方法①

内容：14項目の基本的欲求状態の情報整理
ステップ②14項目の基本的欲求の状態に関する情報集をし、基本的
欲求の充足・未充足を判断する
授業方法：講義・グループワーク
予習：ワークシート③情報の分類と解釈
復習：情報の分類と解釈についてワークシート③の記載を通して深
める
キーワード：14項目の基本的欲求、情報収集、基本的欲求の充足・
未充足、アセスメント、全体像

田中美穂3
対象者の基本的欲求を支援
する看護過程の展開方法②

内容：全体像の記述と未充足状態の描出
ステップ③「常在条件」「病理的状態」「基本的欲求の状態」の3
側面から対象の全体像を描写し、「基本的欲求の未充足の状態」を
把握する
授業方法：講義・グループワーク
予習：ワークシート③患者の全体像、④関連図
復習：患者の全体像および関連図についてワークシート③の記載を
通して深める
キーワード：分析、解釈、全体像、看護上の問題

田中美穂4
対象者の基本的欲求を支援
する看護過程の展開方法③

内容：系統的アセスメントによる看護上の問題の明確化
ステップ④基本的欲求の未充足状態の原因・誘引を、科学的思考に
基づいて系統的に分析・解釈する
授業方法：講義・グループワーク
予習：ワークシート⑤系統的アセスメントと問題の明確化、⑥看護
問題リスト
復習：系統的アセスメント、問題の明確化、看護問題リストについ
てワークシート⑤の記載を通して深める
キーワード：科学的根拠、優先度、看護計画、観察プラン、援助プ
ラン、教育プラン

田中美穂5
対象者の基本的欲求を支援
する看護過程の展開方法④

内容：看護目標の明確化
ステップ⑤看護上の問題を描出し看護目標を明確にする
授業方法：講義・グループワーク
予習：ワークシート⑦看護目標と計画
復習：看護目標と計画についてワークシート⑦の記載を通して深め
る
キーワード：看護上の問題、優先順位、看護目標、上位目標、中位
目標

田中美穂6
対象者の基本的欲求を支援
する看護過程の展開方法⑤

内容：援助計画の立案、実施の評価、看護記録
ステップ⑥具体的な看護援助計画を立案し、実施、評価する
授業方法：講義・グループワーク
予習：ワークシート①～⑦を復習しておく
復習：アセスメント課題の記載を通して看護展開プロセスを深める
キーワード：看護技術、リアルタイムフィードバック、リフレク
ション、看護記録、SOAP、法令

田中美穂7
対象者の基本的欲求を支援
する看護過程の展開方法⑥

内容：機能別健康状態の情報整理とアセスメント①
授業方法：講義・グループワーク
予習：模擬事例の理解
復習：配布資料および参考図書の該当箇所
キーワード：回復過程、正常・異常、標準的治療、経過、予後、副
作用、合併症、観察、フィジカルアセスメント

髙橋良幸8
回復過程にある対象者への
看護過程の展開方法①

内容：機能別健康状態の情報整理とアセスメント②
授業方法：講義・グループワーク
予習：機能別健康状態のアセスメントの該当箇所
復習：配付資料および参考図書の該当部分
キーワード：可逆、不可逆、経過、主観的情報、客観的情報

共同担当者全員
(高橋)

9
回復過程にある対象者への
看護過程の展開方法②
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内容：全体像の把握
授業方法：講義・グループワーク
予習：模擬事例の理解とこれまでの講義・演習内容の該当箇所
復習：配付資料および参考図書の該当部分
キーワード：健康の段階、生活過程、機能障害、心の状態、経過、
発達段階

共同担当者全員
(高橋)

10
回復過程にある対象者への
看護過程の展開方法③

内容：看護上の問題の描出
授業方法：講義・グループワーク
予習：模擬事例の理解とこれまでの講義・演習内容の該当箇所
復習：配付資料および参考図書の該当部分
キーワード：看護上の問題、問題同士の関連

共同担当者全員
(高橋)

11
回復過程にある対象者への
看護過程の展開方法④

内容：看護上の問題の特定と看護目標の作成①
授業方法：講義・グループワーク
予習：模擬事例の理解とこれまでの講義・演習内容の該当箇所
復習：配付資料および参考図書の該当部分
キーワード：看護上の問題、看護目標

共同担当者全員
(高橋)

12
回復過程にある対象者への
看護過程の展開方法⑤

内容：看護上の問題の特定と看護目標の作成②
授業方法：講義・グループワーク
予習：模擬事例の理解とこれまでの講義・演習内容の該当箇所
復習：配付資料および参考図書の該当部分
キーワード：看護上の問題、看護目標、具体策、評価

共同担当者全員
(高橋)

13
回復過程にある対象者への
看護過程の展開方法⑥

内容：看護計画の具体策の立案と看護の方針
授業方法：講義・グループワーク
予習：模擬事例の理解とこれまでの講義・演習内容の該当箇所
復習：配付資料および参考図書の該当部分
キーワード：上位目標、中位目標、具体策、看護目標、看護の方
針、評価

共同担当者全員
(高橋)

14
回復過程にある対象者への
看護過程の展開方法⑦

内容：看護計画の発表、目標の評価
　　　看護計画の相互評価
　　　看護過程の理解と考察
　　　講評
授業方法：講義・グループワーク・発表
予習：模擬事例の理解とこれまでの講義・演習内容の該当箇所
復習：配付資料および参考図書の該当部分
キーワード：看護過程、看護計画、評価

共同担当者全員
(高橋)

15
回復過程にある対象者への
看護過程の展開方法⑧
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機能障害のある患者の看護

髙橋良幸

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Nursing Care of Patients with Physical Dysfunction 必修 講義 2年･春 2単位 30時間

科目担当者 浅野美知恵・髙橋良幸

疾病や治療などにより身体機能に一時的または永久的な障害が生じる回復期・慢性期の患者とその家族を対象とする看護について
学ぶ。機能障害のある患者の看護における対象の特徴、医療の特徴、看護職の役割、主な理論・概念、生活者としての対象の全体
像把握、援助方法など基礎知識を理解する。さらに、健康生活を維持・向上させるための根拠ある看護実践の展開方法について学
ぶ。
（浅野美知恵／7回）機能障害のある患者の看護の概説、治療による形態機能の変化に伴う看護
（髙橋良幸／8回）慢性期看護の基礎知識と看護方法論

【１】 授業概要

 1.機能障害を有する患者・家族を支援する看護の役割・機能について具体的に説明できる。
 2.機能障害を有する患者・家族を支援する看護の主な理論・概念について説明できる。
 3.疾病や治療にともなって生体に生じる機能障害について具体的に説明できる。
 4.機能障害のある患者と家族に起こりうることを５つ以上予測して述べることができる。
 5.治療により機能障害が生じる回復期・慢性期の特徴と看護上の問題を説明できる。
 6.機能障害をもたらす主要な疾病の特徴と看護上の問題を具体的に説明できる。
 7.機能障害を有する患者と家族を看護学的視点から理解する方法を習得する。
 8.機能障害を有する患者と家族への支援方法を具体的に説明できる。
 9.機能障害を有する患者・家族への看護の展開方法を論説できる。
10.看護活動における倫理的課題と対応について3つ以上説明できる。
11.機能障害のある患者の看護のチーム活動に関する課題について3つ以上説明できる。
12.機能障害のある患者の看護における看護職の課題を論述することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

本授業は病態学・生理学等を基本としながら疾病の特徴や疾病が人に与える影響について理解できることをねらいとしている。そ
のためそれらに関連する内容について予習1時間、復習1.5時間程度が必要である。
患者や家族の体験を記した書籍や新聞記事など社会の現状を理解しながら考察を深める。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

学んでおく科目：人体の構造と機能Ⅰ・Ⅱ、疾病と治療Ⅰ、臨床看護学概論、薬理学、薬剤学、看護入門
継続する科目：人体の構造と機能Ⅲ、疾病と治療Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、リハビリテーション論、臨床栄養学、看護実践の基礎、在宅看護概
論、臨床実習Ⅰ、老年実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、臨床実習Ⅱ・Ⅲ、在宅看護実習、がん看護・緩和ケア

【４】 関連科目

定期試験65％、課題35％（レポート15点、ワークシート20点）
課題に対するフィードバックは講義内で行う。

【５】 評価方法

１．鈴木志津枝他編：慢性期看護論, 第3版, ヌーヴェルヒロカワ, 2014.
２．武田宣子他：系統看護学講座 リハビリテーション看護, 第6版, 医学書院, 2015.

【６】 教科書

各授業で提示します。

【７】 参考書

科目開講日の12：10～13：00

【８】 オフィスアワー・連絡方法

- 41 -



【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

科目のオリエンテーション
機能障害のある患者の看護に活用する主な理論・概念
講義
予習：テキスト②第1-2章､付章①第Ⅰ章
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：機能障害、回復期、慢性期、リハビリテーション、社
会生活、生活調整、疾患を生きる、社会資源、人権擁護、根拠ある
実践

浅野　美知恵1
機能障害のある患者の看護
の理論(1)

慢性期看護実践に活用する主な理論・概念
慢性疾患患者のセルフケア支援
講義
予習：テキスト①第Ⅱ-Ⅲ章
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
課題レポート「慢性疾患患者の手記」の提示
キーワード：慢性期、健康、健康障害、難病、セルフケア、アドヒ
アランス、自己効力、行動変容、生活調整

髙橋　良幸2 慢性期看護の理論と実践(1)

機能障害のある患者の病態と生活像を理解する方法
回復期・慢性期にある患者の看護アセスメント
講義
予習：テキスト②第1-2章､①第Ⅲ章
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：回復期、慢性期、病態、標準治療、患者と家族の暮ら
し、生活への影響、心理社会的変化､治療経過、形態的変化、機能
的変化、身体像、全体像、セクシャリティ、チーム活動、看護の視
点からの分析

浅野　美知恵3
機能障害のある患者の看護
の理論(2)

手術療法による形態機能の変化に伴う看護
講義
予習：ワークシートの内容
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：手術、創傷治癒、開腹手術、回復過程、排泄経路変更
術、人工肛門造設術、乳房切除術、手術後の回復期・慢性期看護

浅野　美知恵4
機能障害のある患者の看護
実践方法(1)

薬物療法による機能の変化に伴う看護
講義
予習：テキスト①第ⅩⅥ章、既習の「薬理学」、「薬剤学」の該当
部分、ワークシートの内容
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：薬物療法、化学療法、副作用、有害事象、年齢

浅野　美知恵5
機能障害のある患者の看護
実践方法(2)

慢性疾患をもつ患者の全体像の捉え方
慢性疾患の経過に応じた看護
慢性期看護における看護職の役割・機能
講義
予習：テキスト①第Ⅰ章、第Ⅱ章、既習の「臨床看護学概論」、
「人体の構造と機能Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「疾病と治療Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の該
当部分
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：軌跡、生活者、機能障害、再燃・寛解、終末期、治療
選択、意思決定、受容、対処、健康、教育・指導、家族、セクシャ
リティ

髙橋　良幸6 慢性期看護の理論と実践(2)

消化機能障害のある患者とその家族の看護展開方法
講義
予習：テキスト①第Ⅶ章A、p.496-502、ワークシートの内容
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：消化機能障害、肝硬変、肝炎、合併症、食事指導

浅野　美知恵7
機能障害のある患者の看護
実践方法(3)

慢性呼吸器疾患をもつ患者と家族への看護
講義
予習：テキスト①第Ⅳ章、テキスト②p.264-280、既習の「人体の
構造と機能Ⅰ・Ⅱ」、「疾病と治療Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「リハビリテー
ション論」の該当部分
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：慢性閉塞性肺疾患、間質性肺炎、誤嚥性肺炎、酸素療
法、急性増悪、呼吸リハビリテーション

髙橋　良幸8 慢性期看護の方法論(1)

慢性呼吸器疾患をもつ患者と家族の看護展開方法
講義
予習：テキスト①第Ⅳ章、テキスト②p.264-280、既習の「臨床看
護学概論」、「看護展開論」の該当部分
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：呼吸機能障害、在宅酸素療法、事例学習

髙橋　良幸9 慢性期看護の方法論(2)

慢性心疾患をもつ患者と家族の看護
講義
予習：テキスト①第Ⅴ章、テキスト②p.281-299
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：心筋梗塞、心不全、セルフモニタリング、心臓リハビ
リテーション

髙橋　良幸10 慢性期看護の方法論(3)
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糖尿病をもつ患者と家族の看護
講義
予習：テキスト①第Ⅷ章、p.490-495、既習の「臨床栄養学」他該
当部分
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：糖尿病、患者心理、血糖コントロール、合併症、食事
療法・運動療法・薬物療法、教育・指導講義

髙橋　良幸11 慢性期看護の方法論(4)

機能障害のある患者とその家族の看護展開方法
講義
予習：テキスト①第Ⅴ章、第Ⅷ章、 p.490-495、ワークシートの内
容
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：循環機能障害、代謝機能障害、事例学習

浅野　美知恵12
機能障害のある患者の看護
実践方法(4)

腎機能障害のある患者と家族の看護展開方法
講義
予習：テキスト①第ⅩⅢ章、p.313-330、②第5章
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：慢性糸球体腎炎、糖尿病腎症、血液浄化療法、食事療
法

浅野　美知恵13
機能障害のある患者の看護
実践方法(5)

難病をもつ患者と家族の看護
講義
予習：テキスト①p.247-252、p.286-291、p.392-398、②p.
116-134、p.196－226
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：筋萎縮性側索硬化症､全身性エリテマトーデス、慢性
関節リウマチ、炎症性腸疾患、症状緩和、受容と対処、生活調整、
リハビリテーション

髙橋　良幸14 慢性期看護の方法論(5)

脳疾患をもつ患者と家族の看護
講義
予習：「機能障害のある患者の看護」のこれまでの授業内容の復習
復習：ミニッツペーパーによる振り返り
キーワード：脳卒中、脳腫瘍、リハビリテーション、途絶、移動、
健康、幸福、適応、生活者、自立、自律、チーム医療、多職種連
携、人権擁護

髙橋　良幸15 慢性期看護の方法論(6)
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感染看護

近藤陽子

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82330）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Infection Control Nursing 必修 講義 2年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：NN210

科目担当者 遠藤英子・近藤陽子

感染看護に関する基礎的知識を習得し、根拠のある感染予防策に基づく看護活動を学ぶ。具体的には、感染の成立過程、滅菌・消
毒の基礎的知識と看護援助への活用、感染の発生を把握するシステム、感染管理における看護師の役割と責任について学ぶ。ま
た、職業感染防止、看護援助場面において適切な防護具の活用を理解する。さらに、感染領域における法と倫理について考察す
る。
（遠藤英子／３回）感染の成立過程、感染領域における法と倫理
（近藤陽子／５回）滅菌･消毒基礎的知識と看護援助への活用、感染の発生を把握するシステム、感染管理、職業感染の防止

【１】 授業概要

１．人類と感染症の歴史を学び、感染症法の理念と人権尊重の重要性について説明ができる。
２．臨床で重要な微生物に関する基礎知識に基づいた感染経路について説明ができる。
３．人間の防御機構と微生物の関係を理解し、感染成立メカニズムの説明ができる。
４．微生物の特徴と人間の行動に基づいた、感染拡大の原因・要因について論理的に説明ができる。
５．看護実践における感染予防の実践根拠および感染リスクについて、エビデンスに基づいた説明ができる。
６．感染症の治療・予防および感染拡大防止に伴う倫理上の問題を討議することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

１．準備学習
　　・日常生活上の経験や情報、学習中の知識の中から、感染に関する事例や問題、疑問などを書きとめておく
　　・感染伝播様式の実験で使用するため、基礎看護技術はすべて習得しておくこと
　　・本授業は「微生物学」「疾病と治療」「薬理学」「基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ」などの知識を活用して学習する。
そのため事前学習として、これらの復習を1時間程度行って講義に参加することが望ましい。また、授業内で提示される課題に関
する復習を30分程度行うことが必要である。
２．学習上の留意点
　・本単元は基本知識の習得のほかは、すべて論理的思考に基づく解答の導きだしが中心となる。思考の学習は討議に参加をして
いないと学習内容が不足してしまうため、積極的に授業に参加すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

微生物学、基礎看護技術について、十分な理解があるものとして講義を進める。

【４】 関連科目

成績評価：定期試験80％、授業態度20％（課題レポートの評価を含む）にて総合判断をする。
学習フィードバック：ミニッツペーパーおよび質問への回答は、各講義の中で、口頭または紙面にて行う

【５】 評価方法

講義ごとに資料を配布する

【６】 教科書

必要時、配布資料に記載または授業内で提示する

【７】 参考書

授業開講日の12：00－13：00

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

1.感染看護の意義・役割
2.日常生活でみられる感染
3.感染が患者へ与える影響
授業方法：講義
予習：日常生活や実習で経験した感染事例をまとめる
復習：看護における感染対策の重要性、患者への影響
キーワード：日常生活、感染、看護の役割

近藤　陽子1 感染と看護

１.薬害による感染症
２．医療従事者としての薬害問題
予習：厚生労働省「薬害について」他
授業方法：講義・グループワーク
復習：課題レポート「薬害についての講演を聴いて」
キーワード：薬害、感染、HBV、HCV、HIV

近藤　陽子2 薬害の歴史と感染

1.感染症の歴史にみる人権
2.感染症に関する法律の変遷
3.新感染症法の理念
授業方法：講義
予習：新感染症法、主な感染症の基礎知識
復習：感染拡大防止と人権保護についてまとめる
キーワード：差別、歴史、新感染症法

遠藤　英子3 感染症の歴史と法律

１．感染症患者の社会的立場
２．医療従事者としての役割
３．感染拡大防止と倫理課題について討議
授業方法：グループワーク、発表
予習：ハンセン病について
復習：ワークシートの提出
キーワード：ハンセン病、ＡＩＤＳ、新感染症法

遠藤　英子4
感染拡大防止にともなう倫
理上の問題

1.看護援助における感染リスク
授業方法：講義・グループワーク
予習：基本看護技術の中から感染防止対策の具体例を挙げる
復習：看護援助における感染防止対策の実際をまとめる
キーワード：全身清拭、排泄介助、食事介助など

近藤　陽子5 看護実践と感染

1.医療施設におけるアウトブレイク
2.感染が拡大するメカニズムと対策
授業方法：講義・グループワーク
予習：医療施設で広がりやすい微生物の種類や特徴を把握する
復習：アウトブレイク１事例を検証する
キーワード：アウトブレイク、疫学調査、感染対策

近藤　陽子6
感染拡大のメカニズムと防
止対策

1.職業感染予防と看護
2.感染対策と医療者の責任
授業方法：講義・グループワーク
予習：ＶＰＤを調べる
復習：看護師の責任とは何かを論述する
キーワード：針刺し・切創、ワクチン接種、就業制限、報告

近藤　陽子7 看護職者の役割と職業感染

1.感染対策における問題と倫理的課題
授業方法：講義・グループワーク
予習：看護倫理原則を学習する
復習：感染における倫理課題を考察する
キーワード：隔離、行動制限、個人情報、人権、倫理

遠藤　英子8
感染に関する倫理的なコン
フリクト（conflict）
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看護の基本技術Ⅱ

田中美穂

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82350）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅱ 必修 演習 2年･春 2単位 60時間

科目ナンバリング：NN212

科目担当者 田中美穂・近藤陽子・蜂ヶ崎令子・瀧口千枝・松浦麻子・鈴木俊美

看護実践における基礎的な技術の考え方・具体的方法・援助のプロセス･態度を学習する。基本技術Ⅱでは、人々の健康を維持・
促進するために必要とされる日常生活行動に関わる援助技術（活動と休息・食と排泄・清潔と衣生活・体温調節と観察の技術）、
フィジカルアセスメントの基礎について体験しながら学習し、援助に必要な基本技術を習得する。

【１】 授業概要

①日常生活援助の文化的意義や価値、必要性について述べられる。
②日常生活行動の障害が人間の健康な生活にどのような影響を及ぼすか、考えを述べることができる。
③日常生活援助技術および観察の技術を提供するよりどころとなる、人体や看護技術のメカニズムを説明できる。
④日常生活援助技術および観察の技術の目的と実践方法（手技・手順など）について述べられる。
⑤技術に必要な6つの基本要素(安全･安楽･審美･効率･経済･自立)に基づいて、各看護援助技術を実施できる。
⑥フィジカルアセスメントの観察技術を用いて、アセスメントの結果を記述できる。
⑦看護を提供する医療者としての態度で、倫理的配慮を念頭に各看護援助技術を実施できる。
⑧個別性や状況に配慮した援助技術の提供方法を根拠に基づいて考え、工夫点を具体的に説明できる。
⑨看護技術の修得状況に関する自己評価、課題の明確化により、自らの看護技術の向上に努めることができる。
⑩看護技術の習得に向けて、準備学習、自己練習を計画的に行える。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

１．準備学習
予習：援助技術の動画を観る、ワークシート(教員が事前に配布)を完成させること。およそ30分を要する。
復習：ミニッツペーパーやワークシートなどの課題を提出する。およそ30分を要する。また、対象に提供できるレベルの援助技術
を身につけるには、かなりの反復練習が必要である。学生は、技術チェックテストや臨地実習にむけて、計画的に自己練習するこ
と。
２．学習上の留意点
本科目は日常生活援助の知識と技術および援助者としての態度を、様々な技術演習を積み重ねて学習することで身につけるプログ
ラムとなっている。本科で修得する内容は、基本技術で習得した技術の復習と、つづく臨床実践の基礎(実習)や基本技術Ⅶ・Ⅲを
学ぶために必要となるため、全時間の出席をのぞむ。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

「人体の構造と機能」「看護学概論」「看護の基本技術Ⅰ」「人体の構造と機能」「看護のための物理学」「看護展開論」「看護
の基本技術Ⅶ」「看護実践の基礎」

【４】 関連科目

知識チェックテスト（40%）、技術チェックテスト（40%）、自己学習状況・授業態度（20%）で評価する。
技術チェックテスト、自己学習については、必要時コメントを付してフィードバックする。

【５】 評価方法

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ　第16版　任和子　医学書院　2015
はじめてのフィジカルアセスメント，横山美樹，メヂカルフレンド社，2009．
その他、資料を授業の時に配布する。
Nursing skills URL：https://nursingskills.jp/　※コンテンツ動画は授業毎に指定する。

【６】 教科書

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ　第16版　茂野香おる　医学書院　2015
ナーシンググラフィカ　基礎看護学３　第6版　基礎看護技術　志自岐康子　メディカ出版　2017
看護学テキストNICE基礎看護技術　第2版　香春知永、齋藤やよい　南江堂　2014
ナーシング・スキル日本版　https://nursingskills.jp/
その他、授業内で随時提示する。

【７】 参考書

授業開講日の講義･演習の終了から17:00まで
技術チェックテストの前には別途オフィスアワーを設定し、知らせる。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業方法：講義
内容①本科目の位置づけ（学習方法、評価項目の開示 など）
　　②看護技術の学び方
　　③日常生活を支える看護技術
復習：ワークシートへの論述
Keyword：トランスレーショナル教育、ディプロマポリシー、自己
教育力、看護技術の特徴、コミュニケーション、療養上の世話、
ADL

全員
(田中美穂)

1
(4/8)

オリエンテーション
日常生活行動と健康

授業方法：講義
内容①清潔の意義と価値
　　②清潔援助の基礎知識とアセスメント
予習：なし
復習：ワークシートへの論述
Keyword：皮膚･粘膜の構造と機能、清潔の効果、清潔の意義と価
値、不潔の弊害、洗浄剤の作用

全員
(田中美穂)

2 清潔の看護技術

授業方法：講義、デモンストレーション、演習
内容①足浴の援助技術
　　②陰部洗浄の援助技術
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：セルフケア能力、二次感染、末梢循環、手部･足部の観
察、落屑、リラックス

全員
(田中美穂)

3
(4/12)

清潔の援助技術①
部分浴

授業方法：全体演習 全員4
清潔の援助技術①
部分浴

授業方法：講義、デモンストレーション、演習
内容①洗髪・整髪の援助技術
　　②整容の援助技術
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：頭皮･毛髪の清潔と観察、二次感染、ケリーパッド、自尊
感情、整容、おしゃれ

全員
(田中美穂)

5
(4/19)

清潔の援助技術②
毛髪の清潔、整容

授業方法：全体演習 全員6
清潔の援助技術②
毛髪の清潔、整容

授業方法：講義、デモンストレーション、演習
内容：①入浴･シャワー浴の援助技術
　　　②全身石鹸清拭の援助技術
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：循環動態の変化、温熱刺激、シャワー浴、特殊浴槽、熱
布清拭、ウォッシュクロス、羞恥心、湯温の管理

全員
(田中美穂)

7
(4/26)

清潔の援助技術③
皮膚の清潔

授業方法：全体演習 全員8
清潔の援助技術③
皮膚の清潔

授業方法：講義、デモンストレーション、全体演習
内容①腹部の基本的構造と機能
　　②腹部のフィジカルアセスメント
予習：教科書の指定箇所を読む・動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：腹部臓器の構造と機能、腹部の区分、腹腔内の血管の走
行、腸蠕動音の聴取、腹部の打診･聴診、腹水のアセスメント

全員
(瀧口千枝)

9
(5/24)

フィジカルアセスメント①
胸部・消化器のアセスメン
ト

授業方法：全体演習 全員10
フィジカルアセスメント①
胸部・消化器のアセスメン
ト

授業方法：講義、デモンストレーション、全体演習
内容①排泄の意義と価値、排泄と健康生活
　　②排泄援助の基礎知識とアセスメント
　　③自然排尿･自然排便の援助技術
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：生理的欲求、羞恥心、心理･社会的意義、排泄器官と排泄
のメカニズム（排便･排尿）、アセスメント（身体的状態、失禁、
動作の分析、心理･社会的状態 など）、ポータブルトイレ、便器･
尿器のあて方、おむつの交換

全員
(田中美穂)

11
(5/31)

排泄の援助①
臥床患者の排泄援助

授業方法：講義、デモンストレーション、全体演習
内容①排泄障害のメカニズムとアセスメント
　　②排泄を促す援助技術
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：尿の異常（乏尿･尿閉･頻尿 など）、便の異常（便秘･下
痢 など）、腹部温罨法、腹部マッサージ、浣腸、摘便、座薬

全員12
排泄の援助②
排泄困難な患者の援助

授業方法：演習（技術チェックテスト）
内容：清潔の援助技術のチェックテストを行う
予習：該当する看護技術を自己練習しておくこと
復習：習得の水準に達しなかった場合は各自復習し、再度チェック
を受ける。
※詳細は授業時に説明する。

全員
(田中美穂)

13
(6/5)

技術チェックテスト
清潔の援助技術

13と同じ 全員14
技術チェックテスト
清潔の援助技術
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13と同じ 全員15
技術チェックテスト
清潔の援助技術

13と同じ 全員16
技術チェックテスト
清潔の援助技術

授業方法：講義、演習
内容①食事の意義と価値、栄養摂取と健康生活
　　②食事援助の基礎知識とアセスメント
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：食文化、食事と生活･人間関係、アセスメント（代謝･吸
収、栄養状態、食欲、摂食･嚥下のメカニズム、水分･電解質バラン
スなど）

全員
(田中美穂)

17
(6/7)

食事の援助

授業方法：全体演習
内容①食事の援助技術
　　②口腔内の観察と清潔援助
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：食事に準備、食事の姿勢、配膳、食事の援助と観察、誤
嚥と観察･評価、摂食・嚥下訓練、歯磨きの援助、口腔内の観察

全員18 食事の援助

授業方法：講義、演習
内容：①筋･骨格系の基本的構造と機能
　　　②筋･骨格系のフィジカルアセスメント
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：筋肉･骨格･関節、MMT、ROM

全員
(蜂ヶ崎令子)

19
(6/12)

フィジカルアセスメント②
筋・骨格系のアセスメント

授業方法：全体演習 全員20
フィジカルアセスメント②
筋・骨格系のアセスメント

授業方法：講義、デモンストレーション、全体演習
内容①活動と休息の意義･価値
　　②基本的活動の援助技術
　　③睡眠･休息の援助技術
　　④床上リハビリテーションの基礎
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：活動、姿勢、重心、支持基底面積、良肢位、体位、移
動、歩行、移乗と移送、体圧測定、除圧、睡眠･休息、安楽な体
位、リラクゼーション、身体拘束、リハビリ

全員
(蜂ヶ崎令子)

21
(6/14)

活動と休息の援助

授業方法：全体演習 全員22

授業方法：講義、デモンストレーション、演習
内容①胸部･肺の基本的構造と機能
　　②胸部･肺のフィジカルアセスメント
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：胸郭･肺･気管の構造、胸部の打診、呼吸音の聴取、呼吸
困難･努力様呼吸

全員
(近藤陽子)

23
(6/19)

フィジカルアセスメント③
胸部・肺のアセスメント

授業方法:全体演習 全員24
フィジカルアセスメント③
胸部・肺のアセスメント

授業方法：講義、デモンストレーション、全体演習
内容①心臓･循環系の基本的構造と機能
　　②心臓･循環系のフィジカルアセスメント
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：末梢循環の観察、頚部の血管の観察、心臓の観察、四肢
の血圧測定と評価、温罨法･冷罨法、浮腫のメカニズムと観察

全員
(蜂ヶ崎令子)

25
(6/21)

フィジカルアセスメント④
心臓・循環系のアセスメン
ト

授業方法：全体演習 全員26
フィジカルアセスメント④
心臓・循環系のアセスメン
ト

授業方法：講義、デモンストレーション、全体演習
内容①脳･神経系の基本的構造と機能、
　　②脳･神経系のフィジカルアセスメント
予習：教科書の指定箇所を読む、ワークシート、動画の視聴
復習：ワークシートの提出
Keyword：脳･神経系、運動路･感覚路、中枢神経系、運動ニューロ
ン、末梢神経、反射、意識状態の観察、脳神経、感覚･知覚機能の
検査、小脳機能の検査

全員
(近藤陽子)

27
(6/26)

フィジカルアセスメント⑤
脳・神経系のアセスメント

授業方法：全体演習 全員28
フィジカルアセスメント⑤
脳・神経系のアセスメント

授業方法：演習（技術チェックテスト）
内容：フィジカルアセスメント技術のチェックテストを行う
予習：該当する看護技術を自己練習しておくこと
復習：習得の水準に達しなかった場合は各自復習し、再度チェック
を受ける。
※詳細は授業時に説明する。

看護技術にまつわる知識の確認を目的とし、筆記テストを行う

全員
(田中美穂)

29
(7/17)

技術チェックテスト
フィジカルアセスメント
知識チェックテスト

学修した技術の意義や根拠、方法について振り替える 全員30 看護の基本技術Ⅱまとめ
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看護の基本技術Ⅲ

蜂ヶ崎令子

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82360）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅲ 必修 演習 2年･秋 2単位 60時間

科目ナンバリング：NN213

科目担当者 田中美穂・近藤陽子・髙橋良幸・蜂ヶ崎令子・松浦麻子・鈴木俊美（共同）

看護実践における基礎的な技術の考え方・具体的方法・援助のプロセス･態度を学習する。基本技術Ⅲでは、人々の健康を維持・
促進するために必要とされる診療の補助に関わる援助技術（感染予防・与薬／検査を受ける患者を援助する看護）について体験し
ながら学習し、援助に必要な基本技術を習得する。また、本科目では看護の基本的な技術の習得度を評価し、基本技術Ⅳ以降の各
論系援助技術の学習環境を整える。

【１】 授業概要

・診療の補助に関わる看護援助技術の意義や背景について述べられる。
・診療の補助に関わる看護援助技術（感染予防の技術、与薬・検査を受ける患者の援助技術、観察の技術）の実施に際して発生す
る倫理的な問題に対する考えを述べられる。
・診療の補助に関わる看護援助技術に必要な知識（人体の構造と機能、薬理学、物理学など）に基づいて、人体や看護技術のメカ
ニズムついて述べられる。
・診療の補助に関わる看護援助技術の目的・方法について述べられる。
・看護技術に必要な6つの基本要素（安全・安楽・審美・効率・経済性・自立）に基づいて、各看護援助技術を実施できる。
・フィジカルアセスメントの観察技術を用いて、アセスメント結果を記述できる。
・看護技術の修得状況に関する自己評価、課題の明確化により、自らの看護技術の向上に努めることができる。観察の技術により
得た情報を用いてアセスメントを行い、事例患者に見合った看護援助技術を導き出せる。
・エビデンスに基づき、事例患者の状況や個別性を考慮した看護技術を実施できる。
・看護援助の一連の流れとして、複数の看護技術を適切に組み合わせて実施できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

本科目は、講義、演習、チェックテストから成り立っている。講義では、各技術に関する基礎知識の確認を行う。演習では、講
義、事前学習、教員のデモンストレーションを参考にしながら、各看護技術を実際に行い、自己の課題を明確にする。自己の課題
を中心に、各自で自己練習に取り組み、技術をより上達させる。安全で正確な技術を身につけることができているかを確認するた
め、教員による技術のチェックテストを行う。このため、講義や演習内容をより理解するための予習、技術の自己練習や知識の復
習に充てる準備学習が必要となる。個人によって必要な時間数は異なるが、おおむね予習に0.5時間、復習に1.5時間程度を要す
る。また、自己学習ワークシート、ミニッツテストにより、関連知識の強化を図る予定である。
　看護技術要項を常に参照しながら、自分の看護技術の到達度を確認する。未習得または未熟な技術項目があれば、それを補える
よう、自己練習、ビデオ教材、教員のサポートなどあらゆる手段を活用する。
　※授業進行状況を考慮し、授業内容や順序が変更となる場合がある。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

〈予め学んでおくと良い科目〉看護のための物理学、薬理学、薬剤学、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、微生物学、感染看護、看護の基
本技術Ⅰ、Ⅱ、Ⅶ、看護実践の基礎、疾病と治療Ⅰ、Ⅱ
〈この科目に続く内容の科目〉疾病と治療Ⅲ～Ⅴ、看護の基本技術Ⅳ～Ⅸ、臨床実践Ⅰ、臨床実践技術の探求

【４】 関連科目

知識チェックテスト（40%）、技術チェックテスト（40%）、自己学習状況・授業態度（20%）
技術チェックテスト、自己学習については、必要時コメントを付してフィードバックする。

【５】 評価方法

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ　第16版　任和子　医学書院　2015
はじめてのフィジカルアセスメント　横山美樹　メヂカルフレンド社　2009

【６】 教科書

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ　第16版　茂野香おる　医学書院　2015
看護技術がみえる vol.1 基礎看護技術　医療情報科学研究所　メディックメディア　2014
看護技術がみえる vol.2 臨床看護技術　医療情報科学研究所　メディックメディア　2014
ナーシンググラフィカ　基礎看護学３　第6版　基礎看護技術　志自岐康子　メディカ出版　2017
看護学テキストNICE基礎看護技術　第2版　香春知永、齋藤やよい　南江堂　2014
ナーシング・スキル日本版　https://nursingskills.jp/
その他、授業内で随時提示する。

【７】 参考書

授業開講日（木曜日）の4限終了後より17時まで。健康科学部棟３階 研究室14（K324）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

授業方法：講義・演習
内容：本科目の位置づけ、学習方法、評価方法、症状・生体機能管
理、診察・検査・処置の介助
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。
キーワード：検体検査、生体検査、検体採取と取り扱い、看護技術
の倫理

蜂ヶ崎令子1
オリエンテーション
検査の技術

授業方法：講義・演習 蜂ヶ崎令子2 検査の技術

授業方法：講義・全体演習
内容：スタンダードプリコーション、ガウンテクニック、無菌操作
の技術
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。自己学
習ワークシートの記録・提出
キーワード：消毒・滅菌、感染防止、個人防護具（PPE）

全員
（近藤陽子）

3
感染予防の技術
無菌操作／ガウンテクニッ
ク

授業方法：全体演習 全員4
感染予防の技術
無菌操作／ガウンテクニッ
ク

授業方法：講義・全体演習
内容：採血、血糖測定の技術、ミニッツテスト
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。自己学
習ワークシートの記録・提出
キーワード：検体検査、血液検査、検体採取と取り扱い

全員
（蜂ヶ崎令子）

5
検査の技術①
採血／血糖測定

授業方法：全体演習 全員6
検査の技術①
採血／血糖測定

授業方法：講義
内容：剤形と吸収経路、与薬管理、与薬方法、誤投与防止
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。
キーワード：経口与薬、吸入、点眼、点鼻、経皮的与薬、直腸内与
薬、注射

蜂ヶ崎令子7 与薬の技術

授業方法：講義 蜂ヶ崎令子8 与薬の技術

授業方法：講義・全体演習
内容：一時的吸引、酸素吸入療法の技術、ミニッツテスト
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。自己学
習ワークシートの記録・提出
キーワード：呼吸の援助、一時的吸引、検体採取と取り扱い、酸素
吸入療法、加湿療法

全員
（蜂ヶ崎令子）

9
呼吸の援助
吸引／酸素吸入療法

授業方法：全体演習 全員10
呼吸の援助
吸引／酸素吸入療法

授業方法：講義・全体演習
内容：筋肉注射、皮下注射の技術、ミニッツテスト
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。
キーワード：与薬、注射

全員
（田中美穂）

11
与薬の技術①
筋肉・皮下注射

授業方法：全体演習 全員12
与薬の技術②
筋肉・皮下注射

授業方法：講義・全体演習
内容：一時的導尿、持続的導尿の技術、ミニッツテスト
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。自己学
習ワークシートの記録・提出
キーワード：排泄の援助、一時的導尿、持続的導尿、検体採取と取
り扱い、尿検査

全員
（田中美穂）

13
排泄の援助技術
導尿／尿留置カテーテル

授業方法：全体演習 全員14
排泄の援助技術
導尿／尿留置カテーテル

授業方法：講義・全体演習
内容：静脈内注射、点滴静脈内注射の技術、包帯法、ミニッツテス
ト
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。
キーワード：与薬、注射

全員
（蜂ヶ崎令子）

15
与薬の技術②
静脈内注射
包帯法

授業方法：全体演習 全員16
与薬の技術②
静脈内注射
包帯法

授業方法：講義・全体演習
内容：感覚器・頭頚部のアセスメントの技術
予習・復習：教科書の該当ページを読む。授業内容の復習。自己学
習ワークシートの記録・提出
キーワード：フィジカルアセスメント

全員
（蜂ヶ崎令子）

17
フィジカルアセスメント
感覚器・頭頚部のアセスメ
ント

授業方法：講義・全体演習 全員18
フィジカルアセスメント
感覚器・頭頚部のアセスメ
ント

授業方法：技術チェックテスト内容：呼吸の援助、検査の技術に関
するチェックテスト
予習・復習：該当する技術の自己練習。授業内容の復習。
キーワード：吸引、導尿、点滴静脈内注射、筋肉注射
授業方法：技術チェックテスト

全員19 技術チェックテスト
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19と同じ 全員20 技術チェックテスト

19と同じ 全員21 技術チェックテスト

19と同じ 全員22 技術チェックテスト

19と同じ 全員23 技術チェックテスト

19と同じ 全員24 技術チェックテスト

授業方法：グループワーク、発表、講義
内容：日常生活援助技術、診療を受ける患者の援助技術、看護展開
技術、フィジカルアセスメント技術に関する事例展開とパフォーマ
ンスの統合力評価
予習・復習：看護の基本技術Ⅰ～Ⅲで学んだ技術の自己練習と看護
展開論に関する授業内容の復習。
キーワード：日常生活の援助、診療の補助、感染予防、事例の展開

全員25 統合評価

25と同じ 全員26 統合評価

25と同じ 全員27 統合評価

25と同じ 全員28 統合評価

授業方法：知識チェックテスト
内容：検査の技術、与薬の技術、フィジカルアセスメント該当項目
に関する内容の確認。授業、演習のまとめと統合評価に関するオリ
エンテーション。
予習・復習： 本科目内で修得した内容すべてに関する予習と復習
キーワード：感染予防の技術、呼吸の援助、排泄の援助、検査の技
術、与薬の技術、フィジカルアセスメント

蜂ヶ崎令子29 知識チェックテスト

授業方法：講義
内容：検査の技術、与薬の技術、フィジカルアセスメント該当項目
に関する内容の確認。授業、演習のまとめと統合評価に関するオリ
エンテーション。
予習・復習： 本科目内で修得した内容すべてに関する予習と復習
キーワード：感染予防の技術、呼吸の援助、排泄の援助、検査の技
術、与薬の技術、フィジカルアセスメント

全員30 まとめ
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看護実践の基礎

田中美穂

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82390）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Clinical Nursing Practicum 必修
実験・実

習
2年･春 2単位 90時間

科目ナンバリング：NN216

科目担当者 浅野美知恵・長谷川真美・遠藤英子・田中美穂・近藤陽子・髙橋良幸・蜂ヶ崎令子・瀧口千枝・松浦麻子・鈴木俊美

症状のある患者の健康生活上の援助ニーズをニード論・援助論に基づいて把握・理解し、アセスメントに基づいて、身体状況に応
じた日常生活の援助を計画立案し、実施・評価することにより、看護の一連の過程を実践する。また、看護／臨床倫理の現象の理
解を深める。さらに、実践のリフレクションを通して、看護及び看護師の役割と機能について考察する。

【１】 授業概要

①病気や入院が受け持ち患者の身体や精神の活動、社会生活に及ぼす影響について理解できる。
②受け持ち患者の日常生活行動の援助を中心に、看護展開のプロセスを体験できる。
③臨地における人間関係を築くための基本的スキルを身につける。
④受け持ち患者を援助する体験を通して、看護への理解を深める。
⑤自己の課題を明らかにし、自分自身を育むことができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

〈準備学習〉
　・バイタルサイン測定や生活の援助など、これまでに学んだ技術を練習しておく。
　・既習の人体の構造と機能などの専門基礎教育科目、看護専門教育科目の知識がすぐに活用できるよう、ノートや参考資料など
を整理しておく。
　・看護展開論の学習成果を整理しておく。
〈学習上の注意〉
　・実習のオリエンテーションに必ず出席すること。
　・グループメンバー全員で協力して学習が深まるように取り組む。
　・健康な状態で実習に臨めるよう生活リズムを整えておく。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

看護学概論、人体の構造と機能Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、疾病と治療Ⅰ･Ⅱ、看護展開論、看護の基本技術Ⅰ･Ⅱ

【４】 関連科目

①実習評価表と面接、実習記録類に基づく目標達成度評価：80点、②実習への取り組み姿勢：20点の合計100点で評価する。
フィードバック方法：実習中は、①②について担当教員より口頭や添削によるフィードバックを行う。実習終了後は、②について
教員と個別面接を通じ、より個別で具体的なフィードバックを行う。①について、提出した実習記録を教員が添削し、学生に返却
する。

【５】 評価方法

なし

【６】 教科書

看護学生のための　実習のまえに読む本，田中美穂／蜂ヶ崎令子，医学書院
その他、実習オリエンテーション時に参考図書・資料を提示する。

【７】 参考書

実習終了後　30分

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

※詳細は実習要項に示す。

【実習スケジュール】
〈実習オリエンテーション〉
・本科目の特徴、ねらい、到達目標、評価方法などを説明
・臨地実習に関する諸注意
・技術演習：既習の看護援助技術の再チェック、報告･連絡･相談な
ど
・グループメンバーとの交流
〈第1週目〉
・病棟オリエンテーション、患者紹介
・受け持ち患者の理解
・アセスメントと問題の抽出
・実習記録の作成
〈第2週目〉
・ケースカンファレンス
・援助計画の立案
・看護援助の実施と評価
・再アセスメントと計画の見直し
・実習のまとめ
・実習記録の作成･提出

【実習施設】
東邦大学医療センター佐倉病院、津田沼中央総合病院、済生会習志
野病院

【授業方法】
・学内で事前学習を行ったのち、臨地でグループごとに２週間の実
習を行う。
・学生は、原則として１名の患者を受け持ち、対象理解や人間関係
の構築、看護展開を体験する。
・記録や報告、カンファレンスを通して自己をふり返り、学習を進
める。

【キーワード】
対象理解、日常生活援助技術、看護展開、カンファレンス、報告･
連絡･相談

全員
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臨床実践Ⅰ

髙橋良幸

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：82400）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Clinical Nursing Practicum Ⅰ 必修
実験・実

習
2年･秋 2単位 90時間

科目ナンバリング：NN217

科目担当者
浅野美知恵・長谷川真美・田中美穂・近藤陽子・髙橋良幸・蜂ヶ崎令子・瀧口千枝・松浦麻子・鈴木俊美・笠間秀
一・水流添秀行

機能障害をもつ患者の全体像をニード論・臨床看護論に基づいて把握・理解し、アセスメントに基づいて、健康状態とセルフケア
状況に応じた援助を実践し、看護展開に関する思考過程を習得する。また、看護／臨床倫理の現象を理解する。さらに、実践のリ
フレクションを通して、患者への看護方法について探究する。

【１】 授業概要

①機能障害をもつ患者の全体像をニード論・臨床看護論に基づいて説明することができる。
②アセスメントに基づいて、健康状態とセルフケア状況に応じた援助を実践できる。
③看護展開に関する思考過程および看護の基本技術を習得する。
④看護/臨床倫理の現象を説明することができる。
⑤実践のリフレクションをとおして、患者への看護方法について自分の考えを論述することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

この科目は臨床の場において患者に適切な看護を導きだし安全かつ適切に技術を提供できることをねらいとしているため、関連内
容について調べること（予習）に1.5時間程度、その日の実習記録と振り返り（復習）に1.5時間程度必要である。
既習の「看護展開論」「看護学概論」「臨床看護学概論」「疾病と治療Ⅰ～Ⅲ」「薬理学」「臨床栄養学」「リハビリテーション
論」「看護の基本技術Ⅰ～Ⅲ、Ⅶ」「感染看護」の関連するところについて予習・復習をすること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

教養：「コミュニケーション論」「プレゼンテーション論」「倫理学」
基礎：「人体の構造と機能Ⅰ」「人体の構造と機能Ⅱ」「人体の構造と機能Ⅲ」「疾病と治療Ⅰ」「疾病と治療Ⅱ」「疾病と治療
Ⅲ」「薬理学」「臨床栄養学」「リハビリテーション論」
専門：「機能障害のある患者の看護」「看護展開論」「看護の基本技術Ⅰ」「看護の基本技術Ⅱ」「看護の基本技術Ⅲ」「看護の
基本技術Ⅶ」「感染看護」
実習：「看護入門Ⅰ」「看護入門Ⅱ」「看護実践の基礎」

【４】 関連科目

実習内容（60％）、学習者としての態度・専門職者としての態度（20％）、課題レポート（20％）
・評価は、学生の自己評価をもとに実習指導者と実習担当教員の評価をフィードバックしながら、実習目標の達成状況と課題につ
いて確認する。

【５】 評価方法

専門基礎教育科目および臨床看護学で提示された教科書

【６】 教科書

適宜提示する。

【７】 参考書

実習期間中は月曜日の17：00～18：00

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学修内容は、臨床実践Ⅰの実習要項に
示します。

１．実習施設
　東邦大学医療センター佐倉病院
　千葉県済生会習志野病院
　津田沼中央総合病院

２．実習方法
機能障害をもつ患者（成人／老人）１～２名を受け持ち、看護を実
践する。
グループごとに2週間の実習を行う。

全　員

〈初日〉
・実習施設内オリエンテーション
・受け持ち患者の決定と情報収集
・受け持ち患者との関係作りと全体像の把握
〈二日目以降〉
・受け持ち患者についての身体・心理・社会的側面、ニード、セル
フケア状況、発達課題などについて把握、アセスメントし全体像を
描く
・機能障害をもつ患者の日常生活を整える看護技術について調べる
・アセスメントおよび全体像をもとに受け持ち患者に適切な看護計
画を立案する
・機能障害および対象の特性に応じた看護技術を安全に提供する
・検査・治療を受ける患者へ必要な援助を提供する
・行った看護の報告および記録を行う
・立案した看護計画を実施・評価・修正し、看護を展開する
・自身の行った看護の発表
〈最終日午後〉
・実習のまとめ

〈実習全体を通して〉
・提供した看護実践・プロセスを振り返り、より適切な看護につい
て考察する
・医療の場における看護実践上の倫理的課題について把握・理解
し、課題解決にむけて自身の考えを整理する
・機能障害を有する対象者への医療の場における様々な職種の役割
について考察する
・実習での学びを統合し、機能障害を有する人への看護について考
察する

３．キーワード：
機能障害・健康状態・セルフケア・アセスメント・情報の統合・全
体像・看護の展開・看護技術
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発達看護論

林ひろみ

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：82430）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Nursing on Human development 必修 講義 2年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：NF301

科目担当者 長谷川真美・林ひろみ・臼井雅美・鳥田美紀代

人間は誕生から死まで、一生涯常に変化し発達する。この生涯発達の視点をもとに、乳児期から老年期までの人間の行動を発達の
視点で捉え、その過程で生じる課題を考察する。本科目では成長・発達の基本的な概念をもとに、発達過程における対象者を理解
するために、必要な小児～老年期の看護援助を考える基礎的知識を学修する。
（臼井雅美／４回）発達看護論の基礎知識の概論説、子供の成長･発達と看護
（長谷川真美／１回）成人期の発達と看護
（林ひろみ／２回）性と発達、ライフサイクルと更年期の発達と課題
（鳥田美紀代／１回）老年期の発達と看護

【１】 授業概要

①人間を生涯発達の視点でとらえ、人間発達の原則と影響因子についてのポイントを説明できる。
②人間の発達に関する理論についてその要点を説明できる。
③発達論における小児期の位置づけを説明できる。
④乳児期の成長・発達の特徴と健康を促す援助について具体的に説明できる。
⑤学童・思春期の成長・発達の特徴と健康を促す援助について具体的に説明できる。
⑥成人期の発達と健康を支援する援助のポイントについて説明できる。
⑦更年期女性の健康を支援する援助のポイントについて説明できる。
⑧老年期の発達課題と援助のポイントについて説明できる。
⑨ライフサイクルにおける性の発達課題を説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

〔準備学習〕
本授業は人間が生涯を通して発達する存在であることを理解し、ライフサイクルに応じた看護を探究し、看護の理解を深めること
をねらっているため、各看護学概論の教科書を基に関連する内容について予習に1時間程度、復習に1.5時間程度必要である。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

小児看護学概論、母性看護学概論、臨床看護学概論、老年看護学概論

【４】 関連科目

定期テスト70％、ミニテスト20％、課題10％
ミニテストは結果を返却し、返却時に講評する。課題は総評を伝える。なお、ミニッツペーパーに記載された質問や感想等に対し
てフィードバックする。

【５】 評価方法

・舟島なおみ・望月美知代著：看護のための人間発達学（第5版），医学書院，2017．

【６】 教科書

・無藤隆・岡本祐子・大坪治彦編集：よくわかる発達心理学　第2版，ミネルヴァ書房，2009．
・上田礼子：生涯人間発達学　改訂第2版増補版，三輪書店，2012．
・松尾宣武・濱中喜代編：新体系 看護学全書 小児看護学①小児看護学概論・小児保健，メヂカルフレンド社，2013．（２年次購
入）
・齋藤いずみ他編集：看護学テキストNICE　母性看護学Ⅰ　概論・ライフサイクル改訂第2版，南江堂，2018.（2年次購入）
・小松浩子他：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学総論，医学書院、2017（1年次購入）

【７】 参考書

・火曜日　16:20～18:00
masami.usui@hs.toho-u.ac.jp
hiromi.hayashi@hs.toho-u.ac.jp
naomi.hasegawa@hs.toho-u.ac.jp
mikiyo.torita@hs.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容
１．人間と発達
２．看護における発達理論
方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む
復習：ミニテスト
キーワード：人間理解、発達の定義、成長、発育、エイジング、発
達の一般原則、成長発達に影響する因子、発達段階、発達課題、発
達理論（ゲゼル、エリクソン、ピアジェ、ボウルビィ、ハビーガー
スト等）

臼井雅美1 発達看護論とは（１）

内容
１．小児における発達論
２．乳児期の成長・発達
方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む
復習：ミニテスト
キーワード：小児期の発達区分、成熟度、生理的体重減少、原始反
射、姿勢反射、粗大運動、微細運動、愛着形成、情緒の分化、気
質、喃語

臼井雅美2
小児期の成長・発達と看護
（１）

内容
１．幼児期の成長・発達
２．乳幼児期の成長・発達を促す看護
方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む
復習：ミニテスト
キーワード：思考、自己中心性、アニミズム、注意、記憶・時間・
空間の概念、一語文・二語文、分離不安、自律性・自発性、感情の
分化、遊び、トイレトレーニング、齲歯、アレルギー

臼井雅美3
小児期の成長・発達と看護
（２）

内容
１．学童期の成長・発達
２．思春期の成長・発達
３．学童・思春期の成長・発達を促す援助
方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む
復習：ミニテスト
キーワード：勤勉感・劣等感、保存、ギャングエイジ、自己概念、
第二次性徴、発達加速化現象、自我同一性、肥満とやせ、近視、い
じめ・不登校、自殺

臼井雅美4
小児期の成長・発達と看護
（３）

内容
１．成人期における発達と課題
２．成人期の発達課題を支援するための援助
方法：講義
予習：教科書の該当部分（7章・8章）および臨床看護学概論の教科
書ｐ4～28を読むこと
復習：提示された課題（成人期の発達に関する課題）について記述
する
キーワード：青年期　壮年期　中年期　アイデンティティ　親密性
生殖性　老いの自覚

長谷川真美5 成人期の発達と看護

内容
１．更年期女性の身体的・心理社会的特徴と発達課題
２．更年期女性の健康を支援するための援助
方法：講義
予習：母性看護学概論の教科書p212～217を読むこと
復習：更年期障害と更年期女性の健康を支援するための援助につい
て学んだこと記述する
キーワード：更年期女性　閉経　更年期症状　更年期障害

林ひろみ6 更年期の発達と看護

内容
１．老年期の身体的・心理社会的特徴と発達課題
２．老年期の健康を支援するための援助
方法：講義
予習：老年看護議論で学修した内容を振り返り，整理して臨む。
復習：老年期の発達段階の特徴と援助のポイントについて学んだこ
とを記述する。
キーワード：生涯発達、老年期、自我、衰退、加齢、人生の統合

鳥田美紀代7 老年期の発達と看護

内容
１．生涯における性の発達
２．ライフサイクルにおける性の発達課題
方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む, 母性看護学概論の教科書ｐ21，
101～104，113～124を読む
復習：ミニテスト
キーワード：セクシュアリティ、ジェンダーアイデンティティ、性
役割、性行動、性的機能、パートナーシップ

林ひろみ8 性の発達
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小児看護学概論

臼井雅美

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：82460）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Child Health Nursing 必修 講義 2年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：NF304

科目担当者 臼井雅美

小児看護の対象や目標・役割を理解し、小児医療・看護の変遷について諸外国と比較しながら学ぶとともに、子どもの権利を保障
し、子どもの最善の利益が得られる看護とは何か、今後の小児看護の在り方について考えを深める。子どもと家族をとりまく社会
の変化から、小児保健の動向と施策、子どもの教育と看護の現状について理解する。子どもの成長・発達過程を理解し、現代社会
における子どもや家族が抱える生活や健康における課題を考察する。

【１】 授業概要

1．小児看護の対象や目標・役割について具体的に説明できる。
2．諸外国およびわが国における小児医療や小児看護の変遷について具体的に説明できる。
3．子どもの権利や倫理的配慮から、小児看護の倫理的課題を3つ以上説明できる。
4．子どもと家族をとりまく社会の変化から、小児保健の動向と施策の現状について具体的に説明できる。
5．子どもの生活を支える成長と機能の発達について具体的に説明できる。
6．子どもの発達に伴う生活行動の変化と日常生活の支援について具体的に説明できる。
7．子どもの発達と健康問題から、現代社会における課題について論述できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
この授業は、子どもが家族や家庭、社会との良好な関係の中で、健康で自律した大人に成長発達していく過程を学び、自らの子ど
も観を深めていくため、小児看護の関連内容を理解するため、予習1時間程度、復習2時間程度を費やす。
【学習上の留意点】
本科目は、学生が初めて子どもに対する看護学を学ぶものであるが、発達看護論等と深く関わりがあるので既習学習項目について
理解を深めておくこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

予め学んでおくと良い科目：健康科学概論，コミュニケーション論，心理学，教育学，看護学概論，発達看護論
この科目に続く内容の科目：小児看護学方法論，看護の基本技術Ⅴ，ファミリーヘルス看護論，小児看護学実習

【４】 関連科目

定期試験60％、課題レポート（初回の授業時に提示する）30％、ミニテスト10％
課題レポートは結果を返却する。ミニテストについては次回の授業で正解を示し、解説を行う。

【５】 評価方法

新体系看護学全書　小児看護学①小児看護学概論・小児保健，松尾宣武・濱中喜代編，メジカルフレンド社，2013．
新体系看護学全書　小児看護学②健康障害をもつ小児の看護（第5版），松尾宜武・濱中喜代編，メヂカルフレンド社，2013．

【６】 教科書

新版　小児生理学，馬場一雄監修，へるす出版2011．
国民衛生の動向，厚生労働統計協会編，厚生労働統計協会，最新版．
母子保健の主なる統計，母子衛生研究会編，母子保健事業団，最新版
日本子ども資料年鑑，日本子ども家庭総合研究所編，KTC中央出版，最新版

【７】 参考書

授業開講日　16:20～18:00

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

学習内容：1）小児看護の対象・目標・役割　2）小児医療・看護の
変遷
3）子どもの権利と倫理
方法：講義
予習：テキストp8～p11，p30～p54，p116～p127，p56～p113を読む
復習：ミニテスト，課題レポート
キーワード：子どもとは，児童憲章，子どもの権利条約，児童福祉
法，母子保健法，小児期の区分，小児の特性，健やかな成長・発
達，健康障害、子どもの権利、子ども観，小児専門看護師，子ども
の最善の利益，意見表明権，インフォームド・アセント，アドボカ
シー

臼井　雅美1 小児看護の概念

学習内容：1）小児と家族の保健統計　2）小児の保健・福祉
方法：講義
予習：テキストp12～p27，p246～p274を読む
復習：ミニテスト
キーワード：合計特殊出生率，周産期死亡，乳児死亡，不慮の事
故，児童福祉，母子保健，未熟児養育医療，小児慢性特定疾患治療
研究事業、自立支援医療，結核児童療育医療，予防接種，学校保
健，いじめ・不登校

臼井　雅美2
子どもを取り巻く社会と小
児看護

学習内容：1）形態的成長　2）機能的発達
方法：講義
予習：テキストp130～p160，p225～p231を読む
復習：ミニテスト
キーワード：成長・発達，臨界期，キャッチアップ現象， 呼吸，
循環，体温調節，水分代謝，免疫

臼井　雅美3
子どもの生活を支える成長
と発達①

学習内容：3)動く・眠る　4）身だしなみを整える
方法：講義
予習：テキストp160～p173，p190～p196を読む
復習：ミニテスト
キーワード：原始反射，姿勢反射，粗大運動，微細運動，サーカ
ディアンリズム，成長ホルモン，ステート，乳幼児突然死症候群
（SIDS)，夜泣き

臼井　雅美4
子どもの生活を支える成長
と発達②

学習内容：5）食べる　6）排泄する
方法：講義
予習：テキストp173～p190を読む
復習：ミニッツペーパー
キーワード：食育，食育基本法，授乳・卒乳，離乳食，排尿機能，
排泄機能，胎便，おむつ，トイレトレーニング，清潔行動の発達，
衣服の着脱

臼井　雅美5
子どもの生活を支える成長
と発達③

学習内容：7）見る・聞く・話す　8）感じる・考える
方法：講義
予習：テキストp196～p210を読む
復習：ミニッツペーパー
キーワード：視覚，聴覚，味覚，触覚，皮膚感覚，注視，追試，喃
語，一語文，二語文，情緒の分化，ピアジェの認知の発達，反抗
期，アニミズム，道徳性

臼井　雅美6
子どもの生活を支える成長
と発達④

学習内容：9）人と関わる　10）遊ぶ・学ぶ
方法：講義
予習：テキストp210～p225を読む
復習：ミニテスト
キーワード：親子関係，きょうだい関係，友人関係，愛着，母子相
互作用，ギャング集団，遊びの機能，遊びの発達，遊びの分類，玩
具・おもちゃ

臼井　雅美7
子どもの生活を支える成長
と発達⑤

学習内容：1）小児期各期の発達課題と健康課題　2）現代社会にお
ける課題
方法：講義
予習：テキストp231～p243を読む
復習：小児看護における課題について理解を深める。
キーワード：事故防止と安全教育，発達障害と特別支援教育，臓器
移植

臼井　雅美8
子どもの発達と現代社会に
おける課題
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小児看護学方法論

臼井雅美

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：82470）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pediatric Nursing Methodology 必修 講義 2年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：NF305

科目担当者 臼井雅美・伊藤茂理

子どもの健康レベルと健康障害について理解し、子どもの苦痛の緩和、健康の回復、あるいは穏やかな死に向けての支援を学ぶ。
健康障害だけでなく、入院生活や在宅療法、災害や虐待などの生活環境が子どもとその家族にどのような影響を及ぼすのかについ
ても理解する。その中で、病気や障がいをもつ子どもが社会の中でその人らしく生き生きと生活し、よりよい成長・発達がとげら
れるような支援について家庭や地域との連携の中で理解することができる。
 （臼井雅美／5回）健康障害のある子どもと家族の看護、急性状態にある子どもと家族の看護、
慢性状態にある子どもと家族の看護、手術を受ける子どもと家族の看護、トラウマのある子どもと家族の看護など。
 （伊藤茂理／3回）ハイリスク新生児・医療処置を受ける新生児と家族の看護、心身障がいのある子どもと家族の看護、終末期に
ある子どもと家族の看護

【１】 授業概要

1．健康障害のある子どもの特徴と成長発達に及ぼす影響が説明できる。
2．子どもの健康障害が家族に及ぼす影響が説明できる。
3．健康障害のある子どもと家族の看護が説明できる。
4．急性状態にある子どもと家族の特徴が説明できる。
5．急性状態にある子どもと家族のアセスメントの視点と必要な看護について説明できる。
6．慢性状態にある子どもと家族の特徴が説明できる。
7．慢性状態にある子どもと家族のアセスメントの視点と必要な看護について説明できる。
8．子どもの手術の特徴と、手術を受ける子どもと家族の特徴が説明できる。
9.手術を受ける子どもの術前・術後看護と、子どもと家族に必要な看護について説明できる。
10．災害や虐待などが子どもの心に与える影響について説明できる。
11．災害や虐待による子どもと家族のアセスメントの視点と必要な看護について説明できる。
12．ハイリスク新生児と家族の特徴が説明できる。
13．医療処置を受ける新生児と家族のアセスメントの視点と必要な看護について説明できる。
14. 心身障がいのある子どもと家族の特徴、アセスメントの視点と必要な看護について説明できる。
15．在宅で療養生活を必要とする子どもと家族への必要な援助と継続的支援の重要性について説明できる。
16．子どもの死の概念発達とその特徴と、終末期にある子どもの緩和ケアやQOLを支援する子どもと家族への看護について説明で
きる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
本科目を履修するにあたり、発達看護論、小児看護学概論、コミュニティヘルス看護概論、疾病と治療Ⅲの講義内容を復習して臨
む。
この授業は子どもの成長・発達の特徴をふまえ、健康障害が子どもや家族にどのような影響を与えるのか、健康障害の経過の特徴
と発達段階に応じた看護を学ぶため、講義時に配布した資料、テキスト内容を復習し、要点課題をまとめる。
復習として適宜、ミニテストを実施する。予習に1時間程度、復習に2時間程度費やす。
【学習上の留意点】
本科目は小児看護学概論をふまえて、子どもの健康障害にかかわるさまざまな状況が子どもやその家族に与える影響や生活、子ど
もの健康レベルに応じた看護について探求するものである。続く看護の基本技術Ⅴや小児看護学実習において看護を実践する上で
必要な知識や技術を学ぶものであるため、授業の積極的な取り組みを期待する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

予め学んでおく科目：発達看護論、小児看護学概論、コミュニティヘルス看護概論、疾病と治療Ⅲ
この科目に続く科目：看護の基本技術Ⅴ、ファミリーヘルス看護論、小児看護学実習

【４】 関連科目

定期試験70％、課題レポート（初回の授業時に提示する）20％、ミニテスト10％
課題レポートおよびミニテストは結果を返却する。

【５】 評価方法

新体系看護学全書　小児看護学②健康障害をもつ小児の看護（第5版），松尾宜武・濱中喜代編，メヂカルフレンド社，2013．

【６】 教科書

写真でわかる小児看護技術 アドバンス，山元恵子監修，佐々木祥子編著，インターメディカ，2017．
写真でわかる重症心身障害児(者)のケア アドバンス，鈴木康之・舟橋満寿子監修，インターメディカ，2017．
こどもの病気の地図帳，鴨下重彦・柳澤正義，講談社，2002．

【７】 参考書

授業開講日　16：20～18：00

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

1)健康障害のある子どもの特徴と成長発達に及ぼす影響
2)子どもの健康障害が家族に及ぼす影響
3)健康障害のある子どもと家族の看護
講義
予習：テキストp2～p23を読む
復習：ミニテスト?
キーワード：健康障害、インフォームドコンセント、プレパレー
ション、ディストラクション

臼井　雅美1
健康障害のある子どもと家
族の看護

急性状態にある子どもと家族の看護
講義
予習：テキストp440～p446を読む
復習：ミニテスト②
キーワード：危機モデル、トリアージ、小児救急医療、心肺蘇生

臼井　雅美2
さまざまな状況にある子ど
もと家族の看護①

慢性状態にある子どもと家族の看護
講義
予習：テキストp446～p456を読む
復習：ミニテスト③
キーワード：小児慢性特定疾患治療研究事業、セルフケア、エンパ
ワーメント、アドヒアランス、復学支援、
キャリーオーバー

臼井　雅美3
さまざまな状況にある子ど
もと家族の看護②

手術を受ける子どもと家族の看護
講義
予習：テキストp519～p536を読む
復習：ミニテスト④
キーワード：子どもにとっての手術、姑息手術、根治手術、緊急手
術、計画手術、日帰り手術、術前プレパレーション

臼井　雅美4
さまざまな状況にある子ど
もと家族の看護③

トラウマのある子どもと家族の看護（災害・虐待）
講義
予習：テキストp575～p593を読む
復習：課題1「被災した子どもと家族への看護」
キーワード：トラウマ、急性ストレス障害、PTSD、災害弱者、災害
サイクル、児童虐待、反応性愛着障害、リミットテスティング、デ
ブリーフィング

臼井　雅美5
さまざまな状況にある子ど
もと家族の看護④

ハイリスク新生児および医療処置を受ける新生児と家族の看護
講義
予習：テキストp510～p518を読む
復習：ミニテスト?、課題2「医療処置を受ける子どもの看護」
キーワード：低出生体重児、ハイリスク新生児、先天異常、NICU、
ディベロップ・メンタルヘルス、医療処置、小児の安全

伊藤　茂理6
さまざまな状況にある子ど
もと家族の看護⑤

心身障がいのある子どもと家族の看護
講義
予習：テキストp537～p544を読む
復習：ミニテスト⑥
キーワード：身体障害、発達障害、重症心身障害児、障がい受容、
ノーマライゼーション、デイケア、療育、特別支援学校、親の会

伊藤　茂理7
さまざまな状況にある子ど
もと家族の看護⑥

終末期にある子どもと家族の看護
講義
予習：テキストp457～p463を読む
復習：ミニテスト⑦
キーワード：子どもの死の概念、スピリチュアルケア、子どもの納
得と代弁、デスエデュケーション、意思決定支援、子どもの最善の
利益、家族の悲嘆プロセス、グリーフケア

伊藤　茂理8
さまざまな状況にある子ど
もと家族の看護⑦
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母性看護学概論

林ひろみ

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：82490）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Maternal and Newborn Nursing 必修 講義 2年･春 1単位 15時間

科目ナンバリング：NF307

科目担当者 林ひろみ

母性看護学における対象の理解と看護の特徴や役割を理解するために、母性の身体的・心理社会的特徴、リプロダクティブヘルス
／ライツ、母性看護のあり方を含む母性看護の基盤となる概念について、さらに、母性看護を取り巻く社会の変遷と現状について
学ぶ。また、母性看護学領域における倫理的課題とその対応について、不妊女性に対する看護のあり方について学ぶ。

【１】 授業概要

①母性看護学の対象者を述べることができる。
②リプロダクティブヘルス/ライツの定義について説明できる。
③ウェルネスについて説明できる。
④我が国の新生児死亡率の推移についての概要を説明できる。
⑤母子の健康にかかわる法律を４つあげることができる。
⑥新健やか親子21の概要を説明できる。
⑦正常な性周期について説明できる。
⑧思春期女性の健康課題を1つあげ説明できる。
⑨更年期女性の健康課題を1つあげ説明できる。
⑩不妊治療をめぐる倫理的課題を1つあげ説明できる。
⑪女性と胎児の権利について説明できる。
⑫倫理的意思決定の４つのプロセスを説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

・この授業は、母性看護学の基本となる概念や看護の特徴および役割を理解するものであるため、予習1時間程度、復習1.5時間程
度を費やします。
【学習上の留意点】
・履修にあたり、新聞や周囲の人の体験に触れ、我が国あるいは世界における母性看護学の現在の動向に関心を寄せることにより
理解を深める。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

・発達看護論，母性看護学方法論，看護の基本技術Ⅵ，母性看護学実習

【４】 関連科目

・定期試験75%・ミニテスト10％・課題レポート15%
ミニテストは結果を返却する。課題レポートは内容に対して講評する。なおミニッツペーパーに記載された質問にフィードバック
する。

【５】 評価方法

・大平光子他編集：看護学テキストNICE　母性看護学Ⅰ　概論・ライフサイクル，改定第2版，南江堂，2018

【６】 教科書

・その都度提示する

【７】 参考書

・金曜日　16:20～18:00　hiromi.hayashi@hs.toho-u.ac.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容
１．母性とは、
２．女性のライフサイクル
３．母性看護学における対象と母性看護学の目的
方法：講義
予習：p2～17，ｐ27～32，p162～165を読むこと
復習：母性の定義、母性看護学における対象と母性看護学の目的を
整理し、記述する
キーワード：母性・父性・ライフサイクル・母性看護学・助産学

林ひろみ1 母性看護学の概念

内容
１．リプロダクティブ・ヘルス/ライツ
２．ヒューマンセクシュアリティ
３．ヘルスプロモーション
４．ウェルネス
方法：講義
予習：p19～26を読むこと
復習：リプロダクティブヘルス/ライツ、ウェルネスについて整理
し、記述する
キーワード：リプロダクティブヘルス/ライツ、ヒューマンセク
シュアリティ、ヘルスプロモーション、ウェルネス

林ひろみ2
母性看護実践の基盤となる
理論

内容
１．母子の保健水準レベルに関する統計
２．母子保健に関する法律
３．母子保健に関する政策
４．母子保健に関する社会資源
方法：講義
予習：p34～p74を読むこと
復習：周産期死亡率、新生児死亡率、妊産婦死亡率、合計特殊出生
率の我が国の動向を整理する。自分の住む地域の母子保健に関する
社会資源についてレポートする。
キーワード：女性の就業率、出生数、合計特殊出生率、周産期死亡
率、新生児死亡率、妊産婦死亡率、母子保健法、母体保護法、労働
基準法、男女雇用均等法、新健やか親子21、母子健康手帳、健康診
査

林ひろみ3 母子保健統計と社会資源

内容
１．性周期とメカニズム
２．生殖器の形態と機能
３．ライフサイクルにおける生殖器の変化
方法：講義
予習：p86～92、p105～112を読むこと
復習：性周期とメカニズムについてミニテスト
キーワード：性周期、性ホルモン、受精、女性生殖器、男性生殖器

林ひろみ4
ライフサイクルにおける女
性の健康と看護(1)

内容
１．思春期の女性の身体的、心理的特徴
２．思春期女性の健康課題
３．思春期女性への看護
方法：講義
予習：p166～181を読むこと
復習：思春期女性の健康課題に対する援助について学習したことを
整理し、記述する
キーワード：思春期女性、ボディイメージ、自立と依存、性行動、
性感染症

林ひろみ5
ライフサイクルにおける女
性の健康と看護(2)

内容
１．成人期の女性の身体的、心理的、社会的特徴
２．成人女性の健康課題
３．成人期女性への看護
方法：講義
予習：p182～211を読むこと
復習：成人期女性の健康課題に対する援助について学習したことを
整理し、記述する
キーワード：成人期女性　月経困難症　月経前症候群　不妊症　不
育症　ドメスティックバイオレンス　家族計画　避妊　がん検診

林ひろみ6
ライフサイクルにおける女
性の健康と看護(3)

内容
１．不妊治療の実際
２．不妊女性とその家族の特徴と健康課題
３．不妊治療をめぐる倫理的課題と看護
方法：講義
予習：p192～197，p126～131，p247～250を読むこと
復習：不妊治療をめぐる倫理的課題を整理し、必要な看護について
整理し、記述する
キーワード：不妊症、不妊症カップル、検査、一般不妊治療　生殖
補助医療　精子提供　卵子提供　代理出産　出自を知る権利

林ひろみ
ゲストスピーカー

7
母性看護学領域における倫
理的課題(1)
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内容
１．母性看護学領域における母子の権利と擁護
２．倫理的意思決定プロセスを支える支援
方法：講義
予習：p126～146を読むこと
復習：母性看護学領域における母子の権利と倫理的意思決定プロセ
スを支える支援について学習したことを整理し、記述する
キーワード：倫理原則　倫理綱領　女性・胎児の権利　インフォー
ムドコンセント　意思決定プロセス

林ひろみ8
母性看護学領域における倫
理的課題(2)
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看護の基本技術Ⅶ

鳥田美紀代

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82620）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅶ 必修 演習 2年･春 2単位 60時間

科目ナンバリング：NC406

科目担当者 佐瀬真粧美・鳥田美紀代・島村敦子・菅谷綾子（共同）

老化あるいは疾病による機能障害をもつ高齢者に必要な日常生活援助を提供するための知識、技術を習得する。また、治療を有す
る高齢者の特徴とその看護について理解する。

【１】 授業概要

①高齢者の特徴をふまえたヘルスアセスメントの方法（情報収集・アセスメント・フィジカルイグザミネーション技術）を説明で
きる。②高齢者の機能低下や障害の特徴と評価する方法を説明でき，一部の技術について模擬患者に実施できる。③高齢者の機能
低下や障害が生活に及ぼす影響について説明でき，それをふまえた具体的な支援技術を模擬患者に実施できる。④日常生活におい
て高齢者の尊厳が脅かされやすい状況について知り、高齢者の尊厳を守るための具体的な方法について考察し，討議できる。⑤日
常生活において高齢者の安全が脅かされる場面について知り、その原因となる高齢者の特徴や周囲の環境と関連付けて説明でき
る。⑥高齢者の療養の場の多様性について知り、高齢者本人および介護者の視点から生活環境の工夫や改善点を考察することがで
きる。⑦高齢者の経済状況や社会参加の実態について知り、高齢者の生活を支えるための社会制度やインフォーマルな支援につい
て調べることができる。⑧高齢者の生活史を理解するための方法について知り、看護に活かす方法について討議できる。⑨認知症
を有する高齢者が抱える生活上の困難について、認知症の方の有する能力を活かすケアの考え方や方法について説明できる。⑩認
知症の方を介護する家族の実情を知り、必要な支援について討議できる。⑪機能障害を有する高齢者への生活リハビリテーション
の視点について知り、看護師の役割を説明できるとともに，具体的な支援技術を模倣して実施できる。⑫入院治療を受ける高齢者
に起こりやすい機能低下や障害について知り、二次的な障害を予防するための方法について説明できる。⑬模擬事例を用いて、高
齢者の看護上の課題やニーズを抽出し，看護目標を設定や看護計画を記述することができる。
(看護学科DP　1,2,3,4,5)

【２】 学修目標（到達目標）

［準備学習］
本科目は、既習科目で学修した内容を基盤として知識や技術を習得することを目指すため、関連科目の復習をして臨むこと。ま
た、次回の授業に向けた予習を課している回では、課題に取り組んだ上で臨むこと。本科目の予習・復習にかかる時間は概ね1回
につき1～1.5時間程度となっている。予習課題、復習課題については、授業時間中に説明するか、またはアクティブアカデミーで
周知する。
［学習上の留意点］
本科目は、各テーマについて授業内容が連動しているものが多く、科目の後半では複数の授業回にまたがり事例展開の知識と技術
の習得を行う構成となっている。したがって、効果的な学習のために、できる限り全ての授業回に出席することを望む。
　なお、提出を求めた課題レポートは評価の後に返却する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニケーション論，専門基礎教養科目，看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅶ・Ⅷ，臨床看護学概論，看護展開論，老年看護学概論，
コミュニティヘルス概論，在宅看護学概論，看護倫理学，ターミナルケア，コミュニティヘルス看護展開論，看護の役割と実践の
探求，看護管理論，看護哲学，チーム活動論，チーム医療演習，援助的人間関係論，機能障害のある患者の看護，周手術期看護・
急性重症患者看護，がん看護・緩和ケア

【４】 関連科目

まとめテスト（50％）、グループワークの取り組み状況（10％）、課題レポート（20％）、学習態度（5％）、ミニテスト
（15％）
＊ミニテストは第1回～21回で実施し、後日、結果を返却する。

【５】 評価方法

看護学テキストNiCE 老年看護学技術　最後までその人らしく生きることを支援する　改訂第2版、南江堂、2016．

【６】 教科書

新体系 看護学全書　老年看護②　健康障害をもつ高齢者の看護　第4版、メヂカルフレンド社、2016．

【７】 参考書

授業開講日に周知する。事前にメールで連絡のこと。また、講義終了後、質問を受け付ける。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：
１．心身の加齢変化に関する基礎知識
２．高齢者の症状の特徴
３．高齢者の特徴や生活を踏まえた情報収集の方法
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：問診、観察、フィジカルイグザミネーション、フィジ
カルアセスメント、ＡＤＬ、ＩＡＤＬ、環境、高齢者総合機能評価

鳥田美紀代1
ヘルスアセスメント技術
（１）

内容：
１．高齢者に起こりやすい機能障害の基礎知識
２．事例を用いたアセスメント演習
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：障害高齢者の日常生活自立度、寝たきり、廃用性変
化、褥瘡、低栄養

鳥田美紀代2
ヘルスアセスメント技術
（２）

内容：
１．高齢者のコミュニケーションの特徴
２．コミュニケーションに影響する要因
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：身近な高齢者とコミュニケーションをとり、気が付いたこと
をメモする（課題）。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：言語的・非言語的メッセージ、感覚器、言語能力、価
値観、時代背景、援助関係

鳥田美紀代3
コミュニケーション技術
（１）

内容：
１．コミュニケーション障害の疑似体験
２．高齢者の機能低下や障害に合わせたコミュニケーション方法
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：相互作用、体験学習、環境、言語障害

鳥田美紀代4
コミュニケーション技術
（２）

内容：
１．高齢者の動作・移動の特徴と評価方法
２．高齢者に起こりやすい動作・移動に関連する機能障害をふまえ
た介助方法
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：筋骨格系の障害、脳神経系の障害、活動耐性、ＡＤＬ

菅谷綾子5
動作・移動を支える技術
（１）

内容：
１．動作、移動を支える福祉用具の基礎知識
２．福祉用具等を用いた動作、移動の介助方法
３．片麻痺のある高齢者の移動介助
授業方法：講義またはミニレクチャー、デモンストレーション・演
習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：良肢位の保持、片麻痺、福祉用具、自立支援

菅谷綾子6
動作・移動を支える技術
（２）

内容：
１．高齢者の食事・栄養の基礎知識
２．高齢者の栄養状態・食事摂取状況・食事環境の評価方法
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：誤嚥、低栄養、骨粗鬆症、治療食

鳥田美紀代7 食事・栄養（１）

内容：
１．摂食・嚥下障害を有する高齢者の機能評価
２．摂食・嚥下障害を有する高齢者への食への支援
３．経管栄養法を行っている高齢者への支援
授業方法：講義またはミニレクチャー・デモンストレーション・演
習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：摂食、嚥下、誤嚥性肺炎、経管栄養法（経鼻栄養、胃
ろう）、

鳥田美紀代8 食事・栄養（２）

内容：
１．高齢者の排泄に関連する機能低下や障害の基礎知識
２．排泄障害のタイプに合わせた具体的な支援方法
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。排泄ケアに関する予習課題に取
り組み、提出する（課題）。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：排泄障害、環境調整、プライバシー、自尊感情、排泄
ケア用品、福祉用具

島村敦子9 排泄
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内容：
１．高齢者が清潔・身だしなみを整える意義
２．清潔、身だしなみを整えることに関連する機能低下や障害の基
礎知識
３．清潔・身だしなみを整えるための具体的な援助技術
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：皮膚管理、衣生活、自尊心感情、爪切り、皮膚？痒
症、白癬、疥癬症

島村敦子10 清潔・身だしなみ

内容：
１．高齢者の活動と休息に影響する要因
２．高齢者の活動と休息の評価方法
３．高齢者の活動と休息のバランスを整える技術
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：睡眠、休息の質、リラックス、活動耐性

菅谷綾子11 活動と休息

内容：
１．高齢者の尊厳が脅かされやすい状況に関する基礎知識
２．日常生活において高齢者の尊厳を守るための具体的な支援方法
３．高齢者の尊厳を守る看護に関する討議
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：セクシュアリティ、エンパワーメント、高齢者虐待、
抑制しないケア

鳥田美紀代12 日常的な尊厳を守る技術

内容：
１．高齢者に起こりやすい事故に関する基礎知識
２．事故につながりやすい高齢者側の要因
３．事故につながりやすい環境側の要因
４．安全を守るための具体的な工夫
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：転倒・転落、誤薬、リスクマネジメント、チーム、協
働、看護記録

佐瀬真粧美13 安全を守る技術

内容：
１．高齢者の多様な療養の場についての基礎知識
２．高齢者の目線から、生活環境を考察する
３．介護者の目線から、生活環境を考察する
４．高齢者や介護者の目線から、生活環境を整える工夫について意
見交換を行う
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：身の回りの生活環境に関する予習課題に取り組み，提出する
（課題）。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：住まい、環境、福祉用具、バリアフリー

島村敦子14 生活環境を整える技術

内容：
１．高齢者の経済状況や社会参加の実態
２．高齢者の社会参加を支える制度
３．高齢者が参加、活躍しやすい社会、コミュニティに関する討議
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：経済状態、社会参加、コミュニティ、雇用、社会制度

佐瀬真粧美15 社会参加の支援

内容：
１．現代の高齢者の生きてきた時代背景
２．ヒストリー聴取の手法
３．生活史を看護に活かす方法に関する討議
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：リフレクションペーパーで、生活史を看護に活かす効果につ
いて考察する。
キーワード：生活史、ライフレビュー、ライフヒストリー、インタ
ビュー、時代背景、人生経験、生活歴、健康歴

鳥田美紀代16 高齢者の生活史

内容：
１．認知症の基礎知識
２．認知症を患う当事者の経験
３．認知機能の低下が生活に及ぼす影響
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：対象理解、手記、生活上の困難、当事者の目線

鳥田美紀代17
認知症（１）
当事者の視点からの理解

内容：
１．認知症の方を支援する際の基本的な考え方
２．認知症の方への具体的な支援方法
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：国際生活機能分類（ＩＣＦ）、パーソンセンタードケ
ア、リアリティオリエンテーション 、ユマニチュードケア、否定
しないコミュニケーション

鳥田美紀代
菅谷綾子

18
認知症（２）
具体的な援助方法
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内容：
１．認知症介護の実態
２．認知症の高齢者を介護する家族の実態
３．認知症の高齢者を介護する家族への支援に関する討議
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：家族介護者、介護困難、ＢＰＳＤ、介護の発展、在宅
支援、地域包括ケア

菅谷綾子19
認知症（３）
介護者への支援

内容：
１．生活リハビリテーションの考え方
２．生活リハビリテーションにおける看護の役割
３．高齢者の心身の廃用性変化を予防するための方法
授業方法：講義またはミニレクチャー・デモンストレーション・演
習
予習：教科書の指定ページを読む。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：廃用症候群、関節可動域訓練、運動療法、療養生活の
維持、療養生活の場の移行、機能低下の予防、生活意欲

島村敦子20
生活の中でのリハビリテー
ション

内容：
１．入院・治療が高齢者に及ぼす影響
２．急性期にある高齢者の特徴と看護の目標
３．慢性期にある高齢者の特徴と看護の目標
４．医療施設から次の療養の場所へ移行する際の支援
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：医療環境が高齢者に及ぼす影響を５つ挙げてくる（課題）。
復習：ミニテストを実施する。
キーワード：環境変化、環境適応、廃用症候群、せん妄、手術療
法、点滴管理、内服管理、チーム医療、退院支援、家族支援、地域
連携

佐瀬真粧美21
入院・治療を受ける高齢者
への看護

内容：
１．高齢者の特徴を踏まえた看護過程の展開に必要な知識
２．事例展開技術演習のオリエンテーション
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：看護展開論など、関連する科目の既習内容を復習して授業に
望む。
復習：配布した資料や学習内容を振り返り，整理する。
キーワード：老年期の発達段階、加齢性変化、二次的障害の予防、
個別性、生活歴・健康歴の活用、情報収集、アセスメント、看護課
題の抽出、看護計画の立案、看護実践の評価

鳥田美紀代22
高齢者の特徴を踏まえた看
護過程展開

内容：第1回～22回の内容に関する知識の確認
授業方法：まとめテスト
予習：第1～21回の授業の内容と教科書の範囲を復習して臨む
復習：テストの内容について，知識の再確認をする。

鳥田美紀代23 まとめテスト

内容：まとめテストの内容の振り返り
授業方法：まとめテストの解説
予習：まとめテストの内容を振り返って臨む。
復習：まとめテストの結果をもとに、第1～21回で学修した内容に
ついて振り返る。

鳥田美紀代24 まとめテストの振り返り

内容：
1.事例の紹介
2.情報収集・整理
3.事例を理解するために必要な知識と学習方法の確認
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：本授業第22回の内容や看護展開論など、関連する科目の既習
内容を復習して授業に望む。
復習：授業中に取り組んだ課題に引き続き取り組む。キーワード：
大腿骨頸部骨折、緊急入院、手術療法、廃用性変化、せん妄、生活
歴、現病歴、評価ツール

菅谷綾子
全員

25

大腿骨頸部骨折の治療後、
リハビリ施設に転院する事
例：
（１）事例紹介と情報の整
理

内容：
1.情報と関連知識に基づく正常・異常の判断
2.情報と関連知識に基づく経過の予測
3.1・2に基づく看護の方向性の記述
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：本授業第22回の内容や看護展開論など、関連する科目の既習
内容を復習する。前回の課題を振り返り，整理して臨む。
復習：授業中に取り組んだ課題に引き続き取り組む。
キーワード：老年期の発達段階、加齢の影響、個別性、多面的アセ
スメント、情報の統合

全員26

大腿骨頸部骨折の治療後、
リハビリ施設に転院する事
例：
（２）アセスメント

内容：
1.アセスメントに基づく看護上の課題・ニーズの抽出と記述
2.看護の長期目標・短期目標の記述
3.看護上の課題・ニーズ同士の関連性の検討
4.看護上の課題・ニーズの優先順位の検討
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：本授業第22回の内容や看護展開論など、関連する科目の既習
内容を復習する。前回の課題を振り返り，整理して臨む。
復習：授業中に取り組んだ課題に引き続き取り組む。
キーワード：個別性、看護上の課題、看護上のニーズ、看護問題、
関連図、看護問題リスト

全員27

大腿骨頸部骨折の治療後、
リハビリ施設に転院する事
例：
（３）看護上の課題・ニー
ズの抽出
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内容：
1.看護計画の立案
2.同職種および多職種との連絡が必要となる事柄の整理
授業方法：講義またはミニレクチャー・演習
予習：本授業第22回の内容や看護展開論など、関連する科目の既習
内容を復習する。前回の課題を振り返り，整理して臨む。
復習：授業中に取り組んだ課題に引き続き取り組み、提出する（課
題）。
キーワード：個別性、多職種連携、看護の専門性・機能

全員28

大腿骨頸部骨折の治療後、
リハビリ施設に転院する事
例：
（４）看護計画の立案

内容：
1.事例紹介
2.廃用予防のための看護計画の立案（ＧＷ）
授業方法：ミニレクチャー・演習
予習：教科書の指定ページを読む。関連する既習科目を復習して授
業に臨む。
復習：老年期の特徴と個別性を踏まえた看護計画立案のポイントに
ついて整理する。
キーワード：廃用症候群、個別性、看護計画の立案

全員29

誤嚥性肺炎で緊急入院した
事例へのケア
（１）「廃用予防」のため
の看護計画の立案

内容：
1.立案した看護計画のプレゼンテーション（ＧＷ）
2.看護計画の実施・評価・修正（ＧＷ）
授業方法：ミニレクチャー・演習
予習：関連する既習科目を復習して授業に臨む。
復習：老年期の特徴と個別性を踏まえた看護援助を提供する際の自
身の課題を整理する。
キーワード：廃用予防のケア、個別性、看護の評価

全員30

誤嚥性肺炎で緊急入院した
事例：
（２）「廃用予防」のため
の看護援助の実施
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在宅看護概論

島村敦子

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82630）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Home care Nursing 必修 講義 2年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：NC407

科目担当者 佐瀬真粧美・島村敦子・美ノ谷新子

コミュニティヘルス看護の中で特に在宅で生活する人々に対し、在宅という生活の場で提供される看護の基本的考え方を理解す
る。また、法的基盤と制度の概要について理解し、現在の在宅看護の現状や課題について考察する。
（佐瀬真粧美／２回）施設と連携する在宅看護の展開方法
（島村敦子／３回）在宅看護実践の展開方法と展望
（美ノ谷新子／３回）在宅看護の基礎知識の概説

【１】 授業概要

・在宅看護の対象者を述べ、その特徴について述べることができる。
・在宅看護にかかわる制度を３つ以上挙げ、その概要について述べることができる。
・在宅看護が提供される場と、その場における看護の役割について述べることができる。
・在宅における看護過程の特徴を述べることができる。
・在宅看護における倫理的課題について述べることができる。
・在宅看護の課題と展望について論述することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
看護入門実習Ⅰ、老年看護学概論、コミュニティヘルス看護概論の学習内容を復習し、提示されている学習内容について、テキス
トを参考に予習を行ってくること。この授業は、在宅看護に関連する幅広い知識の習得を目指すため、予習1時間程度、復習1時間
程度を費やします。
【学習上の留意点】
各々の授業内容は、つながりがあります。欠席してしまうとそのつながりがわからなくなるので、授業への出席を重視します。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

倫理学、看護入門実習Ⅰ、老年看護学概論、コミュニティヘルス看護概論、看護の基本技術Ⅶ

【４】 関連科目

定期試験（70%）、課題レポート（30%）
リアクションペーパーの内容を踏まえ、次回の授業の中で不十分な理解や質問ついてコメントする

【５】 評価方法

看護学テキストNiCE　在宅看護論改訂第2版　自分らしい生活の継続をめざして；石垣和子・上野まり編集､南江堂

【６】 教科書

授業時に提示する。

【７】 参考書

授業開講日の16：20－17：20（ただし、10月2日については、14：40-15：40とする）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：在宅看護が必要とされてきた歴史と社会背景・在宅看護の定
義・目的・在宅看護の対象・在宅看護の場
授業方法：講義
予習：教科書の関連する箇所を読む
復習：授業資料と教科書の該当箇所を関連付けて、学んだことを整
理する
キーワード：在宅看護の歴史、社会背景、在宅看護の対象、在宅看
護の場、訪問看護の提供機関

美ノ谷　新子1
在宅看護における理論・概
念(1)

内容：在宅療養者と家族との関係形成理論
授業方法：講義
予習：教科書の関連する箇所を読む
復習：授業資料と教科書の該当箇所を関連付けて、学んだことを整
理する
キーワード：生活の質、関係形成、コミュニケーション、対人関係
論、発達理論

佐瀬　真粧美2
在宅看護における理論・概
念(2)

内容：介護保険制度の理解・医療保険制度の理解・障害者総合支援
法の理解
授業方法：講義
予習：教科書の関連する箇所を読む
復習：授業資料と教科書の該当箇所を関連付けて、学んだことを整
理する
キーワード：介護保険制度、医療保険制度、各保険制度に基づく訪
問看護サービスの対象、各保険制度の訪問看護報酬

美ノ谷　新子3 在宅看護にかかわる制度

内容：訪問看護の目的・訪問看護制度・訪問看護ステーションの運
営・管理
授業方法：講義
予習：教科書の関連する箇所を読む
復習：授業資料と教科書の該当箇所を関連付けて、学んだことを整
理する
キーワード：訪問看護、訪問看護ステーション、管理・運営

島村敦子4 訪問看護活動

内容：在宅看護が提供される場における看護の役割
授業方法：講義
予習：教科書の関連する箇所を読む
復習：授業資料と教科書の該当箇所を関連付けて、学んだことを整
理する
キーワード：医療の継続、多職種連携、チームアプローチ、地域連
携、退院支援・退院調整

佐瀬真粧美5
在宅看護における看護の役
割

内容：訪問看護師の基本姿勢と訪問看護活動の実際・在宅における
看護展開の特徴
授業方法：講義
予習：教科書の関連する箇所を読む
復習：授業資料と教科書の該当箇所を関連付けて、学んだことを整
理する
キーワード：看護過程、在宅療養者、家族、在宅医療廃棄物

島村　敦子6
在宅看護における看護の展
開

内容：在宅看護における特徴的な事例における看護過程の展開
授業方法：講義、個人ワーク、グループワーク、発表
予習：教科書の関連する箇所を読む
復習：授業資料と教科書の該当箇所を関連付けて、学んだことを整
理する
キーワード：多角的なアセスメント、看護過程、生活の場、価値観

島村　敦子7
在宅看護における看護の展
開例

内容：在宅看護における倫理的課題・倫理的葛藤
授業方法：講義
予習：教科書の関連する箇所を読む
復習：授業資料と教科書の該当箇所を関連付けて、学んだことを整
理する
キーワード：自己決定支援、多様な価値観、権利擁護、虐待、個人
情報

美ノ谷　新子8
在宅看護における倫理的課
題
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公衆衛生看護学概論

米澤純子

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82650）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Public Health Nursing 必修 講義 2年･秋 1単位 15時間

科目ナンバリング：NC409

科目担当者 米澤純子・美ノ谷新子

公衆衛生看護活動の基盤となる理念を踏まえ、公衆衛生看護活動の変遷を社会背景と健康課題との関連から理解する。また、公衆
衛生看護活動の場である行政・学校・産業の対象特性と活動の概要を理解し、対象としての個人・家族・地域集団の特性及び活動
方法の概略を学ぶ。
（米澤純子／５回）行政機関における公衆衛生看護活動、産業・学校分野における公衆衛生看護活動、公衆衛生看護活動の展開方
法
（美ノ谷新子／３回）公衆衛生看護学の概念・理論、保健行政と公衆衛生看護活動

【１】 授業概要

1.公衆衛生看護活動の基盤となる理念を説明できる。
2.公衆衛生看護活動の変遷と時代背景、その時々の健康課題との関連を論述できる。
3.公衆衛生看護活動の場である行政における対象特性と活動の概要を説明できる。
4.公衆衛生看護活動の場である学校における対象特性と活動の概要を説明できる。
5.公衆衛生看護活動の場である産業における対象特性と活動の概要を説明できる。
6.公衆衛生看護の対象としての個人・家族の特性と活動方法を説明できる。
7.公衆衛生看護の対象としての集団の特性と活動方法を説明できる。
8.地域ケアシステム構築における公衆衛生看護を担う保健師の役割について論述できる。
9.公衆衛生看護活動における倫理的課題について3つ以上具体的に説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
本授業は、公衆衛生看護学の特徴を探求するために、関連する既習科目を復習して授業に臨むこと。また、指定された内容につい
て、該当部分をテキストで予習することを求める。予習に1時間程度、復習に1時間程度を費やす。
【学習上の留意点】
本科目の学修内容は、コミュニティヘルス看護学実習の基礎知識として必要となるため、全時間の出席をのぞむ。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニティヘルス看護、公衆衛生看護に関する講義及び実習

【４】 関連科目

定期試験80%、課題・ミニテスト20%
提出されたミニッツペーパーに記載された質問や感想等に対して、次の講義でフィードバックする。

【５】 評価方法

公衆衛生看護学.第4版，荒賀直子他編，インターメディカル,2015
その他必要な資料は適宜講義時に配布する。

【６】 教科書

国民衛生の動向，厚生労働統計協会,最新版

【７】 参考書

講義終了後、質問を受け付けます。また、メールでの質問も受け付けます。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：科目オリエンテーション・公衆衛生看護学の概念・公衆衛生
看護の歴史
・公衆衛生看護活動の対象・場、活動方法、公衆衛生看護を担う看
護職者の役割・機能
授業方法：講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：公衆衛生看護とは、公衆衛生看護の対象と場、社会状
況、疾病構造、人口構造、公衆衛生関連法規

美ノ谷　新子1 公衆衛生看護学の概念

内容：公衆衛生看護活動における主な理論
授業方法：講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：健康、予防、病気、ウェルネス、プライマリ・ヘルス
ケア、ヘルスプロモーション、保健行動、行動変容、活動の根拠

美ノ谷　新子2 公衆衛生看護の理論

内容：1.保健行政のしくみ2.保健所の保健活動
授業方法：講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：保健行政、国と地方自治体の役割、保健所、保健セン
ター、保健所の保健活動：難病対策、精神保健、感染症対策、食品
衛生、環境衛生

美ノ谷　新子3
行政機関における公衆衛生
看護活動（1）

内容：1.市町村保健センターにおける保健活動2.市町村の高齢者福
祉領域および地域包括支援センターの保健活動
授業方法：講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：母子保健活動、成人保健活動、高齢者保健活動、歯科
口腔保健活動

米澤　純子4
行政機関における公衆衛生
看護活動（2）

内容：1.産業保健活動2.学校保健活動
授業方法：講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：学校保健、養護教諭、学校環境衛生、産業保健、労働
安全衛生

米澤　純子5
産業・学校分野における公
衆衛生看護活動

内容：個人・家族への公衆衛生看護活動
①家庭訪問②健康相談③健康診査
授業方法：講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：家庭訪問、健康相談、健康診査、スクリーニング、ハ
イリスクアプローチ、ポピュレーションアプローチ

米澤　純子6
公衆衛生看護活動の展開方
法（1）

内容：集団への公衆衛生看護活動
①健康教育②グループ支援③地区組織化活動
授業方法：講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：健康教育、健康学習、グループ支援、組織化

米澤　純子7
公衆衛生看護活動の展開方
法（2）

内容：1.地域ケアシステムと保健活動
①地域診断②地域ケアシステム③健康危機管理
2.公衆衛生看護活動の課題と展望
授業方法：講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：地域診断、地域ケアシステム、パートナーシップ、健
康危機管理、災害保健活動

米澤　純子8
公衆衛生看護活動の展開方
法（3）
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看護の基本技術Ⅸ

上地賢

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82660）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅸ 必修 演習 2年･秋 1単位 30時間

科目ナンバリング：NC410

科目担当者 米澤純子・上地賢・島村敦子（共同）

地域で生活する人々の健康課題を明らかにするための地域診断の意義と方法を理解し、地域特性に応じた支援計画の立案・実施・
評価のプロセスについて、演習を通して具体的に学ぶ。また、地域で生活する人々が自らの健康課題を認識し、課題解決のために
主体的に取り組む支援技術として、小集団を対象とした健康教育技術について演習を実施する。

【１】 授業概要

①地域診断に必要な情報の取得方法を説明することができる
②地域の統計指標や環境、社会状況に関する情報を地域診断モデルに基づいて整理することができる
③地域診断を行い解決の必要な健康課題を挙げることができる
④健康課題の解決に向けた、支援計画の目的を設定することができる
⑤支援計画の目的に沿った、目標を設定することができる
⑥支援計画の目標に沿った、支援計画の立案ができる
⑦計画に対する評価指標を設定することができる
⑧立案した健康学習を他者と協力して実施することができる
⑨健康学習の理論を学び、効果的な学びを支援する工夫について３つ以上論述できる
⑩地域で暮らす人々への健康教育における倫理的課題について３つ以上具体的に説明できる
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

本講義では各自の予習内容をもとにグループワークを行い、その結果を踏まえた復習が必要となる。目安として、予習1時間程
度、復習1時間程度を要する。また各回の終了時に学んだこと、演習内容での困難や質問、感想等を5分程度で記入したミニッツ
ペーパーの提出が求められる。
予習：次回演習で予定されている地域診断のプロセスに対する個人の考察をまとめる。
復習：グループワークに参加して得た学習内容をもとに、演習で行った地域診断のプロセスに対する個人の考察をまとめる。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

学ぶとよい科目：千葉県の地域医療（自由科目）、コミュニケーション論、プレゼンテーション論、組織論
続く内容の科目：コミュニティヘルス看護展開論、コミュニティヘルス看護実習、公衆衛生看護学概論、その他公衆衛生看護学講
義全般（保健師コース）

【４】 関連科目

レポート（50％）、ミニテスト（35％）、復習課題（15％）
ミニテストとしてグループ毎に健康教育の発表を行い、その後に教員が講評する。復習課題の提出が課された際に全体に向けたコ
メントとともに返却する。ミニッツペーパーに記載された質問、感想は次回以降の講義時に報告し、回答・コメントする。

【５】 評価方法

指定なし。必要な資料は適宜講義時に配布する。

【６】 教科書

公衆衛生看護学. jp (インターメディカル)、コミュニティアズパートナー地域看護学の理論と実際（医学書院）・地域看護診断
（東京大学出版）

【７】 参考書

オフィスアワーは原則 水曜日 12：00-13：00とする。また、講義終了後に質問を受け付ける。
予定に変更があった場合はその都度他の候補日時を連絡する。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

地域の健康を把握・理解する方法
・地域診断の意義・地域診断モデルの活用方法
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：キーワードについて自己学習する
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：地域診断、診断モデル、ヘルスプロモーション、エン
パワーメント

全員
（上地賢）

1 地域診断(1)

地域診断に必要な情報収集
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：地域の状態を表す指標を5つ考える
復習：グループワークを通して変化した自身の考えをまとめる。ミ
ニッツペーパーの提出。
キーワード：情報源、量的データ、質的データ、統計指標、社会資
源

全員
（上地賢）

2 地域診断(2)

地域診断モデルを活用した情報の整理
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：地域の状態を表す指標を5つ考えより大きなカテゴリーとし
て分類する
復習：地域の状態を表す情報の上位カテゴリーを作成する。ミニッ
ツペーパーの提出。
キーワード：地区診断モデル、量的データ、質的データ、統計指
標、社会資源

全員
（上地賢）

3 地域診断(3)

不足している量的・質的データの同定
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：検討した上位カテゴリー内に不足する情報を量的、質的情報
に分類する。
復習：予習内容に記述を追加する。ミニッツペーパーの提出。
キーワード：量的データ、質的データ、統計指標、社会資源

全員
（上地賢）

4 地域診断(4)

地区踏査の方法論
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：地区踏査でなければ得られない情報を5つ考える
復習：地区踏査で得られる情報の特徴を考察する。ミニッツペー
パーの提出
キーワード：地区踏査、インタビュー、観察

全員
（上地賢）

5 地域診断(5)

情報収集のまとめ
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：情報収集を効果的に行うための工夫について考察する
復習：講義を通して得た内容を踏まえ、予習内容を完成させる。ミ
ニッツペーパーの提出
キーワード：地区踏査、インタビュー、観察

全員
（上地賢）

6 地域診断(6)

地域診断①・収集した情報の分析
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：これまで得た情報から健康課題を3つ考える
復習： GWを通して変化した自身の考えをまとめる。ミニッツペー
パーの提出
キーワード：地域診断モデル、アセスメント、健康課題

全員
（上地賢）

7 地域診断(7)

地域診断②・健康課題の抽出・健康課題の解決に向けた優先順位の
決定
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：これまで得た情報から健康課題を3つ考える
復習：優先順位決定の根拠について自分の考えをまとめる。ミニッ
ツペーパーの提出
キーワード：地域診断モデル、アセスメント、健康課題

全員
（上地賢）

8 地域診断(8)

健康教育における健康学習理論と実践法
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：学生生活の中で経験した「授業」についての考察。
復習：講義内で行ったGWの手法について、利点と欠点をまとめる。
ミニッツペーパーの提出。
キーワード：健康教育、健康学習、KAPモデル、ヘルスビリーフモ
デル、プロシードプリシードモデル、トランスセオレティカルモデ
ル、学習支援

全員
（上地賢）

9 健康教育(1)

健康課題解決のための支援計画立案
・目的、目標の設定
・健康教育を含む実施計画の立案
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：支援計画を3つ考える
復習：予習の時点からGWを通して変化した自身の考えをまとめる。
ミニッツペーパーの提出。
キーワード：プロシードプリシードモデル、目的、目標、評価計画

全員
（上地賢）

10 健康教育(2)

健康課題解決のための支援計画立案
・評価計画の立案
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：指導案を実際に成功させるために必要なことを3つ考える
復習：GWを通して変化した考えをまとめる。ミニッツペーパーの提
出
キーワード：プロシードプリシードモデル、目的、目標、評価計
画、健康学習、住民参加

全員
（上地賢）

11 健康教育(3)

- 75 -



健康教育の指導案作成
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：指導案を実際に成功させるために必要なことを3つ考える
復習：GWを通して変化した自身の考えをまとめる。ミニッツペー
パーの提出。
キーワード：プロシードプリシードモデル、健康学習、住民参加

全員
（上地賢）

12 健康教育(4)

地域特性と健康課題、健康課題解決のための計画
発表①
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習、ミニテスト
予習：健康課題解決に向けた計画を評価する独自の指標を１つ考え
る
復習：GWを通して変化した自身の考えをまとめる。ミニッツペー
パーの提出
キーワード：健康課題、支援計画、プレゼンテーション、相互評価

全員
（上地賢）

13 地域看護活動の展開法(1)

地域特性と健康課題、健康課題解決のための計画
発表②
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習、ミニテスト
予習：健康課題解決に向けた計画を評価する独自の指標を１つ考え
る
復習：GWを通して変化した自身の考えをまとめる。ミニッツペー
パーの提出
キーワード：健康課題、支援計画、プレゼンテーション、相互評価

全員
（上地賢）

14 地域看護活動の展開法(2)

まとめ
地区診断に基づいた効果的な支援
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：これまで行った地区診断プロセスを構造化し、独自のフロー
チャートを作成する。
復習：地区診断過程を考察したレポートの提出。ミニッツペーパー
の提出。
キーワード：評価（企画、実施、結果）、PDCAサイクル、有効性、
効率性、自立発展性、ヘルスプロモーション、エンパワーメント、
住民参加

全員
（上地賢）

15 地域看護活動の展開法(3)

- 76 -



老年看護学実習Ⅰ

鳥田美紀代

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82670）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Gerontological Nursing PracticumⅠ 必修
実験・実

習
2年･秋 2単位 90時間

科目ナンバリング：NC411

科目担当者 鳥田美紀代・菅谷綾子（共同）

急性期における治療を終え、在宅に戻る準備を必要とする高齢患者への看護実践に必要な知識、技術、態度を習得する。高齢患者
とその家族に対する看護計画の立案を行い、実践、評価を行う。その過程において、高齢者を尊重する姿勢と、ともに協力し合う
専門職との連携の姿勢を学び、看護職としての役割を理解する。

【１】 授業概要

①高齢患者の治療・療養の場の一つである医療施設における看護実践を通して、高齢者の特徴やその人らしさに関心を持ち、それ
に応じた看護のあり方を説明できる。
②医療施設における検査、治療、リハビリテーションを受ける高齢者の身体・心理・社会的状況を理解し、状況に応じた看護の展
開を説明できる。
③医療施設における他職種の役割を理解し、チーム医療における看護の役割・機能について説明することができる。
④医療施設に入院する高齢者を尊重する姿勢と、協力し合う専門家との連携の姿勢を身に着け，高齢者への基本的な援助技術を指
導の下に実施することができる。
⑤地域包括ケアシステムにおける医療施設の機能や看護の役割ついて考察できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

［準備学習］
既習の関連科目を復習し，資料等を活用しやすいように整理しておくこと。この授業は，既習の関連科目で得た知識を実習で活用
するために，予習1時間程度，復習1.5時間程度を費やす。
［学習上の留意点］
本科目は，実際に臨床の場におもむき，入院中の高齢者やその家族の理解と協力のもとで学習の機会を得られるものである。した
がって，高齢者やその家族に対する看護学生としての責任を自覚し，尊重する態度に留意すること。また，教員の指示に従って予
防接種などの感染予防対策を講じ，学生自身の体調管理に十分注意して臨むこと。なお、実習前に行う学内オリエンテーションに
必ず参加すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニケーション論，専門基礎教養科目，看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅶ・Ⅷ，臨床看護学概論，看護展開論，老年看護学概論，
コミュニティヘルス看護概論，在宅看護学概論，看護倫理学，ターミナルケア，コミュニティヘルス看護展開論，看護の役割と実
践の探求，看護管理論，看護哲学，チーム活動論，チーム医療演習，援助的人間関係論，機能障害のある患者の看護，がん看護・
緩和ケア

【４】 関連科目

実践内容（理解力、考察力、コミュニケーション力、援助計画・実施・評価、記録）60％、　学習者としての態度・高齢者にかか
わる際の倫理的態度 20％、最終レポート 20％
フィードバック方法：実践内容や学習者としての態度，高齢者にかかわる際の倫理的態度については，臨地や学内における個別面
接でコメントを返す。最終レポートについては，到達目標の達成に向けた視点から更に考察を深める必要がある個所について個別
にコメントして学生に返却する。また，実習最終日に全体講評をする。

【５】 評価方法

適宜資料を配布する。

【６】 教科書

パーフェクト臨床実習ガイド　老年看護学実習ガイド（照林社）

【７】 参考書

実習中の連絡先・方法は，実習オリエンテーションの際に指示する。その他については，随時受け付けるが，可能な限り事前に
メール等で連絡すること（科目責任者のメールアドレス：mikiyo.torita@hs.toho-u.ac.jp）。また、学内日は、終了後1時間程
度、適宜質問等を受け付ける。なお、臨地実習時にはオリエンテーションで提示する各施設の担当教員の実習用携帯電話・メール
アドレスに連絡すること。担当教員に連絡がつかない場合や科目全体に関わる内容については科目責任者の実習用携帯電話・メー
ルアドレスに直接連絡してもかまわない。実習用携帯電話・メールは、実習中のみ使用可能である。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学修内容は，老年看護学実習Ⅰの実習
要項に示す。

【実習施設】
医療法人社団淳英会　おゆみの中央病院
一般社団法人巨樹の会　千葉みなとリハビリテーション病院
医療法人社団輝生会　船橋市立リハビリテーション病院
一般社団法人巨樹の会　松戸リハビリテーション病院

【授業方法】
グループごとに2週間の実習を行う。
高齢患者を受け持ち、看護過程を展開する。
テーマを設定してカンファレンスを行う。
看護過程の展開について指導者を交えたカンファレンスを行う。

全員

【予習・復習】
既習科目で修得した知識を活用しながら実習をすすめるため，予
習・復習に各1時間～1.5時間程度を要する。実習開始前に以下の項
目について既習の講義資料等を振り返り整理しておくこと。
・地域包括ケア病棟，回復期リハ病棟の特徴
・高齢者の特徴を踏まえたヘルスケアアセスメント技術
・高齢者の特徴に配慮した日常生活援助技術

【キーワード】
看護過程の展開，日常生活援助技術，地域包括ケア病棟，回復期リ
ハ病棟，リハビリテーション看護，生活者，在宅移行支援，家族看
護，多職種連携

全員
・高齢者が医療を受ける場
の特徴の理解

＜実習１日目＞
・臨地オリエンテーション
・受け持ち高齢者への自己紹介・情報収集

全員
・医療を受ける高齢者の看
護計画の立案と実施

＜実習２日目～４日目＞
・受け持ち高齢者の情報収集
・受け持ち高齢者の看護計画の立案と実施，評価
・受け持ち高齢者への日常生活援助
・テーマカンファレンス

全員

・検査・治療・リハビリ
テーションを受ける高齢者
への看護の考察
・医療施設における多職種
協働やチーム医療の理解
と，看護の役割の考察

＜実習５日目＞：学内演習
・受け持ち高齢者の情報の整理とアセスメント
・看護上の課題とニーズの抽出
・看護計画の立案
・看護技術の技術確認演習

全員
・医療施設における多職種
協働やチーム医療の理解
と，看護の役割の考察

＜実習６日目＞
・看護計画に沿った看護実践・評価
・中間カンファレンス：
受け持ち高齢者の看護の方向性，
看護計画の内容について

＜実習７～８日目＞
・看護計画に沿った看護実践・評価
・テーマカンファレンス：

＜実習９日目＞
・臨地最終カンファレンス
　　受け持ち高齢者に実施した看護の評価

＜実習１０日目＞：学内まとめ
・グループディスカッション
①医療施設における高齢者や家族の生活やその人らしさを尊重した
看護
②医療施設から在宅への移行支援における看護の役割
・実習のまとめ
・学生の自己評価
・継続する学習課題の整理のための面接
・最終レポート提出
＊実習記録は最終日に提出を求め、評価後に返却する。

全員

・医療施設において求めら
れる高齢者看護の考察
・医療施設から在宅への移
行支援における看護の役割
の考察
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老年看護学実習Ⅱ

佐瀬真粧美

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82680）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Gerontological Nursing PracticumⅡ 必修
実験・実

習
2年･秋 1単位 45時間

科目ナンバリング：NC412

科目担当者 佐瀬真粧美・菅谷綾子（共同）

急性期病院で治療を必要とする高齢者への看護について、病棟における看護実践を看護師と共に体験することにより考察する。ま
た、急性期病院で認知症看護認定看護師として実践をしている看護師の活動あるいは病棟看護師が実践している認知症看護に触れ
ることにより、急性期病院における認知症患者の看護について知り、その役割や活動、認知症看護の課題について考察する。

【１】 授業概要

①急性期病院に入院している高齢者や認知症患者が入院生活を送る上での課題を多面的に述べることができる。
②急性期病院に入院している高齢者や認知症患者への検査、治療に伴う看護を行う時の配慮について述べることができる。
③急性期病院に入院している高齢者や認知症患者への基本的な援助技術を体験することができる。
④急性期病院に所属する認知症看護認定看護師の役割、活動を知り、認知症看護を実践していくための課題について考察すること
ができる。
⑤高齢者や認知症患者の権利・尊厳、倫理的支援の重要性を説明することができる。
⑥急性期病院における高齢者看護を実施するために必要な専門職としての姿勢・態度を身につけることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
既習の関連科目の復習をして臨むこと。翌日に必要になる知識の予習1時間程度、その日のまとめに1時間程度かかる。
【学習上の留意点】
入院中の高齢者やその家族、施設スタッフの理解と協力のもとこの実習は行われる。従って実習中の服装・身だしなみ、挨拶、言
葉遣いなど、学生であるという自覚を持ち行動すること。また、学習活動上知り得た患者と家族の情報、実習記録などの管理を行
うこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニケーション論，プレゼンテーション論，専門基礎教育科目，看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅶ・Ⅷ，臨床看護学概論，看護展
開論，老年看護学概論，コミュニティヘルス看護概論，在宅看護学概論，看護倫理学，コミュニティヘルス看護展開論，看護の役
割と実践の探求，看護管理論，看護哲学，チーム活動論，援助的人間関係論，機能障害のある患者の看護，老年看護学実習Ⅰ・Ⅲ

【４】 関連科目

実践内容（観察力、理解力、考察力、コミュニケーション力、記録）70％、学習者としての態度・高齢者にかかわる際の倫理的態
度 20％、最終レポート 10％。フィードバックは、実習場におけるカンファレンス、最終日のまとめにおける全体講評、提出記
録・レポートへのコメントにて行う。

【５】 評価方法

資料を適宜配布する。

【６】 教科書

老年看護学実習Ⅰの参考書『パーフェクト臨床実習ガイド　老年看護学実習ガイド（照林社）』
看護学テキストNiCE 老年看護学技術　最後までその人らしく生きることを支援する　改訂第2版、南江堂、2016．

【７】 参考書

学内日の終了後1時限対応する（佐瀬：K319研究室）。
臨地に出向いているときは、日々実習終了後に質問受ける。対応する時間と場所については、直前の実習オリエンテーションにて
説明する。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

詳細な学修内容は、老年看護学Ⅱの実習要項に示します。
老年看護学全体オリエンテーション
老年看護学Ⅱオリエンテーション

全員オリエンテーション

<実習1日目>
午前：病棟オリエンテーション
認知症看護認定看護師の役割オリエンテーション
　　（日程調整により、変更することあり）
午後：病棟実習
　・急性期病院に入院している高齢者の治療・処置・生活について
参加観察、あるいは、病棟看護師とともにできるケアを実施
<実習2日目 >
　・急性期病院に入院している高齢者の治療・処置・生活について
参加観察、あるいは、病棟看護師とともにできるケアを実施
<実習3日目 >
　・主に担当する高齢者へのかかわり
　・病棟看護師とともにできるケアを実施
<実習4日目>
　・主に担当する高齢者へのかかわり
・病棟看護師とともにできるケアを実施
　・病棟カンファレンス

全員実習

＜実習5日目：学内＞
　・課題に添って、ディスカッションを行い、グループごとに発表
する。
　・まとめ、面接
＜実習6日目：学内＞
　・記録等提出物を作成し、提出する。

【実習場所】
東邦大学医療センター大橋病院

【授業方法】
オリエンテーション、施設内実習、カンファレンス、グループワー
ク
発表、課題レポート

【予習・復習・キーワード】
予習：これまで学習してきた内容を再度確認し、実施可能な看護技
術について自己学習をしておく。
復習：実習上で、きいたこと、みたこと、五感を使って集めた看護
にかかわる情報をその日のうちに記録にまとめるため、最低1時間
程度の振返りが必要と思われる。
キーワード：急性期病院、高齢者、認知症高齢者、患者理解、権
利・尊厳、倫理的支援、認知症看護認定看護師

全員

- 80 -



老年看護学実習Ⅲ

島村敦子

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：82690）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Gerontological Nursing PracticumⅢ 必修
実験・実

習
2年･秋 1単位 45時間

科目ナンバリング：NC413

科目担当者 佐瀬真粧美・島村敦子（共同）

介護老人保健施設における実習を通して、利用している高齢者の健康や障害と生活状況の関連について理解する。また、その高齢
者を支える施設の役割、機能を理解するとともに、高齢者に提供されている介護・看護を理解する。

【１】 授業概要

①介護老人保健施設を利用している高齢者の健康や障害と日常生活への影響について理解し、高齢者の生活像や全体像を理解する
方法を説明できる。
②介護老人保健施設の役割、機能を説明できる。
③介護老人保健施設における高齢者への介護・看護を指導者と共に実施することができる。
④介護老人保健施設における介護・看護について考察することができる。
⑤介護老人保健施設で活動する他職種の役割について理解し、チームアプローチおよびチームの協働について考察することができ
る。
⑥介護老人保健施設に入所する高齢者を尊重する姿勢と、連携・協力し合う専門家から学ぶ姿勢を持って実習に取り組み、高齢者
へのケアをする専門職としての態度を身につけることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
既習の関連科目の復習をして臨むこと。翌日に必要になる知識の予習1時間程度、その日のまとめに1時間程度を費やします。
【学習上の留意点】
入所中の高齢者やその家族、施設スタッフの理解と協力のもとに実習は行われる。従って実習中の服装・身だしなみ、挨拶、言葉
遣いなど、学生であるという自覚を持ち行動すること。また、学習活動上知り得た入所者と家族の情報、実習記録などの管理を行
うこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニケーション論，プレゼンテーション論，専門基礎教育科目，看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅶ・Ⅷ，臨床看護学概論，看護展
開論，老年看護学概論，コミュニティヘルス看護概論，在宅看護学概論，看護倫理学，コミュニティヘルス看護展開論，看護の役
割と実践の探求，看護管理論，看護哲学，チーム活動論，援助的人間関係論，機能障害のある患者の看護，老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ

【４】 関連科目

対象者への看護実践内容（観察力、理解力、考察力、コミュニケーション力、記録）60％、学習者としての態度・入所者とかかわ
る際の倫理的態度　20％、最終レポート20％。学内演習最終日に、全体を講評する。

【５】 評価方法

資料を適宜配布する。

【６】 教科書

パーフェクト臨床実習ガイド　老年看護学実習ガイド（照林社）
看護学テキストNiCE 老年看護学技術　最後までその人らしく生きることを支援する　改訂第2版、南江堂、2016

【７】 参考書

学内日は、終了後1時限。臨地に出向いているときには随時メール（島村：atsuko.shimamura@hs.toho-u.ac.jp）に連絡。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

詳細な学修内容は、老年看護学実習Ⅲの実習要項に示す。
老年看護学全体オリエンテーション
老年看護学Ⅲオリエンテーション

全員オリエンテーション

＜実習1日目：学内　⇒　各施設＞
午前：学内でオリエンテーション（実習の進め方の確認）
午後：各実習場所へ移動し、施設オリエンテーションを受ける
＜実習2～4日目：各施設＞
・施設職員と共に高齢者にかかわる
・実習期間内に行われる施設のプログラムに参加する。
・実習中は、看護職以外の職種の職員の活動についても積極的に観
察する。
・カンファレンスでは、施設指導者、教員を交え、各々の学生が学
んだことを共有するとともに、疑問点について話し合う。

全員実習

＜実習5～6日目：学内＞
・異なる施設で実習した学生と共に実習での学びについてグループ
ディスカッションを行う。
・グループディスカッションの内容を発表し、共有する
・記録等提出物を作成し、提出する。
・必要時、個人面接を実施する。
【授業方法】
オリエンテーション、施設内実習、カンファレンス、グループワー
ク
発表、レポート
【予習・復習・キーワード】
予習：これまで学習してきた内容を再度確認する
復習：実習施設における学びは、その日のうちに記録にまとめる。
そのため、振り返りの時間には、最低1時間程度が必要になる。
キーワード：介護老人保健施設、高齢者、老化による機能の変化、
多職種連携、介護老人保健施設における高齢者看護、生活リハビリ
テーション、療養の場の移行、施設ケアの特徴と課題、権利・尊
厳、倫理的支援、
【実習施設】
介護老人保健施設　リハビリケア船橋、
介護老人保健施設　ケアセンター習志野､
介護老人保健施設　晴山苑、
介護老人保健施設　葵の園・美浜

全員
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健康科学部：３年配当科目 1・・・



法学（日本国憲法を含む）

平賀秀明

人文科学 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Jurisprudence 選択 講義 3年･春 2単位 30時間

科目担当者 平賀秀明、高橋和広、松尾和廣、藤枝正輝

日本国憲法を始め日本の実定法について学習する。また、医療・介護分野に貢献するために必要とされる法を学び、看護師の役
割・責任について学習する。さらに、医療過誤裁判事例から看護師の役割・責任やリスクマネージメントについて理解を深める。

【１】 授業概要

1. 日本の法体系について説明することができる。
2. 立憲主義について説明することができる。
3. 基本的人権の概念について説明することができる。
4. 日本の統治機構の仕組みについて説明することができる。
5. 医療従事者の法的責任と倫理的責任について説明することができる。
6. 基本的人権と医療の理念の関係について説明することができる。
7. 看護師と他の医療従事者の業務について説明することができる。
8. 医療過誤裁判事例から、看護師の役割と責任を考察することができる。
9. 医薬品、医療機器等の取り扱いについて説明することができる。
10. 予防接種法の概要を説明することができる。
11. 介護保険法の概要を説明することができる。
12. 公的医療保険の概要を説明することができる。
（看護学科ＤＰ　２，３，４）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】授業内容の把握及び理解のために、1時間程度の予習と2時間程度の復習を要します。
【学習上の留意点】専門基礎教育科目（社会保障制度）等と一部重複する講義がある。それらの科目の指定教科書等を参考にして
良い。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

看護学概論、保健医療行政行政論、社会保障制度、公衆衛生看護学概論、看護管理論、看護学の臨地実習

【４】 関連科目

定期試験（60%）、課題（30%）及び日々の学習状況（10％）により評価する。
・定期試験：憲法以外の講義内容を範囲とする（マークシート方式で実施）。フィードバック方法は、解答のみActive Academyで
公開する（解説は公表しない）。各自授業資料等を用いて復習すること。
・課題：憲法に関するレポート（詳細は講義中等に連絡）。フィードバック方法は、解答例・採点基準をActive Academyで公開す
る（希望者には採点済レポートの閲覧・複写を交付）
・日々の学習状況：10回目の講義時（講義の進行により前後）に看護師の責任に関するグループワーク・発表を行う。このグルー
プワーク・発表は、1～9回目の講義に関連した内容であり、復習しているか・グループワークに積極性に参加しているか等を総合
的に評価する（評価結果は公表しない）。

【５】 評価方法

なし。資料を講義の時に配布する（事前にウエブ上に掲示することもあるので、講義前はActive Academyも確認すること）。

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

【平賀】月～金（10～17時）に研究室（薬学部C館602室）にて対応する。
【高橋】火曜日午前に研究室（理学部V号館5510室）にて対応する。
【松尾】月～金（10～18時）に研究室（薬学部C館612室）にて対応する。
【藤枝】月～金（ 9～19時）に研究室（薬学部C館511室）にて対応する。
（個々の講義に関する質問等は担当教員まで、科目全体に関する質問等は平賀まで）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

・授業ガイダンス
・日本国憲法の全体像
・憲法と他の法律との関係
講義
予習：日本国憲法における3代原理について調べること
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：日本国憲法、最高法規、違憲審査制

平賀秀明
高橋和広

1
授業ガイダンス　憲法（1）
憲法の特徴

・憲法の名宛人
・社会契約論について
・国民の義務
講義
予習：日本国憲法に記された国民の義務について調べること
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：自然権、憲法尊重擁護義務、新しい人権

高橋和広2
憲法（2）
立憲主義
基本的人権

・日本国憲法と明治憲法の相違
・間接民主制
・選挙制度
講義
予習：日本の選挙制度について調べておくこと
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード： 国民主権、小選挙区・比例代表選挙、表現の自由

高橋和広3
憲法（3）
国民主権
議会制民主主義

・内閣の組織
・国会と内閣の関係
・違憲審査制と民主主義
講義
予習：最高裁判所が最近下した違憲判決について調べること
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：首班指名、国務大臣、法の下の平等、国民審査

高橋和広4
憲法（4）
議院内閣制
司法制度

・日本の平和主義
・政府の憲法解釈
・憲法改正の要件
講義
予習：憲法改正を巡る最近の報道について調べること
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：自衛権、硬性憲法、首相公選制

高橋和広5
憲法（5）
憲法9条
憲法改正

・法と倫理
・医療と人権について
・刑法概論（犯罪と業務上過失）
・民法概論（債務不履行・不法行為と損害賠償）
・行政法概論（看護師免許に関する処分）
講義
予習：基本的人権（2回目講義）について復習し、理解を深めてお
くこと
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：憲法、人権、インフォームド・コンセント、医療過
誤、犯罪、過失、業務上、債務不履行、不法行為、損害賠償、行政
処分、看護師免許

平賀秀明6
医療従事者の法的責任と倫
理的責任

・医療の理念
・医療の担い手について
・医療安全に関する規定
・医療施設の基本的な定義
・病院の管理者と従事者
講義
予習：基本的人権（2回目講義）、医療と人権（6回目講義）につい
て復習し、理解を深めておくこと。看護師に関係する医療倫理等に
ついて調べておくこと。
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：憲法、人権、医療の理念、医療安全、病院、診療所、
助産所、病床、管理者

平賀秀明7 医療法概論

・看護師の業務
・医師・薬剤師の業務と看護師との関係
講義
予習：看護師・医師・薬剤師の具体的な業務を調べておくこと
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：保健師助産師看護師法(保助看法)、医師法、薬剤師
法、医業、診療の補助、療養上の世話、調剤業務

平賀秀明8 看護師と他の医療従事者

・個人情報とは何か
・刑法上の守秘義務
・保助看法における守秘義務
・個人情報保護に関する法律
・医療及び介護における個人情報の取り扱い
講義
予習：基本的人権（2回目講義）、医療と人権・刑法概論（6回目講
義）、医療の理念（7回目講義）等について復習し、理解を深めて
おくこと
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：個人情報、守秘義務

平賀秀明9 医療従事者と個人情報保護
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・看護師が関係した医療過誤裁判事例の考察
グループワーク・発表
予習：1から9回目の講義等について復習し、理解を深めておくこと
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：憲法、人権、医療過誤、犯罪、過失、業務上、債務不
履行、不法行為、損害賠償、行政処分、看護師免許、医療安全

平賀秀明10
法律の視点から看護師の責
任について考えてみよ
う！！

・医薬品、医療機器等の定義
・医薬品の販売制度
・医薬品が世に出るまでの過程
講義
予習：医師・薬剤師の業務と看護師との関係（8回目講義）につい
てについて復習し、理解を深めておくこと。また、自身の使用して
いる医薬品・医薬部外品・化粧品等の容器等に記載されている説明
文書にどの様なことが記載されているかを調べてくること。
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：医薬品医療機器等法、医薬品、薬局、販売業、承認制
度、製造業、製造販売業

平賀秀明11 薬事関係法規（1）

・麻薬、向精神薬、覚せい剤の処方と取り扱い
・医薬品副作用被害救済制度
講義
予習：医師・薬剤師の業務と看護師との関係（8回目講義）、医薬
品、医療機器等の定義（9回目講義）について復習し、理解を深め
ておくこと
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：麻薬及び向精神薬取締法、覚せい剤取締法、麻薬、向
精神薬、麻薬処方せん、向精神薬処方せん、麻薬及び向精神薬関連
免許、覚醒剤、医薬品副作用被害救済制度

平賀秀明12 薬事関係法規（2）

・予防接種法
・感染症の予防及び感染症の患者に関する法律（以下、感染症等
法）
講義
予習：予防接種の対象となる感染症やそのワクチン等について調べ
てくること
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：予防接種法、予防接種、Ａ類・Ｂ類疾病、定期予防接
種、勧奨予防接種、健康被害の救済、感染症等法、感染症の分類、
指定機関

松尾和廣13 予防衛生法規

・介護保険の必要性
・保険者と被保険者
・介護認定制度
・介護支援専門員の業務及び資格取得
・サービスの選択と要否
・老人福祉法に規定される施設
・介護保険法で定める介護施設と対象者とサービス
・地域による取り組みの必要性と現状
講義
予習：介護における看護師の役割について考えてくること
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：介護保険、保険者、被保険者、認定制度、要支援、要
介護、介護支援専門員、保険給付、自己負担金、特定施設、看護専
用型特定施設、介護老人保健施設、介護老人福祉施設、サービス

藤枝正輝14 介護保険

・国民医療費の概要
・公的医療保険と医療の本質
・後期高齢者医療制度
・療養の給付について
講義
予習：医療経済に関する問題点等について調べてくること
復習：授業で配布したプリントを読み返すこと
キーワード：国民医療費、健康保険、国民健康保険、後期高齢者医
療制度、保険者、被保険者、療養の給付

平賀秀明15 医療保険
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疾病と治療Ⅳ

桂川修一

人間と健康 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pathophysiology and Treatment Ⅳ 必修 講義 3年･春 2単位 30時間

科目担当者 甲田賢一郎・清水直美・桂川修一・本多満

疾患のなりたちを理解するうえで重要な基本的病変と生体防御機構について学ぶ。さらにこれらの基礎的事項を踏まえ、代表的疾
患における病因・病態･診断･治療を理解する。疾病と治療Ⅳでは、精神の疾患、血液・免疫の疾患、感染症・中毒性の疾患、麻酔
科学及び救急救命の病態と診断･治療、救急救命の技術と一次救急について学習し、知識の習得および実習にて実践することを目
指す。
（桂川修一／５回）精神疾患の病因・病態と診断･治療
（清水直美／２回）血液・免疫疾患の病因・病態と診断･治療
（本多満／２回）感染症・中毒性疾患の病因・病態と診断･治療
（甲田賢一郎／２回）麻酔科に関わる病態と診断･治療
（本多満／４回）救急救命の病態と診断･治療、救急救命の技術と一次救急の実践的方法

【１】 授業概要

＜精神疾患＞
・精神を病むとはどういうことかを説明できる・精神機能の成立要素を関連づけて説明できる・精神症状について説明できる・精
神科診療や診断のプロセスを説明できる・精神疾患／障害の診断と主な治療法を述べることができる・精神科リハビリテーション
を具体的に説明できる・医療者と患者の関係性について説明できる
＜血液・免疫疾患＞
・血液の基礎的用語を説明できる。・一般的な血液疾患の病態を具体的に説明できる。・輸血について具体的に述べることができ
る・血液の患者の看護で留意すべき点を説明できる。
＜感染症・中毒性疾患＞
・中毒物質の種類と治療の原則を述べることができる・環境障害の種類と治療法を述べることができる。
・災害医療と救急医療の違いを説明できる・災害医療のCSCATTTを教材を用いて実施できる・日本の災害医療の実際と特徴につい
て述べることができる・パンデミック感染症と被ばく医療について考察したことを記述できる。
＜麻酔科＞
・麻酔方法の種類を３つ以上挙げ、それぞれの特徴や違いを説明できる。・全身麻酔に必要な４要素について説明できる。・周術
期に起こりうるトラブルの診断と対処法について説明できる。・術後疼痛管理の方法や使用薬剤について説明できる。
・周術期における体温調節について説明できる。・術後悪心・嘔吐の病態や危険因子、予防法や治療法について説明できる。
＜救命救急＞
・心肺停止の原因を理解し、その対応および治療法と治療法を修得する。・外傷の種類と治療法を修得する。
・神経系の救急疾患とそのアプローチを修得する。・ショックの定義とその病態を理解し、治療法を修得する。
・生体における侵襲と生体反応について説明できる。
（看護学科ＤＰ１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
・授業に際しては教科書をあらかじめ予習しておくこと。授業の際に資料としてプリントを配布するので復習の際にプリントと教
科書の知識を整理して学習すること。
・教科書の内容を前もって目を通し、授業後配布されたスライド内容を復習し理解を深める。
・この授業では麻酔科医の視点から、周術期管理や周術期に起こりうるトラブルを扱う。そのため、麻酔方法の種類やその違いな
ど基本的事項について授業でも触れるが、事前に学習しておくことが望ましい（予習１時間程度）。実際に出題された麻酔科関連
の看護師国家試験過去問題も参照しながら、授業を進める。授業の際に資料を配布するので、復習に重点を置いて、学習した方が
良い（復習２時間程度）。
【学習上の留意点】
人体の構造と機能を含めて、教科書や関連の書籍等で繰り返し学習することを勧める。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

心理学、行動科学、公衆衛生学、臨床腫瘍学、緩和ケア、救急救命

【４】 関連科目

定期試験80％、ミニテスト20％。　試験およびミニテストは、結果を返却する。

【５】 評価方法

（桂川修一）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅲ　腎・泌尿器系／脳・神経系／精神／女性生殖器系／小児　2010　南江堂
（清水直美）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅱ　消化器系／代謝・内分泌系／血液・造血器系／アレルギー／膠原病　2010　南
江堂
（甲田賢一郎）資料を授業の際に配布する。
（本多　満）　資料を講義の際に配布する。

【６】 教科書

（桂川修一）岩崎弥生、渡邉博幸 編：新体系 看護学全書　精神看護学2 精神障害をもつ人の看護　メヂカルフレンド社，東京，
2016
（清水直美）特になし
（甲田賢一郎）周術期管理チームテキスト第3版．日本麻酔科学会・周術期管理チーム委員会編．公益社団法人日本麻酔科学会
2016年発行．
（本多　満）看護学テキストNiCE 疾病と治療I　全身性／呼吸器系／循環器系／感染症／中毒／救急　2010　南江堂

【７】 参考書
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（桂川修一）健康科学部の教務事務へ連絡または非常勤講師室において講義終了後10分後まで。
（清水直美）メールでの問い合わせに限る。naomi.shimizu@toho-u.ac.jp
（甲田賢一郎）メールでの問い合わせに限る。kenich-kou@sakura.med.toho-u.ac.jp
（本多　満）授業開講日、非常勤講師室において講義終了後10分後まで。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

【内容】
精神医療の対象とする領域
症状と検査法
治療一般
【授業形式】講義
予習・復習：教科書の内容には目を通し、授業終了後には配布され
た資料を再確認し、知識の習熟度を高める。
キーワード：異常と正常、意識、知覚、記憶、知能、言語、思考、
感情、意思と行動、薬物療法、精神療法

桂川修一1 精神医学総論

【内容】疾病/障害の概念と成因、特徴的な症状と診断法、治療を
学ぶ
・神経発達障害
・統合失調症スペクトラム障害
【授業形式】講義
予習・復習：教科書の内容には目を通し、授業終了後には配布され
た資料を再確認し、知識の習熟度を高める。
キーワード：自閉症スペクトラム障害、注意欠如・多動性障害、知
的障害、統合失調症、妄想性障害

桂川修一2 精神疾患（1）

【内容】疾病/障害の概念と成因、特徴的な症状と診断法、治療を
学ぶ
・双極性障害
・抑うつ障害群
・パーソナリティ障害
【授業形式】講義
予習・復習：教科書の内容には目を通し、授業終了後には配布され
た資料を再確認し、知識の習熟度を高める。
キーワード：大うつ病性障害、双極Ⅰ型障害、双極Ⅱ型障害、気
質、類型

桂川修一3 精神疾患（2）

【内容】疾病/障害の概念と成因、特徴的な症状と診断法、治療を
学ぶ
・不安障害
・生理的障害
・てんかん
【授業形式】講義
予習・復習：教科書の内容には目を通し、授業終了後には配布され
た資料を再確認し、知識の習熟度を高める。
キーワード：心因、個体側要因、環境要因、ストレス、睡眠障害、
摂食障害、てんかん発作

桂川修一4 精神疾患（3）

【内容】疾病/障害の概念と成因、特徴的な症状と診断法、治療を
学ぶ
・神経認知障害群
・物質障害
【授業形式】講義
予習・復習：教科書の内容には目を通し、授業終了後には配布され
た資料を再確認し、知識の習熟度を高める。
キーワード：認知症、認知機能、精神作用物質、乱用、精神依存、
身体依存

桂川修一5 精神疾患（4）

【内容】血液学の一般的な専門用語を理解する。輸血治療を理解す
る。
・血液学基礎
・輸血治療
【授業形式】講義にて行うが質疑応答方式をとる。
予習・復習：教科書の内容には目を通し、授業終了後には配布され
た資料を再確認し、知識の習熟度を高める。
授業後に学習課題を提示
キーワード：貧血　血液型

清水直美6 血液疾患（1）

【内容】
白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、骨髄移植他、血液一般疾患
について
【授業形式】講義にて行うが質疑応答方式をとる。
予習・復習：教科書の内容には目を通し、授業終了後には配布され
た資料を再確認し、知識の習熟度を高める。
授業後に学習課題を提示
キーワード：血液悪性腫瘍とその治療

清水直美7 血液疾患（2）

【内容】臨床における中毒および環境障害を学ぶ。
【授業形式】講義
予習・復習：事前に講義の概要を把握して、講義を受けて復習とし
て講義の際に配布した資料を見ながら知識の定着を図り、かつ疑問
点を見つける。疑問点に関しては次回の講義の際に質問を行うよう
にする。
キーワード：除洗・吸着・排出、薬物中毒、拮抗薬

本多　満8 臨床中毒学・環境障害

【内容】災害医療の特徴と実践を学ぶ。
【授業形式】講義
予習・復習：事前に講義の概要を把握して、講義を受けて復習とし
て講義の際に配布した資料を見ながら知識の定着を図り、かつ疑問
点を見つける。疑問点に関しては次回の講義の際に質問を行うよう
にする。
キーワード：CSCATTT、DMAT（災害派遣医療チーム）、トリアージ

本多　満9 災害医療
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【内容】
麻酔の意義・必要性
麻酔方法の種類とその特徴
全身麻酔の要素
周術期に起こりうる循環器合併症について

【授業形式】講義
授業の際に資料を配布するので、次回の授業までに復習する。
キーワード；全身麻酔、局所麻酔（脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻
酔）、鎮痛・鎮静・筋弛緩、アナフィラキシーショック、不整脈、
心筋虚血

甲田賢一郎10
麻酔科に関わる病態と診断･
治療(1)

【内容・授業方法】
周術期に起こりうる呼吸器合併症
疼痛管理
体温管理
術後悪心嘔吐について

【授業形式】講義
予習・復習：授業の際に配布した資料をもとに復習する。
キーワード：挿管困難、誤嚥、気胸、硬膜外麻酔、患者自己調節鎮
痛（PCA）、シバリング、PONV

甲田賢一郎11
麻酔科に関わる病態と診断･
治療(2)

【内容】心肺停止の原因を理解し、その対応および治療法と治療法
を修得する。
・心肺停止の原因とその対応および治療法
・心肺蘇生
・救急心血管治療
【授業形式】実習
予習・復習：事前に講義の概要を把握して、講義を受けて復習とし
て講義の際に配布した資料を見ながら知識の定着を図り、かつ疑問
点を見つける。疑問点に関しては次回の講義の際に質問を行うよう
にする。
キーワード：救急救命の技術、一次救命処置の実践的方法

本多　満12
救命救急に関わる病態と診
断･治療(1)

【内容】外傷の種類と治療法を修得する。
・外傷の種類と治療法
・外傷初期診療と熱傷

【授業形式】講義
予習・復習：事前に講義の概要を把握して、講義を受けて復習とし
て講義の際に配布した資料を見ながら知識の定着を図り、かつ疑問
点を見つける。疑問点に関しては次回の講義の際に質問を行うよう
にする。
キーワード：JATEC、JPTEC、外傷初療標準化

本多　満13
救命救急に関わる病態と診
断･治療(2)

【内容】神経系の救急疾患とそのアプローチを修得する。
【授業形式】講義
予習・復習：事前に講義の概要を把握して、講義を受けて復習とし
て講義の際に配布した資料を見ながら知識の定着を図り、かつ疑問
点を見つける。疑問点に関しては次回の講義の際に質問を行うよう
にする。
キーワード：意識障害、痙攣、失神

本多　満14
救命救急に関わる病態と診
断･治療(3)

【内容】ショックの定義とその病態を理解し、治療法を修得する。
生体における侵襲と生体反応を理解する。
・ショックの定義とその病態
・敗血症の病態
・ショックの治療法
・生体における侵襲と生体反応

【授業形式】講義
予習・復習：事前に講義の概要を把握して、講義を受けて復習とし
て講義の際に配布した資料を見ながら知識の定着を図り、かつ疑問
点を見つける。疑問点に関しては次回の講義の際に質問を行うよう
にする。
キーワード：ショックの病態による分類、ショックの治療、臓器不
全

本多　満15
救命救急に関わる病態と診
断･治療(4)
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疾病と治療Ⅴ

長谷川真美

人間と健康 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Pathophysiology and Treatment Ⅴ 必修 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者 長谷川真美・鈴木光也・前野貴俊・南木敏宏・磯部公一・竹下直樹

疾患のなりたちを理解するうえで重要な基本的病変と生体防御機構について学ぶ。さらにこれらの基礎的事項を踏まえ、代表的疾
患における病因・病態･診断･治療を理解する。疾病と治療Ⅴでは、リウマチ・アレルギー性の疾患、耳鼻咽頭科の疾患、眼科疾
患、放射線治療、遺伝子治療について学習し、知識の習得を目指す。また、疾病と治療Ⅰ～Ⅴで学んだ知識の看護へのトランス
レーショナルを目的として、経過別看護の理解を深める。
（南木敏宏／２回）リウマチ・膠原病などの自己免疫疾患､アレルギー性の疾患の病因・病態と診断・治療
（鈴木光也／２回）耳・鼻・咽頭疾患の病因・病態と診断･治療
（前野貴俊／１回）眼疾患の病因・病態と診断･治療
（磯部公一／１回）放射線治療の方法と治療の実際
（竹下直樹／１回）生殖遺伝・出生前診断の現状
（長谷川真美／１回）自己免疫疾患、アレルギー性疾患、耳・鼻・咽頭疾患、眼疾患、放射線治療、遺伝子治療時の看護

【１】 授業概要

 1)膠原病の病態、診断、治療の説明ができる。
 2)アレルギー性疾患の病態、診断、治療の説明ができる。
 3)耳・鼻・咽喉頭・頸部の構造と機能を説明できる。
 4)耳・鼻・咽喉頭の主な疾患の病態と治療を説明できる。
 5)視機能検査を概説できる。
 6)前眼部疾患：①眼瞼・結膜・角膜・眼付属器の異常と治療を概説できる。②白内障の病態と手術的治療を具体的に説明でき
る。③緑内障の病因・病態を理解して治療について具体的に説明できる。
 7)眼底疾患：①ブドウ膜炎の病因・病態を理解して治療について説明できる。②網膜疾患の病因・病態を理解して診断と治療を
説明できる。
 8)神経眼科の疾患についてその異常を説明できる。
 9)全身疾患と眼疾患の関係を説明できる。
10)がん診療における放射線治療の役割を理解し、説明することができる。
11)放射線治療にかかわる有害事象を理解し、説明することができる。
12)生殖補助医療を概説出来る。
13)生殖医療と遺伝学の関連を概説できる。
14)出生前診断に種類・方法を説明できる。
15)遺伝カウンセリングについて概説できる。
16)リウマチの病態と治療のポイントが説明できる。
17)主な膠原病の病態と治療のポイントが説明できる。
18)主な耳鼻咽喉科疾患の病態と治療のポイントが説明できる。
19)主な眼科疾患の病態と治療のポイントが説明できる。
20)放射線治療の適応・方法・効果と治療に伴う問題が説明できる。
21)遺伝子治療の適応・方法・効果と治療に伴う問題が説明できる。
22)経過別にみた看護の特徴とポイントが説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，５）

【２】 学修目標（到達目標）

〔準備学習（予習・復習）〕
　予習１時間程度、復習１時間程度を要します。講義の参加に際しては、これまでに学修した各講義に関連する箇所の解剖学、生
理学、病理学などの基礎知識について復習するとともに、事前に教科書に目を通して学習内容を把握するようにしてください。復
習は、学習内容をふり返り、追加学修の上、知識の定着を図ってください。
〔学習上の留意点〕
この科目では、膠原病、耳鼻咽喉科疾患、眼科疾患、放射線治療、生殖医療・出世以前診断など患者のQOLに深く関わる疾患やそ
の治療、看護について学修します。短時間で広範囲の講義内容が含まれますので、事前に講義で扱う部分の構造と機能、病理学な
どの基礎知識について十分な知識を習得しておくことが前提となります。これまでの学修内容や、指定された教科書、資料を用い
て予習復習を十分に行ってください。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

腫瘍学、人体の構造と機能Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、生化学、臨床栄養学、微生物学、疾病と治療Ⅰ～Ⅳ、薬理学、薬剤学、臨床遺伝学、臨床
看護学概論

【４】 関連科目

定期試験70％、小テスト・日々の学習状況30％
フィードバック方法：定期試験、小テストは、結果の概要を返却する。

【５】 評価方法

（前野貴俊）資料を授業の時に配布する。
（長谷川真美）資料提示する。
（磯部公一）看護学テキストNiCE 疾病と検査　検体検査／生理機能検査／画像診断／内視鏡検査／その他　2010　南江堂
（南木敏宏）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅱ　消化器系／代謝・内分泌系／血液・造血器系／アレルギー／膠原病　2010　南
江堂
（鈴木光也）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅳ　運動器系／皮膚／眼／耳鼻咽喉／歯・口腔　2010　南江堂
（竹下直樹）看護学テキストNiCE 疾病と治療Ⅲ　腎・泌尿器系／脳・神経系／精神／女性生殖器系／小児　2010　南江堂

【６】 教科書
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（鈴木光也）「新耳鼻咽喉科学」、切替一郎、野村恭也　編、南山堂
（前野貴俊）
1)「ベッドサイドの眼科学」、植村編、南山堂、
2)「イラスト眼科」、渡辺他著、文光堂、
3)「ポケット眼底アトラス」、松井編、中外医学社
（磯部公一）系統看護学講座　別巻　臨床放射線医学　（医学書院）
（竹下直樹）
1)遺伝医学への招待　改訂第5版　新川詔夫　南江堂　2015
2)トンプソン＆トンプソン臨床遺伝学　福嶋義光　メディカル・サイエンス・インターナショナル　2009
3)周産期遺伝カウンセリングマニュアル　関沢明彦・佐村　修・四元淳子　中外医学社 2015

【７】 参考書

（南木敏宏）メールでの問い合わせを受ける。toshihiro.nanki@med.toho-u.ac.jp
（鈴木光也）メールでの問い合わせに限る
（前野貴俊）メールでの問い合わせに限る
（磯部公一）メールでの問い合わせに限る：isobeko@med.toho-u.ac.jp
（竹下直樹）メールでの問い合わせに限る
（長谷川真美）開講日授業終了後30分。

【８】 オフィスアワー・連絡方法

【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、多発性筋炎・皮膚
筋炎、の病態、診断、治療
授業方法：講義
予習：1年次の全身性自己免疫疾患の講義を復習してくること。
復習：指定の教科書の膠原病/アレルギーの項も参照して復習をす
ること。
キーワード：関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、多発性筋
炎・皮膚筋炎

南木敏宏1 自己免疫疾患（1）

内容：強皮症、血管炎、シェーグレン症候群、その他の膠原病、及
びアレルギー性疾患の病態、診断、治療
授業方法：講義
予習：1年次の全身性自己免疫疾患の講義を復習してくること。
復習：指定の教科書の膠原病/アレルギーの項も参照して復習をす
ること。
キーワード：強皮症、血管炎、シェーグレン症候群、アレルギー性
疾患

南木敏宏2
自己免疫疾患（2）・アレル
ギー性疾患

内容：耳・鼻・咽喉頭・頸部の構造と機能
授業方法：講義
予習：耳・鼻・咽・喉の構造と機能の把握
復習：授業内で提示する
キーワード：耳・鼻・咽喉頭・頸部の構造と機能

鈴木光也3
耳鼻咽頭科疾患の病因・病
態と診断･治療（1）

内容：耳・鼻・咽喉頭の主な疾患の病態と治療
授業方法：講義
予習：授業内で提示する
復習：授業内で提示する
キーワード：耳・鼻・咽喉頭の主な疾患

鈴木光也4
耳・鼻・咽頭疾患の病因・
病態と診断･治療（2）

内容：眼はきわめて微細な構造をして精密な機能を有する器官であ
ることを認識し、眼科固有の疾患および他臓器と関連する眼疾患を
理解する。なおとくに眼科においては、一般的な眼科的検査や各種
の視機能検査も特殊性があり、これらについても理解する。
授業方法：授業方法は講義をもって行う。
予習・復習：本科目を受講するに当たり眼の構造と機能について十
分な知識を習得しておくこと。
キーワード：眼疾患、眼科的検査、視機能検査

前野貴俊5
眼疾患の病因・病態と診断･
治療

内容：講義で放射線治療の実際について概説する
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分の内容を把握する
復習：授業内で提示する
キーワード：放射線治療、がん診療、腫瘍学

磯部公一6
放射線治療の方法と治療の
実際

内容：生殖医療の発展は目覚ましく、現在わが国では生殖補助医療
により出生する児の数が年々増加している。新たな出生前診断の方
法も開発され、実施されている。生殖医療と遺伝学は深い関係があ
り、正確な知識を持って理解がなされる必要がある。また、倫理的
な問題も考慮することも大切で、遺伝カウンセリングの重要性が注
目されている。本講義では、生殖医療・出生前診断の現状について
概説し理解することを目的としている。
授業方法：講義
予習・復習：指定した参考書を利用して予習・復習を行う
キーワード： 出生前診断、生殖補助医療、着床前診断、遺伝カウ
ンセリング

竹下直樹7
生殖遺伝・出生前診断の現
状

内容：疾病経過と看護のポイント
　　　膠原病・耳鼻咽喉科・眼科・放射線治療・遺伝子治療と看護
のポイント
授業方法：講義・グループワーク
予習：7回までの講義からそれぞれに必要な看護をまとめる
復習：疾病経過と看護のポイントについてまとめる
キーワード：疾患別看護、療法看護、倫理的課題

長谷川真美8

自己免疫疾患、アレルギー
性疾患、耳・鼻・咽頭疾
患、眼疾患、放射線治療、
遺伝子治療時の看護
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保健医療福祉行政論

結城康博

社会と健康 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Health Care and Welfare System 必修 講義 3年･春 2単位 30時間

科目担当者 結城康博　　河村秋　　大塚薫

保健医療福祉行政・財政の理念と仕組み、地域における健康課題の解決に必要な社会資源の開発、保健医療　福祉サービスの評価
及び調整方法について基本的な知識を学ぶ。そして、地方公共団体の保健医療福祉行政の計画策定・実行・評価のサイクルについ
ての基本的知識を学び、公衆衛生行政の各分野における保健師の役割及び活動方法について考察する。

【１】 授業概要

１．社会情勢の変化と保健医療福祉行政の考え方の変遷について述べることができる。
２．社会福祉の概念について述べることができる。
３．保健医療福祉行政の理念としくみについての概略を説明できる。
４．保健医療福祉の各役割と機能および相互の連携について説明できる。
５．国の保健医療福祉制度の概略について説明できる。
６．地方自治体における保健医療福祉制度の概略について説明できる。
７．保健医療福祉サービスを提供する関係機関、関連職種について説明することができる。
８．保健医療福祉行政の現状および今後の課題について検討し、述べ、論述することができる。
９．公衆衛生行政の各分野における保健師の役割、地域での活動方法について検討し、述べることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習：新聞、TV、Web上 等のマスコミでの報道の中で、保健医療福祉行政に関連する事項に興味を持ち情報収集を心がける。
法学（日本国憲法含）・社会保障制度を受講している事が望ましい。
基本的には各回の授業の予習より、復習として学修したことの知識の整理をしてください。時間は学生個々によって違うと思いま
すので次の授業に支障のないように行ってください。平均的には30分から60分は必要と思われる。
学習上の留意点：既習した看護学の臨地実習科目と関連づけて学ぶ。特に社会保障制度・政策形成過程論とは重複する部分もある
ため、関連させて理解すること。自分の考えを他者にわかるように説明するよう努力する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

社会保障制度、政策形成過程論、法学（日本国憲法含）、公衆衛生看護学の各科目、看護学の臨地実習科目

【４】 関連科目

定期レポート試験１００％
なお、評価には反映しないが適宜リアクションぺーパーを配布して記入してもらい、後日、コメントを記入して返却することがあ
る。

【５】 評価方法

結城康博・河村秋・大津唯編著『わかりやすい社会保障制度』2018.ぎょうせい出版

【６】 教科書

結城康博著：福祉社会における医療と政治-診療報酬をめぐる関係団体の動きー本の泉社　2004、医療の値段―診療報酬と政治―
岩波新書　2006、国民健康保険　岩波ブックレット787　2010、介護保険法改正でホームヘルパーの生活援助はどう変わるか　ミ
ネルヴァ書房　2014、介護と看取りー老後をどう生き、「最期」をどこで迎えるかー　2011、孤独死のリアル　講談社現代新書
2264　2014、国民衛生の動向　一般財団法人　厚生労働統計協会

【７】 参考書

yy969@ze2.so-net.ne.jp (結城康博)まで、何か問い合わせがあればメールでやりとりする（他２名の先生へのアクセスは、結城
が窓口となる。また、授業終了後の質問を受ける場所として「非常勤講師室」とする。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

社会的背景と生活支援、社会福祉の理念・概念、公衆衛生政策の基
盤形成、諸外国における公衆衛生施策の変遷
講義
予習：社会の動きに目を向け、保健医療福祉行政に関する情報収集
をする
復習：テキストの「終章」部分を一読する
キーワード：社会的背景、生活支援、社会福祉の理念・概念、社会
事業

結城康博1
社会情勢の変化と保健医療
福祉行政の考え方の変遷
１

施策の充実と発展(1)
　地域保健法の制定と地域保健対策、健康増進法と健康なまちづく
り
講義
予習：法律の条文に目を通しておく
復習：配布資料を一読する
キーワード：母子保健医療福祉対策、児童虐待防止対策、発達障害
者（児）対策

結城康博2
社会情勢の変化と保健医療
福祉行政の考え方の変遷
２

施策の充実と発展(2)
高齢者保健医療福祉対策・障害者保健医療福祉対策・精神保健医療
福祉対策・感染症対策・医療政策の変遷
講義
予習：事前に統計データに目を通しておく
復習：テキストの「８章」部分を一読する
キーワード：がん対策、自殺対策、難病対策、歯科保健対策、災害
時医療保健対策

結城康博3
社会情勢の変化と保健医療
福祉行政の考え方の変遷
３

保健医療福祉行政の概要・保健医療福祉の財政・国と地方公共団体
の行政の仕組み、国と地方公共団体の財政の仕組み
講義
予習：指定の教科書部分を読んでおく
復習：配布資料を一読する
キーワード：地方自治と地方分権、情報公開と個人情報保護、予算
の機能と原則、社会保障の給付と財源

大塚薫4
保健医療福祉行政・財政の
理念と仕組み　１

公衆衛生に関する国際的な活動・国際連合とWHOの役割
講義
予習：授業で指定された資料を調べておく
復習：テキストの「2章」部分を一読する
キーワード：プライマリヘルスケア、ヘルスプロモーション、保健
医療分野の国際協力、ODA

河村秋5
保健医療福祉行政・財政の
理念と仕組み　２

社会保障の理念と仕組み・公衆衛生行政の分野
予習：授業で指定された資料を調べておく
復習：配布資料を一読する
キーワード：社会保障の理念、健康格差と社会保障、一般衛生行
政、産業保健行政、環境保健行政、学校保健行政

河村秋6
保健医療福祉行政の分野と
制度　１

地域保健の体系・市町村と都道府県の役割分担と体制整備
保健所の役割と機能強化・政令指定都市保健所制度の推進
講義
予習：授業で指定された資料を調べておく
復習：配布資料を一読する
キーワード：地域保健法と地方自治、市町村保健センターの役割、
地域内の関係機関の種類と役割、地域・職域連携

大塚薫7
保健医療福祉行政の分野と
制度　２

社会福祉の制度
医療提供体制・医療法と医療計画、医療従事者と医療提供体制の現
状、保険診療制度の仕組み
講義
予習：授業で指定された資料を調べておく
復習：テキストの「2章」部分を一読する
キーワード：地域福祉の権利擁護、成年後見制度、医療安全対策、
医療体制の確保、訪問看護制度、在宅医療、地域連携クリニカルパ
ス

大塚薫8
保健医療福祉行政の分野と
制度　３

介護保険制度
介護保険制度関係法規・介護保険に関する都道府県・市町村の役
割・居宅介護支援事業者とケアマネジメント
講義
予習：法律の条文に目を通しておく
復習：テキストの「3章」部分を一読する
キーワード：居宅サービス、地域包括支援センター、介護予防、地
域支援事業

大塚薫9
保健医療福祉行政の分野と
制度　４

地方公共団体の保健医療計画の目的と種類・基本構想と保健医療福
祉計画の関連
講義
復習：配布資料を一読する
キーワード：行政計画と基本構想、都道府県計画と市町村計画

大塚薫10
保健医療福祉の計画と評価
１
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地方自治体の計画決定・計画の推進と管理・評価
講義
予習：授業で指定された資料を調べておく
復習：配布資料を一読する
キーワード：計画決定過程、審議会の役割、情報公開とアカウンタ
ビリティ、パブリックコメント、政策の計画化と管理、評価の推進
体制、地域診断、評価指標と計画目標値、政策評価、経済的評価

大塚薫11
保健医療福祉の計画と評価
２

「社会保障制度」および当単元の既習学習、臨床実習を踏まえて検
討する。
講義・グループワーク・発表
予習：２年次の臨床実習を踏まえて保健医療福祉施設に関して整理
しておく。
復習：テキスト「8章」部分を一読しておく。
キーワード：多職種との連携、社会福祉実践

河村秋12
保健医療福祉施策を展開し
ていく上での看護職の役割
１

「社会保障制度」および当単元の既習学習を踏まえて検討する。
講義・グループワーク・発表
予習：授業で指定された資料を調べておく
復習：ミニッツペーパーの記載
キーワード：福祉、公衆衛生行政、保健師の役割、社会保障制度な
ど各種制度

河村秋13
保健医療福祉施策を展開し
ていく上での看護職の役割
２

「社会保障制度」および当単元の既習学習を踏まえて検討する。
講義・グループワーク・発表
予習：授業で指定された資料を調べておく
復習：ミニッツペーパーの記載
キーワード：福祉、公衆衛生行政、保健師の役割（看護職の役
割）、社会保障制度など各種制度

結城康博14
保健医療福祉施策を展開し
ていく上での今後の課題
１

「社会保障制度」および当単元の既習学習を踏まえて検討する。
講義・グループワーク・発表
予習：授業で指定された資料を調べておく
復習：保健医療福祉行政の現状および今後の課題についてレポート
する。
キーワード：福祉、公衆衛生行政、保健師の役割（看護職の役
割）、社会保障制度など各種制度

結城康博15
保健医療福祉施策を展開し
ていく上での今後の課題
２
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社会保障制度

結城康博

社会と健康 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Social security system 必修 講義 3年･春 2単位 30時間

科目担当者 結城康博　　河村秋　　大塚薫

社会保障制度の意味、意義、目的、機能について学習する。社会保障の歴史的変遷を理解し、現在の社会保障制度の必要性、具体
的な仕組み、効果及び評価について学習し、社会保障制度の基本的な考え方を学ぶ。そして、社会環境の変化と社会保障制度の関
連を理解し、問題点と課題及び将来の展望について考察する。

【１】 授業概要

１.少子高齢化・人口減少・経済成長率低下・雇用の流動化などの変化が人々の生活への影響について述べることができる。
２.社会保障の理念について述べることができる。
３.社会保障の歴史的変遷における社会保障の意義について述べることができる。
４.社会保障制度について説明することができる。
５.社会福祉に関する法律の理念について述べることができる。
６.社会福祉に関する施策について説明することができる。
７.健康と公衆衛生のあり方について論述することができる。
（看護学科ＤＰ　２，３，４）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習
新聞、TV、Web上 等のマスコミでの報道の中で、社会保障に関連する事項に興味を持ち情報収集を心がける。
法学（日本国憲法含）を受けている事が望ましい。
グループワークに臨む姿勢として、既習した授業内容の整理が必要であるが、予習より復習に時間を費やして欲しい。
時間に関しては学生個々により違うので、学修目標に達するように各自復習をする。
平均的には毎回30～60分程度は必要と思われる。
学習上の留意点
既習した看護学の臨地実習の対象理解（社会的側面）と関連づけて学ぶ。
自分の考えを他者にわかるように説明するよう努力する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

保健医療福祉行政論、政策形成論、法学（日本国憲法含）、公衆衛生看護学の各科目、看護学の臨地実習科目

【４】 関連科目

定期レポート試験１００％　なお、評価には反映しないが適宜リアクションぺーパーを配布して記入してもらい、後日、コメント
を記入して返却することがある。

【５】 評価方法

結城康博・河村秋・大津唯編著『わかりやすい社会保障制度』2018.ぎょうせい出版
在宅介護　2015　岩波新書

【６】 教科書

医療の値段―診療報酬と政治―　岩波新書　2006、国民健康保険　岩波ブックレット787

【７】 参考書

yy969@ze2.so-net.ne.jp (結城康博)まで、何か問い合わせがあればメールでやりとりする（他２名の先生へのアクセスは、結城
が窓口となる。また、授業終了後の質問を受ける場所として「非常勤講師室」とする。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

生活基盤（生活単位・家庭・生活の基本機能・生活の場と健康・労
働と健康）・人口動向・家族（世帯）・ライフサイクル、人口集中
と過疎化
講義
予習：社会保障に関連する事項の情報収集をしておく
復習：テキスト「序章」を読んでおく
キーワード：生産・労働、教育・養育、保健・福祉、生殖、慰安・
交流、住居、就業構造、労働時間、仕事と余暇、所得

結城康博1 人間の社会的側面１

ライフスタイル（家族の機能と役割、ライフスタイルの変化、生活
習慣の確立）・人間の集団としての働き（集団の形成・発達、地域
における人間関係、職場における人間関係）について・日常生活の
中から検討する
講義・グループワーク・発表
予習：１回目の授業内容の整理をし、グループワークの準備をす
る。
復習：テキスト「序章」を読んでおく
キーワード：夫婦の役割機能・家族内介護者・育児と介護・家事機
能、雇用労働者・女性労働者・少子化・健康寿命・余暇時間・生涯
学習・地域のソーシャルサポートネットワーク
学校における人間関係、組織の中での役割・上司との関係・同僚と
の関係

結城康博2 人間の社会的側面２

日本の保健医療福祉活動の基本方向・社会保障の概念・目的・機
能・体系・内容、
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「序章」を読む
キーワード：人権・日本国憲法25条、倫理、ノーマライゼーショ
ン・情報公開・地方分権・参加、社会保障給付費、社会保障制度改
革

結城康博3 社会保障の理念

ライフスタイル（家族の機能と役割、ライフスタイルの変化、生活
習慣の確立）・人間の集団としての働き（集団の形成・発達、地域
における人間関係、職場における人間関係）
講義・グループワーク・発表
予習： １・２回目の授業内容の整理をし、グループワークの準備
をする。
復習：テキスト「終章」を読んで整理する。
キーワード：家事機能、雇用労働者・女性労働者・少子化・健康寿
命・余暇時間・生涯学習・地域活動への参加・家族観の多様化、生
活習慣病の概念・発達課題別生活習慣・セルフケアの確立

河村秋4 人間の社会的側面３

社会保険の変遷・社会保険の歴史・意義、
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「１章」を読む
キーワード：国民皆保険・国民皆年金

結城康博5
社会保障制度　１
年金制度

医療保健制度・健康保険・国民健康保険と高齢者の医療制度、保険
給付と利用者負担
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「２章」を読む
キーワード：医療保険の財政、保険診療の仕組み、公費負担医療、
国民医療費、診療報酬制度、介護保険制度の理念

大塚薫6
社会保障制度　2
医療保険制度

年金制度、その他の社会保険制度・介護保険制度の保険者・被保険
者、要介護・要支援の認定、
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「３章」を読む
キーワード：保険給付と利用者負担・ケアマネジメント・介護保険
の財政・介護保険事業計画、年金制度の体系、雇用保険法、労働者
災害補償保険法

大塚薫7
社会保障制度　3
介護保険制度

当単元で学んだことを基に公衆衛生および保健活動のあり方につい
て検討する。
講義・グループワーク・発表
予習： 授業で学んだことの整理をし、グループワークに臨む
復習：テキスト「８章」を読む。
キーワード：プライマリヘルスケア・ヘルスプロモーション・健康
の概念・WHOの加盟国の役割

河村秋8 健康と公衆衛生　１

当単元で学んだことを基に公衆衛生および保健活動のあり方につい
て検討する。
講義・グループワーク・発表
予習： 14回目の復習が今回の予習にあたる。
復習：テキスト「８章」を読む
キーワード：健康と環境、公衆衛生の領域・活動の特徴

河村秋9 健康と公衆衛生　2
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保健福祉計画・社会福祉の民間活動
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「８章」を読む
キーワード：子ども・子育て応援プラン、障害者基本計画と障害者
プラン、民生委員・児童委員、社会福祉協議会、ボランティア活
動、NPO法

河村秋10 社会福祉行政　1

福祉の行政機関と施設・老人保健福祉行政の展開
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「８章」を読む
キーワード：福祉事務所、児童相談所、社会福祉施設、在宅サービ
ス機関、老人福祉計画・高齢者の生きがい対策・介護予防

河村秋11 社会福祉行政　2

障害者（児）に関わる法と施策
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「９章」を読む
キーワード：障害者基本法・障害者総合支援法・身体障害者福祉
法・知的障害者福祉法・精神保健および精神障害者福祉に関する法
律・発達障害者支援法・障害者虐待の防止・障害者の養護者に対す
る支援等に関する法律

結城康博12
社会福祉に関する法律の理
念と施策　１

児童に関わる法と施策・高齢者に関わる法と施策・その他の施策
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「１０章」を読む
キーワード：児童福祉法・児童虐待の防止等に関する法律・母子お
よび寡婦福祉法、老人福祉法・高齢者虐待の防止・高齢者の養護者
に対する支援等に関する法律、DV法、少子化対策

結城康博13
社会福祉に関する法律の理
念と施策　２

社会福祉の理念と労働者との関連
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「５・６章」を読む
キーワード：雇用保険　労災、利用者保護の制度

大塚薫14
社会福祉に関する法律の理
念と施策　３

生活保護法と施策
講義
予習：既習した知識を整理
復習：テキスト「７章」を読む
キーワード：生活保護の基本原理と実施の原則、実施機関、扶助の
種類と内容

河村秋15
社会福祉に関する法律の理
念と施策　４
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研究方法の基礎

浅野美知恵

社会と健康 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Research Methods 必修 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者 浅野美知恵・高松研・長谷川雅美・島村賢一

研究とは、人間が認識可能なあらゆる事柄の原理や心理を明らかにするために行われる知的な行為である。本科目では、人々の健
康や生活に関する現象を解明するために、主な研究手法を学習し、科学的に探究する能力を養う。
（高松研／２回）医学系の実験研究に関する研究手法
（長谷川雅美／２回）生物学･環境系のフィールドワーク調査研究手法
（島村賢一／２回）社会学系の調査票による調査（質問紙）研究手法
（浅野美知恵／２回）看護学系のインタビュー調査研究手法

【１】 授業概要

1) 医学系実験研究の対象を分類・概説できる。
2) 医学系実験研究の方法を分類・概説できる。
3) 動物実験の概要と規制について説明できる。
4) 遺伝子組換え実験の概要と規制について説明できる。
5) ヒト幹細胞研究の概要と規制について説明できる。
6) 野外調査における調査企画、実施とデータのまとめ方の内容と流れを説明できる。
7) 調査票による調査の留意点を説明できる。
8)社会調査における適切な仮説と調査票の質問文を作成できる。
9) インタビューによる調査の概要と留意点について説明できる。
10) 調査内容に基づくインタビューガイドを作成できる。
11) 研究手法別に主な倫理的課題と対応について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

本授業は研究手法を習得し科学的な探究力を向上させることをねらっているため、関連内容について予習に1時間程度、復習に1.5
時間程度必要である。
高松：基礎医学科目、臨床医学科目の基礎知識の習得が前提となる。
長谷川：自然環境の保全と管理の社会的要求性について、事前に考えをまとめておくこと。
島村：予習に１時間程度、復習に１時間程度必要。メディア上で発表される世論調査に関する記事を日頃から読んでおくこと。
浅野：医療、健康、地域生活・人々の暮らしに関するメディア上の情報を通して把握すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

高松：基礎医学科目、臨床医学科目、看護研究関連
長谷川：社会学、疫学と公衆衛生、看護研究関連
島村：社会学、情報科学概論、保健統計と情報処理、疫学と公衆衛生、看護研究関連
浅野：看護学概論、看護研究関連

【４】 関連科目

授業中の小テスト60％、課題レポート・課題・発表40％
小テスト・レポートは、結果を返却する。

【５】 評価方法

授業時に資料を配布する。

【６】 教科書

高松：資料を授業の時に配布する。
長谷川：田島知之他著：はじめてのフィールドワーク　アジア・アフリカの哺乳類編、東海大学出版部
吉田弥生他著：はじめてのフィールドワーク　海の哺乳類編、東海大学出版部
武田浩平他著：はじめてのフィールドワーク　日本の鳥類編、東海大学出版部
島村：大谷信介、木下栄二、後藤範章、小松洋編著「新・社会調査へのアプローチ」ミネルヴァ書房2013
浅野：資料を授業の時に配布する。

【７】 参考書

高松：水曜日17時～18時。事前にメール（physiken@med.toho-u.ac.jp）で連絡のこと。
長谷川：木曜日10時～12時。その他、随時メール（mhase@bio.sci.toho-u.ac.jpで連絡のこと）
島村：授業開講日10時～10時40分
浅野：授業開講日12時10分～12時50分。研究室。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容
1.研究対象の分類と概要
2.研究方法の分類と概要

授業方法：講義
予習：特に必要としない。
復習：研究方法（形態学的、生理学的、生化学的および複合的方法
など）について、テーマを一つ選び10分間で発表できる資料を作成
する（課題）。（90分）
キーワード：形態学、生理学、生化学

高松　研1
医学系の実験研究に関する
研究手法 (1)

内容
1.インタビューによる調査の概要
2.インタビュー法の留意点
3.看護学系インタビュー調査における主な倫理的課題と対応

授業方法：講義
予習：インタビュー法について関連の書籍等を活用して整理する。
復習：インタビュー法について、課題を一つ選び5分間で発表でき
る資料を作成する(課題)。
キーワード：研究疑問、インタビューの種類、構造化、半構造化、
非構造化、個人面接、グループインタビュー、インタビューアー、
データの質、倫理、人権尊重

浅野美知恵2
看護学系のインタビュー調
査研究手法 (1)

内容
1.動物実験の概要と規制
2.遺伝子組換え実験の概要と規制
3.ヒト幹細胞研究などの概要と規制について

授業方法：事前学習内容の発表と講義、小テスト
予習：前回の講義の復習に記載した。
復習：配布された問題を解く。（30分）
キーワード：動物実験、遺伝子組換え実験、幹細胞

高松　研3
医学系の実験研究に関する
研究手法 (2)

内容
1.インタビューガイドの作成
2.インタビューデータの分析法

授業方法：講義、グループワーク、小テスト
予習：質的データの分析法について関連の書籍等を活用して整理す
る。
復習：配布資料にある課題をする。
キーワード：質的データ、帰納的、分析手法

浅野美知恵4
看護学系のインタビュー調
査研究手法 (2)

内容
要対策生物の管理としての被害管理、個体数管理、生息地管理の体
系と実際
授業方法： 講義
予習：特に必要としない
復習：講義で学んだ内容の整理（1時間程度）(課題)
キーワード：野生生物、外来種、絶滅危惧種

長谷川雅美5
生物学･環境系のフィールド
ワーク調査研究手法 (1)

内容
1.社会調査の基礎と調査票の作成の留意点
2.仮説の構築

授業方法：講義、グループワーク
予習：世論調査に関する記事を整理する(１時間程度)、
復習：授業時に提示された課題レポート(１時間程度)
キーワード： 社会学的視点、サンプリング、調査票、信頼性、妥
当性、仮説の構築と検証、データ収集法、回収法、Web利用、電話
利用、回収率、調査と人権

島村賢一6
社会調査の基礎と仮設の構
築

内容
要対策生物の保護管理の理論と社会実装
授業方法：講義、小テスト
予習：特に必要としない
復習：講義で学んだ内容の整理（1時間程度）
キーワード：個体数の動態と予測、生息地予測、地域社会

長谷川雅美7
生物学･環境系のフィールド
ワーク調査研究手法 (2)

内容
1.調査票の質問文作成
2.調査結果の解読上の留意点

授業方法：講義、グループワーク、小テスト
予習：課題レポートに基づき質問文案を作成してくる(１時間程度)
復習：授業中の資料を再読し、グループワーク実習を振り返り、問
題点と重要な点を確認する(１時間程度)
キーワード： 質問文、選択肢、調査票の様式、集計法、データの
解析法、変数、独立変数、従属変数

島村賢一8
調査票作成と調査結果の解
読
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保健統計と情報処理

上地賢

社会と健康 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Statistical Analysis for Health Science 必修 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者 美ノ谷新子・上地賢

情報科学概論で習得した基礎的な知識と技術をもとに、医療情報システムに対する基本的な考え方や、医療分野で必要とされる医
学統計学の基本的概念や考え方を理解し、調査や研究などで医療データをコンピュータを用いて解析できるよう医学統計学の知識
を習得する。
（美ノ谷新子／２回）公衆衛生活動における保健統計資料、公衆衛生活動の根拠ある実践と展望
（上地賢／６回）情報処理の方法、統計解析の理解および結果の解釈

【１】 授業概要

①健康科学の分野でなぜ統計指標が必要なのか説明できる。
②保健統計の資料から推移を踏まえ現在の国民の健康状態について説明できる。
③特定の健康状態に関して説明する際に、指標として統計データを活用することができる。
④健康科学の場面で用いられる電子データについて学び、利点、および欠点について述べることができる。
⑤変数の種類（連続変数、名義変数など）の違いについて例を示して説明できる。
⑥「平均値」と「中央値」、および「標準偏差」と「標準誤差」について定義と特徴を踏まえ、違いを説明できる。
⑦「平均値」、「中央値」、「分散」、「標準偏差」、「標準誤差」についてそれぞれ算出方法を理解し、計算機およびコン
ピュータを用いて算出することができる。
⑧統計学的な「検定」と「推定」の違いについて説明することができる。
⑨統計解析の場面で起こりうる「αエラー」と「βエラー」について説明できる
⑩計算式を確認しながら、与えられたデータを用いてカイ二乗検定（割合の差の検定）、t検定ができる。
⑪保健統計・情報処理における倫理的課題について３つ以上具体的に説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
講義開始までに四則演算、特に分数の計算、確率の計算について理解していることが望ましい。
予習：保健統計資料として、人口統計（人口静態・動態統計、生命表、健康指標）、保健統計調査（国勢調査、国民生活基礎調
査、国民健康・栄養調査等）を読んでおく必要がある。予習に要する時間の目安は、1時間程度である。
復習：各回の講義終了時に学習内容の確認や疑問点を記載するミニッツペーパーを5分程度で完成させる。寄せられた質問には次
回講義時に全体に向けたコメントとしてフィードバックする。統計手法の実施および解釈の復習のために要する時間の目安は1時
間程度である。
【学習上の留意点】
統計解析の計算方法だけでなく、適切な理解と手法の選択を学習することが求められる。そのため、個人ワークだけでなくディス
カッションを積極的に取り入れる。講義参加者は授業への積極的な参加が求められる。電卓（関数電卓）を使用するので、可能な
限り持参すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

情報科学概論、疫学と公衆衛生、公衆衛生看護学、看護研究

【４】 関連科目

定期試験70%、課題レポート30%
課題レポートについては、全体に向けた講評をアクティブアカデミー上に掲載する。

【５】 評価方法

資料は授業中に配布する。

【６】 教科書

「国民衛生の動向」（厚生労働統計協会）、「基礎からわかる看護統計学入門」（医歯薬出版）、「統計学がわかる」（技術評論
社）

【７】 参考書

原則水曜日12:00～13:00をオフィスアワーとする。その他、講義終了後に質問を受け付ける。また、Eメールにて随時質問、相談
を受け付ける。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

1.保健統計資料からみる国民の健康状態・2.公衆衛生活動における
保健統計資料・3.保健統計の活用と倫理的課題
授業方法：講義
予習：キーワードについて調べる
復習：学習内容、疑問点の振り返り
キーワード：保健統計調査、保健統計資料、健康指標、人権、プラ
イバシー保持

美ノ谷新子1 保健統計資料

1.統計解析とは・2.使用される実例とその解釈・3.記述統計の理解
と指標の特徴
授業方法：講義またはミニレクチャー、演習
予習：平均値の算出方法
復習：記述統計の指標の特徴について
キーワード：ｐ値、偶然、人口統計、保健統計調査、平均値、中央
値、分散、分布

上地賢2
統計解析の理解
記述統計指標とその算出

1.電子データの作成・2.様々な「変数」
授業方法：講義
予習：事前学習用紙の提出
復習：電子データの作成
キーワード：連続変数、順序変数、カテゴリー変数

上地賢3 電子データの理解と整理

1.統計手法（検定）の紹介・2.各検定の使われ方、およびその実
例・3.検定結果の解釈と限界
授業方法：講義
予習：事前学習用紙の提出
復習：検定手法の理解について
キーワード：検定、エラー、推定、信頼区間

上地賢4 統計手法の選択

1.学修内容の確認・2.情報処理における倫理的課題
授業方法：講義
予習：学修目標④～⑦の振り返り、t検定の方法
復習：講義内容の振り返り
キーワード：データの捏造、データ取扱者の中立性、個人情報保護

上地賢5 学修内容の振り返り

1.統計解析を使用した問題解決・2.統計解析の実施と結果の解釈
授業方法：講義
予習：講義(第4回)で紹介した統計手法について
復習：統計解析の実践に関するレポート作成
キーワード：平均値の差、t検定

上地賢6 統計解析の実践①

1.統計解析の実施と結果の解釈・2.統計解析結果の解釈と社会への
応用
授業方法：講義
予習：講義(第4回)で紹介した統計手法について
復習：統計解析の実践に関するレポート作成
キーワード：割合の差、カイ二乗検定、統計学的判断、実践的判断

上地賢7 統計解析の実践②

1.保健統計の活用と倫理的課題・2.公衆衛生活動における根拠ある
実践と展望
授業方法：講義
予習：事前学習用紙の提出
復習：講義内容全体の振り返り
キーワード：保健統計と健康指標、実践の根拠、実践の評価指標

美ノ谷新子8 まとめ
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疫学と公衆衛生

田中太一郎

社会と健康 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Epidemiology and Public Health 必修 講義 3年･春 2単位 30時間

科目担当者 田中太一郎

公衆衛生とは、集団レベルでの健康の保持・増進と疾患の予防を目的として行われる組織的な活動である。疫学は、集団における
健康状態とそれに関連する要因の頻度と分布を明らかにし、公衆衛生の発展を目指す分野である。本科目では、既習の「情報科学
概論」「保健統計と情報処理」の知識と技術をベースに、公衆衛生の考え方や自然科学的な研究方法論である疫学の考え方を学
び、疾病のコントロールとヘルスプロモーションに関わる視点を養う。

【１】 授業概要

 1. 広く人間の健康に関わる基礎的事項を具体的に説明できる。
 2. 人間の健康問題に対する解決策と予防策について理解して説明できる。
 3. ライフステージ毎に特有な健康問題を指摘できる。
 4. 健康に影響する要因およびその予防方法を述べることができる。
 5. 疾病それぞれの予防に対する援助方法を具体的に説明できる。
 6. 疾病それぞれの予防方法について３つ以上自ら実践できる。
 7. 健全な生活環境について具体的に説明できる。
 8. 健全な生活環境の構築を実践するための主な理論・概念について説明できる。
 9. 健康な社会生活を支援する実践方法と主な課題を３つ以上説明できる。
10. 疫学研究で用いられる指標を列挙できる。
11. 集団の健康状態をアセスメントする方法を述べることができる｡
12. 公衆衛生の立場から人権擁護について自分の考えを述べることができる｡
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

〈予習〉授業前に講義予定の教科書の範囲を30分程度予習すること。その際、理解できないところを抽出しておく。
〈復習〉講義に用いた配布資料等を復習し、要点をノートにまとめること。
〈学習上の留意点〉受講にあたり予習・復習に時間をかけて積極的に取り組むこと。社会に目を向け、普段から新聞・テレビなど
の健康に関する情報、社会的な健康問題に関心を持つ。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

情報科学概論、保健統計と情報処理、公衆衛生看護学など

【４】 関連科目

定期試験（80％）、不定期に行う小テスト（20％）
不定期に行う小テストについては結果を返却するとともに、次回の授業時に正解率の低い設問に関する解説など、コメントを行
う。

【５】 評価方法

1）ナーシング・グラフィカ　健康支援と社会保障② 公衆衛生．　平野かよ子、山田和子、曽根智史、守田孝恵．　株式会社メ
ディカ出版　2015年
2）基本からわかる 看護疫学入門 第3版．　大木秀一．　医歯薬出版株式会社．　2017年

【６】 教科書

国民衛生の動向・厚生の指標 増刊．　一般財団法人厚生労働統計協会．
図説 国民衛生の動向．　一般財団法人厚生労働統計協会．

【７】 参考書

水曜日16～17時に質問等を受け付ける。（場所：健康推進センター（東邦会館1階））

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

公衆衛生の定義と意義・公衆衛生の改善の歩み・ヘルスプロモー
ションの考え方と適用方法
講義
予習：テキスト1）p.13～20、45～53を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：ヘルスプロモーション、ソーシャルキャピタル

田中太一郎1
公衆衛生の歴史・理念・概
念

疫学の歴史と概念・集団の健康水準を測定するものさし・集団の健
康水準を比較するための基本的な考え方
講義
予習：テキスト2）p.2～19、30～52を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：有病率、罹患率、死亡率、相対危険、寄与危険

田中太一郎2 疫学① 疫学の概念と指標

疫学研究の様々なデザイン
講義
予習：テキスト2）p.54～80を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：観察研究、介入研究、記述疫学、分析疫学

田中太一郎3 疫学②　疫学研究デザイン

曝露と病気の発生の因果関係を調べる際に注意が必要な交絡因子や
バイアス
講義
予習：テキスト2）p.81～100を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：バイアス、信頼性、妥当性、交絡

田中太一郎4 疫学③　疫学研究の質

疫学研究で必要となる統計学の知識・公衆衛生活動における疫学の
用い方
講義
予習：テキスト2）p.101～128、137～142を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：全数調査、標本調査、推定、検定、スクリーニング検
査

田中太一郎5
疫学④　疫学と統計学、疫
学と公衆衛生活動

日本の公衆衛生の特徴・国、都道府県、保健所、市町村の役割・医
療制度、公衆衛生行政の仕組み
講義
予習：テキスト1）p.21～43を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：保健所、市町村保健センター、保健師、助産師、看護
師

田中太一郎6
現在の公衆衛生システムと
政策

子ども・親に関する様々な施策の概要・子どもをめぐる社会的問題
の特徴とその対策・学校保健行政の概要
講義
予習：テキスト1）p.101～120、221～234を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：健やか親子21、母子保健法、児童虐待、学校保健安全
法

田中太一郎7 母子保健と学校保健

わが国の高齢者保健の考え方・高齢者のための地域における施策・
制度・支援
講義
予習：テキスト1）p.121～126を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：高齢者医療確保法、介護保険法、高齢者虐待防止法

田中太一郎8 老人保健・福祉

わが国の成人保健対策の目的と現状・「健康日本21」を中心に、成
人保健対策の動向と課題
講義
予習：テキスト1）p.127～146を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：健康日本21、高齢者医療確保法

田中太一郎9
成人保健①疾病予防と健康
管理

生活習慣病の特徴と予防法
講義
予習：テキスト1）p.127～146を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：生活習慣病（がん、心疾患、脳血管疾患、糖尿病な
ど）、特定健診、特定保健指導

田中太一郎10 成人保健②生活習慣病

難病療養者を支える制度・システム・感染症に関する基本的な知
識・感染症対策に関する法令の概要
講義
予習：テキスト1）p.183～196、p.205～220を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：難病、感染症法、予防接種法

田中太一郎11 難病・感染症

わが国の精神科医療の歴史と現状・精神障害者を対象とした様々な
制度・法令
講義
予習：テキスト1）p.159～182を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：自殺対策、精神保健福祉法、障害者総合支援法

田中太一郎12 精神保健
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産業保健の目的とその特徴・労働衛生関連法令の概要・職場におけ
る有害要因の健康影響の概要
講義
予習：テキスト1）p.235～255を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：労働安全衛生法、作業環境管理、作業管理、健康管理

田中太一郎13 産業保健

食品や水道水の安全性、有害物質の健康への影響・廃棄物の処理問
題、地球環境問題
講義
予習：テキスト1）p.257～286を読む。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：大気汚染、廃棄物、上下水道、食中毒

田中太一郎14 環境保健

世界の人々の健康と保健医療
講義
予習：事前に配布する資料に記載されたキーワードについて調べて
くる。
復習：配布資料に目を通し、要点をノートにまとめる。
キーワード：WHO、感染症

田中太一郎15 国際保健
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政策形成過程論

結城康博

社会と健康 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Policy Formation Process Theory 選択 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者 結城康博　　河村秋　　大塚薫

社会と政策、個人と社会の関係の基礎的知識を学習し、国民の健康に関する政策を考えるための知識とする。人間の社会環境とし
て「より望ましい社会」を考えるうえで、施策のあり方が大きく影響することを理解し、国民の健康の在り方を考える視点を養
う。

【１】 授業概要

1．国と地方公共団体の行政の仕組みについて説明することができる。
2．地方自治と地方分権について説明することができる。
3．国と地方公共団体の財政の仕組みについて説明することができる。
4.予算の機能と原則について述べることができる。
5．地方公共団体の保健医療行政政策の計画策定・実行・評価のサイクルについて説明できる。
6．国の政策の在り方が人間の社会環境に影響することを知り、「より望ましい社会」を考え、看護職者の役割、地域での活動に
ついて述べることができる。
（看護学科ＤＰ　２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

準備学習
新聞、TV、Web上 等のマスコミでの報道の中で、社会福祉に関連する事項に興味を持ち情報収集を心がける。
法学（日本国憲法含）を受けている事が望ましい。
基本的には各回の授業の予習より、復習として学修したことの知識の整理をしてください。時間は学生個々によって違うと思いま
すので次の授業に支障のないように行ってください。
平均的には毎回30分～60分の時間を要すると思われる。
学習上の留意点
「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」で学んだことを関連させて学習をする。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

保健医療福祉行政論、社会保障制度、法学（日本国憲法含）、公衆衛生看護学の各科目、看護学の臨地実習科目

【４】 関連科目

定期レポート試験１００％　なお、評価には反映しないが適宜リアクションぺーパーを配布して記入してもらい、後日、コメント
を記入して返却することがある。

【５】 評価方法

結城康博・河村秋・大津唯編著『わかりやすい社会保障制度』2018.ぎょうせい出版。

【６】 教科書

結城康博著：福祉社会における医療と政治-診療報酬をめぐる関係団体の動きー本の泉社　2004
医療の値段―診療報酬と政治―　岩波新書　2006

【７】 参考書

yy969@ze2.so-net.ne.jp (結城康博)まで、何か問い合わせがあればメールでやりとりする（他２名の先生へのアクセスは、結城
が窓口となる。また、授業終了後の質問を受ける場所として「非常勤講師室」とする。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

保健医療福祉行政の概要・国と地方公共団体の行政としくみ
講義
復習：本時で学んだ基礎的知識を整理する。
キーワード：保健医療福祉、行政、地方公共団体

結城康博1 保健医療福祉行政　１

地方自治と地方分権・情報公開と個人情報保護・行政における保健
師の役割と活動
講義
復習：本時で学んだ基礎的知識を整理する。
キーワード：地方自治、地方分権、情報公開、個人情報保護、保健
師の役割

結城康博2 保健医療福祉行政　２

国と地方公共団体の財政の仕組み・・予算の機能と原則・社会保障
の給付と財源、国民負担
講義
復習：本時で学んだ基礎的知識を整理する。
キーワード：財政、社会保障給付、国民負担

大塚薫3 保健医療福祉の財政

地方公共団体の保健医療行政施策の計画策定・実行・評価のサイク
ル①
講義
復習：本時で学んだ基礎的知識を整理する。
キーワード：「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」で学んだ
キーワード

大塚薫4 政策形成過程１

地方公共団体の保健医療行政施策の計画策定・実行・評価のサイク
ル②
講義
復習：本時で学んだ基礎的知識を整理する。
キーワード：「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」で学んだ
キーワード

大塚薫5 政策形成過程２

社会環境として「より望ましい社会」とは何かを考える
講義・グループワーク・発表
予習：「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」で学んだこととこ
の科目で既習したことを関連させて知識の整理をし、グループワー
クに臨む。
復習：グループワークで話し合った内容の整理をする。また、疑問
点は次回の授業で明らかにできるよう準備する。
キーワード：「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」「政策形成
過程論」で出てきたすべて。

結城康博　　河村
秋　　大塚薫

6
社会福祉における政策の在
り方１

「より望ましい社会」を考えるうえで、施策のあり方を考える
講義・グループワーク・発表
予習：「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」で学んだこととこ
の科目で既習したことを関連させて知識の整理をし、グループワー
クに臨む
復習：グループワークで話し合った内容の整理をする。また、疑問
点は次回の授業で明らかにできるよう準備する。
キーワード：「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」「政策形成
過程論」で出てきたすべて。

結城康博　　河村
秋　　大塚薫

7
社会福祉における政策の在
り方２

国民の健康の在り方を考え、看護職者の役割、地域での活動につい
て考察する。
講義・グループワーク・発表
予習：「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」で学んだこととこ
の科目で既習したことを関連させて知識の整理をし、グループワー
クに臨む
復習：グループワークで話し合った内容の整理をする。
キーワード：「社会保障制度」「保健医療福祉行政論」「政策形成
過程論」で出てきたすべて。

結城康博　　河村
秋　　大塚薫

8
社会福祉における政策の在
り方３
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周手術期看護・急性重症患者看護

長谷川真美

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Peri-operative Nursing and Critical Care Nursing 必修 講義 3年･春 2単位 30時間

科目担当者 長谷川真美・瀧口千枝・笠間秀一

生命の危機的状態にある急性期・クリティカルの看護として、特に、手術を受ける患者その家族を対象とする周手術期（術前、術
中、術後の一連の過程）の看護、急性重症の患者とその家族を対象とする急性重症患者の看護、さらに救急看護について学ぶ。そ
れぞれの看護における対象の特徴と医療の特徴、看護活動の場の特徴、看護職の役割、主な理論・概念、急性・クリティカルな状
況での対象の全体像把握、援助方法など基礎知識を理解する。さらに、看護実践の場である手術室、集中治療室における根拠ある
看護実践の展開方法について学ぶ。
（長谷川真美／６回)周手術期看護の概説と看護実践の展開方法
（瀧口千枝／７回)急性重症患者看護の概説と看護実践の展開方法
（笠間秀一／２回)手術室・救急外来における看護実践の展開方法

【１】 授業概要

1.周手術期看護
・手術侵襲に対する生体反応について説明できる。
・周手術期にある患者の看護の特徴について説明できる
・周手術期の患者・家族への看護について説明できる
・術前の看護のポイントを3つ以上あげられる
・術中の患者の患者管理のポイントを3つ以上あげられる
・術後合併症の発生機序を5項目以上説明できる
・早期離床の必要性を説明できる
・機能別の周手術期の特徴を3機能以上説明できる
・手術を受ける患者の問題について考え、看護師の役割とは何か他者と話し合うことができる
2.急性重症患者看護
・過大侵襲を受けた患者の生体反応について説明できる。
・クリティカルケアを必要とする患者・家族の特徴を説明できる。
・クリティカルケア看護の特性について説明できる。
・クリティカルな患者に共通する主要病態とケアの関連を説明できる。
・各病態（循環器系・呼吸器系・消化器系・脳神経系・筋骨格系）における看護問題の特徴を説明できる。
・複雑な病態の患者の看護上の問題を特定するための関連図が作成できる
・複雑な病態の患者の看護計画を立案できる
・クリティカルな患者の看護問題を解決するために必要な具体的看護技術を説明できる
・クリティカルケア領域における倫理的課題と対応について説明できる
・クリティカルケア領域におけるチーム医療と看護の専門性について説明できる
3.救急看護
・日本の救急医療システムについて説明できる
・救急領域で扱う主要な重症病態と治療について説明できる
・救急看護の特性と看護師の役割について説明できる
・救急患者の全身状態のアセスメント（Primary　survey＋infection control）とマネジメントについて説明できる。・救急患者
のケアについて説明できる
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

・授業に用いるための情報収集（予習）　30～60分
・課題、レポートまたは学習内容のまとめ（復習）30～60分
・臨床実践Ⅲに直接結びつく内容であるため、予習復習を着実に行い、知識を十分身につけることを期待する

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

「予め学んでおくとよい科目」周手術期看護・急性重症患者看護、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、疾病と治療Ⅰ～Ⅲ、基本技術Ⅰ～
Ⅲ，Ⅵ、臨床看護学概論、看護展開論、看護理論、感染看護、薬理学、臨床心理学
「この科目に続く内容の科目」臨床実践Ⅱ，Ⅲ、疾病と治療Ⅳ，Ⅴ、看護の基本技術Ⅴ，Ⅶ～Ⅸ、がん看護・緩和ケア、看護倫理
学、チーム活動論、臨床実践技術の探求

【４】 関連科目

定期試験（80％）、グループワークの成果（10％）、日々の学習態度（10％）により評価する
次回の授業で、課題の中の特徴的な見解や誤解についてコメントする

【５】 評価方法

看護テキストNICE　成人看護学 急性期看護Ⅰ 概論・周手術期看護　第2版　林直子　佐藤まゆみ（南江堂）2015
系統看護学講座　別巻　クリティカルケア看護　第1版　道又元裕　（医学書院）2008

【６】 教科書

成人看護学　周手術期看護論　第３版　雄西智恵美，秋元典子編　（ヌーベルヒロカワ）　2015
新体系 経過別成人看護学　急性期看護：クリティカルケア　第1版　明石　惠子　益田美津美　（メヂカルフレンド社）　2017
ICU実践ハンドブック―病態ごとの治療・管理の進め方　清水 敬樹編　（羊土社）2009
看護テキストNICE　成人看護学 急性期看護Ⅱ　救急看護　第2版　林直子　佐藤まゆみ（南江堂）2015

【７】 参考書
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開講日（火･木曜日）の19時まで。
授業に関する質問は、授業終了時のミニッツペーパー（任意）で受け付ける。質問に対する回答・解説は次回の授業の冒頭で行
う。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：
・周手術期看護とは
・手術侵襲による生体反応と合併症
・手術を受ける患者・家族への心理的援助
授業方法：講義
予習：教科書の侵襲に対する心身の反応に該当する部分を読む
復習：授業まとめの課題、疾病と治療Ⅳ（麻酔科）の授業内容と関
連付ける
キーワード：手術侵襲、患者家族の心理変化とケア、危機理論、生
活の変化、ボディイメージの変化

長谷川　真美1
周手術期看護（1）
周手術期の患者・家族の特
徴と看護

内容：
・術前患者のアセスメント
・術前のオリエンテーションと術前準備
・意思決定支援
授業方法
予習：教科書の術前オリエンテーションに該当する部分を読む
復習：授業まとめの課題
キーワード術前オリエンテーション、術前訓練、術前検査　意思決
定支援

長谷川　真美2
周手術期看護（2）
術前の看護

内容：
・手術室の特殊な構造（空調設備、配置、医療機器）
・手術室の環境と患者の安全管理
・手術室での観察と援助（入室時・麻酔導入時・術中・麻酔覚醒
時・退室時）
・手術中の看護師の役割（直接介助、間接介助）
授業方法：講義
予習：手術を受けたことのある人から、手術前、手術中、手術後の
心境の変化、記憶に残っていること、看護師の印象を聴取し授業に
臨む。
教科書の該当部分を読む。
復習：授業まとめの課題
キーワード：手術室の構造　感染予防　麻酔侵襲、手術体位　呼吸
管理　循環管理　体温管理

笠間　秀一3
周手術期看護（3）
術中の看護

内容：
・術直後の観察ポイント
・術後合併症予防と回復促進への援助
・術後の創傷管理と疼痛管理
・術後せん妄と予防のため看護
・障害やボディイメージの変化への適応に向けた援助
授業方法：講義
予習：教科書の該当部分を読む
復習：授業まとめの課題
キーワード：意識レベル、覚醒遅延　術後悪心･嘔吐　術後せん妄
肺合併症　循環器合併症　術後感染　縫合不全　深部静脈血栓　肺
梗塞症　創傷管理　疼痛管理　早期離床　術後イレウス　身体機能
変化　ボディイメージ　退院指導　退院支援　心理的援助　セルフ
ケア

長谷川　真美4
周手術期看護（4）
術後の看護

内容：
グループワーク課題の提示およびディスカッション
・手術・麻酔によって起こる生体反応と変化（情報の整理）
・手術侵襲と身体機能低下および看護問題のつながり（関連図作
成）
授業方法：講義　グループワーク
予習：各身体機能の解剖生理　手術適応となる病態　各手術によっ
て起こる生体反応と変化・各手術により影響を受ける機能低下に対
する看護・生活の再構築への援助についての自己学習
復習：グループディスカッションのまとめ
キーワード：統制機能、呼吸機能、循環機能、摂取機能、消化機
能、排泄機能、運動機能、生殖機能の手術、関連図、周手術期看
護、看護計画

長谷川　真美5
周手術期看護（5）
身体機能別に考える周手術
期看護

内容：
グループディスカッション
・術前・術中・術後に求められる看護（看護計画の立案）
授業方法：グループワーク
予習：各身体機能の解剖生理　手術適応となる病態　各手術によっ
て起こる生体反応と変化・各手術により影響を受ける機能低下に対
する看護・生活の再構築への援助についての追加学習
復習：グループディスカッションのまとめ
キーワード：統制機能、呼吸機能、循環機能、摂取機能、消化機
能、排泄機能、運動機能、生殖機能の手術、関連図、周手術期看
護、看護計画

長谷川　真美6
周手術期看護（6）
身体機能別に考える周手術
期看護

内容
ディスカッションおよびプレゼンテーション
・看護展開のプレゼンテーション
・まとめ
授業方法：グループワーク　講義
予習：各身体機能の解剖生理　手術適応となる病態　各手術によっ
て起こる生体反応と変化・各手術により影響を受ける機能低下に対
する看護・生活の再構築への援助についての追加学習とまとめ
復習：授業まとめの課題
キーワード：統制機能、呼吸機能、循環機能、摂取機能、消化機
能、排泄機能、運動機能、生殖機能の手術、関連図、周手術期看
護、看護計画

長谷川　真美7
周手術期看護（7）
身体機能別に考える周手術
期看護
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復習：授業まとめの課題
キーワード：統制機能、呼吸機能、循環機能、摂取機能、消化機
能、排泄機能、運動機能、生殖機能の手術、関連図、周手術期看
護、看護計画

長谷川　真美7

・クリティカルケア看護の場（種類・目的・構造・機能・特徴）
・侵襲に対する生体反応
・重症患者に共通する病態と治療・ケア
・集中治療後症候群（PICS）とその予防
・クリティカルケア看護の特性と役割
授業内容：講義
予習：の復習
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：集中治療室、侵襲への生体反応のプロセス、ショッ
ク、補助循環療法、人工呼吸管理、播種性血管内凝固症候群
（DIC）、多臓器不全、敗血症、全身性炎症反応症候群（SIRS）、
血液濾過透析法、集中治療後症候群、ABCDEFバンドル、浅い鎮静、
十分な鎮痛、気管内挿管中の患者とのコミュニケーション方法、せ
ん妄、精神科リエゾンチーム、ラピッドレスポンスチーム
（RRT）、代理意思決定支援、家族看護

瀧口　千枝8
クリティカルケア看護と看
護師の役割

・循環器系に障害のある重症患者の全体像の把握
・循環器系に障害のある重症患者への看護
授業内容：講義
予習：
人体の構造と機能Ⅰ（第11～15回：循環器）の復習、
疾病と治療Ⅰ（第5～6回：循環障害）の復習、
疾病と治療Ⅱ（第4～7回：循環器）の復習、
機能障害のある患者の看護（第10回：慢性心疾患）の復習
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：循環不全のフィジカルアセスメント、緊急性の高い心
電図変化、ペースメーカー、除細動器、救急カート、ショック、虚
血性心疾患、経皮的冠動脈形成術（PCI）、心不全、不整脈、動脈
瘤、開心術後の看護、大動脈バルンパンピング（IABP）、前負荷・
後負荷、補助循環中の看護、生活指導

瀧口　千枝9
循環器系のクリティカルケ
ア看護

・呼吸器系に障害のある重症患者の全体像の把握
・呼吸器系に障害のある重症患者への看護
授業内容：講義
予習：
人体の構造と機能Ⅰ（第5～8回：呼吸器）の復習、
疾病と治療Ⅱ（第1～3回：呼吸器）の復習、
機能障害のある患者の看護（第8-9回：慢性呼吸器疾患）の復習
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：呼吸不全のフィジカルアセスメント、Ⅰ型呼吸不全、
Ⅱ型呼吸不全、CO2ナルコーシス、侵襲的人工呼吸、気管吸引、カ
フの管理、口腔ケア、人工呼吸器関連肺障害（VALI）、人工呼吸器
関連肺炎（VAP）、非侵襲的人工呼吸、肺切除術後の看護、胸腔ド
レナージ、呼吸理学療法、呼吸サポートチーム（RST）

瀧口　千枝10
呼吸器系のクリティカルケ
ア看護

・消化器系に障害のある重症患者の全体像の把握
・消化器系に障害のある重症患者への看護
授業内容：講義
予習：
人体の構造と機能Ⅲ（第3～11回：消化器）の復習、
疾病と治療Ⅱ（第8～11回：消化器）の復習、
機能障害のある患者の看護（第7回：消化器障害）の復習
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：急性腹症患者のフィジカルアセスメント、吐・下血、
消化管穿孔、汎発性腹膜炎、イレウス管、食道・胃・大腸の切除術
後の看護、縫合不全、人工肛門、ボディイメージ、肝切除術後の看
護、肝硬変、肝機能障害、食道静脈瘤、門脈圧亢進症状、中心静脈
栄養法（TPN）と経腸栄養法（EN）の違い、栄養サポートチーム
（NST）、食事指導

瀧口　千枝11
消化器系のクリティカルケ
ア看護

・脳神経系に障害のある重症患者の全体像の把握
・脳神経系に障害のある重症患者への看護
授業内容：講義
予習：
人体の構造と機能Ⅱ（第12～15回：中枢神経）の復習、
疾病と治療Ⅱ（第12～15回：脳神経）の復習、
疾病と治療Ⅳ（第14回：神経系の救急疾患）
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：脳神経疾患患者のフィジカルアセスメント、頭蓋内圧
亢進症状、髄膜刺激症状、痙攣、不穏、コーマスケール、瞳孔反
射、麻痺、知覚障害、開頭術後の看護、脳室･脳槽ドレナージの管
理、脳出血、脳梗塞、くも膜下出血、脊髄損傷、髄膜炎

瀧口　千枝12
脳神経系のクリティカルケ
ア看護

・筋・骨格系に障害のある重症患者の全体像の把握
・筋・骨格系に障害のある重症患者への看護
・クリティカルケア領域の主な創傷ケア
授業内容：講義
予習：
人体の構造と機能Ⅰ（第2～4回：筋・骨格系）の復習、
疾病と治療Ⅲ（第1～2回：運動器）の復習、
疾病と治療Ⅳ（第13回：外傷）の復習、
看護の基本技術Ⅳ（第1回：創傷管理）の復習
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：緊急性の高い骨折（頭部・脊椎・骨盤・開放骨折）、
骨折時の観察ポイント、脱臼、牽引療法、外固定・内固定、コン
パートメント症候群、褥瘡、体位の工夫、壊死、洗浄、デブリドマ
ン、縫合不全

瀧口　千枝13

筋・骨格系のクリティカル
ケア看護
クリティカルケア領域の創
傷ケア
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ン、縫合不全

瀧口　千枝13

筋・骨格系のクリティカル
ケア看護
クリティカルケア領域の創

・日本の救急医療システム
・救急領域で扱う主要な重症病態と治療
・救急看護の特徴と看護師の役割
・救急患者の全身状態のアセスメント（トリアージ、Primary
survey＋infection control）
・救急患者と家族のケア
授業内容：講義
予習：看護者の倫理綱領（日本看護協会）
復習： Primary survey＋infection controlについて小テスト（次
回講義時に確認テスト実施）
キーワード：救急医療システム、トリアージ、Primary survey、
infection control、緊急度と重症度、救急における倫理的課題、
看護者の倫理綱領、多職種連携

笠間　秀一14 救急看護

・クリティカルケア領域における倫理的課題
・クリティカルケア領域におけるチーム医療
・チーム医療の中での看護師の役割
・クリティカルケア領域の看護師の専門性
授業内容：講義
予習：看護者の倫理綱領（日本看護協会）
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：意思決定、身体拘束、DNAR、脳死、アドバンスドケア
プランニング（ACP）　臓器移植、チーム医療、コンサルテーショ
ンチーム、多職種連携、ケアコーディネーション

瀧口　千枝15
クリティカルケアの看護実
践を支える枠組み
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がん看護・緩和ケア

浅野美知恵

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Oncology Nursing and Palliative Care 必修 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者 浅野美知恵・水流添秀行

がん患者とその家族を対象とする看護について学ぶ。がん看護・緩和ケアにおける対象の特徴、がん医療・緩和ケアの特徴、看護
活動の場の特徴、看護職の役割、主な理論・概念、トータルペインを抱える対象の全体像把握、がんの治療と苦痛症状に対する援
助方法など基礎知識を理解する。さらに、がんとともに生き抜く患者をケアするための根拠ある看護実践の展開方法について学
ぶ。
（浅野美知恵／6回）がん看護・緩和ケアの概説と看護実践の展開方法
（水流添秀行／2回）がん予防・診断期の看護とがん体験者の社会生活支援

【１】 授業概要

1) がん罹患により脅かされる人々の命及び生活への影響について資料をもとに説明できる。
2) がん罹患・治療を受ける患者とその家族の全体像を理解する方法を説明できる。
3) がん看護における看護職の役割と看護活動について具体的に説明できる。
4) 緩和ケアにおける看護職の役割と症状マネジメントについて具体的に説明できる。
5) がん看護・緩和ケアにおける看護活動に必要な主な理論・概念について説明できる。
6) がんの経過に応じた患者・家族への看護の特徴と援助方法を具体的に説明できる。
7) がん放射線療法の経過に応じた看護の特徴と援助方法を具体的に説明できる。
8) がん化学療法看護の経過に応じた看護の特徴と援助方法を具体的に説明できる。
9) その他の主ながん治療・代替補完療法の特徴と援助方法を具体的に説明できる。
10) がん終末期の患者・家族への看護の展開方法と主な課題2つ以上を述べることができる。
11) がん看護・緩和ケア活動における倫理的課題と対応について3つ以上説明できる。
12) がん看護・緩和ケアのチーム活動に関する課題について3つ以上説明できる。
13) がん看護・緩和ケアにおける根拠ある看護実践における課題を述べることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
　既習の専門基礎教育科目の復習と予習をして臨むこと。本授業はがん看護と緩和ケアの基礎的な知識と展開方法を習得すること
をねらっているため、関連内容について予習に1時間程度、復習に1.5時間程度必要である。
【学習上の留意点】
　患者や家族の体験を記した書籍や新聞記事など社会の現状を理解しながら考察を深める。
　適宜、参考文献を活用する。標準治療、ガイドラインなど根拠ある看護の資料源を確認する。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

教養教育科目、専門基礎教育科目、看護学概論、臨床看護学概論、看護倫理学、看護理論、看護展開論、周手術期看護・急性重症
患者看護、ターミナルケア、臨地実習、チーム活動論、看護哲学

【４】 関連科目

定期試験70％、課題％。　試験結果は、特徴的な傾向や誤解についてコメントする。
課題については、最後の授業でコメントしワークシートを返却する。

【５】 評価方法

1.小松浩子他編：系統看護学講座　がん看護学　医学書院
3.浅野美知恵編：絵でみるターミナルケア改訂版、人生の最期を生き抜く人への限りない援助、学研

【６】 教科書

授業時にその他の関連文献を紹介する。
･恒藤暁他編：系統看護学講座　緩和ケア　医学書院
･系統看護学講座　専門Ⅱ　医学書院　(「人体の構造と機能」で使用したもの）、･看護学テキストシリーズＮＩＣＥ　疾病と治
療Ⅰ～Ⅳ、南江堂「(「疾病と治療」で使用したもの）
･小島操子他監訳：がん看護コアカリキュラム、医学書院
･鈴木志津枝他監訳：がん看護PEPリソース、医学書院
･がん標準治療、癌取扱い規約
･日本医療学学会編：病態を理解して組み立てる薬剤師のための疾患別薬物療法Ⅰ悪性腫瘍、改訂版、第2版、南江堂
･鈴木賢一他編著：がん薬物療法の支持療法マニュアル、南江堂、
･日本放射線腫瘍学会：やさしくわかる放射線治療学、学研メディカル秀潤社
･日本緩和医療学会 緩和医療ガイドライン委員会：がんの補完代替療法クリニカル・エビデンス2016年版、金原出版
･浅野美知恵・奥野滋子編著：特集　根拠がわかる がん看護ベストプラクティス、がん看護17(2)、2012、南江堂
･浅野美知恵・奥野滋子編著：特集　根拠がわかる 治療とケアのベストプラクティス、がん看護24(2)、2019、南江堂

【７】 参考書

授業開講日12時10分～13時。授業担当者の研究室。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容
1.がん医療・緩和ケアの現在
2.がん医療・緩和ケアの施策の変遷と展望
3.がん看護の変遷とがん看護学

方法：講義
予習：テキスト1第1-3章 テキスト2第Ⅳ章を読んでまとめておくこ
と
復習：授業内容の整理。
キーワード：がん医療、緩和ケアの定義、がん対策基本法、がん罹
患、生活への影響、チーム医療、集学的がん治療、がんサバイバー
シップ、患者のQOL、家族、倫理的課題
がん看護専門看護師、認定看護師事

浅野　美知恵1 がん看護・緩和ケアの変遷

内容
1.がん看護の対象理解と理論
2.がん看護の主な援助と理論
3.がん体験者の社会生活支援

方法：講義
予習：テキスト1第2章･第6章を読んでまとめておくこと
復習：がんを生きる’意味を考察し自分のノートに記述しておくこ
と
キーワード：がんの経過に応じた看護、がん治療の場と看護、チー
ム活動、がんサバイバーシップ、ストレス・コーピング、危機理
論、トータルペイン、がん体験者の社会生活と人生、就業、意思決
定支援、アセスメント法

浅野　美知恵
水流添　秀行

2 がん看護の主な理論

内容
1.がん患者とその家族の全体像把握
2.苦痛緩和のアセスメント法
3.苦痛/症状の主な援助方法
4.緩和ケアにおける倫理的課題と看護の役割

方法：講義
予習：テキスト2第Ⅴ章を読んでまとめておくこと
復習：緩和ケアの具体的方法を整理。ワークシートを完成させて提
出する(課題)。
キーワード：トータルペイン、苦痛の意味、症状マネジメント、ア
セスメントツール、アウトカム測定

浅野　美知恵3 がん看護の方法論

内容
1.がん予防・早期発見の看護
2.がん診断期の看護

方法：講義
予習：テキスト1第3章D､2章Bを読んでまとめておくこと
復習：がん罹患・予防の意味、告知の意味について考察し自分の
ノートに記述しておくこと。ワークシートを完成させて提出する
(課題)。
キーワード：がん対策推進基本計画、予防、リスク要因、検診率、
がん診断プロセス、健康観、保健行動、ストレス・危機理論、家
族、意思決定支援

水流添　秀行4 がん予防・診断期看護

内容
がん放射線治療を受ける人の看護
1.がん放射線治療に伴う身体の変化と生活への影響
2.がん放射線治療経過に沿う看護
方法：講義
予習：テキスト1第4章Ｃ､5章A･D読んでまとめておくこと。
復習：被爆に対する防護､援助方法を整理。
キーワード：標準治療、安全、有害事象、Quality of life、治療
中の生活、家族、チーム医療、他職種連携、看護師の役割

浅野　美知恵5 がん治療看護（1）

内容
がん化学療法を受ける人の看護
1.がん化学療法に伴う身体の変化と生活への影響
2.がん化学療法における看護の役割
3.がん化学療法の経過に伴う看護
方法：講義
予習：テキスト1第4章B､5章C､6章A。ワークシートの指定部分を学
習する。
復習：化学療法､有害事象､援助方法を整理。ワークシートを完成さ
せて提出する(課題)。
キーワード：治療経過、抗がん薬暴露、ガイドライン、有害事象、
妊孕性、患者と家族の準備、経済的負担、チーム医療、他職種連
携、看護師の役割､治療時の環境、有害事象の予防とケア、治療と
社会生活、就労、治療開始前の看護、治療時の看護、治療後の看護

浅野　美知恵6 がん治療看護（2）
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内容
代替補完療法･その他のがん治療を受ける人の看護
1. 代替補完療法と看護
2. 造血幹細胞移植を受ける患者の看護

方法：講義
予習：テキスト1第5章Eを読んでまとめておくこと
復習：がん治療と看護師の役割を整理。
キーワード：エビデンス、安楽と安全、患者の価値観や生き方、
QOL、治療時の環境、前処置、生着時症候群、移植片対宿主病、サ
ポート体制

浅野　美知恵7 がん治療看護（3）

内容
1.がん終末期の患者・家族への看護
2.がんを生き抜く患者とその家族への看護の課題
3.がん看護・緩和ケアの展望
方法：講義
予習：テキスト2第Ⅰ-Ⅲ、Ⅵ章を読んでまとめておくこと
復習：がんを生き抜く援助と看護の専門性について考察し自分の
ノートに記述しておくこと
キーワード：がん終末期、ターミナルケア、グリーフワーク、グ
リーフケア、倫理的課題

浅野　美知恵8 がん終末期看護
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看護の基本技術Ⅳ

瀧口千枝

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅳ 必修 演習 3年･春 1単位 30時間

科目担当者 長谷川真美・瀧口千枝・鈴木俊美・水流添秀行・笠間秀一（共同）

看護実践における応用を含んだ技術の考え方・方法・援助プロセス･態度を学習する。基本技術Ⅳでは、急性期にある患者への看
護技術(周手術期患者管理、呼吸･循環管理、体液管理、創傷管理）の考え方・方法、また災害時に看護師に求められる役割を学
ぶ。これらの知識に基づき、クリティカルケア領域の看護実践の倫理的側面に配慮しながら、援助に必要な基本技術を体験する。
さらに、ペーパーペイシェントで看護を展開し、より実践に則した援助技術力を育成する。

【１】 授業概要

1.成人患者の看護の展開方法について具体的に説明できる。
2.病態生理学、看護学、関連の知識を統合して、対象の状態に応じた事例展開ができる。
3.事例展開のグループワークにおいて、グループメンバーと協力しながら自らの役割を果たすことができる。
4.グループワークやプレゼンテーションを通して、自己の課題を明確できる。
5.既習の看護技術を組みあわせて、患者の個別性に応じた看護技術を実施することができる。
6.急性期に生じやすい皮膚・粘膜トラブルや創傷管理のための看護技術の方法と留意点を説明できる。
7.病態生理学の知識に基づいた体液管理の方法と留意点について説明できる。
8.呼吸に問題のある患者のアセスメントに基づいた回復促進・安楽のためのケアの方法を説明できる。
9.循環に問題のある患者のアセスメントに基づいた回復促進・安楽のためのケアの方法を説明できる。
10.手術患者のリスクアセスメントに基づいた効果的な術前看護の方法を説明できる。
11.術後合併症予防のために求められる術後看護の方法と留意点を説明できる。
12.院内急変をきたした患者の救命のために看護師がとるべき行動について説明できる。
13.災害看護を自分ごとと捉え、災害時における医療者としての役割を考察できる。
14.急激な健康破綻をきたした患者の倫理面に配慮した看護の方法を説明できる。
15.クリティカルケア領域における看護実践の特徴と課題について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
本科目では、人体および病態の知識と、看護理論、基礎看護技術の知識を統合して、急性期患者の看護問題の解決のための技術を
学習する。このため、既習の解剖生理学、病態生理学、関連する看護理論、看護技術について習得していることを前提として行わ
れる。授業に際しては、事前に提示した図書・VTR、課題を通して事前学習することが必須となる。また、演習で体験した看護技
術を身につけるためには、授業後に課題による振り返りと技術の反復学習が必須である。必要とされる時間には個人差があるが、
おおむね予習に1時間、復習に2時間程度要する。
【学習上の留意点】
・本科目は、先行する周手術期看護・急性重症患者看護の講義と関連が強いため、演習に際しては、講義資料を持参すること。
・学内での演習であるが、服装、態度等、臨地実習と同様の心構えで臨むこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

「予め学んでおくとよい科目」周手術期看護・急性重症患者看護、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、疾病と治療Ⅰ～Ⅲ、基本技術Ⅰ～
Ⅲ，Ⅵ、臨床看護学概論、看護展開論、看護理論、感染看護
「この科目に続く内容の科目」臨床実践Ⅱ，Ⅲ、疾病と治療Ⅳ，Ⅴ、看護の基本技術Ⅴ，Ⅶ～Ⅸ、がん看護・緩和ケア、看護倫理
学

【４】 関連科目

定期試験（80％）、グループワークの成果・グループワークへの貢献度（20％）により評価する。
指定の期日までにワークシートをまとめ提出していることを定期試験の受験資格とする。ワークシートは確認後返却し、必要に応
じてフィードバックする。グループワークの成果発表は全体講評する。

【５】 評価方法

教科書は使用せず、毎回資料を配布する。

【６】 教科書

完全版ビジュアル臨床看護技術ガイド（第3版）　坂本すが　井手尾千代美　（照林社）2015
術後ケアとドレーン管理のすべて　第1版　竹末芳生　藤野智子（照林社）2016
新体系 経過別成人看護学　急性期看護：クリティカルケア　第1版　明石　惠子　益田美津美　（メヂカルフレンド社）　2017
看護テキストNICE　成人看護学 急性期看護I 概論・周手術期看護　第2版　林直子　佐藤まゆみ（南江堂）2015
看護テキストNICE　成人看護学 急性期看護Ⅱ　救急看護　第2版　林直子　佐藤まゆみ（南江堂）2015
ナーシング・スキル日本版　https://www.nursingskills.jp/Login

【７】 参考書

開講日（火･木曜日）の19時まで。健康科学部棟3階　研究室17（K317）。
授業に関する質問は、授業終了時のミニッツペーパー、またはメールで受け付ける。連絡先：chie.takiguchi@hs.toho-u.ac.jp
質問に対する回答・解説は翌回の授業の冒頭で行う。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

科目のガイダンス
成人患者を対象とした看護実践の方法論
・看護展開の方法
・事例の配布と実習記録用紙の説明
授業方法：講義、グループワーク（役割分担）
予習：周手術期・急性重症患者看護の既習内容を復習しておく。
復習：事例の情報を記録用紙に整理するところまで終わらせてお
く。
キーワード：生体侵襲、関連図、POS（Problem Oriented
System）、看護過程、機能的健康パターン、情報の整理、不足情報
のアセスメント、情報の関連、看護問題、看護計画、SOAP、評価

全員
（瀧口千枝）

1
科目のガイダンス
成人患者への看護実践の方
法論

急性期に起こりがちな創傷とそのケア
ストーマ造設中の患者の看護
授業方法：ミニレクチャー、演習
予習：教科書の該当ページを学習する。
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード： DESIGN、褥瘡、スキンテア、創感染、縫合不全、除
圧、洗浄、皮膚保護財、ストーマ、ストーマパウチ

全員
（瀧口千枝）

2 創傷管理

体液管理に関わる看護技術
・IN takeの管理とOUT putの観察
・水分出納のバランスのアセスメントと記録
・輸液ポンプ・シリンジポンプの管理
・経腸栄養法の実際
・胸腔ドレナージの管理
授業方法：ミニレクチャー、演習
予習：教科書の該当ページおよび周手術期・急性重症患者看護の既
習内容を復習しておく。
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：輸液、輸液ポンプ、シリンジポンプ、輸血、経腸栄
養、胃管の確認、腹腔・胸腔ドレナージ、分泌物、浸出液、不感蒸
泄、水分出納（IN/OUTバランス）、24時間経過表

全員
（瀧口千枝）

3 体液管理

術前オリエンテーション、術前トレーニング
・リスクアセスメントに基づいた術前看護
・アドヒアランスを高めるための術前看護
授業方法：ミニレクチャー、演習
予習：教科書の該当ページおよび周手術期・急性重症患者看護の既
習内容を復習しておく。
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：予期不安、リスクアセスメント、術前オリエンテー
ション、術前トレーニング、アドヒアランス、術後合併症、弾性ス
トッキング、ボディイメージの変化

全員
（鈴木俊美）

4 術前の看護

情報の解釈と統合から看護上の問題を明らかにする
・機能的健康パターンのアセスメント
・関連図の作成を通した情報の分析
・看護問題の明確化
授業方法：グループワーク
予習：実習記録の書式に情報を整理しておく
復習：看護問題の明確化まで終わらせておく
キーワード：関連図、看護問題の明確化、情報の分析･統合

全員
（長谷川真美）

5
ペーパーペイシェントを用
いた看護展開①

呼吸状態のアセスメントと看護
・呼吸に問題のある患者のフィジカルアセスメント
・気管挿管・気管切開している患者のケア
・様々な気道確保
・呼吸理学療法
・効果的な気管吸引
授業方法：ミニレクチャー、演習
予習：教科書の該当ページおよび周手術期・急性重症患者看護の既
習内容を復習しておく。
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード： 気道確保、気道浄化、呼吸理学療法、体位ドレナー
ジ、咳嗽誘発、気管吸引、清潔操作

全員
（瀧口千枝）

6 呼吸管理

手術直後の患者の看護
・麻酔覚醒直後の看護
・外科的侵襲直後の看護
技術授業方法：ミニレクチャー、演習
予習：教科書の該当ページおよび周手術期・急性重症患者看護の既
習内容を復習しておく。
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：麻酔覚醒遅延、舌根沈下、シバリング、低体温・復
温、術後出血、ドレナージ、疼痛評価、鎮痛、PCAポンプ、喀痰喀
出困難、臥床での含嗽

全員
（笠間秀一）

7 術直後の看護

看護問題の成因および問題として取り上げる根拠を明確にし、問題
解決のための看護計画を立案する
・看護問題の成因の明確化
・看護問題の存在を示す症状･徴候の明確化
・看護問題として取り上げる根拠のアセスメント
・看護の方向性の決定
・問題解決のための具体的看護計画立案
授業方法：グループワーク
予習：看護問題の明確化まで終わらせておく
復習：具体的看護計画立案まで終わらせておく
キーワード：看護過程、成因、看護アセスメント、具体的ケア計画

全員
（長谷川真美）

8
ペーパーペイシェントを用
いた看護展開②
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予習：看護問題の明確化まで終わらせておく
復習：具体的看護計画立案まで終わらせておく
キーワード：看護過程、成因、看護アセスメント、具体的ケア計画

全員
（長谷川真美）

8
ペーパーペイシェントを用
いた看護展開②

全身麻酔、開腹手術後１日目の患者の回復促進のための援助
・開腹手術後一日目のフィジカルアセスメント
・早期離床の支援
・ドレーン挿入、輸液療法中の患者の更衣と移動
授業方法：ミニレクチャー、演習
予習：教科書の該当ページおよび周手術期・急性重症患者看護の既
習内容を復習しておく。
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：早期離床、疼痛コントロール、インフェクションコン
トロール、ドレーン管理、無気肺、肺炎、深部静脈血栓症、術後腸
閉塞、起立性低血圧

全員
（水流添秀行）

9 術後1日目の看護

循環動態のアセスメントと看護
・循環動態に問題のある患者のフィジカルアセスメント
・心電図12誘導検査の実施とアセスメント
・緊急性の高い心電図波形とその対応
院内急変時の看護
・院内急変時の観察とアセスメントの特徴
・院内急変時の看護
・急変に備えた準備について説明できる。
授業方法：ミニレクチャー、演習
予習：教科書の該当ページおよび周手術期・急性重症患者看護の既
習内容を復習しておく。
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：不整脈、心筋虚血、心不全、ショック、救急カート、
除細動器、AED、ACLS、うっ血、浮腫、ラピッドレスポンスシステ
ム（RRS）、代理意思決定、倫理的課題

全員
（瀧口千枝）

10
循環管理
院内急変時の看護

看護展開発表会の準備
・プレゼンの資料作成、印刷
・看護計画実施のデモンストレーションの練習
・プレゼンテーションの練習
授業方法：グループワーク
予習：看護計画立案まで終わらせておく
復習：発表会までにプレゼンテーション、配布資料印刷まで終わら
せておく
キーワード：効果的なプレゼンテーション、要点をおさえた資料作
成、グループ内の役割調整

全員
（長谷川真美）

11
ペーパーペイシェントを用
いた看護展開③

災害発生時の看護師の役割
・マスギャザリング時の災害発生における看護
・看護師が行うトリアージ
授業方法：ミニレクチャー、演習
予習：疾病と治療Ⅳ（災害医療）の復習
復習：災害発生時の看護師の役割について考察する。
キーワード：トリアージ、マスギャザリング時の災害発生、倫理的
課題

全員
（瀧口千枝）

12 災害時の看護

シミュレーターを用いた実践演習
授業方法：ミニレクチャー、演習、デブリーフィング
予習：既習の演習の復習、周手術期・急性重症患者看護の講義の復
習
復習：ワークシートによるポイントチェック
キーワード：観察、アセスメント、判断、インフォームドコンセン
ト、報告・連絡・相談、実践、チーム医療、デブリーフィング

全員
（瀧口千枝）

13 シミュレーション演習

本科目で行った看護展開についてグループごとに発表する
授業方法：グループワーク、プレゼンテーション
予習：効果的にプレゼンテーションできるように準備しておく。
復習：グループワークおよび発表会における自らの学びと課題を考
察する。
キーワード：看護展開、プレゼンテーション、デモンストレーショ
ン

全員14 看護展開発表会①

本科目で行った看護展開についてグループごとに発表する
授業方法：グループワーク、プレゼンテーション
予習：効果的にプレゼンテーションできるように準備しておく。
復習：グループワークおよび発表会における自らの学びと課題を考
察する。
キーワード：看護展開、プレゼンテーション、デモンストレーショ
ン

全員15 看護展開発表会②
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臨床実践Ⅱ

浅野美知恵

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Clinical Nursing Practicum Ⅱ 必修
実験・実

習
3年･通年 2単位 90時間

科目担当者 浅野美知恵・髙橋良幸・松浦麻子・鈴木俊美・水流添秀行（共同）

治療を受ける患者の健康障害、疾患の病像、患者の発達段階を踏まえて全人的に理解する。看護展開に関する思考過程に基づい
て、看護援助を実践し評価する。また、看護／臨床倫理の現象を把握し、患者の権利、意思決定を支援することの重要性を理解す
る。さらに、実践のリフレクションに基づいて考察、意味づけを行い、治療・緩和ケアを受ける患者の看護や終末期看護について
考察し、今後の課題を明確にする。

【１】 授業概要

①健康障害・病態の理解：治療・緩和ケアを受ける患者の健康障害、疾患の病態・終末の病態について整理し述べることができ
る。
②対象理解：患者の発達段階をふまえて、全人的に理解した内容を説明できる。
③看護の展開：看護展開に関する思考過程に基づいて情報を系統的に収集、整理し、ケアの方向性を明らかにし、看護を実践し評
価できる。
④看護の専門職：専門職としてふさわしい態度を身につける。
⑤倫理的判断：看護/臨床倫理の現象を把握し、患者の権利、意思決定を支援することの重要性と課題について論述できる。
⑥看護実践の振返り・看護観の醸成：実践を振り返り、整理し、考察、意味づけを行うことができ、看護について自分の考えを論
述することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
臨床実践Ⅱの実習要項に提示されている事前学習を行う。
本授業は、治療を受ける患者、緩和ケアを受ける患者および終末期にある患者の看護実践に焦点を当て､情報収集、アセスメン
ト、計画立案など実習記録用紙に整理しながら看護を展開し実践力を向上させることをねらっているため、関連内容について予習
に2時間程度、復習に1.5～3時間程度を費やす。
【学習上の留意点】
変化している臨床現場での授業となるため、準備学習については担当教員や実習指導者に確認しながら主体的に学習すること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

倫理学、心理学、教育学など教養教育科目、人体の構造と機能、疾病と治療、薬理学、臨床栄養学、リハビリテーション論など専
門基礎教育科目全般、臨床看護学概論、看護倫理学、看護理論、看護展開論、機能障害のある患者の看護、がん看護・緩和ケア、
感染看護、看護の基本技術Ⅰ～Ⅳ、看護入門実習Ⅰ・Ⅱ、臨床実践の基礎、臨床実践Ⅰ・Ⅲ、発達看護論、援助的人間関係論、コ
ミュニティヘルス看護概論、ターミナルケア、看護実践の探究、チーム活動論、看護研究

【４】 関連科目

実践内容（観察力、コミュニケーション力、アセスメント力、援助の計画・実施・評価、記録）60％、
学習者としての態度・専門職者としての態度20％、課題レポート20％。
学習内容に対してコメントを返していく。最終日に全体講評および学生と相互評価をする。
課題レポートを含め提出された記録物は全て返却する。

【５】 評価方法

資料を適宜提示する。

【６】 教科書

専門基礎教育科目およびトランスレーショナル看護領域科目の授業で提示された書籍や資料。
その他、適宜、関連書籍や資料を紹介する。

【７】 参考書

12:00～13:00、実習施設の教員控室または学内の研究室

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学修内容は、臨床実践Ⅱの実習要項に
示す。

＜オリエンテーション＞
1.全体のオリエンテーション（学内）
実習の概要、実習施設の概要、実習にあたっての注意事項、実習で
活用する看護の基本技術、事前学習等について説明する。
2.グループ別のオリエンテーション（臨地）
実習担当教員が、本実習のスケジュール、事前課題の実施状況の確
認をする。実習指導者が、実習場所となっている病棟の環境と看護
に関する概要を説明する。実習指導者と相談の上、実習担当教員が
受け持ち患者を決定する。

全員

＜1週目の初日＞
・実習オリエンテーション
・受持ち患者決定、受持ち患者紹介
・受持ち患者の情報収集と関係形成
＜1週目の2日目～4日目午前＞
・朝、行動計画・援助計画を指導者に発表し助言により調整
・受持ち患者の情報収集、アセスメント、全体像把握
・立案した看護計画を基に看護を実践、報告、評価
・受持ち患者の看護の展開について看護師カンファレンスで発表
し、助言をうける。
・援助内容は、臨床の状況と学生の準備状況に応じて選択。
・援助の実施方法は、状況に応じて決定。指導者（看護師/教員）
に同行し見学、指導者と共に実施、指導者が見守る中一人で実施。
・事例検討
＜1週目の4日目午後＞
・カンファレンス：中間まとめ
＜1週目の5日目＞（学内）自己学習

＜2週目の1日目～4日目の午前＞
・受持ち患者の看護を実践、報告、評価
・看護展開の評価を発表
・事例検討
＜2週目の4日目午後＞
・カンファレンス：実習のまとめ
＜2週目の5日目午前＞（学内）
1.実習まとめ
・受持ち事例のケース紹介、実践した看護の要約を発表し、ディス
カッションを通して看護の適切性について評価する。
・目標の達成状況と学びを発表する。
・討議により看護の主要概念の理解を深め、実習体験の意味づけを
図る。
2.個人面接
・担当教員と実習の相互評価を行い、目標到達度の評価と今後の課
題を明らかにする。
＜2週目の5日目午後＞（学内）
　自己学習
＜実習施設＞
　東邦大学医療センター佐倉病院

【授業方法】
・1グループ2週間の臨地実習を実施する。
・患者を受持ち、指導者の指導の下に看護を実践する。
・調べ学習、グループワーク、プレゼンテーション
・学生カンファレンスを行う。
・指導者を交えてまとめを行う。

【予習・復習・キーワード】
予習：臨床実践Ⅱの実習要項を熟読する
復習：実習記録の整理。関連の資料を読む。課題レポート
キーワード：治療、緩和ケア、健康障害、疾患の病像、終末の病
像、発達段階、全人的、トータルペイン、看護の展開方法、情報収
集、観察技術、コミュニケーション技術、アセスメント方法、治療
ガイドライン、標準看護、安全、安楽、自立、根拠ある看護援助、
看護目標、看護計画、実践と評価、記録、倫理の現象、患者の権
利、意思決定、擁護、緩和ケア、終末期看護、メンバーシップ、
リーダーシップ、事例検討、看護師の役割
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臨床実践Ⅲ

長谷川真美

トランスレーショナル看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Clinical Nursing Practicum Ⅲ 必修
実験・実

習
3年･通年 2単位 90時間

科目担当者 長谷川真美・瀧口千枝・笠間秀一（共同）

急激な健康破綻をきたしている患者を、疾病･治療経過、心理･社会的状況、発達段階を踏まえて、全人的に理解する。看護展開に
関する思考過程に基づいて、生命の安全が脅かされた患者の看護を看護師とともに実践、または見学し、評価する。また、手術
室、集中治療室、救急外来における看護師の役割を理解する。さらに、クリティカルケア領域における倫理的課題に気付き、対象
と状況に応じた患者擁護の方法を考える。実習のリフレクションに基づいて意味づけを行い、クリティカルケア看護について考察
し、今後の課題を明確にする。

【１】 授業概要

1.急激な健康破綻をきたしている患者とその家族の特性を説明できる。
2.急激な健康破綻をきたしている患者の看護展開を考えることができる。
3.指導者とともに看護ケアを実施する経験、または見学を通して、急激な健康破綻をきたしている患者とその家族に対するケアの
特性を考察できる。
4.クリティカルケア領域で協働する医療チームの中での看護師の役割を説明できる。
5.クリティカルケア領域における倫理的課題を整理し、対象と状況に応じた患者擁護のための方法を考察することができる。
6.看護専門職を目指す学生として、自覚と責任のある行動がとれる。
7.実践・見学をふり返り、考察、意味づけを行い、看護について自分の考えを論述することができる。さらに今後の課題を明確に
表現できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

実習科目であるため、実際のケアが展開できるよう関連科目の教科書・資料の学習および文献等による追加学習を十分に行うこと
が必要である。そのため、予習には90分程度以上、復習には90分程度以上を要する

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

「予め学んでおくとよい科目」周手術期看護・急性重症患者看護、人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ、疾病と治療Ⅰ～Ⅴ、基本技術Ⅰ～
Ⅸ、生化学、臨床看護学概論、看護展開論、看護理論、感染看護、薬理学、臨床心理学、発達看護論、疾病と治療Ⅳ，Ⅴ、看護の
基本技術Ⅴ，Ⅶ～Ⅸ、がん看護・緩和ケア
「この科目と同時期に行われる科目」臨床実践Ⅱ
「この科目に続く内容の科目」看護倫理学、援助的人間関係論、チーム活動論、臨床実践技術の探求

【４】 関連科目

実習内容と記録（60％）、課題レポート（20％）、実習態度（20％）
目標達成状況について最終日に全体講評をする．実習記録・レポートは結果を返却する。

【５】 評価方法

専門基礎教育科目および臨床看護学で提示された教科書および資料

【６】 教科書

適宜提示する。

【７】 参考書

実習日の16:00から16:30まで。実習終了時に担当教員に声をかけること。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標達成するための詳細な学習内容は、臨床実践Ⅲ実習要項に示
す。

I.実習施設
　東邦大学医療センター大森病院（10日間）
？・現地オリエンテーション（1日間）
？・病院実習（8日間）
？・学内実習（1日間）

II.実習内容
　1.オリエンテーション
　1）実習オリエンテーション
　日時　2019年8月1日（火）9:00～12:10
　場所　K103　104
　内容　実習担当教員からのオリエンテーション
？・実習の目的・目標、方法、評価などについてのオリエンテー
ション
？・実習配置、実習班
？・事前課題の配布
？・個人目標の立案

全員

2）現地オリエンテーション（実習1日目とする）
　日時　2019年8月30日（金）10：00～16：00
　場所　東邦大学医療センター大森病院
　内容　実習施設職員からのオリエンテーションおよび施設見学
？　　　・病院オリエンテーション
？　　　・実習部署（中央手術部、救急救命センター）の特徴と概
要についてのオリエンテーション
？　　　・施設見学
　　　　実習担当教員からのオリエンテーション
？　　　・実習における注意事項の確認
？　　　・実習目標の再確認
？　　　・事前課題の提出・確認
？　　　・個人目標の再確認

2.病院実習
　1）手術室・救急外来実習（4日間）
　以下の4つの実習をローテンションで実施する。
　＜周手術期センター＞
？・周術期センター担当看護師のシャドウイング
？・手術患者の流れの見学
　＜全身麻酔手術見学＞
？・全身麻酔手術を担当する間接介助看護師のシャドウイング
？・翌日全身麻酔予定の患者を1名受け持ち、情報収集する
？・受け持ち患者の術中の看護計画を立案する
？・術前訪問があれば同行する
　＜全身麻酔手術患者の術中看護実施＞
？・受け持ち患者の手術の間接介助看護師とともに、立案した看護
ケアを実施する。
？・実施後は、間接介助看護師とともに評価をする
　＜救急外来見学＞
？・救急外来担当看護師のシャドウイング
　※最終日に手術室実習・救急外来のまとめカンファレンスを実施
する（指導者同席）

2）集中治療室実習（4日間）
受け持ち患者の看護展開を実施する
　＜初日＞
？・オリエンテーション
？・受け持ち患者の情報収集と関係づくり
？・集中治療室看護師のシャドウイング
？・日々のカンファレンス
　＜2日目～3日目＞
？・受け持ち患者の全体像把握
？・受け持ち患者の看護展開
？・集中治療室看護師のシャドウイング
？・指導者とともに看護ケアを実施・評価
？・日々のカンファレンス
　＜4日目＞
？・指導者とともに看護ケアを実施・ケアの評価
？・ICU実習のまとめカンファレンス（指導者同席）

3.学内実習
　実習のまとめ（1日間）
　実習内容と学びの共有と実習のまとめを行う
　(1)グループディスカッション
？・クリティカルケア領域の倫理的課題について
？・急激な健康破綻をきたしている患者・家族の特性と望ましい看
護について
　(2)個別面接
？・担当教員との個別面接により実習評価および自己の課題の明確
化を行う
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【予習・復習・キーワード】
予習：侵襲時の生体反応、危機理論、生命維持装置、周手術期看護
（術前看護、術中の体位と術式、術中合併症と予防）、手術・麻酔
の身体への影響、麻酔薬の種類・目的・副作用、開腹・開胸手術の
概要、鏡視下手術の特徴
看護展開方法の復習（情報整理、全体像理解、関連図作成、問題抽
出、計画立案、評価の視点）
復習：行った看護の実施状況の振り返り　計画の評価修正　課題レ
ポート
キーワード：クリティカルケア看護、生体侵襲、生命維持装置、回
復促進、QOL、集中治療室、手術室、救急外来、看護展開、エンパ
ワーメント、インフォームド・コンセント意思決定支援、代理意思
決定、家族看護、倫理的課題
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ファミリーヘルス看護論

臼井雅美

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Family Health Nursing 必修 演習 3年･春 1単位 30時間

科目担当者 臼井雅美・林ひろみ・渡邊尚子・原田慶子・伊藤茂理・原田奈美・林華子（オムニバス＋共同）

社会の最小単位である家族の健康生活について、集団としての家族と構成員である個人の健康を精神面の健康も含めてファミリー
ヘルスとして捉える。看護の対象としての家族の特徴、健康と疾病が家族の健康生活に及ぼす影響、ファミリーヘルスにおける看
護の役割と機能、主な理論・基本的概念、援助方法など基礎知識を理解する。さらに、主な家族看護理論に基づく看護展開の方法
を学び、ファミリーヘルスにおける看護ケアを考察するとともに、家族と病の苦悩について考える力を養う。（オムニバス方式／
全３回）（臼井雅美／１回）子の立場から捉えるファミリーヘルス（林ひろみ／１回）親の立場から捉えるファミリーヘルス（渡
邊尚子／１回）家族成員ひとり一人のメンタルヘルスから捉えるファミリーヘルス（共同／12回)家族理論に基づく看護展開方法
の演習（林ひろみ・渡邊尚子・ 臼井雅美・原田（髙橋）慶子・伊藤茂理・ 原田奈美・林華子）

【１】 授業概要

 1．子にとっての家族について具体的に説明することができる。
 2．子の立場から捉えるファミリーヘルスとそのアセスメントの視点について述べることができる。
 3．親性や親役割について具体的に説明することができる。
 4．親の立場から捉えるファミリーヘルスとそのアセスメントの視点について述べることができる。
 5．家族成員ひとり一人のメンタルヘルスから捉えるファミリーヘルスとそのアセスメントの視点について述べることができる。
 6．アセスメントツールを用いて家族アセスメントができる。
 7．ファミリーヘルスにおける健康問題を具体的に説明することができる。
 8．家族の苦悩と病の関係について体験を通して健康生活の観点から論述することができる。
 9．家族理論に基づく看護展開の方法を具体的に説明することができる。
10．ファミリーヘルスにおける看護ケアを考察できる。
11．家族の喜びや苦悩について健康生活の観点から理解したこと及び共感したことを表現できる。
12．ファミリーヘルス看護における倫理的課題について3つ以上具体的に説明することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
・本授業は既習した看護における家族の特徴や健康、支援をもとにファミリーヘルスにおける看護展開を理解するため、予習につ
いては1時間程度、復習に1.5時間程度必要である。
・復習として課題レポートまたは演習記録を提出すること。
【学習上の留意点】
・看護の対象と家族について本科目に関連する既習科目（関連科目参照）を復習して授業に臨むこと。
・また、各演習の予習として、テキスト②を熟読してくること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

予め学んでおく科目：看護学概論，臨床看護学概論，小児看護学概論，小児看護学方法論，母性看護学概論，母性看護学方法論，
精神看護学概論，精神看護学方法論，老年看護学概論，在宅看護概論，公衆衛生看護学概論，臨床実践Ⅰ，老年看護学実習Ⅰ～Ⅲ
この科目に続く科目：臨床実践Ⅱ，臨床実践Ⅲ，小児看護学実習，母性看護学実習、精神看護学実習，在宅看護実習，コミュニ
ティヘルス看護実習

【４】 関連科目

課題レポート40％，グループワーク発表・成果物50％，日々の学習状況(課題への取組み成果)10％
課題レポートは結果を返却する。授業の最終日に全体講評を行う。

【５】 評価方法

①家族看護学､改訂第2版，山崎あけみ・原礼子編，南江堂､2015
②グループワークで学ぶ家族看護論第2版，カルガリー式家族看護モデルへの実践へのファーストステップ，小林奈美，医歯薬出
版，2011．

【６】 教科書

実践力を高める家族アセスメントPartⅠ，小林奈美，医歯薬出版，2009．
家族看護学―理論と実践，鈴木和子・渡辺裕子，日本看護協会出版会，2012．
ファミリーナーシングプラクティス―家族看護の理論と実践，森山美知子・鞠子英雄，医学書院，2001．
家族看護学 (系統看護学講座)，上別府圭子，医学書院，2018．

【７】 参考書

授業開講日　16：20～18：00（但し、事前に連絡すること）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

子の立場から捉えるファミリーヘルスと看護
1）子にとっての家族とは
2）子の立場から捉えるファミリーヘルスとアセスメント
講義
予習：テキスト①p11～p17を読む。
復習：自分の家族を振り返る。
キーワード：家族とは、健康な家族、家族周期、家族発達理論、
ファミリーヘルスとは、家族システム

臼井　雅美1
ファミリーヘルス看護の基
礎(1)

親の立場から捉えるファミリーヘルスと看護
1）親にとっての家族とは
2）親の立場から捉えるファミリーヘルスとアセスメント
講義
予習：テキスト①p18～p27を読む。
復習：授業内容についてテキスト、関連文献等で振り返る。
キーワード：親性、親役割、配偶者の役割、養育の役割、ひとり親
家族

林　ひろみ2
ファミリーヘルス看護の基
礎(2)

家族成員ひとり一人のメンタルヘルスから捉えるファミリーヘルス
と看護
1）家族のメンタルヘルス
2）家族成員ひとり一人のメンタルヘルスから捉えるファミリーヘ
ルスとアセスメント
講義
予習：テキスト①p64～p75を読む。
復習：授業内容についてテキスト、関連文献等で振り返る。
キーワード：家族のストレス、家族の対処力、家族システム、患者
－家族関係

渡邊　尚子3
ファミリーヘルス看護の基
礎(3)

さまざまな看護実践の場におけるファミリーヘルス看護①
事例に基づく看護の展開
演習・グループワーク
予習：テキスト①p120～p217を読み自分が看護展開する事例を選択
する。
復習：選択した事例の看護過程をまとめる。
キーワード：家族看護過程、家族アセスメント、計画立案、実施お
よび評価

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

4
ファミリーヘルス看護方法
(1)

さまざまな看護実践の場におけるファミリーヘルス看護②
ロールプレイによる看護実践
演習・グループワーク
予習：テキスト①p120～p217を読む。
復習：課題レポート「ファミリーヘルス看護における看護師の役
割」
キーワード：家族看護過程、家族アセスメント、計画立案、実施お
よび評価、ファミリーヘルス看護の役割

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

5
ファミリーヘルス看護方法
(2)

家族理論に基づく看護展開の方法①
1）カルガリー式家族アセスメント／介入モデル（CFAM/CFIM）2)そ
の他の家族理論に基づくアセスメント
演習・グループワーク
予習：テキスト②p40～p61を読む。
復習：CFAM/CFIMの理論構造の背景についてまとめてくる。
キーワード：カルガリー式家族アセスメント／介入モデル、ポスト
モダニズム、システム理論、サイバネティクス、コミュニケーショ
ン理論、変化理論、認知の生物学

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

6
ファミリーヘルス看護方法
(3)

家族理論に基づく看護展開の方法②
・アセスメントツールを用いて家族を理解する方法・援助的なコ
ミュニケーション技術
演習・グループワーク
予習：テキスト②p62～p81を読む。
復習：演習記録の提出
キーワード：ジェノグラム・エコマップ、構造アセスメント、発達
アセスメント、機能アセスメント、円環パターン図（CPD）、施療
的介入

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

7
ファミリーヘルス看護方法
(4)

家族の苦悩と家族アセスメント①・家族劇の作成①
・オリエンテーション・グループメンバーとテーマの決定・テーマ
に関する「家族の苦悩」の場面設定
演習・グループワーク
予習：テキスト②p100～p109を読む。
復習：課題レポート?「家族と病の苦悩：家族の定義、病と家族に
ついて考察を深める」
キーワード：家族とは、家族との生活、病と家族

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

8
ファミリーヘルス看護方法
(5)

家族の苦悩と家族アセスメント②・家族劇の作成②
・登場人物となる家族の作成
演習・グループワーク
予習：テキスト②p110～p111を読む。
復習：演習記録の提出
キーワード：ジェノグラム・エコマップ、カルガリー式看護アセス
メントモデル

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

9
ファミリーヘルス看護方法
(6)
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家族の苦悩と家族アセスメント③・家族劇の作成③
・家族劇のストーリー作成
演習・グループワーク
予習：テキスト②p112～p113を読む。
復習：演習記録の提出
キーワード：家族の苦悩、円環モデル

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

10
ファミリーヘルス看護方法
(7)

家族アセスメントと家族支援①・作成した家族に対する支援の検討
①
・家族への問いかけ
演習・グループワーク
予習：テキスト②p80～p86を読む。
復習：演習記録の提出
キーワード：感情的コミュニケーション、言語的コミュニケーショ
ン、非言語的コミュニケーション、円環的コミュニケーション、問
題解決、影響力と支配力、ビリーフ、同盟と協力関係

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

11
ファミリーヘルス看護方法
(8)

家族アセスメントと家族支援②・作成した家族に対する支援の検討
②
・イルネス・ビリーフモデル・三位一体モデル
演習・グループワーク
予習：テキスト②p88～p98を読む。
復習：演習記録の提出
キーワード：ビリーフ、苦悩、スピリチュアリティ、イルネス・ビ
リーフモデル、三位一体モデル

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

12
ファミリーヘルス看護方法
(9)

家族劇の発表とディスカッション①
グループワーク・発表
予習：テキスト②p114～p115を読む。
復習：成果物・評価シート提出
キーワード：表出的機能、疑似家族

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

13
ファミリーヘルス看護方法
(10)

家族劇の発表とディスカッション②
グループワーク・発表
予習：テキスト②p114～p115を読む。
復習：成果物・評価シート提出
キーワード：表出的機能、疑似家族

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

14
ファミリーヘルス看護方法
(11)

ファミリーヘルス看護の実践技術と課題
・円環的問いかけのシミュレーション・ファミリーヘルス看護の展
望・まとめ
グループワーク
予習：テキスト①p116～p117を読む。
復習：課題レポート②　「家族劇を通して学んだこと」
キーワード：円環的問いかけ、違いを際立たせる問いかけ、行動に
影響する問いかけ、仮説的／未来志向的問いかけ、第３者への問い
かけ

臼井・林（ひ）・
渡邊

原田（慶）・ 伊
藤・原田（奈）・

林（華）

15
ファミリーヘルス看護方法
(12)
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看護の基本技術Ⅴ

伊藤茂理

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅴ 必修 演習 3年･春 1単位 30時間

科目担当者 臼井雅美・伊藤茂理（共同）

子どもの健康状態と家族の状況を含めたアセスメントや基本的な看護技術を習得する。学生の動機づけができるように、学生が作
り上げた家族に基づいた事例を活用し、子どもやその家族をイメージしながら、子どもを観察するための看護技術及び症状のある
子どもや検査・処置、救急処置を受ける子どもの看護技術を学ぶ。また、紙面上の事例を通して子どもを総合的に捉え、子どもと
その家族のニーズを満たすための看護を、看護過程を展開しながら学ぶ。

【１】 授業概要

１．子どもの健康状態をアセスメントできる。
２．対象のアセスメントに基づいた観察項目を説明できる。
３．子どもの症状に応じた観察が実施できる。
４．子どもの症状に応じた看護技術がモデル人形を用いて実施できる。
５．検査や処置を受ける子どもの看護がモデル人形を用いて実施できる。
６．救急処置を受ける子どもと家族への支援を考えることができる。
７．救急蘇生方法を指導のもとに実施することができる。
８．一連の援助過程を演習記録用紙に記述することができる。
９．実施した援助技術を振り返り、自己の課題を明確にできる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

・この授業は、知識と技術を統合して実践するため、既習科目（関連科目を参照）を１時間程度の復習と事例に基づいた事前学習
が2時間程度必要です。
・演習後には演習記録（振り返りレポート）の記載のために各30分程度必要になります。
【学習上の留意点】
・関連する知識の復習及び視聴覚教材の積極的な活用が必要です。また、臨地実習でさらに深く学ぶために必須であるため、全時
間の出席をのぞみます。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

学んでおく科目：人体の構造と機能、疾病と治療（小児）、看護の基本技術Ⅰ～Ⅳ、発達看護論、小児看護学概論、
小児看護学方法論、ファミリーヘルス看護論
継続する科目：小児看護学実習

【４】 関連科目

定期試験（50%）、日々の学習状況：看護過程(20%)　演習記録（20%）、ミニテスト（10%）
演習記録･ミニテストは、次回の授業で返却･フィードバックします。

【５】 評価方法

松尾宣武，濱中喜代：新体系看護学全書　小児看護学２　健康障害を持つ小児の看護　メヂカルフレンド社．2013．
その他、資料を授業の際に配布する。

【６】 教科書

写真でわかる小児看護技術　改訂第3版、インターメディカ．

【７】 参考書

授業終了後30分程度、研究室17にて

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

小児看護における看護展開方法の特徴と留意点
事例学習について

講義またはミニレクチャー・
・看護過程について復習しておく
・成長･発達について復習しておく

全員
(伊藤茂理)

1
小児看護における看護過程
の展開方法

事例に応じた看護　講義またはミニレクチャー
コミュニケーション
フィジカルアセスメント
身体測定
事例の状態をアセスメントし、必要な観察技術を検討する（グルー
プワーク）。
・小テスト
＊計画に必要な技術の資料を確認し、事前学習を行う。

全員
(伊藤茂理)

2 子どもの観察技術 (1)

事例に応じた看護　　講義またはミニレクチャー、演習
コミュニケーション
フィジカルアセスメント
身体測定
事例の状態に応じた観察技術を実施する（グループワーク）。
・小テスト
＊計画に必要な技術の資料を確認し、事前学習を行う。

全員
(伊藤茂理)

3 子どもの観察技術 (2)

症状に応じた看護　　講義またはミニレクチャー
呼吸困難・チアノーゼ、発熱、けいれん、発疹、嘔吐下痢、脱水
事例の症状をアセスメントし、必要な看護計画を立案する（グルー
プワーク）。
＊症状の事前学習を行う。
・小テスト

全員
(林華子)

4
症状のある子どもの看護技
術(1)

症状に応じた看護　　講義またはミニレクチャー、演習
立案した看護計画に基づいてロールプレイを組み立てる（グループ
ワーク）。

全員
(林華子)

5
症状のある子どもの看護技
術(2)

事例に基づいた看護のロールプレイの発表・討議
全員

(林華子)
6

症状のある子どもの看護技
術(3)

術前・術後（検査・処置前・検査・処置後）の看護
採血、採尿、骨髄穿刺、腰椎穿刺、吸引、与薬
・プレパレーション
講義またはミニレクチャー
・小テスト

全員
(伊藤茂理)

7
手術・検査・処置を受ける
子どもの看護 (1)

プリパレーションの実際と術後の観察
講義またはミニレクチャー、演習
発達をふまえてプリパレーション及び術後の観察を考える。

全員
(伊藤茂理)

8
手術・検査・処置を受ける
子どもの看護 (2)

術前・術後（検査・処置前・検査・処置後）の看護
プリパレーションの実際と術後の観察
講義またはミニレクチャー、演習
発達をふまえてプリパレーション及び術後の観察を考える。
＊立案した計画は教員に提出し、アドバイスをもらい追加・修正す
る。
＊次回の授業時間前に、必要な物品や場所の準備を整えておく。

全員
(伊藤茂理)

9
手術・検査・処置を受ける
子どもの看護 (3)

術前・術後（検査・処置前・検査・処置後）の看護
プリパレーションの実際と術後の観察
講義またはミニレクチャー
＊プリパレーションとの観察のロールプレイの発表・討議

全員
(伊藤茂理)

10
手術・検査・処置を受ける
子どもの看護 (4)

救急処置を受ける子どもと家族への支援
講義またはミニレクチャー
・小テスト
子どもの事故と応急処置

全員
(林華子)

11
救急処置を受ける子どもの
看護技術(1)

救急処置を受ける子どもと家族への支援
子どもの事故と応急処置・救急蘇生
講義またはミニレクチャー、演習
＊事例に基づいた看護技術の演習

全員
(伊藤茂理)

12
救急処置を受ける子どもの
看護技術(2)

＊事例に基づいた子どもと家族への看護過程を展開する(個人ワー
ク)

全員
(伊藤茂理、林華

子)
13 子どもの家族の看護 (１)

同上
全員

(伊藤茂理、林華
子)

14 子どもの家族の看護 (2)

同上
全員

(伊藤茂理、林華
子)

15 子どもの家族の看護 (3)
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母性看護学方法論

林ひろみ

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Maternal and Newborn Nursing Methodology 必修 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者 林ひろみ・原田（髙橋）慶子

妊娠期から産褥・新生児期の周産期にある母子とその家族の理解と看護展開について理解するために、周産期の看護実践に必要な
基礎的知識を学修する。そのために妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の各期にある母子の身体的・心理社会的特徴とアセスメン
トの視点、健康問題解決や健康の保持増進のための基本的看護について概説する。
（林ひろみ／５回）妊娠期から分娩・新生児期の基礎知識と看護、母子の健康問題解決や健康の保持増進のための基礎的看護など
（原田（髙橋）慶子／３回）産褥期のアセスメントと看護

【１】 授業概要

①妊娠に伴う身体的変化（胎児の発育・母体の生理的変化）をアセスメントする項目をあげ、説明できる
②妊娠中期に適した生活（食生活、活動・休息）のポイントについて説明できる
③妊娠期の母親役割獲得準備過程について説明できる
④分娩第1期・第2期の産婦の身体的変化をアセスメントする項目をあげ、説明できる
⑤分娩第1期・第2期の胎児の健康状態をアセスメントする項目をあげ、説明できる
⑥分娩期の基本的ニーズに対する援助方法について説明できる
⑦第3期・第4期の母体の身体的変化をアセスメントする項目をあげ、説明できる
⑧第3期・第4期の母子愛着を促す援助のポイントについて説明できる
⑨産褥期の身体的変化（全身回復・退行性変化・進行性変化）をアセスメントする項目をあげ、説明できる
⑩産褥期の退行性変化を促進するための援助のポイントについて説明できる
⑪産後の母子愛着をアセスメントする項目をあげ、説明できる
⑫マタニティブルーについて説明できる
⑬帝王切開術後の身体的変化（全身回復・退行性変化）をアセスメントする項目をあげ、説明できる
⑭新生児の胎外生活適応過程をアセスメントする項目をあげ、説明できる
⑮周産期の母子と家族への援助における倫理的配慮について述べることができる
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
・この授業は、周産期ケアにおける基本的知識を習得するものであるため、予習1時間程度、復習1.5時間程度を費やします。
【学習上の留意点】
・履修にあたって、DVD教材の視聴による学習を活用する
・わからないことは積極的に質問する

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

母性看護学概論　看護の基本的技術Ⅳ　母性看護学実習

【４】 関連科目

定期試験80％　ミニテスト20％
ミニテストは結果を返却し、返却時に講評する。ミニッツペーパーに記載された質問や感想等に対して次の講義でフィードバック
する。

【５】 評価方法

看護学テキストNICE　母性看護学Ⅱマタニティサイクル　南江堂

【６】 教科書

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学各論　母性看護学〔２〕　医学書院

【７】 参考書

火曜日：授業終了後および17時50分～18時30分

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容
１．妊娠期の身体的変化（胎児の発育・母体の生理的変化）
２．胎児の健康状態とアセスメント方法
３．妊婦のセルフケア能力を高めるための援助
方法：講義
予習：p2-87読む
復習：妊娠期の身体的変化のアセスメント項目、妊娠期の食生活、
活動と休息、ミニテスト
キーワード：妊婦健康診査・胎児の発育・妊婦の食生活・活動と休
息

林ひろみ1 妊娠期の看護(１)

内容
１．妊娠経過に伴う心理的・社会的変化
２．母親役割獲得準備過程とアセスメント方法
３．母親になる準備を整えるための援助
方法：講義
予習：p89～109読む
復習：妊娠期の母親役割準備過程，ミニテスト
キーワード：母親役割獲得準備過程・分娩準備・育児準備

林ひろみ2 妊娠期の看護（２）

内容
１．分娩の経過
２．分娩第1期・第2期の母体の身体的変化・心理的状態とアセスメ
ント方法
３．胎児の健康状態のアセスメント方法
４．分娩第1期・第2期の援助
方法：講義
予習：p136-187読む
復習：産婦の身体的変化及び胎児の健康状態のアセスメント項目、
基本的ニーズへの援助
キーワード：分娩第1期・第2期・身体的変化・胎児の健康状態・基
本的ニーズの充足・産痛緩和

林ひろみ3 分娩期の看護（１）

内容
１．分娩第3期・4期の母体の身体的・心理的変化とアセスメント方
法
２．分娩第3期・4期の援助
方法：講義
予習：p188～197読む
復習：第4期の身体的変化のアセスメント項目、母子愛着形成の援
助
キーワード：分娩第3期・第4期・母子愛着形成・バースレビュー

林ひろみ4 分娩期の看護２

内容
１．産褥期の身体的変化（全身回復・退行性変化・進行性変化）と
アセスメント方法
２．産褥期の身体的変化を促す援助
方法：講義
予習：p240-293読む
復習：褥婦の身体的変化のアセスメント項目と援助，ミニテスト
キーワード：産褥期・産後の回復・退行性変化・進行性変化

原田（髙橋）慶子5 産褥期の看護(１)

内容
１．産褥期にある母子のアセスメント方法
２．母子の愛着・絆形成を促す援助
３．家庭・社会生活への適応を促進する援助
方法：講義
予習：p294-317読む
復習：母子の愛着・絆形成のアセスメント項目、マタニティブ
ルー、ミニテスト
キーワード：母子愛着・マタニティブルー、心理的ハイリスク状
態、家庭・社会生活への適応

原田（髙橋）慶子6 産褥期の看護(２)

内容
１．帝王切開の適応と方法
２．帝王切開術前・術中の援助・帝王切開術後の身体的・心理的変
化とアセスメント方法
３．帝王切開後の援助
方法：講義
予習：p338-347読む
復習：帝王切開術後の身体的変化（全身回復・退行性変化）のアセ
スメント項目、心理的特徴
キーワード：帝王切開術・術後合併症

原田（髙橋）慶子7 産褥期の看護（３）

内容
１．新生児の子宮外生活適応とアセスメント方法
２．新生児の発育状態とアセスメント方法
３．新生児の子宮外生活適応を促す援助
方法：講義
予習：p350-410読む
復習：子宮外生活適応のアセスメント項目
キーワード：子宮外生活適応

林ひろみ8 新生児期の看護
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看護の基本技術Ⅵ

原田慶子

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅵ 必修 演習 3年･春 1単位 30時間

科目担当者 林ひろみ・原田慶子・原田奈美（共同）

母性看護学方法論における基礎的知識を基に、事例を用いて妊娠期・分娩期・産褥・新生児期各期の母子のアセスメントと看護計
画の立案方法について演習を行う。また、各期の看護実践に必要なアセスメント技術や基本的な看護技術を体得する。この基本的
技術については、ロールプレイを用いてより実践的な技術を体得する。

【１】 授業概要

①母性看護学における看護過程の展開についてのウェルネスの視点について説明できる
②事例についての看護過程が展開できる
・事例の母子について、身体的・心理的社会的状態について系統的に情報を整理し、アセスメントすることができる。
・事例の母子のアセスメントに基づき、看護上の課題が明確にでき、看護目標と、ケア計画を立案できる
③母性看護に必要な技術の根拠、手順、留意点が理解でき、モデル人形を使用し実施できる
・モデル人形を使用し、妊婦の子宮底、腹囲の計測ができる
・モデル人形を使用し、レオポルド触診法が実施できる
・モデル人形を使用し、胎児心音の聴取ができる
・妊婦体験モデルを使用し、妊婦の身体的特徴を疑似体験し、妊娠期の身体的変化をイメージすることができる
・妊婦体験モデルを使用し、安楽な姿勢を体験することができる
・妊婦体験と経験し、妊婦への診察の介助ができる
・モデル人形を使用し、産褥期の子宮底の観察ができる
・モデル人形を使用し、産褥期の外陰部の観察ができる
・モデル人形を使用し、乳房の観察ができる
・新生児モデル人形を使用し、新生児の抱っこができる
・新生児モデル人形と乳房モデルを使用し、授乳の姿勢をとることができる
・新生児モデル人形を使用し、新生児のバイタルサインを測定することができる
・新生児モデル人形を使用し、新生児の観察をすることができる
・新生児モデル人形を使用し、新生児の身体測定をすることができる
・新生児モデル人形を使用し、沐浴を実施することができる
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
・既習の関連科目の復習をして臨むこと
・予習のために教科書を読み、わからない箇所を明確にしておく
・この授業は、演習前と演習後に課題がある
・この授業は、既習科目の内容の整理や予習課題のために、予習1時間程度、復習1時間程度を費やす
【学習上の留意点】
・履修にあたって、ｅラーニングによる学習やＤＶＤ教材の視聴による学習を活用する
・わからないことは積極的に質問する

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

母性看護学概論　母性看護学方法論　母性看護学実習

【４】 関連科目

課題レポート30％　グループワーク成果物30％　技術テスト30％　演習への取り組み10％
レポートに関しては、技術演習時に正解、ポイントを確認します。演習、技術テストについては、最終日に全体講評をします。

【５】 評価方法

看護学テキストNICE　母性看護学Ⅱマタニティサイクル　南江堂　2018年出版　改訂第2版

【６】 教科書

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学各論　母性看護学〔２〕　医学書院　2016年発行　第13版
ほか、授業時に関連文献を紹介します

【７】 参考書

授業開講日　12：30～13：00

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

・科目ガイダンス
・母子看護における看護過程の考え方
・事例の説明・記録用紙の説明
講義
予習：教科書ｐ．366-412を読む
復習：母子看護における看護過程の特徴
キーワード：看護過程・アセスメント・計画立案・実施及び評価・
ウェルネスの視点

全員
(原田慶子)

1 看護過程の展開の考え方

・事例母子のアセスメントのポイント（妊娠期）
・事例に基づく看護過程の展開（妊娠期）
講義またはミニレクチャー、演習（グループワーク）
予習：教科書p．368-370、389-391を読む、母性看護学方法論妊娠
期看護
復習：事例母子のアセスメントのポイント（妊娠期）
キーワード：妊婦健康診査・胎児の発育・妊婦の食生活・活動と休
息・マイナートラブル・分娩準備・育児準備

全員
(原田慶子)

2 看護過程の展開(妊娠期)①

・事例に基づく看護過程の展開（妊娠期）
講義またはミニレクチャー、演習（グループワーク）、発表
予習：事例に基づく看護過程の展開（妊娠期）
復習：事例に基づく看護過程の展開（妊娠期）
キーワード：妊婦健康診査・胎児の発育・妊婦の食生活・活動と休
息・マイナートラブル・分娩準備・育児準備

全員
(原田慶子)

3 看護過程の展開(妊娠期)②

・事例母子のアセスメントのポイント（分娩期）
講義
予習：教科書ｐ．371-372、392-393、401を読む、母性看護学方法
論分娩期看護
復習：事例母子のアセスメントのポイント（分娩期）
キーワード：分娩第1期・第2期・第3期・第4期・胎児の健康状態・
母子愛着形成

全員
(原田慶子)

4 看護過程の展開（分娩期）

・妊婦・産婦・褥婦への援助技術
・援助技術演習項目：腹囲・子宮底測定、レオポルド触診法、胎児
心音の聴取、診察の介助、安楽な体位、分娩時の過ごし方、子宮底
観察、外陰部の観察、乳房の観察、授乳姿勢
講義またはミニレクチャー、デモンストレーション、演習
予習：教科書p．78-84、264-272を読む、ｅラーニングによる学習
やＤＶＤ教材の視聴による学習
復習：腹囲・子宮底測定、レオポルド触診法、胎児心拍モニターの
装着、診察の介助、安楽な体位、分娩時の過ごし方、子宮底観察、
外陰部の観察、乳房の観察、授乳姿勢
キーワード： 腹囲・子宮底、レオポルド触診法、胎児心音、安楽
な体位、子宮底、乳房、授乳姿勢

全員
(原田慶子)

5
妊婦・産婦・褥婦への援助
技術①

同上
全員

(原田慶子)
6

妊婦・産婦・褥婦への援助
技術②

・新生児への援助技術
・援助技術演習項目：新生児の抱き方、新生児の身体計測、新生児
のバイタルサイン測定、新生児の観察、新生児の沐浴
講義またはミニレクチャー、デモンストレーション、演習
予習：教科書p．288-290、307-309、312-335-341を読む、ｅラーニ
ングによる学習やＤＶＤ教材の視聴による学習
復習：新生児の抱き方、新生児の計測、新生児のバイタルサイン測
定、新生児の観察、新生児の沐浴
キーワード： 新生児、新生児のバイタルサイン、新生児の全身観
察、沐浴

全員
(原田慶子)

7 新生児への援助技術①

同上
全員

(原田慶子)
8 新生児への援助技術②

・事例母子のアセスメントのポイント（産褥新生児期）
・事例に基づく看護過程の展開（産褥新生児期）
講義またはミニレクチャー、演習（グループワーク）
予習：教科書p．373-388、394-412を読む、母性看護学方法論産褥
期看護、母性看護学方法論新生児期看護
復習：・事例母子のアセスメントのポイント（産褥新生児期）
　　　・事例に基づく看護過程の展開（産褥新生児期）
キーワード：進行性変化・退行性変化・産後の回復・母子愛着形
成・母親役割獲得過程・マタニティブルー・サポート体制・社会資
源・子宮外生活適応・新生児体重減少・新生児黄疸

全員
(原田慶子)

9
看護過程の展開（産褥新生
児期）①

同上
全員

(原田慶子)
10

看護過程の展開（産褥新生
児期）②

同上
全員

(原田慶子)
11

看護過程の展開（産褥新生
児期）③

同上
全員

(原田慶子)
12

看護過程の展開（産褥新生
児期）④
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・事例に基づく看護過程の展開（産褥新生児期）
講義またはミニレクチャー、演習（グループワーク）、発表
予習：・事例に基づく看護過程の展開（産褥新生児期）
復習：・事例に基づく看護過程の展開（産褥新生児期）
キーワード：進行性変化・退行性変化・産後の回復・母子愛着形
成・母親役割獲得過程・サポート体制・社会資源・子宮外生活適
応・新生児体重減少・新生児黄疸

全員
(原田慶子)

13
看護過程の展開（産褥新生
児期）⑤

・妊婦、産婦、褥婦、新生児への援助技術についての技術チェック
全員

(原田慶子)
14 技術テスト

同上
全員

(原田慶子)
15 技術テスト
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精神看護学概論

渡邊尚子

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Mental Health Nursing 必修 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者 渡邊尚子

精神看護の対象となるのは、すべてのライフサイクルにある人々であり、こころの健康の問題を考える際には、多くの視点から検
討し対応することが必要である。そのためこの授業では、こころの健康とは何かについて学び、こころの健康の保持・増進のため
に必要な援助を、人々をとりまく環境を捉えながら考察する。

【１】 授業概要

①精神看護の役割と機能が説明できる。
②こころの健康とは何かを理解できる。
③対人場面・医療現場におけるコミュニケーションの重要性を理解できる。
④ストレスと危機、その対処と看護支援について説明できる。
⑤ライフサイクルにおける各時期の発達課題とこころの問題について説明できる。
⑥人を取り巻く環境とこころの健康の相互作用について説明できる。
⑦精神保健に関わる課題を説明できる。
⑧こころの健康の保持・増進・予防的観点から精神看護の役割を理解できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
新聞・図書館の資料を活用し、各回の授業内に関連するトピックスを把握しておくこと。
この授業は自己の体験や社会情勢を通して理解を深めていくため、予習1時間程度、復習1.5時間程度が必要となる。
【学修上の留意点】】
授業内で配布した資料等を参照し関連書籍を読み、学修内容の理解を深めること。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

心理学、コミュニケーション論、看護学概論

【４】 関連科目

定期試験70％、レポート20％、日々の学修状況・学習態度10％
ミニッツペーパーに記載された質問や感想等に対して次の講義でフィードバックする。

【５】 評価方法

授業時に資料を配布する。

【６】 教科書

吉浜文洋他;学生のための精神看護学、医学書院、2014
その他授業内で、随時紹介する。

【７】 参考書

木曜日　講義終了後～16:30

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

こころの健康とは、
精神看護学とは
講義・個人ワーク
予習：キーワードについて整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード
フロイト、マズロー、自己理解、他者理解、関係理解

渡邊　尚子1 こころの健康について

医療サービスとコミュニケーション
講義・個人ワーク・グループワーク
予習:キーワードについて整理しておく
復習:ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード
コーチング、サービスマインド、サービススキル、サービスマネジ
メント、アサーション、カウンセリング

渡邊　尚子2
医療におけるコミュニケー
ション

効果的なコミュニケーション技術
講義・個人ワーク
予習:キーワードについて整理しておく
復習: ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード
コミュニケーションに影響する要因、相互理解、共感

渡邊　尚子3
自己理解・他者理解・関係
理解

ストレスによるこころの健康とストレスコーピング
講義・個人ワーク
予習:キーワードについて整理しておく
復習: ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード
ストレスとは、セリエの汎適応症候群、身体のストレス反応、スト
レスコーピング、ストレスマネジメント

渡邊　尚子4 ストレスとこころの健康

危機の概説
家庭におけるこころの健康と看護
講義・個人ワーク
予習:キーワードについて整理しておく
復習:ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード
危機、危機介入、ライフサイクルと発達課題、エリクソンの発達理
論、ピアジェの認知発達論、家族の発達課題

渡邊　尚子5
環境におけるこころの健康
(1)

学校・職場におけるこころの健康と看護
講義・個人ワーク
予習:キーワードについて整理しておく
復習:ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード
養護教諭の役割、スクールカウンセラー、学校における精神保健に
関する課題、ワークライフバランス、燃え尽き症候群、職場におけ
る精神保健に関する課題

渡邊　尚子6
環境におけるこころの健康
(2)

医療現場におけるこころの健康と看護
講義:個人ワーク
予習:キーワードについて整理しておく
復習:ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード
医療現場における危機　急性期・慢性期・終末期における精神的危
機、グリーフケア

渡邊　尚子7
環境におけるこころの健康
(3)

精神保健システムと今後の精神保健福祉における課題
講義
予習:キーワードについて整理しておく
復習:ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード
地精神保健福祉活動、多職種連携、精神保健福祉に関する制度

渡邊　尚子8 精神保健福祉活動の実際
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精神看護学方法論

渡邊尚子

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Psychiatric Nursing Methodology 必修 講義 3年･春 2単位 30時間

科目担当者 渡邊尚子・中嶋秀明（共同）

主な精神疾患の治療や看護の基本的知識をふまえ、精神を病むことと、精神の病を抱えて生活することの意味を考え、精神障がい
を抱えた当事者が持つ生きづらさを考える。また精神保健福祉法に基づく医療制度と社会資源の概要を理解し、対象者の受療回復
過程に応じた具体的なアセスメント方法と援助方法を学ぶ。

【１】 授業概要

①精神看護を提供するうえで基盤となる制度や法律、歴史的変遷を含め看護の側面から説明できる。
②精神疾患の概念を理解し、対象としての患者の特性を説明できる。
③精神科看護実践の基本となる理論モデルについて説明できる。
④精神障がいをもつ対象の症状が生活に及ぼす影響を説明できる。
⑤主な精神科治療法・検査方法と看護の役割が説明できる。
⑥精神障がいをもつ対象の基本的関係構築を理解し説明できる。
⑦精神障がいをもつ対象の病期に応じた看護の特徴を説明できる。
⑧精神障がいをもつ対象のリハビリテーション看護について具体的に説明できる。
⑨精神に障がいをもつ対象の家族の現状と看護の役割を説明できる。
⑩精神に障がいをもつ対象の社会参加・社会復帰を踏まえて今後の課題を説明できる。
⑪精神障がいをもつ対象の病期に応じた看護過程の展開を説明できる。
⑫精神看護領域における倫理的課題について説明できる。
⑬精神障がいをもつ対象に理論を活用した看護の展開過程について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
・講義の予習として、既習科目(関連科目を参照)を復習して授業に臨むこと。
・復習として、各講義において生じた疑問について調べ、次の授業に臨むこと。
この授業は、各回内容が幅広く多くのことを学ぶため予習1時間程度、復習1.5時間程度を必要とする。
【学修上の留意点】
本科目で修得した内容は臨地実習でさらに深く学ぶために必要になる為、全授業の出席をのぞむ。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

倫理学、疾病と治療Ⅳ、精神看護学概論

【４】 関連科目

定期試験（70%）、レポート（20%）、日々の学修状況・学習態度(10%)
ミニッツペーパーに記載された質問や感想等に対して次の講義でフィードバックする。

【５】 評価方法

資料を授業時に配布する.
吉浜隆他；学生のための精神看護学、医学書院,2014．

【６】 教科書

講義時に紹介する。

【７】 参考書

木曜日：講義終了後～18:00

【８】 オフィスアワー・連絡方法

- 53 -



【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

精神看護と精神科看護、精神看護に必要な基本技術
講義
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：精神看護と精神科看護の違い、精神障がい者の体験世
界、視覚的観察、参加観察

渡邊　尚子・中嶋
秀明

1 精神看護学の基本

精神医療・精神障がい者の歴史的背景と諸問題
講義
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：精神科医療の歴史、精神保健福祉に関する法の変遷、
治療共同体、アドボカシー、入院形態

渡邊　尚子・中嶋
秀明

2 精神医療の現状

精神看護で用いる理論とコミュニケーション技法
講義・個人ワーク・グループワーク
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：言語的・非言語的メッセージ、プロセスレコード、ペ
プロウ、トラベルビー

渡邊　尚子・中嶋
秀明

3
精神看護の主な理論活用法
(1)

精神看護における自己活用　自己理解･他者理解･関係理解の実際
講義･個人ワーク･グループワーク
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：関係を理解するとは、患者‐看護師関係、プロセスレ
コード

渡邊　尚子・中嶋
秀明

4
精神看護の主な理論活用法
(2)

セルフケア理論を用いた看護
講義・個人ワーク
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：オレムのセルフケア理論、オレム-アンダーウッドの
理論、

渡邊　尚子・中嶋
秀明

5
精神看護の主な理論活用法
(3)

精神情緒状態と主な症状への看護
講義・個人ワーク
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：精神機能、精神の状態、気分(感情(障害(うつ病、双
極性障害)、知覚・思考障害、自我、意欲、行動、意識、記憶の障
害、それぞれの看護の特徴

渡邊　尚子・中嶋
秀明

6 精神看護の実践方法(1)

主な検査と薬物療法･各種療法を受ける患者の看護
講義・個人ワーク
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：薬物療法、向精神薬、作用と副作用、悪性症候群、水
中毒、ECT、精神療法

渡邊　尚子・中嶋
秀明

7 精神看護の実践方法(2)

統合失調症患者の看護
講義・個人ワーク
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：統合失調症、病期(前駆期、急性期、休息期、臨界
期、回復期、慢性期)、病期別看護の特徴、安全管理、擁護、倫理

渡邊　尚子・中嶋
秀明

8 精神看護の実践方法(3)

気分障害患者の看護
講義・個人ワーク
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード： うつ病、双極性障害、不安障害、パニック障害、強
迫性障害、パーソナリティ障害、それぞれの看護の特徴

渡邊　尚子・中嶋
秀明

9 精神看護の実践方法(4)

地域で生活する精神障がい者の社会復帰施設
講義
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：社会資源(地域活動支援センターなど)、障害者総合支
援法

渡邊　尚子・中嶋
秀明

10 精神看護の実践方法(5)

精神科リハビリテーションにおけるアプローチ
講義･グループワーク
予習：キーワードについてノートに整理しておく
復習：ミニッツペーパーの提出・資料内容の整理
キーワード：認知行動療法、社会生活技能訓練（SST）、グループ
アプローチ

渡邊　尚子・中嶋
秀明

11 精神看護の実践方法(6)

事例学習(1)精神障がいをもつ患者の情報整理
講義・グループワーク
予習：キーワードについてノートに整理し、また今までの学修した
ノートを読んでおく。
復習：レポート提出
キーワード:IBL、プレゼンテーション

渡邊　尚子・中嶋
秀明

12
精神障がいをもつ患者の看
護過程（1）
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事例学習(2)精神障がいをもつ患者のアセスメント
講義・グループワーク
予習：キーワードについてノートに整理し、また今までの学修した
ノートを読んでおく。
復習：レポート提出
キーワード：セルフケア領域、セルフケアレベル、アセスメント

渡邊　尚子・中嶋
秀明

13
精神障がいをもつ患者の看
護過程（2）

事例学習(3)精神障がいをもつ患者の看護計画立案
講義・グループワーク
予習：今までの学修したノートを読んでおく。
復習：レポート提出
キーワード：看護目標・看護計画

渡邊　尚子・中嶋
秀明

14
精神障がいをもつ患者の看
護過程（3）

事例学習(4)精神障がいをもつ患者の看護の実施・評価
グループワークの発表とまとめ
予習：今までの学修したノートを読んでおく。
復習：レポート提出
キーワード：実施と評価、プレゼンテーション

渡邊　尚子・中嶋
秀明

15
精神障がいをもつ患者の看
護過程（4）
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小児看護学実習

臼井雅美

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Child Health Nursing Practicum 必修
実験・実

習
3年･通年 2単位 90時間

科目担当者 臼井雅美・伊藤茂理・林華子（共同）

子どもの特性や健康レベル、治療・処置を理解し、子どもに成長・発達を促し、安全を確保できる看護の基礎的実践能力を習得す
る。本実習は、保育所及び病院、そして障がい児施設において実習を行う。保育所では乳幼児期にある健康な子どもとの関わりを
通して、子どもの成長・発達、日常生活及びその援助について理解し、子どもの成長・発達を促進し、安全を保障するための環境
について考察する。病院では健康障害をもつ子どもと家族との関わりを通して、入院や治療・検査・処置が子どもとその家族に及
ぼす影響のアセスメントや子どもの健康回復及び成長・発達を促す基礎的な看護を習得する。心身の障がいをもつ子どもとの関わ
りを通して、社会の一員として生活している障がい児を理解し、地域及び福祉における連携と障がい児看護の実際を学ぶ。

【１】 授業概要

①小児看護学実習Ⅰ（保育所実習）
乳幼児期にある健康な子どもとの関わりを通して、子どもの成長・発達、日常生活およびその援助について理解し、子どもの成
長・発達を促進し、安全を保障するための環境について考察する。
②小児看護学実習Ⅱ（病院実習）
健康障害をもつ子どもと家族との関わりを通して、入院や治療・検査・処置が子どもとその家族に及ぼす影響のアセスメントや子
どもの健康回復および成長・発達を促す基礎的な看護を習得できる。
③小児看護学実習（障がい児施設実習）
心身の障がいをもつ子どもとの関わりを通して、社会の一員として生活している障がい児を理解し、地域および福祉における連携
と障がい児看護の実際を学ぶ。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
・本科目の履修にあたり提示されている事前学習を行い、子どもの成長発達，実習で学ぶべき疾患、処置検査、看護について理解
しておく。
・この科目は子どもの実践的な看護を学び、看護過程を展開するため、事前学習としての予習に72時間程度、翌日の看護計画を立
案する。
予習に2～4時間程度、看護実践を振り返る復習に1～3時間程度を費やす。
【学習上の留意点】
・履修にあたって「小児看護学実習　実習要項」を熟読し、不明な点等は事前に教員に確認する。
・実習にあたって特に子どもに関わるため健康状態には留意する。
・学生定期健康診断を受診し、抗体検査および必要な予防接種を済ませておく。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

　予め学んでおくと良い科目：小児看護学概論、小児看護学方法論、看護の基本技術Ⅰ～Ⅵ、発達看護論、ファミリーヘルス看護
論、コミュニティヘルス看護概論、人体の構造と機能、疾病と治療、看護入門実習Ⅰ・Ⅱ、看護実践の基礎、臨床実践Ⅰ
この科目に続く内容の科目：看護実践の探求，チーム活動論，援助的人間関係論，看護研究

【４】 関連科目

実践内容（観察力、コミュニケーション力）　60％，学習者としての態度、専門職者としての態度　20％，課題レポート20％
実習最終日に、実習のまとめでの全体講評と個別面談によって評価をフィードバックする。

【５】 評価方法

・新体系看護学全書 小児看護学①小児看護学概論・小児保健（第5版），松尾宣武・濱中喜代編，メヂカルフレンド社，2013．
・新体系看護学全書　小児看護学②健康障害をもつ小児の看護（第5版），松尾宜武・濱中喜代編，メヂカルフレンド社，2013．
・写真でわかる小児看護技術　改訂第3版，山元恵子監修，インターメディカ，2017．
・写真でわかる重症心身障害児(者)のケア アドバンス，鈴木康之・舟橋満寿子監修，インターメディカ，2017．

【６】 教科書

・小児看護実習ガイド，筒井真優美監修，照林社，2007．
・発達段階からみた小児看護過程+病態関連図 第2版　石黒彩子・浅野みどり編集，医学書院，2012．
・根拠と事故防止からみた小児看護技術　第2版，浅野みどり編集，医学書院，2016．
・写真でわかる重症心身障害児(者)のケア　人としての尊厳を守る療育の実践のために，鈴木康之・舟橋満寿子監修，インターメ
ディカ，2015．
・こどもの病気の地図帳，鴨下重彦・柳澤正義，講談社，2002．

【７】 参考書

実習日の実習終了後～17:00および実習終了日の学内まとめ時16:00～17:00。
その他の期間は事前にメール連絡すること（臼井雅美：masami.usui@hs.toho-u.ac.jp）

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学修内容は、「小児看護学実習　実習
要項」に示す。

【オリエンテーション】
1. 事前オリエンテーション（全体）
1) 時期：3年次秋学期開講の実習科目を受講する学生全員を対象
に、夏季休業前に全体に実施する。
2) 内容：当該授業の責任者が、実習の概要、実習施設の概要、実
習にあたっての注意事項、事前学習等について説明する。
また、実習で活用する看護の基本技術について、各自で復習するよ
うに促す。実習担当教員が、本実習開始前までに、適宜、確認し、
必要時、指導する。

臼井雅美・
伊藤茂理・

林華子
【オリエンテーション】

2. 直前オリエンテーション（グループ毎）
1) 時期：実習初日、学生の健康状態をチェックした後、午前中に
実施する。
2) 内容：実習担当教員が、本実習のスケジュール、事前課題の実
施状況の確認をする。
3. 現地での実習オリエンテーション（グループ毎）
1) 時期：病院および障がい児施設については、実習初日に実施す
る。実施時間は現場の状況に応じて調整する。保育所については事
前オリエンテーション後直ちに、学生が保育園に連絡し、オリエン
テーションの日程を決め、実習（他の領域も含む）開始前に来園す
る。
2) 内容：実習指導者が、実習場所となっている病棟の環境と看護
に関する概要を説明し、受持ち患者を決定する。

・実習施設である保育所および病院、障がい児施設で、グループご
とに２週間の実習を行う。実習は、保育所・障がい児施設実習後、
病院実習、または、病院実習後、保育所・障がい児施設実習という
形態となる。実習最終日は学内となる。
＜小児看護学実習Ⅰ＞
・実習１・２日目：保育所で分担されたクラスに入り実習を行う。
・実習２日目午後：保育所実習での振り返り
＜小児看護学実習Ⅱ＞
・実習初日：病棟および外来オリエンテーション，病棟における受
持ち患児の情報収集と関係づくり，観察（バイタルサイン測定
等），ケアの見学
・実習１～２日目：受持ち患児の全体像を把握し、一部の援助を実
施。
　実習２～４日目：受持ち患児の看護展開，看護の実施・評価
　実習２～３日目：受け持ち患児の状況をみて、外来における見学
実習。
　実習４日目午後：病棟実習での最終カンファレンス

【実習方法】

＜小児看護学実習Ⅲ＞
　実習初日：施設・病棟オリエンテーション
・実習１・２日目：受持ち患児や家族との対話，看護師のシャドー
イングをとおして看護活動の見学。
・看護計画を立案し、一部実施・評価。
・援助内容は、臨地の状況と学生の準備状況に応じて選択。実施方
法は、状況に応じて決定。
＜最終日＞
・実習まとめ：グループ毎に、実習体験をまとめ目標の達成状況と
学びをプレゼンテーションする。討議により看護の主要概念の理解
を深め、実習体験の意味づけを図る。
・個人面接：学生の自己評価をもとに臨床指導者と担当教員の評価
をフィードバックしながら、実習目標の達成状況と課題について確
認する。

【実習施設】
・小児看護学実習Ⅰ：船橋市立保育園
・小児看護学実習Ⅱ：東邦大学医療センター佐倉病院
・小児看護学実習Ⅲ：東京小児療育病院みどり愛育園

【予習・復習・キーワード】
予習：看護の基本技術Ⅴでの課題を復習し、「小児看護学実習　実
習要項」を熟読。
復習：小児看護学実習記録、課題レポート
キーワード：
成長発達、小児看護の情報収集・アセスメント、小児の観察技術、
小児看護の展開方法・看護評価
子どもの安全・安楽・自立、子どもの権利、子どもの最善の利益、
インフォームド・アセント、プリパレーション、ディストラクショ
ン、アドボカシー
小児看護の特徴、小児看護師の役割、家族支援、児童福祉、母子保
健
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母性看護学実習

林ひろみ

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Maternal and Newborn Nursing Practicum 必修
実験・実

習
3年･通年 2単位 90時間

科目担当者 林ひろみ・原田慶子・原田奈美（共同）

周産期周辺にある母子とその家族の発達課題と健康を支援する基本的な看護実践能力を体得することを目的とする。産科病棟にお
ける母子一組の受持ちを通して、対象の特徴を理解し、発達課題や健康レベルに応じた援助について看護計画を立案する。看護計
画に基づき、基本的看護技術を用いた看護の実践・評価を通して、母性看護の特徴と役割について考察する。産科外来における妊
娠期の女性へのケアの実際、ＮＩＣＵにおける母子の看護の実際について見学を通して理解する。

【１】 授業概要

1.受持ち母子とその家族の発達課題や健康ニーズに基づく看護実践の体験を通して、入院中の母子とその家族への看護の特徴につ
いて理解することができる。
1)受持ち母子の身体的・心理社会的状態について系統的に情報を収集し、アセスメントできる。2)受持ち母子のアセスメントに基
づき、看護目標とケア計画を立案できる3)受持ち母子に実施したケアとその結果に対して、ケアの有効性や目標到達度について評
価できる4)他学生と看護実践の体験の共有を通して、入院中の母子とその家族への看護の特徴について述べることができる
2.産科外来、不妊外来、NICUの見学実習をとおして、周産期周辺にある母子とその家族の特徴と看護の実際を理解できる。1)産科
外来における妊娠期と産褥期の母親の発達課題や健康ニーズに応じた援助の実際を記述し、ケアを意味づけることができる。
2)NICUに児が入院している家族の発達課題に応じたに援助の実際を記述し、ケアを意味づけることができる。3)不妊外来における
女性とその家族の発達段階や健康ニーズに応じた援助の実際を記述し、ケアを意味づけることができる。
3.母性看護学の対象者となる母子とその家族の権利や価値観を尊重した看護について理解できる。
1)援助場面における対象女性とその家族の権利や価値観について述べることができる。2)女性とその家族の権利と価値観を尊重す
る看護のあり方について考察したことを述べることができる。
4.周産期医療における多職種連携のあり方について理解するできる。
1)周産期の母子とその家族を継続的に支援するための看護チーム内および他職種との連携に対する学びを述べることができる。
5.母性看護学実習における到達度を自己評価することにより、今後の課題と取り組みについて述べることができる。
(看護学科DP 1,2,3,4,5)

【２】 学修目標（到達目標）

・母性看護学概論，母性看護学方法，看護の基本技術Ⅵにおける既修得知識について復習する
・実習体験を通してわからないことは自ら調べ、臨地実習指導者あるいは教員に積極的に確認し、助言を得る
・その日の看護展開の評価および翌日の実習計画立案など準備学習に1時間程度を要する

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

・母性看護学概論，母性看護学方法論，看護の基本技術Ⅵ

【４】 関連科目

・実践内容（ケア展開力、調整力、日々の記録、受持ち母子のサマリー、母性看護の対象者の権利と価値観を尊重した看護）
80％、実習態度20％
・実習カンファレンスにて全体講評をする。最終カンファレンスのディスカッションの結果に対してコメントする。相互評価にお
いてコメントする。

【５】 評価方法

母性看護学概論、母性看護学方法論に記載した図書

【６】 教科書

その都度提示する。

【７】 参考書

・実習期間中は実習時間中および実習時間終了後30分、実習期間外はhiromi.hayashi@hs.toho-u.ac.jpに連絡

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

学修目標を達成するための詳細な学習内容は母性看護学実習要項に
示す。
〈初日午前：共通〉
・実習オリエンテーション
　産科病棟・産科外来・不妊外来・NICU
（受持ち実習：4日間）
〈初日午後〉
・受持ち母子の情報収集と関係づくり

全員

〈実習2・3・4日目〉
・立案した看護計画を基に看護実践を行う。
・ケア開始前、本日の学習目標および実習計画を臨地実習指導者に
発表し助言を受ける。
・臨地実習指導者あるいは指導教員とともに母子のケアを実施ある
いは見学する。
・実践あるいは見学したケアとその結果をアセスメントとともに臨
地実習指導者に報告し、助言を得て、翌日の実習計画を調整する
〈実習4日目午後（病棟実習最終日）〉
・実習カンファレンスを行う
・受持ち母子の概要と実践した看護の概要および受持ち実習におけ
る学びと今後の課題を発表する。
・他学生とのディスカッションを通して、入院中の母子とその家族
への看護の特徴について理解を深める

（産科外来・不妊外来・NICU）
・ローテーションにより見学実習を行う
〈産科外来〉１～2日
・妊婦健診あるいは産後健診・助産外来での母親への援助の実際を
複数事例見学する
・見学および母親とのコミュニケーションを通して、妊娠期及び産
褥期にある母子の身体的・心理社会的状況について理解を深める
〈不妊外来〉1日
・不妊症看護認定看護師による不妊治療中の女性とそのパートナー
への支援の実際を見学する
・見学を通して、不妊治療中の女性とそのパートナーの身体的・心
理社会的状況について理解を深める。
〈NICU〉1日
・NICUでの児および面会中の家族への支援の実際について見学を行
う。
・NICUに入院している児の特徴と分離を余儀なくされた家族の心理
社会的状況について理解を深める。

〈見学実習最終日〉
・カンファレンスを行う。
・見学体験に基づく学びについて発表し、他学生とディスカッショ
ンを通して、周産期周辺にある母子と家族の特徴と看護の役割につ
いて理解を深める。
〈実習最終日：最終カンファレンス〉
・受持ち母子のサマリーをもとに受持ち母子のケース紹介、実践し
た看護の要約を発表し、他学生とのディスカッションを通して看護
の適切性について評価する
・母性看護学の対象者とその家族の権利と価値観を尊重した看護場
面について紹介し、対象女性とその家族の権利あるいは価値観を尊
重した援助のあり方について、他学生とのディスカッションを通し
て理解を深める
〈教員との相互評価〉
・担当教員との面談により、実習の相互評価を行い、母性看護学実
習における到達度と今後の課題を明らかにする

〈実習施設〉
・東邦大学医療センター佐倉病院

【授業方法】
・グループ毎に受持ち実習4.5日間、他見学実習3日を行う
・カンファレンス
・相互評価

【予習・復習・キーワード】
母性看護学における看護の展開方法、周産期看護に必要な観察技
術・援助技術、情報収集、アセスメント、看護目標、看護計画、結
果と評価、安全、安楽、セルフケア能力、権利と価値観、他職種間
の連携
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精神看護学実習

渡邊尚子

ファミリーヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Mental Health Nursing Practicum 必修
実験・実

習
3年･通年 2単位 90時間

科目担当者 渡邊尚子・中嶋秀明（共同）

精神に障がいをもつ対象の精神的健康及び不健康の状態像を理解し、日常生活リズムや生活環境を整える援助を通して、その人が
持つセルフケア能力の維持・向上にむけた看護の知識・技術を修得する。また、保健医療福祉チーム協働の中で、看護の役割を理
解する。

【１】 授業概要

①精神の健康上の問題に直面している対象を理解することができる。
②精神科病院に入院している対象のセルフケア能力を維持・向上のための看護を展開できる。
③精神に障がいを持つ対象が地域で生活を営む上で必要な援助を提案できる。
④精神に障がいを持つ対象との関わりを通して自己理解を深め、援助関係に役立てることができる。
⑤実習を通して精神看護の特徴と役割について考察できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

実習要項をよく読み、実習目的・目標・方法をよく理解しておくこと。
授業の配布資料や事前課題のほか、関連資料をよみ、適宜自己学習を行うこと。
新聞等、現在の精神障がいをもつ人の生活を取り巻く社会情勢を理解しておくこと。
この授業は精神障がいを持つ人々に対し看護過程を展開していくため、翌日の計画立案等の予習と当日の看護実践の振り返りのた
めの復習に、それぞれ1～2時間程度費やす。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

疾病と治療Ⅳ、精神看護学概論、精神看護学方法論、その他3年次春学期までの必修科目

【４】 関連科目

実践内容（観察力、コミュニケーション力、アセスメント力、記録）65％、学習者としての態度・専門職者としての態度 20％、
課題レポート（ケースレポート）15％
なお、レポートは返却する。また、最終日に全体講評をする。

【５】 評価方法

なし

【６】 教科書

なし

【７】 参考書

実習日の実習終了後。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学習内容は、精神看護学実習臨地実習
要項に示す。

〈初日〉
・病院内のオリエンテーション
・一人の患者を受け持ち、看護を展開する。
〈実習１週目〉
・受け持ち患者の全体像を把握し、セルフケア理論に基づき情報の
整理とアセスメントを行う。
・援助内容は、臨地・患者の状況と学生の準備状況に応じて行う。
実施方法は状況に応じて決定する。
・患者の全体像とセルフケアのアセスメント状況を発表
〈実習２週目〉
・受け持ち患者に対し、看護計画に基づいて看護を実施・評価す
る。
・事例検討
〈実習２週目木曜日〉
・病院内で、最終カンファレンスを行う。
〈実習最終日〉
・実習のまとめ

渡邊尚子
中嶋秀明

【実習施設】
しのだの森ホスピタル

【授業方法】
グループごとに２週間の実習を行う
調べ学習、学生カンファレンス・グループワーク
プレゼンテーション

【予習・復習・キーワード】
看護の展開方法、看護情報収集、観察技術、コミュニケーション技
術、アセスメント、看護目標、看護計画、記録、セルフケア理論、
統合失調症、抑うつ障害群、多飲症、精神科リハビリテーション、
地域リハビリテーション施設、社会復帰と社会参加、精神保健福祉
法、障害者総合支援法、SST　など
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看護の基本技術Ⅷ

島村敦子

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Fundamental Nursing Skills Ⅷ 必修 演習 3年･春 1単位 30時間

科目担当者 佐瀬真粧美・鳥田美紀代・島村敦子・菅谷綾子（共同）

健康障害を持ちながら、在宅で生活する人々に必要な援助を提供するための基本的な姿勢、知識を習得し、アセスメントの視点を
養うとともに、特徴的な看護技術を習得する。

【１】 授業概要

①自宅に訪問するために必要な態度・姿勢を説明できる。
②初回訪問における、情報収集・アセスメントの方法を説明できる。
③療養者を支える家族のアセスメント・支援方法を説明できる。
④在宅で行う看護技術の特徴を説明できる。
⑤在宅で行う看護技術（初回アセスメント、排泄ケア、口腔ケア、褥瘡ケア）、模擬療養者またはモデル人形を用いて実施でき
る。
⑥在宅で行う医療的ケアの特徴を説明できる。
⑦在宅で行う内服管理の工夫を3つ以上述べることができる。
⑧療養者と家族の支援に必要な社会資源の活用について、具体的な制度を１つ以上用いて説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
これまで講義で学習してきたものを活用する演習となるため、関連科目の復習を行うこと。この授業は、グループワークなどを通
して学びを深めるため、既習知識の確認が重要となります。そのため、予習1時間程度、復習1時間程度を費やします。
【学習上の留意点】
演習では、グループワークを通して個人の学びを深める。グループワークへの積極的な参加、および自由で柔軟な発想を期待す
る。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

看護入門実習Ⅰ、在宅看護概論、老年看護学概論、コミュニティヘルス看護概論、コミュニティヘルス看護展開論、看護の基本技
術Ⅶ、ターミナルケア、在宅看護実習

【４】 関連科目

グループワークでの学習状況（30％）、グループワークの成果発表（30％）、課題（ワークシート）（40％）
グループワークの状況およびリアクションペーパーを確認し、次回の授業で理解が不足している点についてコメントする。
また、学生の成果発表の後、全体的な講評を行う。

【５】 評価方法

資料を学内オリエンテーション時に配布する。

【６】 教科書

看護学テキストNiCE　在宅看護論改訂第2版　自分らしい生活の継続をめざして；石垣和子・上野まり編集､南江堂

【７】 参考書

授業開講日の12：10　－13：00

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

初回訪問に必要な看護技術の理解
講義またはミニレクチャー、グループワーク・演習
予習：初回訪問の流れ、観察する内容を調べる
復習：初回訪問における観察・アセスメントの特徴について、気づ
いたこと・感想を記述する
キーワード：初回訪問、情報収集、観察、アセスメント

島村敦子1 初回訪問（１）

初回訪問に必要な看護技術の実践
講義またはミニレクチャー、グループワーク・演習
予習：初回訪問の流れ、観察内容を調べる
復習：初回訪問における観察・アセスメントの特徴について、考え
たことを記述する
キーワード：初回訪問、情報収集、観察、アセスメント

島村敦子2 初回訪問（２）

フィジカルアセスメント・生活アセスメントの理解と実践
講義またはミニレクチャー、課題（ワークシート①）
予習：フィジカルアセスメント・生活環境のアセスメント視点を調
べる
復習：フィジカルアセスメント・生活環境アセスメントの特徴につ
いて、考えたことを記述する
キーワード：フィジカルアセスメント、生活環境

島村敦子3 初回アセスメント

在宅における褥瘡の予防とケアの理解と実践
講義、グループワーク、演習
＊この講義は、看護の基本技術Ⅳと合同で実施する
予習：在宅における褥瘡予防に必要なケアを３つ考える
復習：在宅における褥瘡ケアの特徴について、考えたことを記述す
る
キーワード：褥瘡予防、リスクアセスメント

佐瀬真粧美4 褥瘡ケア

家族アセスメントおよび家族支援の理解
講義またはミニレクチャー、グループワーク
予習：療養者を介護する家族の特徴を３つあげる
復習：在宅における家族アセスメントの特徴について考えたことを
記述する
キーワード：家族看護、家族アセスメント、家族介護者

佐瀬真粧美5 家族への支援（１）

家族への支援の実践
講義またはミニレクチャー、グループワーク、課題（ワークシート
②）
予習：家族支援の目的を調べる
復習：家族を支援する看護師の姿勢について、考えたことを記述す
る
キーワード：家族看護、家族アセスメント、家族介護者

佐瀬真粧美6 家族への支援（２）

在宅における医療的ケア（在宅酸素療法、在宅末梢点滴静脈注射
法、在宅中心静脈栄養法）の理解と実践
講義、グループワーク、課題（ワークシート③）
予習：在宅で行われる医療的ケアを３つ考える
復習：在宅で行われる医療的ケアの特徴について、考えたことを記
述する
キーワード：医療的ケア、診療補助行為

菅谷綾子7 医療的ケア

在宅での看取りへの支援と死後のケアの理解
講義またはミニレクチャー、グループワーク
予習：在宅での看取りを可能にする条件を５つ考える
復習：在宅での看取りを可能にする支援内容について考えたことを
記述する
キーワード：看取り、死後のケア、エンド・オブ・ライフケア

鳥田美紀代8 在宅での看取り

在宅における排尿ケア・排便ケアの理解と実践
講義またはミニレクチャー、グループワーク、演習
予習：在宅における排泄ケアに関する課題をアセスメントする視点
を調べる
復習：在宅における排便ケアの特徴について、考えたことを記述す
る
キーワード：排泄ケア、摘便、おむつ、福祉用具

鳥田美紀代9 排泄ケア

在宅における口腔ケアの理解と実践
講義、グループワーク、演習、課題（ワークシート④）
予習：在宅における口腔ケアに関する課題をアセスメントする視点
を調べる。復習：在宅における口腔ケアの特徴について、考えたこ
とを記述する
キーワード：口腔ケア、肺炎予防、入れ歯

鳥田美紀代10 口腔ケア

在宅における薬物療法と服薬管理の理解
講義、グループワーク
予習：在宅における服薬管理の課題を３つ考える
復習：在宅における服薬管理の特徴について、考えたことを記述す
る
キーワード：薬物療法、服薬管理

菅谷綾子11 服薬管理（１）

自宅における服薬管理へのケアの実践
グループワーク、成果発表
予習：在宅において行うことができる服薬管理の工夫を３つ考える
復習：在宅における服薬管理に関するケアのポイントについて、考
えたことを記述する
キーワード：薬物療法、服薬管理

菅谷綾子12 服薬管理（２）
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さまざまな対象者（①疾病や障害を持つ小児、②がん療養者、③独
居高齢者、④筋萎縮性側索硬化症：ALS、⑤精神疾患を持つ療養
者）の理解
講義、グループワーク
予習：在宅療養者への支援に必要な社会資源を調べる
復習：療養者の特徴に合わせた社会資源の活用方法について、考え
たことを記述する
キーワード：社会資源、介護保険、医療保険、障害者総合支援法

島村敦子
（全員）

13 対象疾患別事例（１）

さまざまな対象者（①疾病や障害を持つ小児、②がん療養者、③独
居高齢者、④筋萎縮性側索硬化症：ALS、⑤精神疾患を持つ療養
者）への支援の実際
対象疾患別にグループワーク
予習：担当となる対象疾患の支援の実際（社会資源を含む）を調べ
る
復習：担当となる対象疾患の支援内容について、考えたことを記述
する
キーワード：社会資源、介護保険、医療保険、障害者総合支援法

島村敦子
（全員）

14 対象疾患別事例（２）

さまざまな対象者（①疾病や障害を持つ小児、②がん療養者、③独
居高齢者、④筋萎縮性側索硬化症：ALS、⑤精神疾患を持つ療養
者）への支援のまとめ
グループワーク、成果発表
予習：担当以外の対象疾患の特徴を調べる
復習：対象疾患別①‐⑤の支援の特徴をまとめる
キーワード：社会資源、介護保険、医療保険、障害者総合支援法

島村敦子
（全員）

15 対象疾患別事例（３）
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在宅看護実習

島村敦子

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Home Care Nursing Practicum 必修
実験・実

習
3年･秋 1単位 45時間

科目担当者 佐瀬真粧美・島村敦子・菅谷綾子（共同）

地域で生活している人の姿・力に触れることから、療養生活を支えるために必要な看護を実践するための基礎的能力を修得するこ
とを目的とする。地域で人々の健康を支えている訪問看護の理念、目標、方法を、訪問看護ステーション等の実践活動から、療養
者・家族が地域で生きることをともに考え、療養者・家族を支えること、そのために必要となる連携のあり方について理解する。
また、訪問看護ステーションにおける現状と課題について考察する。

【１】 授業概要

①訪問看護ステーション等の実践活動から、在宅看護・訪問看護の理念、目標、方法、看護師の役割を説明できる。
②療養者と家族の生活像、全体像を理解する具体的な方法を説明できる。
③療養者と家族への看護を見学または看護師とともに実施する際には、倫理的態度で関わることができる。
④看護師に同行訪問することから、療養者と家族に関する情報収集、アセスメント、計画立案、実施、記録、評価という居宅にお
ける看護過程を説明できる。
⑤同行した看護師の指導の下に、バイタルサインの測定、清潔ケアなどの非侵襲的なケアを実施することができる。
⑥住み慣れた地域で生活するために療養者と家族を支える連携のあり方、制度の利用について、同行訪問した事例をもとに説明で
きる。
⑦居宅における看護活動と地域包括ケアシステムとの関連および在宅看護の展望について述べることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
既習の関連科目の復習をして臨むこと。実習では、限られた時間で、必要な情報を収集する必要があるので、予習1時間程度、復
習としてその日のまとめに1時間程度を費やします。
【学習上の留意点】
実習先の訪問看護ステーションの一員として、療養者と家族を訪問することになる。そのため、実習中の服装・身だしなみ、挨
拶、言葉遣いなど、学生であるという自覚を持ち行動すること。また、学習活動上知り得た療養者と家族の情報、実習記録などの
管理を行うこと。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

倫理学、看護入門実習Ⅰ、在宅看護概論、老年看護学概論、コミュニティヘルス看護概論、コミュニティヘルス看護展開論、看護
の基本技術Ⅶ、看護の基本技術Ⅷ、ターミナルケア

【４】 関連科目

実践内容（観察力、理解力、考察力、コミュニケーション力、記録）60％、学習者としての態度・在宅看護の場における倫理的態
度 20％、最終レポート 20％。
学内演習最終日に、全体を講評する。

【５】 評価方法

資料を学内オリエンテーション時に配布する。

【６】 教科書

・社会保険研究所：介護保険・医療保険　訪問看護業務の手引き（毎年7月　最新刊発行）
・日本看護協会編：平成29年版　看護白書（日本看護協会出版会、2017）など
その他の参考書は、学内オリエンテーション時に提示する。

【７】 参考書

学内日は、終了後1時間。臨地に出向いているときには随時メール（島村：atsuko.shimamura@hs.toho-u.ac.jp）に連絡。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学修内容は、在宅看護実習要項に示し
ます。

＜実習1日目（月曜日）＞
各施設でのオリエンテーション
　・実習施設の組織、体制について
　・各施設でのオリエンテーション終了後、看護師に同行訪問する

佐瀬真粧美
島村敦子
菅谷綾子

＜実習2日目（火曜日）－4日目（木曜日）＞
各施設での実習
　・実習時間は、原則として実習先の勤務時間とする
　・多様な事例（小児、高齢者、認知症高齢者、終末期療養者な
ど）へ、看護師に同行訪問する
　・看護師との同行訪問を通して、情報収集方法、居宅で生活する
療養者と家族のアセスメント・居宅での看護過程の展開などを体験
する
　・同行した看護師が可能と判断した場合には、学生の学習段階に
応じて、バイタルサインの測定、清潔ケアなどを実施または補助す
る
　・可能であれば、ケアカンファレンスなどに参加することで、他
の専門職との連携方法を学ぶ
　・実習２日目および実習4日目には、まとめのカンファレンスを
実施する

＜実習5日目（金曜日）＞
学内演習
午前
学内グループワーク
　・異なる施設で実習した学生から構成されるグループを作る
・学生は、同行訪問した事例を通して、深めたいテーマを一人ひと
つ考えたうえで、参加する
　・グループワークでひとつテーマを決め、グループワークを行う
午後
実習まとめ
　・グループワークの成果を発表、質疑応答
　・実習のまとめ
　・必要時、面接

＜実習6日目（土曜日）＞
午前
学内演習
　・各自、課題レポートの作成、実習のまとめ

＜実習施設＞
・津田沼訪問看護ステーション
・まちのナースステーション八千代
・済生会ならしの訪問看護ステーション
・新習志野訪問看護ステーション
・おゆみの中央病院訪問看護ステーション
・訪問看護ステーションひとみ
・訪問看護ステーションほのぼの
・すずらんクリニック

【授業方法】
学内オリエンテーション（全員共通）
訪問看護ステーション等にて実習を行う（各施設、学生1-2名）
学内グループワーク（全員共通）
グループワークの成果発表（全員共通）
課題レポート（全員共通）

【予習・復習・キーワード】
訪問看護制度、介護保険、医療保険、在宅看護技術、訪問看護過
程、家族アセスメント、退院調整・退院支援、他職種連携、社会資
源
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コミュニティヘルス看護実習

米澤純子

コミュニティヘルス看護領域 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Community Health Nursing Practicum 必修
実験・実

習
3年･秋 1単位 45時間

科目担当者 米澤純子・美ノ谷新子・上地賢（共同）

コミュニティヘルス看護の一つの活動の場である保健所・保健センターにおいて、地域住民を対象として健康水準の向上を目的に
展開される保健活動の実際を体験し、基本的な知識・技術を学ぶ。具体的には、対象地域の特性と健康課題、コミュニティヘルス
看護の対象、保健所・保健センターの機能とコミュニティヘルスを支える人々の役割について考える。

【１】 授業概要

1.保健所・保健センターで展開されている地域保健活動とその対象について説明できる。
2.地域保健活動に参加し、活動ツールである健康診断、健康相談、家庭訪問、健康教育、組織化活動、地域ケアシステムケア構築
の実際とその特徴について説明できる。
3.実習を通して得られる全ての情報をアセスメントし、実習地域の地域特性と健康課題について考えることができる。
4.コミュニティヘルスの活動の場の一つである保健所・保健センターの機能について説明できる。
5.コミュニティヘルスを支える人々の役割について説明できる。
6.地域の人々の健康と尊厳を守る看護職に求められる姿勢・態度について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

学習上の留意点に関する詳細は実習要項に示す。
準備学習：既習のコミュニティヘルス看護領域の科目の復習が求められる。特に、看護の基本技術Ⅸで習得した地域診断について
は、十分に復習して実習に臨むこと。予習に1時間程度、復習に1時間程度費やす。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニティヘルス看護領域全般

【４】 関連科目

実習内容（60％）、学習者としての態度（20％）、課題レポート（20％）
実習記録・レポートは結果を返却する。

【５】 評価方法

公衆衛生看護学.第4版，荒賀直子他編，インターメディカル,2015

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

学内日。臨地に出向いているときには随時メールにて連絡。　E-mail:junko.yonezawa@hs.toho-u.ac.jp  研究室ｋ-321
実習期間中の連絡体制、および緊急連絡先は実習要項に記す。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学修内容は、コミュニティヘルス看護
実習要項に示す。

1）実習オリエンテーション
　実習概要を理解し、事前学習、現地実習に向け、学習計画を行
う。
2）現地実習（4日間）
（1）実習施設からの講話
実習施設の概況について実習指導者から講話をいただき、実習施設
の組織、管轄地域の特性と健康課題、健康課題に応じた地域保健活
動とそれらを担う人々について理解する。
（2）地域保健活動への参加
地域保健活動に参加し、地域保健活動の対象者に対して、観察・コ
ミュにケーションを実施し、地域保健活動の対象の特徴、共通する
健康課題、対象の生活、解決しようとしている健康課題について理
解する。また、地域保健活動の活動ツール（健康診断、健康相談、
家庭訪問、健康教育、組織化活動、地域ケアシステムケア構築）の
実際とその特徴について理解を深める。

全員

（3）実習地域のアセスメント
事前学習で把握した実習市の地域概況、実習指導者からの講話、地
域保健活動の参加等で得られた全ての情報から実習市の地域特性と
健康課題について考えを深める。
（4）カンファレンス
現地実習で各自が学んだことを発表する。テーマは「コミュニティ
ヘルス看護実習を通した学び」とする。学生同士で討議を行った上
で、実習指導者と教員から指導・助言を受ける。

3）学内カンファレンス
学生人数により、グループに分かれてカンファレンスを実施する。
テーマは、「実習市の地域特性と健康課題に応じたコミュニティヘ
ルス看護活動」とする。
現地実習での学びを振り返り、実習市の特性と健康課題についての
情報共有・討議を行い、コミュニティヘルス看護の特徴と実際につ
いて理解を深める。

＜実習施設＞
市保健所・市保健センター

【授業方法】
グループ毎に1週間の実習を行う。
保健所・保健センターで実施されている保健活動に参加する。
指導者を交えたカンファレンスを行う。

【予習・復習・キーワード】
＜予習＞
既習科目で修得した知識を活用しながら実習をすすめるため、予
習・復習に各1時間～1.5時間程度を要する。既習のコミュニティヘ
ルス看護領域の科目、特に、公衆衛生看護学概論、看護の基本技術
Ⅸについて復習する。
＜復習＞
コミュニティヘルス看護実習を振り返り、コミュニティヘルスを支
える看護について考察し、レポートにまとめる。
＜キーワード＞
コミュニティヘルス、公衆衛生、保健所・保健センター、地域保健
活動、健康診断、健康相談、家庭訪問、健康教育、組織化活動、地
域ケアシステム構築、地域特性、健康課題
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看護研究入門

林ひろみ

プレ・プロフェッショナル看護領 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Introduction to Research in Nursing 必修 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者
浅野美知恵・林ひろみ・渡邊尚子・臼井雅美・蜂ヶ崎令子・上地賢・島村敦子・瀧口千枝・原田慶子・笠間秀一・伊
藤茂理・原田奈美

看護学の発展と看護の質向上を目指して、看護研究の原理と方法について基礎知識を学ぶ。さらに、研究における倫理と看護の研
究課題を理解し、研究計画書の作成方法、看護研究論文のクリティークの方法を学ぶ。看護研究入門は、専門基礎科目「研究方法
の基礎」での学習を看護学に発展させるものであり、専門科目「看護研究」の演習につながる科目である。
（オムニバス方式／５回）
（林ひろみ／３回）看護学研究の概説
（浅野美知恵／２回）看護学研究計画書の作成方法
（共同／３回）論文のクリテーク方法
（渡邊尚子・臼井雅美・蜂ヶ崎令子・上地賢・島村敦子・瀧口千枝・原田慶子・笠間秀一・伊藤茂理・原田奈美）

【１】 授業概要

①看護研究を行う目的と意義について説明できる
②研究疑問に応じた研究デザインと研究方法について説明できる
③人を対象とした看護研究に必要な倫理的配慮の項目を述べることができる
④研究計画書作成のための項目を述べることができる
⑤研究論文のクリティークのポイントを説明できる
⑥研究論文についてクリティークしたことを発表できる
（看護学科ＤＰ　１，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
講義の前に関連個所を読んでおく。復習として、これまでの授業・演習・講義を基に自らの研究疑問についていくつか挙げ、関連
する文献を検索しクリティークを行う。
　授業は看護研究の基盤となる知識と手法を習得し科学的な探究力を向上させることをねらっているため、関連内容について予習
に1時間程度、復習に1.5時間程度必要である。
【学習上の留意点】
　看護研究に取り組むために必要な授業内容である。参考文献の中から活用しやすい書籍を選択し、購入することを勧める。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

「研究方法の基礎」、「看護研究」

【４】 関連科目

・課題レポート４題60%，グループワークの取組み状況・日々の学習状況40%
課題レポートの結果を返却し、返却時に講評する。グループディスカッションの結果に対して全体講評をする．授業最終日に全体
講評する。

【５】 評価方法

・授業時に資料を配布する。

【６】 教科書

・数間恵子他編：看護研究のすすめ方、よみ方、つかい方　第2版，日本看護協会出版会，2009．
・黒田裕子著：看護研究　step by step　第4版，医学書院，2012．
・南裕子編集：看護における研究，日本看護協会出版会，2012．
・早川和生編著：看護研究の進め方　論文の書き方　第2版，JNNスペシャルNo94，医学書院，2012．

【７】 参考書

・金曜日：16時20分～18時

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容
1. 看護における研究の目的と意義
2. 研究疑問（研究目的）の明確化
3. 研究疑問に応じた研究デザイン
方法：講義
予習：看護研究とはどのようなものか、参考文献に目を通す
復習：自己の講義・演習・実習などの体験を基に研究疑問を考え記
述しておく
キーワード：研究の本質、研究の意義、研究の目的、看護研究の役
割、エビデンス、研究の原理、研究疑問、研究デザイン、質的記述
研究デザイン、量的記述研究デザイン、仮説検証型研究デザイン、
因果関係検証型デザイン

林ひろみ1 看護学研究の概説(1)

内容
1．研究デザインに応じた研究方法
2. 看護研究における倫理的配慮
方法：講義
予習：看護研究方法のタイプ､看護研究の倫理について参考書に目
を通しておく
復習：研究方法を研究デザインごとに整理し記述する｡看護研究の
倫理的配慮に必要な項目とその内容を整理して記述する｡
キーワード：研究疑問、因子探索研究、関係探索研究、関連検証研
究、因果仮説研究、仮説、研究枠組み、質的研究、量的研究､研究
対象者、データ収集内容・方法、分析方法、人を対象とした研究に
おける倫理的配慮

林ひろみ2 看護学研究の概説(2)

内容
1. 論文のクリティークとは
2. 量的研究のクリティーク方法
3. 質的研究のクリティーク方法
4. 混合研究法のクリティーク方法
方法：講義
予習：クリティークとはどのようなことか、参考文献に目を通す。
復習：授業内容を整理し、研究の質向上のためのクリティーク方法
について考察する。
キーワード：批判的思考、研究の正しい方法、客観性、妥当性、一
貫性、整合性、汎用性、一般化、論文の種類

林ひろみ3 看護学研究の概説(3)

内容
1. 研究計画書とは
2. 研究計画書の構成要素
3. 研究計画書の作成手順
方法：講義
予習：研究計画書について関連の文献に目を通す。
復習：授業内容を整理し、研究の企画・計画の過程における課題に
ついて考察する。
キーワード：研究計画、研究動機、学術的背景、研究疑問、研究
テーマ、研究目的、研究方法、倫理的配慮、研究体制、時間、予算

浅野美知恵4
看護学研究計画書の作成方
法(1)

内容
1. 研究計画書の事例について検討
2. 研究計画書の作成体験
3. 研究計画書作成の課題と展望
方法：講義
予習：研究疑問に対する研究計画書案を作成する。
復習：授業内容を整理し、研究計画書作成における課題について考
察する。
キーワード：研究の学術的背景、学術的特色、予想される結果と意
義、課題・問題点、研究対象、データ収集方法、倫理的配慮、研究
体制、時間、予算

浅野美知恵5
看護学研究計画書の作成方
法(2)

内容
1. 量的研究論文のクリティークについて発表
2. 論文内容の理解を深めるための討議
3. 量的研究論文のクリティークの課題
方法：グループワーク
予習：検索した量的研究論文1つに関する発表資料(要約、クリ
ティーク)を作成する
復習：グループディスカッションによりクリティークの追加修正を
行う
キーワード：研究論文、クリティークの視点、プレゼンテーション

担当者全員6 論文のクリティーク方法(1)

内容
1. 質的研究論文のクリティークについて発表
2. 論文内容の理解を深めるための討議
3. 質的研究論文のクリティークの課題
方法：グループワーク
予習：検索した質的研究論文１文献に関する発表資料（要約、クリ
ティーク）を作成する
復習：グループディスカッションによりクリティークの追加修正を
行う
キーワード：研究論文、クリティーク、プレゼンテーション

担当者全員7 論文のクリティーク方法(2)
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内容
1. 混合研究論文のクリティークについて発表
2. 論文内容の理解を深めるための討議
3. 混合研究論文のクリティークの課題
方法：グループワーク
予習：検索した混合研究論文1つに関する発表資料(要約、クリ
ティーク)を作成する
復習：グループディスカッションによりクリティークの追加修正を
行う
キーワード：研究論文、クリティークの視点、プレゼンテーション

担当者全員8 論文のクリティーク方法(3)
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公衆衛生看護学の技術

上地賢

保健師専門科目 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Public Health Nursing Skills 選択 演習 3年･春 1単位 30時間

科目担当者 米澤純子・美ノ谷新子・上地賢（共同）

地域で生活する個人・家族・集団が自らの健康課題を認識し、主体的に健康課題を解決するための適切な接近方法及び支援方法と
して、健康相談、保健指導、家庭訪問、健康診査、グループ支援について学習する。また、地域における健康課題の組織的な解決
方法としての地区活動、地域組織活動、地域ケアシステムづくりについて理解を深める。

【１】 授業概要

①地域で生活する個人、家族、集団の中から支援を要する者を把握する手段について3つ以上説明できる。
②地域におけるグループ活動の目的と特性を理解し、健康状態の維持・増進への機能を説明することができる。
③保健指導における行動変容理論（動機付け、価値規範、自己効力感）について説明することができる。
④健康診査の目的、特性を理解し、計画、実践、事後フォローの一連の過程を教員の指導の下で実践できる。
⑥健康相談の目的と特性を理解し、計画、実践、事後フォローの一連の過程を教員の指導の下で実践できる。
⑤家庭訪問の目的、特性を理解し、家庭訪問の計画、実践、事後フォローの一連の過程を教員の指導の下で実践できる。
⑦地域で活動するグループに対して、グループダイナミクス、ファシリテーションスキルを応用した支援計画を立てることができ
る。
⑧地区活動、地域組織活動、地域ケアシステムづくりにおける個人・家族・グループの支援の位置づけを説明することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

〈学習上の留意点〉
本演習はペアおよび少人数の演習、グループワークを多用する。そのため、演習、グループワークへの積極的な参加が求められ
る。非協力的な態度を示す学生には当演習および関連する実習への参加を許可しない場合がある。
〈予習・復習〉
この講義では予習、復習にそれぞれ1時間程度を要する。
予習：事前に資料を配布する。授業参加までに資料を熟読し、必要な事項に対する自己学習が求められる。
復習：演習内容の理解と実践を確かなものにするため、FT時間を活用した技術実践の復習が求められる。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニティヘルス、公衆衛生看護に関する講義全般

【４】 関連科目

支援技術（健康相談、家庭訪問）ミニテスト：70％ （35％+35％）
レポート：30％
支援技術ミニテストでは教員からの口頭での講評に加え、ピアフィードバックとして学生間での講評を行う。
予習、復習ワークシートは教員によるコメントを付し学生へ返却する。

【５】 評価方法

公衆衛生看護学.jp 第4版

【６】 教科書

講義内で提示する。

【７】 参考書

原則水曜日の12:00～13:00をオフィスアワーとする。その他、授業前後に質問や相談を受け付ける。長時間にわたる質問や相談は
事前にアポイントをとり、日時を指定した上で対応することができる。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

講義またはミニレクチャー、演習
1）支援対象者である地域で生活する個人と家族：良好な状態と健
康課題
2）地域で活動するグループ：さまざまなグループ活動の実際
3）保健師の役割と実践：対象の把握と地区活動
予習：キーワードについて教科書を読み学習する
復習：支援を要する個人（その家族）をどのように把握するのか考
察する
キーワード：個人と家族、ライフサイクル、グループ活動、コミュ
ニティ、支援の対象、地区活動

全員
（上地賢）

1
支援の対象者と保健師の役
割

講義またはミニレクチャー、演習
1）対象へのアプローチに必要な知識、技術、態度および接近手法
とその特徴
予習：アプローチ手法を比較し、ワークシートを完成させる
復習：対象へのアプローチに必要な知識、技術、態度をまとめる
キーワード：対象への接近、健康相談、保健指導、電話、面接、家
庭訪問、集団指導

全員
（上地賢）

2 対象者への接近

講義またはミニレクチャー、演習
1）予防活動における健康診査の目的と特徴
2）健康診査の実例の理解（対象、種類、場所、費用）
3）保健指導における行動変容理論
予習：自治体のHPからどのような健康診査が行われているか情報を
得る
復習：健康診査の特徴、行動変容理論についてまとめる
キーワード：健康診査、妊婦健診、乳幼児健診、歯科検診、学校保
健、職域保健、特定健診、ポピュレーションアプローチ、ハイリス
クアプローチ

全員
（上地賢）

3 健康診査と保健指導

講義またはミニレクチャー、演習、グループワーク
1）コミュニケーションスキル、コーチングスキルの理解と実践
予習：ティーチングとコーチングの違いを明らかにする
復習：良好なコミュニケーションに必要な知識、技術、態度をまと
める
キーワード：コミュニケーション（バーバル、ノンバーバル）、保
健指導、ティーチング、コーチング、健康教育、KAPモデル、保健
信念モデル、プリシード・プロシードモデル、社会学習理論、自己
効力感

全員
（上地賢）

4 健康相談演習①

講義またはミニレクチャー、演習
1）事例をもとにした健康相談演習（その他個別事例）
予習：計画、実施、事後のそれぞれの段階において、効果的な健康
相談を行うための技術を考察する
復習：健康相談の評価指標と事後フォロー内容を考察する
キーワード：健康相談、電話、面談、保健サービス、エンパワーメ
ント、問題の明確化、アセスメント、評価、事後フォロー

全員
（上地賢）

5 健康相談演習③

ミニテスト
1）健康相談技術達成度確認
予習：健康相談の講義を振り返り実施できるよう準備する
復習：行った健康相談を振り返り課題を明確にする
キーワード：健康相談、信頼関係、問題の明確化、エンパワーメン
ト、アセスメント、評価、事後フォロー

全員
（上地賢）

6 健康相談演習④

講義またはミニレクチャー、演習
1）事例をもとにした家庭訪問の計画立案
予習：家庭訪問の利点、欠点を考察する
復習：家庭訪問の持つ機能についてまとめる
キーワード：家庭訪問、特徴、計画立案、訪問準備、対象者と家
族、生活歴、生活状況、アセスメント、記録、報告

全員
（上地賢）

7 家庭訪問演習①

講義またはミニレクチャー、演習、グループワーク
1）家庭訪問の実施①
予習：家庭訪問でのみ収集可能な情報を考察する
復習：①母子、②高齢者を対象とした時のそれぞれの場合における
家庭訪問に必要な準備についてまとめる
キーワード：家庭訪問、特徴、計画立案、訪問準備、対象者と家
族、生活歴、生活状況、アセスメント、記録、報告

全員
（上地賢）

8 家庭訪問演習②

講義またはミニレクチャー、演習、グループワーク
1) 家庭訪問の実施②
予習：①母子、②高齢者を対象とした時のそれぞれの場合において
訪問時に観察すべきポイントを考察する
復習：家庭訪問の評価指標を、プロセス、影響、成果に分けてまと
める
キーワード：家庭訪問、特徴、計画立案、訪問準備、対象者と家
族、生活歴、生活状況、アセスメント、記録、報告

全員
（上地賢）

9 家庭訪問演習③

講義またはミニレクチャー、演習
1）家庭訪問の事後フォロー、評価、計画見直し、まとめ
予習：他職種との連携が必要となる場合について考察する
復習：講義で取り上げた事例について、評価、事後フォロー案をま
とめる
キーワード：家庭訪問、特徴、計画立案、訪問準備、対象者と家
族、生活歴、生活状況、アセスメント、記録、報告

全員
（上地賢）

10 家庭訪問演習④
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ミニテスト
1）家庭訪問の達成度確認
予習：これまでの講義を復習し、家庭訪問が実施できるよう準備す
る
復習：実施した家庭訪問を振り返り課題を明確にする
キーワード：家庭訪問、特徴、計画立案、訪問準備、対象者と家
族、生活歴、生活状況、アセスメント、記録、報告

全員
（上地賢）

11 家庭訪問演習⑤

講義またはミニレクチャー、演習、グループワーク
1）ファシリテーションスキル、グループワーク手法の理解と実践
予習：「ファシリテーション」について調べる
復習：効果的なグループワークについて考察する
キーワード：ファシリテーション、リーダーシップ、傾聴、質問、
合意形成、グループワーク、ピアディスカッション、KJ法、ワール
ドカフェ

全員
（上地賢）

12 地区組織活動支援演習①

講義またはミニレクチャー、演習
1)地区組織活動の実際
予習：地域で活動するグループを自治体の広報誌等で探してみる
復習：地区組織活動の開始、存続に必要な要素を考察する
キーワード：地区組織活動、組織化、役割、地域ケアシステム、コ
ミュニティ、エンパワーメント、グループダイナミクス、セルフヘ
ルプグループ、

全員
（上地賢）

13 地区組織活動支援演習②

講義またはミニレクチャー、演習
1）組織化、組織活動支援の実際と保健師の役割
2)地域ケアシステムづくりにおける保健師の役割
予習：地区組織活動にかかわる保健師の役割について考察する
復習：地域におけるグループ活動の目的と特性を理解し、健康状態
の維持・増進への機能を説明する
キーワード：地区組織活動、組織化、地域ケアシステム、コミュニ
ティ、エンパワーメント、グループダイナミクス、セルフヘルプグ
ループ、

全員
（上地賢）

14 地区組織活動支援演習③

講義またはミニレクチャー、演習
1)講義内容のまとめ、公衆衛生看護に求められる知識、技術、態度
予習：これまでの講義を振り返り、ワークシートを完成させる
復習：実習に備え演習で学んだ知識、技術、態度について振り返る
キーワード：個人と家族、ライフサイクル、グループ活動、コミュ
ニティ、支援の対象、地区活動、健康診査、健康相談、家庭訪問、
地区組織活動、地域ケアシステム

全員
（上地賢）

15 まとめ
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公衆衛生看護学活動論

米澤純子

保健師専門科目 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Public Health Nursing Process 選択 講義 3年･春 2単位 30時間

科目担当者 米澤純子・美ノ谷新子・上地賢

地域で生活する人々のライフステージの特性を踏まえた保健活動、地域で生活する障がい者を支援する活動方法について、それぞ
れを対象とした法的根拠に基づく健康支援体制、対象特性を踏まえた保健活動、関係機関・関係職種、住民組織との協働で展開さ
れる保健活動の方法とその意義、保健師の役割について学ぶ。
（米澤純子／７回）保健師の役割、住民組織との協働で展開される保健活動の方法、地域で生活する障がい者を支援する活動方
法、母子保健活動、成人保健活動、歯科保健活動など
（上地賢／３回）精神保健活動、難病保健活動、感染症保健活動
（美ノ谷新子／５回）法的根拠に基づく健康支援体制、高齢者保健活動、地域ケアシステム構築

【１】 授業概要

 1.公衆衛生看護活動における法的根拠と健康支援体制について説明できる。
 2.母子保健活動における対象の特徴と保健活動の概要について説明できる。
 3.成人保健活動における対象の特徴と保健活動の概要について説明できる。
 4.高齢者保健福祉活動における対象の特徴と保健福祉活動の概要について説明できる。
 5.感染症保健活動における対象の特徴と保健活動の概要について説明できる。
 6.難病保健活動における対象の特徴と保健活動の概要について説明できる。
 7.精神保健活動における対象の特徴と保健活動の概要について説明できる。
 8.障害者（児）保健活動における対象の特徴と保健活動の概要について説明できる。
 9.住民組織との協働で展開させる保健活動について説明できる。
10.地域ケアシステム構築の方法と保健師の役割について説明できる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

【準備学習】
本授業は、公衆衛生看護活動の特徴についての理解を深めるために、関連する既習科目を復習しておくこと。また、指定された内
容について、該当部分をテキストで予習することを求める。予習に1時間程度、復習に1時間程度を費やす。
【学習上の留意点】
・法律、施策、社会の状況および人々の健康課題を理解し、保健活動の担う役割について考察を深める。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニティヘルス看護、公衆衛生看護に関する講義及び実習

【４】 関連科目

定期試験80%、課題・ミニテスト20%
ミニッツペーパーに記載された質問や感想等に対して次の講義でフィードバックする。

【５】 評価方法

公衆衛生看護学.　荒賀直子他編，インターメディカル．最新版

【６】 教科書

その他必要な資料は適宜講義時に配布する。

【７】 参考書

授業開校日。Eメールにて随時質問、相談を受け付ける。E-mail:junko.yonezawa@hs.toho-u.ac.jp  研究室ｋ-315

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

市町村を中心とした健康支援体制
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：地域保健法、健康日本21、健康増進法、がん対策基本
法、自殺対策基本法、母子保健法、児童虐待防止法、母子保健計
画、健やか親子21、介護保険法、ゴールドプラン21、高齢者の医療
の確保に関する法律

美ノ谷　新子1
法的根拠に基づく健康支援
体制（1）

保健所・福祉事務所を中心とした健康支援体制
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：障害者基本法、精神保健福祉法、新障害者プラン、障
害者自立支援法、感染症法、生活保護法、社会福祉法、

美ノ谷　新子2
法的根拠に基づく健康支援
体制（2）

ポピュレーションアプローチを中心とした母子への支援
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：母子保健、乳幼児の発育・発達、子育て、乳幼児健康
診査、早期発見、保健指導、ポピュレーションアプローチ、ハイリ
スクアプローチ、地域づくり

米澤　純子3 母子保健活動（1）

ハイリスクアプローチを中心とした母子への支援
講義
予習：自治体のホームページからどのような母子保健活動が展開さ
れているのか情報を得る。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：子育てのリスク、児童虐待、ドメスティック・バイオ
レンス、早期発見、ポピュレーションアプローチ、ハイリスクアプ
ローチ、サポートシステム、地域づくり

米澤　純子4 母子保健活動（2）

特定保健指導
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：成人保健、生活習慣病予防、特定健康診査・特定保健
指導、健康づくり、サポートシステム

米澤　純子5 成人保健活動（1）

健康づくりへの支援
講義：ミニッツペーパーの提出
予習：自治体のホームページからどのような成人保健活動が展開さ
れているのか情報を得る。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：成人保健、生活習慣病予防、がん対策、保健指導、健
康づくり、サポートシステム

米澤　純子6 成人保健活動（2）

介護予防を中心とした高齢者への支援
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：高齢者保健、健康寿命、保健指導、地域支援事業、地
域包括支援センター、サポートシステム、地域づくり

美ノ谷　新子7 高齢者保健活動（1）

要支援・要介護高齢者を中心とした支援
講義
予習：自治体のホームページからどのような高齢者保健活動が展開
されているのか情報を得る。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：介護予防、要支援・要介護高齢者、認知症、ターミナ
ルケア、高齢者虐待、セルフネグレクト、地域支援事業、地域包括
支援センター、

美ノ谷　新子8 高齢者保健活動（2）

地域ケアシステムの理念、目的、構築過程、チームワーク
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：仲間づくり、関係者間のネットワーク、住民とのパー
トナーシップ、協働、連携、連携会議、地域ケアシステム構築

美ノ谷　新子9 地域ケアシステム

感染症にかかわる保健師の活動
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：感染症保健活動、感染症予防、疾病管理、早期発見、
感染症発生時の対応、結核対策、ＤＯＴＳ

上地　賢10 感染症保健活動

難病療養者の生活と保健師活動
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：難病対策、健康課題のアセスメント、保健指導、在宅
療養患者、家族支援、サポートシステム

上地　賢11 難病保健活動
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精神障害者の生活特性と保健師活動
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：精神保健活動、地域生活支援、社会復帰、自立支援、
サポートシステム

上地　賢12 精神保健活動

障害者の生活特性と自立への支援
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：障害者保健、生活障害、保健指導、予防、自立支援、
社会参加、就労支援、住環境・地域環境整備、サポートシステム

米澤　純子13
地域で生活する障がい者を
支援する活動方法

地域におけるグループ支援・組織化、住民組織の育成
講義
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：組織、組織化、住民参加、コミュニティ・エンパワメ
ント、住民組織、当事者組織、NPO、ボランティア組織、自助、共
助、協働、人材育成

米澤　純子14
住民組織との協働で展開さ
れる保健活動の方法

保健師活動と保健師を取り巻く現状と課題
講義・グループワーク
予習：キーワードについて教科書で学習する。
復習：ミニッツペーパーの提出
キーワード：健康課題、住民ニーズ、地域診断、施策化、予防、協
働、地域ケアシステム構築

米澤　純子15 保健師の役割
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学校保健・産業保健

平川俊功

保健師専門科目 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

School and Occupational Health 選択 講義 3年･春 1単位 15時間

科目担当者 佐藤左千子・平川俊功

公衆衛生看護活動の場としての学校・産業分野における対象特性と組織的に展開されている保健活動の実際、及び養護教諭、産業
看護職の役割について学ぶ。さらに、行政・学校・産業のそれぞれの連携・協働の在り方について考える。
（平川俊功／４回）学校保健の理念、学校保健の歴史と現状、学校保健制度とシステム、学校保健活動と養護教諭の役割、児童生
徒の現代的健康課題と養護教諭の活動）
（佐藤　左千子／４回）産業保健の理念と目的、産業保健の制度とシステム、産業保健活動の実際と産業看護職の役割

【１】 授業概要

＜学校保健＞
①学校保健の目的及び構造と領域を理解し、説明できる
②学校保健の担い手及び組織活動や連携について理解し、説明できる
③児童生徒の現代的健康課題と対処方法や教育方法を理解し、説明できる
④学校保健活動における養護教諭の役割を理解し、説明できる
（看護学科ＤＰ　２，３，５）

＜産業保健＞
①産業保健の目的及び、産業看護に関する基本的な知識を説明できる。
②労働が健康と密接に関わっている事を学習し、労働と健康障害の関連を説明できる。
③産業保健に関わる多機関多職種との連携、安全配慮義務、個人情報保護などの活動上の留意点について理解し、実践的な活動場
面を想起することができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

　＜学校保健＞
【予習・復習等】授業外で小児疾病、栄養学、微生物学、公衆衛生学などの知識を整理しておく。指定の参考書等を読んで講義に
臨むこと。
【学習上の留意】）グループワークなども取り入れるので、ワークへの積極的な参加を望みます。人の一生　　　における学齢期
の健康課題と学校保健の担う役割や意義について理解を深めるようにしてください。

＜産業保健＞
【予習・復習等】予習として、指定の教科書を読んで講義に臨むこと。
【学習上の留意点】産業看護の学びを深めるためには、労働者の健康問題はもとより、生活や労働の実態、経済のしくみなどに幅
広く目を向けることが必要です。社会経済問題、産業保健・産業安全に関するニュースに日ごろから関心を持つようにしてくださ
い。
＊授業中の出入り、飲食、携帯電話を禁止します。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

＜学校保健＞　小児看護学概論、小児看護学方法論、小児看護実習、精神看護学概論、精神看護学方法論、精神看護学実習、栄養
学、微生物学、公衆衛生学、心理学、臨床心理学、発達看護論、コミュニティヘルス看護概論、公衆衛生看護学概論、公衆衛生看
護学活動論、公衆衛生看護学の技術、公衆衛生看護管理論、コミュニティヘルス看護実習、公衆衛生看護学実習Ⅰ、公衆衛生看護
学実習Ⅱ
＜産業保健＞　コミュニティヘルス看護概論、公衆衛生看護概論、看護の基本技術Ⅸ、疫学と公衆衛生、
精神看護学概論、公衆衛生看護学の技術，公衆衛生看護学活動論

【４】 関連科目

＜学校保健＞　50点
①日々の学習状況（20％）、②授業中の小テスト（10％）、③課題（10％）　④筆記試験60％として総合的に判断する。
フィードバック：授業態度については、授業中にコメントする。課題レポート、小テスト及び筆記試験の結果は返却する。提出さ
れた毎授業時間のミニッツ・ペーパーの記述内容をもとに次回の授業で質問への回答、補足説明等を行う。
＜産業保健＞　50点
①日々の学習状況・授業中の小テスト２回（各2.5点　計５点）　小テストは返却する。
②課題レポート（25点）　課題レポートは返却する。
③筆記試験(20点) 筆記テストは返却する。
・再試験となった場合は、筆記試験のみとする。

【５】 評価方法

＜学校保健＞　荒賀直子・後閑容子編集『第4版データ更新版　公衆衛生学看護学.JP　』インターメディカル，2018　＜産業保健
＞　河野啓子著『産業看護学』（2018 年版）日本看護協会出版会,2018

【６】 教科書

＜学校保健＞　『新訂版　学校保健実務必携　第４次改訂版』第一法規　平成29年初版，一般財団法人厚生労働統計協会編集・発
行『国民衛生の動向・厚生の指標　増刊第65巻9号　2018／2019』，そのほか必要に応じて授業中に紹介する
＜産業保健＞　労働衛生のしおり

【７】 参考書
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＜学校保健＞　授業当日の授業後，連絡方法：メール　hirakawa@tokyo-kasei.ac.jp
＜産業保健＞　授業当日の授業後，連絡方法：メール　s-sato@east.ntt.co.jp

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

内容：授業の進め方の説明
　　　学校保健の定義・目的及び場と対象を理解する
・授業の進め方及び評価方法等
・学校保健の理念
・学校保健の歴史と現状
授業方法：講義形式
予習：『国民衛生の動向2018／2019』ｐ376～380通読
『第4版データ更新版公衆衛生学看護学.JP』ｐ433～434通読
復習：「文部科学省設置法第4条12」「学校教育法」「学校保健法
（昭和33年）」「保健体育審議会答申(昭和47年)」「学校保健安全
法(平成20年)」
キーワード： 学校保健安全法，学校教育法

平川俊功1
オリエンテーション
①学校保健の理念
②学校保健の歴史と現状

内容：学校保健制度とシステムを理解する
・学校保健制度とシステム
・学校保健活動を進める人材
・学校保健活動の領域・構造
「保健教育」「保健管理」「学校保健組織活動」
「学校給食」「学校安全」
・学校保健計画
授業方法：講義
予習：『第4版データ更新版公衆衛生学看護学.JP』ｐ435～438通読
復習：「学校保健安全法」「学習指導要領」「教育課程」
キーワード：学校保健計画，学校保健委員会，学校保健の仕組み

平川俊功2

①学校保健の実際と組織活
動
②学校保健活動の領域・構
造

内容：学齢期における心身の現代的健康課題を理解する
・学齢期の児童生徒の健康課題とその対策
・学校における学校保健活動の実際
授業方法：講義・グループワーク
予習：『国民衛生の動向2018／2019』ｐ382～390　通読
『第4版データ更新版公衆衛生学看護学.JP』ｐ442～444通読
http://www.mext.go.
jp/a_menu/kenko/hoken/__icsFiles/afieldfile/2017/05/01/13849
74_1.pdf閲覧
復習：「学校保健統計」「一人一人の教育的ニーズに応じた教育」
「チーム学校」現代的健康課題への対応
キーワード：心身の現代的健康課題，学校教育，養護教諭の活動

平川俊功3 学齢期の子どもの健康状況

内容：養護教諭の役割と職務内容を理解する
・学校保健活動における養護教諭の役割と具体的な活動
・養護教諭の職務と役割
・まとめ
授業方法：講義・グループワーク
予習：「学校教育法第37条」「学校保健安全法第7条」の内容確
認，養護教諭の活動の想起
復習：「養護教諭の役割・職務の内容」「保健室の設置目的」
キーワード：養護教諭

平川俊功4
学校保健に果たす養護教諭
の役割と職務

内容：
・産業保健・産業看護の理念と目的
・企業、組織と労働生活の理解および労働者の理解
・わが国における産業保健・産業看護の現状と産業保健の健康課題
および動向
・産業保健の制度とシステム
授業方法：講義形式
予習：教科書　「第１章　産業保健・産業看護の理念」「第２章
衛生管理を推進するための体制」「第３章　我が国における産業保
健・産業看護の実態」を読んでくる
復習：産業保健・看護の理念と目的、労働安全衛生法規
キーワード：産業保健・産業看護の目的・定義　労働衛生関連法規
労働衛生管理体制　産業保健の歴史　産業保健の現状　産業看護活
動

佐藤左千子5
産業保健・産業看護の理
念・目的

内容：
・産業看護活動に必要な労働生理や人間工学等の知識
・職業性疾病の予防対策と産業看護職の役割
授業方法：講義形式 グループワーク
予習：教科書「第４章　産業保健の基本と産業看護か活動」を読ん
でくる
復習：3 管理5 分野の理解、職業性疾病と3 管理の視点から職業性
疾病対策を理解する
キーワード：職業性疾病　産業看護職の役割
授業の冒頭で復習小テスト

佐藤左千子6
職業性疾病とその予防対策
における産業看護職の役割

内容：
・基本的産業保健活動と看護職の役割
授業方法：講義形式 グループワーク
予習：教科書「第５章　主な産業看護活動の実際」を読んでくる
復習：健康診断・保健指導・職場巡視における看護職の役割
キーワード：健康診断、保健指導、職場巡視、健康教育
授業の冒頭で復習小テスト

佐藤左千子7
産業保健活動の実際と産業
看護職の役割①
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内容：
・メンタルヘルス対策、過重労働対策、生活習慣病対策と、その実
際を知る。
・産業保健の展開
・まとめ
授業方法：講義形式
予習：教科書「第５章　主な産業看護活動の実際」を読んでくる
復習：メンタルヘルス対策、過重労働対策、生活習慣病対策
における看護職の役割
キーワード：メンタルヘルス　過重労働　生活習慣病　産業保健計
画の評価
課題レポート：医療現場で働く看護師の健康課題の抽出と対策案に
ついて

佐藤左千子8
産業保健活動の実際と産業
看護職の役割②
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公衆衛生看護学実習Ⅰ

上地賢

保健師専門科目 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Public Health Nursing PracticumⅠ 選択
実験・実

習
3年･秋 2単位 90時間

科目担当者 米澤純子・美ノ谷新子・上地賢（共同）

公衆衛生看護活動の場である保健所・保健センターにおいて、地域住民を対象として健康水準の向上を目的に展開される保健活動
の実際を体験し、基本的な知識や技術を学ぶ。具体的には、個人（家族）、特定集団の健康課題に対する支援活動の展開方法、組
織集団支援、地域全体を視野に入れた保健活動、多職種との連携・協働の実際について学ぶ。

【１】 授業概要

①保健所・保健センターで実施されている保健活動の実際を説明できる。
②個人（家族）、特定集団の健康課題に対する保健師の支援技術について説明できる。
③個別支援、集団支援、地域支援に関する保健活動を保健師と共に実施・評価する。
④保健活動を展開する多職種との連携・協働の実際を見学し、連携・協働における姿勢・態度および調整技術を考察することがで
きる。
⑤保健所・保健センターで展開される生涯を通じた健康づくり体系を理解し、保健師が果たすべき役割と課題について説明でき
る。
⑥保健活動を行う上で必要な態度や基本的技術を身につけることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

予習：実習現場となる自治体において実施されている保健事業の種類、内容、対象となる住民の特徴、およびその事業を担当する
部署について把握する。予習に要する時間の目安は1時間程度である。
復習：公衆衛生看護関連の講義および演習内容の復習が求められる。特に、家庭訪問、健康教育などは自分で実施できるようにな
ることが望まれるため、十分に復習をした状態で実習に臨むことが求められる。復習に要する時間の目安は1時間程度である。
学習上の留意点に関する詳細は実習要綱に示す。
公衆衛生看護に関する講義、演習を修了できなかった者は実習参加を認められないことがある。やむを得ない事情（病気、身内の
不幸、等）にて実習を欠席した場合は実習日を追加し、必要な学習を行う場合がある。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

公衆衛生看護学関連全般

【４】 関連科目

実習記録（30％）、担当教員および現場指導者による技術、態度の評価（40％）、実習後のグループワークおよびレポート評価
（30％）
提出された実習記録に対してコメントを付し翌日以降に返却する。実習後のグループワーク上での発言に対し適宜講評をする。実
習最終日に全体講評をする。

【５】 評価方法

公衆衛生看護学.jp 第4版

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

各教員へ随時連絡することができる。その際、メールによる連絡が望ましいがやむを得ない場合、緊急時においては電話連絡も可
能とする。科目責任者のメールアドレス（ken.uechi@hs.toho-u.ac.jp）に加え、実習期間中の連絡体制、および緊急連絡先は実
習要綱に記す。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学修内容は、公衆衛生看護学実習Ⅰ要
項に示す。

1. 実習施設
千葉県内各市保健所、保健センター
2. 実習内容
1）実習地域のホームページ、総合計画、保健活動報告等の資料や
保健師の説明をもとに、保健所および保健センターで行われている
保健活動（事業）を対象者の属性、ライフステージ（母子、高齢
者、精神、難病等）ごとに整理し、理解する。
2）保健師やその他の保健活動実践者の講話、活動状況の見学か
ら、支援対象者（対象集団）への（1）アプローチ方法、（2）それ
ぞれの方法に活用される専門技術について理解する。
3）保健所・保健センターで行われている保健活動を保健師と共に
実施し、
（1）個別支援（健康相談、家庭訪問）、（2）集団支援（健康教
育、グループ支援）、（3）地域支援における計画、実施、評価の
プロセスを経験する。
4）連携する多職種の把握と、連携・協働における保健師の役割・
技術を学習する。
5)自治体における健康づくり体系と各ライフステージ上の保健師の
支援内容の関連から、地域の健康形成、地域ケアシステムづくりに
おいて求められる保健師の知識、態度、技術を学習する

全員

予習：地域看護実習および既習の公衆衛生看護学の各科目の復習を
行う。特に家庭訪問、健康教育は単独でも実施できるよう準備をし
ておくことが望ましい。
復習：個別支援から地域全体の保健活動にどのように結び付けるの
か実習で学習、経験した事例をもとに保健師の活動内容をまとめ
る。
保健活動に参加した学びをグループでまとめ報告し、他の学生の学
びを共有する。

キーワード：ライフステージ、地域特性、保健所の機能、保健セン
ターの機能、公衆衛生活動、ヘルスプロモーション、地区活動、地
区組織活動、地域ケアシステム、母子保健、成人保健、高齢者保
健、精神保健、難病、健康診査、健康相談、健康教育、家庭訪問、
保健医療福祉職、連携、協働
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公衆衛生看護学実習Ⅱ

米澤純子

保健師専門科目 （授業コード：）

科目名称

英文名称

科目責任者

必選区分 授業区分 開講時期 単位数 時間数

Public Health Nursing PracticumⅡ 選択
実験・実

習
3年･秋 2単位 90時間

科目担当者 米澤純子・美ノ谷新子・上地賢（共同）

広域地域を管轄する県型保健所における保健活動の実際を体験し、保健所の専門機能と保健師の役割について学ぶ。学校における
児童・生徒の生活状況と健康課題を理解し、学校保健活動の実際と養護教諭の役割について学ぶ。労働者の健康の保持増進、労働
条件や労働環境に関連する健康障害の予防を組織的に展開している産業保健活動と看護職の役割について学ぶ。

【１】 授業概要

＜県型保健所実習＞
①地域の潜在的・顕在的健康課題の明確化、解決・改善策の企画・立案、実施・評価の実際について説明できる。
②地域の健康危機管理（感染症、虐待、DV、自殺、災害等）の体制づくりについて説明できる。
③保健・医療・福祉を包括する地域ケアシステム構築を担う保健所の機能及び保健師の役割を説明できる。
＜学校保健実習＞
①学校における児童・生徒の生活状況と健康課題を説明できる。
②養護教諭の役割と保健室経営について説明できる。
③学校保健上の問題を抱えた児童・生徒への対応方法について説明できる。
④児童・生徒への健康教育を指導の下に実施することができる。
＜産業保健実習＞
①労働衛生対策の実際を学び、労働者の健康課題の特性について説明できる。
②労働者を対象として実施される健康診断の実際と保健指導技術を指導の下に実施することができる。
③労働者を対象とした健康管理システムおよび看護職の役割について具体的に説明できる。
＜総括＞
①公衆衛生看護に求められる専門性について考察することができる。
②公衆衛生看護職に求められる態度姿勢を身につけることができる。
（看護学科ＤＰ　１，２，３，４，５）

【２】 学修目標（到達目標）

学習上の留意点に関する詳細は実習要項に示す。
準備学習：既習の公衆衛生看護学の各科目の復習が求められる。特に、コミュニティヘルス看護学実習、公衆衛生看護学実習Ⅰの
学びを振り返り、市町村保健センターの機能との比較から、県型保健所の機能、学校保健活動、産業保健活動の特徴について学び
を深める。予習に1時間程度、復習に1時間程度費やす。

【３】 準備学習（予習・復習等）・学習上の留意点

コミュニティヘルス看護、公衆衛生看護に関する講義及び実習

【４】 関連科目

実習内容（県型保健所、学校保健、産業保健）60％、学習者としての態度（全体として）20％、課題レポート 20％
実習記録・課題レポートは結果を返却する。

【５】 評価方法

公衆衛生看護学，荒賀直子他編，インターメディカル,最新版

【６】 教科書

特になし

【７】 参考書

学内日。臨地に出向いているときには随時メールにて連絡。　E-mail:junko.yonezawa@hs.toho-u.ac.jp  研究室ｋ-321
実習期間中の連絡体制、および緊急連絡先は実習要項に記す。

【８】 オフィスアワー・連絡方法
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【９】 授業計画

内容および授業方法
予習・復習・キーワード

項目 担当教員

目標を達成するための詳細な学修内容は、公衆衛生看護学実習Ⅱ要
項に示す。

＜県型保健所実習＞
1. 実習施設
県型保健所
2. 実習内容
1）保健所合同講義に参加し、保健所の機能、保健所管内の地域特
性と健康課題を理解する。
2）保健所で行われている保健活動への参加、実習指導者からの説
明から、（1）保健所の保健活動の対象と保健活動の特徴、（2）支
援技術、（3）活動に携わる様々な職種の役割を理解する。
3）実習での学びを統合し、保健・医療・福祉を包括する地域ケア
システム構築を担う保健所の機能と保健師の役割について考察す
る。

全員

＜学校保健実習＞
1.実習施設
　船橋市立小学校
2.実習内容
1）校長・養護教諭からの講話を聴講し、（1）学校組織、教育目
標、教育計画、教育環境、保健室経営の具体的な方法、保健組織活
動、学校・家庭・地域との連携を理解する。
2）養護教諭の活動に参加し、（1）児童生徒の生活・健康課題、
（2）養護教諭の活動を理解する。
3）児童生徒生活・健康課題に応じた健康教育を計画・実施する。
4）実習での学びを統合し、学校保健の機能と養護教諭の役割につ
いて考察する。

＜産業保健実習＞
1.実習施設
ちば県民保健予防財団
2.実習内容
1）産業医、産業看護職からの講話を聴講し、（1）労働者の健康課
題の特性、（2）労働者を対象とした健康管理システムを理解す
る。
2）労働者を対象として実施される健康診断と保健指導技術を理解
する。
3）実習での学びを統合し、産業保健の機能と産業看護職の役割に
ついて考察する。

予習：既習の公衆衛生看護の各科目の復習を行う。
復習：学内演習において、各実習グループの学びを報告し、他の学
生の学びを共有し自身の学びを深める。

キーワード：地域特性、公衆衛生看護活動、学校保健活動、産業保
健活動。保健所の機能、保健センターの機能、予防、健康危機管
理、役割、連携
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